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【巻末資料１】「学習者の記述過程の実態を捉えるための調査」における CBT調査問題の画


面一覧 


※画面１から画面４まではチュートリアルであり，練習時間で使用するものである。 


 


【画面１ 練習開始画面】 


【画面２ 「自由メモ」の練習画面】 
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【画面３ 「ふせん」の練習画面】 


【画面４ 「全画面」表示の練習画面】 
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【画面５ 調査問題開始画面】 


【画面６ 調査問題提示画面】 
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【画面７ 調査の説明提示画面】 


【画面８ 「手紙の知識」〈手紙の構成１〉画面】 
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【画面９ 「手紙の知識」〈手紙の構成２〉画面】 


【画面 10 「手紙の知識」〈頭語・結語〉画面】 
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※「自由メモ」，「ふせん」は，画面２，３と同様なので省略する。 


 


 


【画面 11 「手紙の知識」〈時候の挨拶〉画面】 


【画面 12 アンケート画面】 







頭語結語 時候の挨拶 手紙の構成1 手紙の構成2


1 45 ① 自由メモに手紙を書き，手紙欄にペーストして推敲。全画面に切り替えて書き上げる。


① 時候の挨拶を見て書き始める。


② 手紙の構成2を見ながら書き進める。


③ 自由メモに手紙を書く。一通り書いたら手紙にペーストし，手紙上で推敲して完成させる。


① 時候の挨拶を見て書き始める。


② 手紙の構成2を見ながら書き進めて完成させる。


① 時候の挨拶を見て書き始める。


② 手紙の構成1を見ながら書き進める。


③ 手紙の構成2を確認しながら書き進めて完成させる。


① 時候の挨拶を見て書き始める。


② 手紙の構成2を見ながら書き進めて完成させる。


① 頭語と結語を見て書き始める。


② 時候の挨拶を見ながら書き進める。


③ 手紙の構成2を見ながら書き進める。


④ 付箋に材料を書き出し，貼ったり剥がしたりする。


⑤ 手紙の構成2を見ながら書き進める。


⑥ 手紙の構成1で後付けの内容を確認して完成させる。


① 自由メモに目的を書き，書き始める。（途中，ふせんで遊ぶ）


② 手紙の構成2を見ながら書き進めて完成させる。


① 手紙の構成1を確認する。


② 時候の挨拶を確認し，全画面に切り替えて書き進める。


③ 手紙の構成2を見て改行位置を改め，全画面に切り替えて書き進めて完成させる。


① 時候の挨拶を見て書き始める。


② 手紙の構成1を見ながら書き進める。


③ 手紙の構成2を見ながら書き進めて完成させる。


① 時候の挨拶を見て書き始める。


② 手紙の構成2を見ながら書き進めて完成させる。


① 自由メモに手紙を書く目的を書く。


② 手紙の構成2を見て書き始める。


③ 時候の挨拶を見ながら書き進める。


④ 手紙の構成2を見ながら書き進める。


⑤ 自由メモに書く材料をいくつか書き出し選択する。


⑥ 手紙の構成2を確認する。


⑦ 自由メモで内容を推敲する。


⑧ 頭語結語を確認し，全画面に切り替えて書き進めて完成させる。


① 手紙の構成1を見て書き始める。


② 手紙の構成2を見ながら書き進め，手紙欄で文章の推敲を行い書き直す。


③ 時候の挨拶を見て書き直し，書き進めて完成させる。


① 手紙の構成2を見て書き始める。


② 時候の挨拶を見ながら書き進める。


③ 手紙の構成2を見ながら書き進める。


④ 付箋に材料を書き出す。


⑤ 自由メモにも材料を書き出すが，付箋に戻る。


⑥ 付箋を見ながら書き進める。


⑦ 手紙の構成2を見ながら書き進めて完成させる。


11 46


12 44


13 45


8 44


9 34


10 43


2 46


3 44


7 40


※○付数字は，当該学習者が使用した順番を示し，→印はその順番を追った軌跡。


【巻末資料２】　各学習者の記述過程における学習支援ツールの使用状況と解答時間


5 31


4 44


活動の概要
「手紙の知識」


自由メモ ふせん


6 39


No.
解答
時間
（分）


177







頭語結語 時候の挨拶 手紙の構成1 手紙の構成2
活動の概要


「手紙の知識」
自由メモ ふせんNo.


解答
時間
（分）


① 手紙を書き始めてから，自由メモに下書きを書く。


② 時候の挨拶を見ながら書き進める。


③ 手紙の構成2を見ながら書き進めて完成させる。


15 40 ① 頭語と結語を見て書き始め，途中で全画面に切り替えて書き進めて完成させる。


① 手紙の構成2を見て書き始め，そのまま完成させる。


② 完成後，時候の挨拶を確認する。


① 時候の挨拶を見て書き始める。


② 頭語と結語を確認する。


③


④


⑤


① 自由メモに材料を書き出す。


② 時候の挨拶を見ながら書き進める。


③ 手紙の構成2を見る。


④ 自由メモを見ながら書き進める。


⑤ 手紙の構成2を確認し，途中で全画面に切り替えて書き進めて完成させる。


① 頭語結語を見て書き始める。


② 時候の挨拶を見ながら書き進める。


③ 手紙の構成2を見ながら書き進めて完成させる。


① 時候の挨拶を見て書き始める。


② 手紙の構成1を見ながら書き進める。


③ 手紙の知識をいろいろ切り替えるが，最後は手紙の構成2を見て，末文を書き写す。


① 時候の挨拶を見て書き始める。


② 手紙の構成2を見ながら書き進める。


③ 付箋に一文ずつ書く。


④ 自由メモに材料を書く順番に並べて書く。


⑤ 付箋から手紙欄へ文をペーストしたり，付箋に文を書き足したりする。


⑥ 手紙の構成2を見ながら書き進めて完成させる。


⑦ 完成後，時候の挨拶を確認する。


① 手紙の構成2を見て書き始める。


② 時候の挨拶を見ながら書き進める。


③ 手紙の構成2を見ながら書き進めて完成させる。


① 手紙の構成2を見て書き始める。


② 時候の挨拶を見ながら書き進める。


③ 手紙の構成2を見ながら書き進める。


④ 手紙の構成1を確認し，全画面に切り替えて，推敲しながら完成させる。


① 自由メモでどの先生に手紙を出すか材料とともに検討する。


② 付箋に材料を書き出す。


③ 手紙の構成2を見ながら書き始める。


④ 自由メモや付箋を見ながら書き進める。


⑤ 手紙の構成2を見ながら書き進めて完成させる。


① 頭語結語を見て書き始める。


② 時候の挨拶を見ながら書き進める。


③ 手紙の構成2を見ながら書き，途中で全画面に切り替えたり構成2を見たりしながら完成させる。


① 時候の挨拶を見て書き始める。


② 手紙の構成2を見ながら書き，途中で全画面に切り替えたり構成2を見たりしながら完成させる。


24 37


25 35


26 45


21 44


22 45


23 45


18 31


19 39


20 42


14 40


16 37


17 32


手紙の構成1と手紙の構成2を交互に切り替えて見ながら書き進めて完成させる。
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頭語結語 時候の挨拶 手紙の構成1 手紙の構成2
活動の概要


「手紙の知識」
自由メモ ふせんNo.


解答
時間
（分）


① 自由メモに下書きを書き，手紙を書き始める。


② 頭語結語を確認して書き進め，途中で全画面に切り替えて書き進めて完成させる。


28 17 手紙欄に書き始め，途中で全画面に切り替えて書き進めて完成させる。


① 手紙の構成1を見て書き始める。


② 時候の挨拶を見ながら書き進める。


③ 手紙の構成2を見ながら書き，途中で全画面に切り替えて書き進めるが，大幅に書き直す。


④ 時候の挨拶を確認する。


⑤ 手紙の構成2を確認しながら書き進めて完成させる。


① 時候の挨拶を見て書き始める。


② 手紙の構成2を見ながら書き，途中で全画面に切り替えて書き進めて完成させる。


31 45 手紙欄に書き始め，途中で全画面に切り替えて書き進めて完成させる。


① 時候の挨拶を見て書き始める。


② 手紙の構成2を見ながら書き進めて完成させる。


① 手紙欄に書き始め，途中で自由メモに材料を書く。


② 手紙の構成1を見て，主文の書き出しを確認する。


③ 手紙の構成2を見ながら書き進める。


④ 時候の挨拶を確認し，全画面に切り替えて書き進めて完成させる。


① 手紙の構成2を見て書き始める。


② 時候の挨拶を見ながら書き進める。


③ 手紙の構成2を見ながら書き，途中で全画面に切り替えて書き進めて完成させる。


35


① 手紙欄に書き始め，手紙の構成2を見ながら書き進める。


② 全画面に切り替えて書き進め，途中で頭語結語を確認して完成させる。


37 45 手紙欄に書き始め，途中で全画面に切り替えて書き進めて完成させる。


① 頭語結語を見て書き始める。


② 時候の挨拶を見ながら書き，その後は全画面に切り替えて書き進める。


③ 書き終えて，手紙の構成2を確認する。


① 自由メモに材料を書く。


② 手紙の構成1を見て書き始める。


③


④  


⑤


40 43 ① 時候の挨拶を見ながら書き進め，その後は全画面に切り替えて書き進めて完成させる。


36 22


38 45


39 44


32 32


33 38


34 41


27 41


4529


30 45


手紙の構成1と手紙の構成2を切り替えつつ書き進め，最後は全画面に切り替えて完成させる。
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【巻末資料３】「記述過程における学習支援の要素を精査するための調査」における CBT


調査問題の画面一覧 


※画面１から画面９まではチュートリアルであり，練習時間で使用するものである。 


 


【画面２ 練習開始画面】 


【画面１ 冒頭アンケート画面】 
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【画面３ 「自由メモ」の練習画面】 


【画面４ 「ふせん」練習画面】 
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【画面５ 「手紙の構想メモ」練習画面】 


【画面６ 「手紙の知識」〈頭語・結語〉練習画面】 
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【画面７ 「手紙の知識」〈時候の挨拶〉練習画面】 


【画面８ 「手紙の知識」〈手紙の構成〉練習画面】 
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【画面９ 全画面表示 練習画面】 


【画面 10 調査問題開始画面】 
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【画面 11 調査問題提示画面】 


 


【画面 12 調査の説明提示画面】 
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【画面 13 「自由メモ」の画面】 


※「自由メモ」と同じく，他の学習支援ツールの画面も，画面４から画面９と同様なので


省略する。 


【画面 14 「事後アンケート」の画面】 
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【画面 15 「事後アンケート」の画面】 
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【巻末資料４】学習者の個票（75名分） 


 


（個票の記号について） 


●：当該時間で主に使用した学習支援ツールを示す。●に付した番号は，１分間内で


主に使用した学習支援ツールの順番を示す。 


△：全画面を開いて使用している状況を示す。便宜的に「頭語・結語」欄を使用。 


○：学習支援ツールを開いているが使用していない状況を示す。 


 


※冒頭アンケート，事後アンケートの項目は，表 3.1，及び表 3.2 にそれぞれ対応し


ている。 







頭
語
・
結
語


時
候
の
挨
拶


手
紙
の
構
成


自
由
メ
モ


ふ
せ
ん


構
想
メ
モ


0 00 ○1 ○2


●


●2 ○3 ○1


●1 ●2


●3 ●2 ●1


●1 ●2


●1 ●2


●


●


●


10 00 ●


●


●


●


●


●


●


●


●


●


20 00 ●


●


●


●


●


●


●


●


●


●


30 00 ●


●


●


●


●


●


●


●


●


△2 ●1


40 00 △1 ●2


●


●


●


●


●


●


●


●


●


50 00 ●


56 51 △2 ●1


5 5 11


メモや付箋の利用


どちらかというと好き どちらかというと知っている ときどき使う


記述した手紙文
経過
時間


知識的な要素


№ S-01 冒頭ｱﾝｹｰﾄ
書くことについて 手紙のきまり


記述中の概要


方法的な要素


後付けを書くときに，「手紙の構成」を一旦
確認する。


事後アンケート(2)による活用状況➡
1)とても役に立った　2)役に立った　3)あまり役に
立たなかった　4)役に立たなかった　5)使わな
かった


ア
ン
ケ
ー


ト


事
　
　
　
後


(1)手紙を書く時に気を付けたこと
一文が長くなり過ぎないようにしました。そして文字の行替えもなるべく読みずらくならないように心が
けました。


(3)最近書いた手紙について 修学旅行の体験先に向けてかきました。


(4)メールやＳＮＳと手紙の違い


拝啓　今年も残り少なくなりました。先生
はいかがお過ごしでしょうか。
　さて冬季大会や寒稽古をひかえ、先生
も多忙な日々をお過ごしだと思います。
僕も受験まで残り二か月ほどとなり毎日
勉強の日々です。自分は合格できるのだ
ろうかと不安な気持ちにもなります。しか
し自分ならできると気持ちを鼓舞し、自分
自身と闘っています。僕が自分の気持ち
を強く持てるようになれたのは××先生
のご指導のもと剣道を続けてきたからで
す。剣道を始める前はもともと気持ちが
強いわけではありませんでした。中学で
剣道部に入り稽古を始めたばかりの頃
は稽古についていくのも大変でした。そし
てだんだんと慣れてきた後も試合でよい
結果を残せないことやかかり稽古に苦し
んでいました。正直嫌になることもありま
した。でも先生は甘やかすことなく、厳し
く、でも丁寧に指導をして下さりました。だ
から忍耐力もつき人としても成長すること
ができました。今こうして頑張れるのも先
生のおかげです。僕にさまざまなことを
教え、人として成長させてくださり、本当
にありがとうございました。
　先生もお体に気を付けて頑張ってくださ
い。そしてこれからもよろしくお願いしま
す。　　　　　　　             　　   敬具
　一二月四日
　　　　　　　　　　　　　　　　■■　■■
××　××先生


「ふせん」に「稽古のこと」と書き，消す。
「頭語結語」を開く。
「時候の挨拶」を開き，約３分筆が止まり，
「拝啓　今年も･･･」と頭語と時候の挨拶を書
く。
「手紙の構成」を開いて書き進める。
以降は，前に戻って修正することなく，手紙
を書き進め，書き上げる。


手紙のほうが相手を意識できるのでしっかり言葉を選ぼうという気持ちになった。


(5)手紙にきまりがあることについて 堅苦しい感じもする。もっと自由でもいいと思う。
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頭
語
・
結
語


時
候
の
挨
拶


手
紙
の
構
成


自
由
メ
モ


ふ
せ
ん


構
想
メ
モ


0 00 ●1 ●2


●2 ●1


●


●


●


●


●


●


●1 ●2


●


10 00 ●


●


●


●


●


●


△2 ●1


●


●


●


20 00 ●


●


●


●


△2 ●1


△


△


△


△


△


30 00 △


△


△


△


△


△1 ●2


●


●


●


●


40 00 ●


●


●


●


●


●


△2 ●1


△


△1 ●2


△


50 00 △1 ●2


54 05 △


5 5 5


記述中の概要


相手のわかりやすい言葉を選んだ方が良いと思う。


(5)手紙にきまりがあることについて 礼儀を守るのは大切だが，気持ちが伝わりづらそうだと思った。


「手紙の構成」で，後付けを確認して終了。


事後アンケート(2)による活用状況➡ 5
1)とても役に立った　2)役に立った　3)あまり役に
立たなかった　4)役に立たなかった　5)使わな
かった


ア
ン
ケ
ー


ト


事
　
　
　
後


(1)手紙を書く時に気を付けたこと
・感謝の気持ちが伝わるように言葉に気を付けた
・敬語の使い方


(3)最近書いた手紙について ３年生の秋ごろに修学旅行でお世話になった人へ感謝を伝える。


(4)メールやＳＮＳと手紙の違い


拝啓　今年も残り少なくなりました。××
先生はいかがお過ごしでしょう。私は、忙
しくも楽しい日々を送っています。


　さて、今回は××先生に小学生のとき
の感謝の気持ちをお伝えしたいと思い、
筆をとらせていただきました。私は小学
生の頃、いつもくだらないことをして先生
からご指導を受けていたと思います。当
時のことを思い返すを自分でも反省する
ことが多く、ご迷惑をかけていたと実感し
ます。
　また、楽しい経験も多くさせていただき
ました。特に私が印象に残っているの
は、六年生のときのバスケットボール大
会です。私はあそこまで他人と喜びを共
有できたことはありません。そして、クラ
ス全員で一致団結できたのは、先生のお
力添えがあってのことだと感じています。
　小学校で一生頭に残る素晴らしい思い
出を作ってくれたのはクラスの仲間と×
×先生です。本当に感謝の言葉が尽き
ません。ありがとうございました。


　来年お伺いしたいと思っていますので，
どうかよろしくお願いいたします。△△先
生にも宜しくお伝えください。
　　　　　　　　　　　　　　　　  　　　敬具
　十二月四日
　　　　　　　　　　　　　　　  　■■　■■
××　××様


「全画面」にし，「特に私が印象に残ってい
るのは，」以降を書き進める。


「先生のお力添えがあってのことだと感じて
います」まで書き，「手紙の構成」を見直す。
以降，書き進める。


「手紙の構成」を開き，「拝啓」と書く。
「時候の挨拶」を見て，時候の挨拶を書く。
以降，書き進める。


「手紙の構成」を開き，「さて，」と書き，以
降，書き進める。


メモや付箋の利用


どちらかというと嫌い どちらかというと知らない ときどき使う


記述した手紙文
経過
時間


知識的な要素 方法的な要素


№ S-03 冒頭ｱﾝｹｰﾄ
書くことについて 手紙のきまり
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頭
語
・
結
語


時
候
の
挨
拶


手
紙
の
構
成


自
由
メ
モ


ふ
せ
ん


構
想
メ
モ


0 00 ●


●


●


●


●2 ●1


●2 ●1


●


●


●


●


10 00 ●


●


●


●


●


●


●


●


●


●


20 00 ●


●


●


●


●


●


●


●


△2 ●1


△


30 00 △


△


△


△


△1 ●2


△


△


△


△


△


40 00 △


△


△1 ●2


△


△


△


△1 ●2


△1 ●2


△1 ●2


△1 ●2


50 43 △


5 5 1


「頭語・結語」を開き，「拝啓」と書く。
「時候の挨拶」を開く，時候の挨拶を書く。
「手紙の構成」を開き，以降，書き進める。


記述中の概要


メールもSNSもしていません。


(5)手紙にきまりがあることについて 良いと思う。きまりの中にも美しさや文面を整えることで相手に敬意や気持ちが伝わると思う。


「自分に自信をもって卒業したいと思いま
す。」まで書いて，「手紙の構成」を確認す
る。


「敬具」まで書き終えた後，「手紙の構成」で
後付けを確認する。


事後アンケート(2)による活用状況➡ 1
1)とても役に立った　2)役に立った　3)あまり役に
立たなかった　4)役に立たなかった　5)使わな
かった


ア
ン
ケ
ー


ト


事
　
　
　
後


(1)手紙を書く時に気を付けたこと
相手に失礼のないように文面を気をつけた。
誤字脱字のないよう気をつけた。


(3)最近書いた手紙について 実習生の先生方への手紙


(4)メールやＳＮＳと手紙の違い


拝啓　冷たい木枯らしの吹くころです。お
元気ですか。
　さて、附属中学校に入学し剣道部に所
属してから約三年が経とうとしています。
先輩の背中を追うのに必死だった私も今
では二学年の後輩がいる最上級生で
す。そして、少しの余裕が生まれていま
す。これは、学絞で養った力はもちろん、
部活（剣道部）で養った力も大きいと患い
ます。去年の▲▲大会の頃、「■■は自
分に甘い」と怒られたときを今でも覚えて
います。あの時は、とてもくやしかったで
す。だから、部長になってからはどんなに
辛い練習でも本気で臨みました。そのた
め、県大会には届きませんでしたが、自
分に負けない精神力、粘り強さ、剣友へ
の思いやりなど、勝つことよりももっと大
切なことを学び得られたと思います。
　これらは、すベて××先生や、△△先
生のおかげだと思います。今、私は受験
に向けて準備をしています。とても忙しく
余裕などは一切ありません。しかし、先
生方、そして剣道から学んだことを忘れ
ずに受験に臨み、自分に自信をもって卒
業したいと思います。この約三年間本当
にり有難うございました。残りもわずかで
すが、これからもよろしくお願いします。
敬具
   十二月四日
                                     ■■■■
  ××××　様


「全画面」にして書き進める。


「構想メモ」に，以下を書く。
・手紙を書く相手：「××先生」
・手紙を書く目的：「部活での感謝，日頃の
感謝，受験について」
・伝えたい内容：同上
・伝えたい気持ち：「感謝，剣道で養った力，
今後について」
・気を付けたいこと：「失礼のないようにす
る。まっすぐ感謝が伝わるようにする」


メモや付箋の利用


嫌い 知らない 使わない


記述した手紙文
経過
時間


知識的な要素 方法的な要素


№ S-05 冒頭ｱﾝｹｰﾄ
書くことについて 手紙のきまり


191







頭
語
・
結
語


時
候
の
挨
拶


手
紙
の
構
成


自
由
メ
モ


ふ
せ
ん


構
想
メ
モ


0 00 ●


●


●


●2 ●1


●


●


●


●


●


●


10 00 ●


●


●


●


●


●


●


●


●


●


20 00 ●


●


●


●


●


●


●


●


●


●


30 00 ●


●


●


●


●


●


●


●


●


●


40 00 ●


●


●


43 46 ●


50 00


5 5 5


記述中の概要


真顔だと思った。


(5)手紙にきまりがあることについて 真顔だと思った。


事後アンケート(2)による活用状況➡ 5
1)とても役に立った　2)役に立った　3)あまり役に
立たなかった　4)役に立たなかった　5)使わな
かった


ア
ン
ケ
ー


ト


事
　
　
　
後


(1)手紙を書く時に気を付けたこと 真顔でやるようにした。


(3)最近書いた手紙について □□にラブレターを書いた。


(4)メールやＳＮＳと手紙の違い


拝啓　今年も残り少なくなりました。
いかがお過ごしでしょうか。
さて、最近のあなたの授業についてです
が、「真顔だ」や「ニコニコしない」、「ガリ
ガリおりおりしちゃいます」といった言葉
が少なくなっており、とても寂しく感じま
す。受験も近くなり先生方も大変なのだ
ろうと察します。ですが、授業を楽しく受
けるためにも低音でよく響く「□□ボイス」
の「真顔だ」が聞きたいです。次の授業で
は、一発、特大の「真顔だ」をお願いしま
す。
お身体に気を付けて、寒い冬を乗り切っ
て下さい。ラストスパート走り切りましょ
う。 　　　　　　　　　　　　　　　　敬具
　十二月四日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　■■■■
真顔××××大先生


「『真顔だ』が聞きたいです。」とまで書い
て，途中の「少なくなっているように感じま
す」を，「少なく待っており，とても寂しく感じ
ます」と書き直す。
以降，書き進めて終了。


「頭語・結語」を開き，「拝啓」と書く。
2分ほど筆が止まり，「手紙の構成」を開く。
「時候の挨拶」を開き，時候の挨拶を書く。


２分ほど筆が止まり，「手紙の構成」を開く。
「いかがお過ごしでしょうか。」と書き，以
降，書き進める。


メモや付箋の利用


嫌い 知らない 使わない


記述した手紙文
経過
時間


知識的な要素 方法的な要素
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部活について
・伝えたい気持ち：「短い間でしたがありがと
うございました」
「手紙の構成」を開き，書き進める。


記述中の概要


手紙のほうが改まった感じがするので，目上の人に対してや年上の方に対してのやり取りはメールが
いいと思う。


(5)手紙にきまりがあることについて 少し面倒なところがあるが，相手に誠意が伝わると思うので，あったほうがいいと思う。


と書き加える。
「手紙の構成」，「時候の挨拶」を開き確認
する。


事後アンケート(2)による活用状況➡ 1
1)とても役に立った　2)役に立った　3)あまり役に
立たなかった　4)役に立たなかった　5)使わな
かった


ア
ン
ケ
ー


ト


事
　
　
　
後


(1)手紙を書く時に気を付けたこと
あまり長く，ダラダラと書かないように気を付けた。また，相手のことを頭の中に思い浮かべながら描く
ことによって話がそれないように頑張った。


(3)最近書いた手紙について
・ユーチューバ-に向けたファンレター（半年ほど前）
・ある声優さんへ向けたファンレター（半年ほど前）


(4)メールやＳＮＳと手紙の違い


拝啓　今年も残り少なくなりました。
お元気ですか。
　二年間という短い聞でしたが、僕たちの
練習をサポートしてくださり、ありがとうご
ざいました。
　入部したての頃は、とても緊張していて
練習の時の動きもとてもぎこちなかったと
思います。それでも××さんは、基礎か
ら正確にわかりやすく教えてくださいまし
た。先輩たちからの助言も含めて、毎週
良い練習ができていました。試合の時に
は、場面に応じての動き方や、仲間に対
しての声の出し方などその場ですぐに使
えるような技をたくさん教えていただきま
した。個人的には、一年生の時が技術的
に一番伸びていたと思います。
　二年生になり、新しい仲間も増え、練習
にもより精を出すようになりました。しか
し、まだまだ足りていないところがたくさ
んあり、そのたびに××さんから指導を
してもらいました。試合にも全然慣れず，
いつも緊張してガチガチでいつもみんな
に迷惑ばかりかけていたなと改めて思い
ます。
　今ではもう三年生になりました。部活も
引退し、受験に向けて日々部活とは違っ
た形ですが努力しています。一年生で
キーパーをやるという子が三人ほどいま
した。○○君も教えるのが大変だと言っ
ていました。技術的にもまだまだ初心者
な子ばかりなので、これからの成長に期
待したいと思います。土日の練習には行
きたいと思っていますが、なかなか暇が
できず、一度も行けていません。××さ
んも暇があったら、一度顔を出してみてく
ださい。きっと二年生が喜ぶと思います。
　今も、これからも、いろいろとお忙しいと
は思いますが、お体にだけは気を付けて
ください。僕も高校受験頑張ります。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　敬具


　平成三十年　十二月四日
　　　　　　　　　　　　　　　　　■■■■
××様


「きっと二年生が喜ぶと思います。」まで書
き，「自由メモ」に以下を書く。
・「話，近況，1,2年について」
以降，書き進める。


「構想メモ」を開き，「手紙を書く相手」を×
×先生に変更。
「手紙の構成」を開き，書き進める。
書き上げた後，「全画面」にし，文章全体を
読み返す。
「構想メモ」を開き，以下を書く。
・気をつけたいこと：「長くなりすぎない」
・３分ほど見直し，途中に「試合にも全然慣
れず，･･･改めて思います。」


「構成メモ」に，以下を書く。
・手紙を書く相手：「□□先生」
・手紙を書く目的：「近況報告」
・伝えたい内容：「中三になったこと」


「頭語・結語」を開き，「拝啓」と書く。
「時候の挨拶」を開き，時候の挨拶を書く。
「構成メモ」の以下の欄を変更。
・手紙を書く相手：「△△先生」
・伝えたい内容：「受験に向けて 1 2年の


メモや付箋の利用


嫌い どちらかというと知らない ほとんど使わない


記述した手紙文
経過
時間


知識的な要素 方法的な要素
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・気を付けたいこと：「文章構成がおかしくな
いか。」
「ふせん」を開き，２枚の付箋に，以下を書
く。
・「顔」
・「髪の毛」
「手紙の構成」を開きながら進めるが，「･･･
自分を追い込み，頑張っています。」まで書
いて，相手を変更。


記述中の概要


手紙はちゃんと考えてうえで作るので，よっり相手に自分の気持ちが伝わることができるとおもう。SNSは，基本的に友達や普段の会話
で用いり，手紙は久しぶりに話すときに用いる。手紙を手書きで書く場合は，より気持ちを伝えることができる。


(5)手紙にきまりがあることについて
きまりがあることによって，敬意を表したりできると思うのでこれからも手紙を書く機会が多くなるの
で，しっかりと将来のためにも，学んでいきたいと思う。


「･･･精進していきたいです。」まで書いて，
「手紙の構成」を確認する。
「頭語・結語」を開き，「拝啓」を「謹啓」に，
結語を「謹白」にする。
「手紙の構成」を開き，「最後になりました
が」以降を書き進めて終了。


　 1
1)とても役に立った　2)役に立った　3)あまり役に
立たなかった　4)役に立たなかった　5)使わな
かった


ア
ン
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ー


ト


事
　
　
　
後


(1)手紙を書く時に気を付けたこと 構成に気を付けた。


(3)最近書いた手紙について 修学旅行でお世話になった人


(4)メールやＳＮＳと手紙の違い


謹啓　今年も残りの少なくなり、寒い日も多く
なりました。
××先生は、いかがお過ごしでしょうか。私は
スポーツから勉強に転換し、第一志望校に合
格するために、自分を追い込み、頑張ってい
ます。
　ところで、10月23日に◎◎市駅伝競走大会
が行われました。今年は、私が主将となり
チームをまとめました。やる気のある人達だ
けが参加し、全員で一生懸命練習しました。
男子が12人、女子が8人のうち三年生は男女
5人と去年と違い、人数が少なかったですが
仲間で励ましあい、高めあいました。
本番である大会では、5区が私でアンカーが
△△君という形で10人ずつ計20人抜きをする
ことができ、チームに貢献することができまし
た。目標である県大会には、届きませんでし
たが、去年の順位を上げ、13位を取ることが
できました。その中で、アンカーを走った△△
君が見事に区間賞をとりました。私たちの誇
りです。
　このような良い結果も××先生に教えてい
ただいたからこそです。二年生で駅伝に参加
し、練習はとても厳しく、精神的、肉体的にも
辛かったですが、とてもやりがいがあり、長距
離走が大好きになりました。この思いが自分
を変え、今に至ると思います。ご指導本当に
ありがとうございました。
　あと三か月で○○中学校を旅立ち、新たな
人生を歩むことになりますが、入った高校でも
陸上部に入部し、短距離ではなく、長距離に
入ろうと思っています。高校の駅伝は，中学
より厳しく，選手になるだけでも大変ですが，
走りたいという自分の思いを胸にし、精進して
いきたいです。
最後になりますが、××先生の下で駅伝を参
加したことにより、自分に強くなることができ、
本当のスポーツ、本当の陸上を知ることがで
きました。今の自分があるのも先生のご指導
があったからです。本当にありがとうございま
した。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　謹白


　平成３０年１２月４日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■■　■
××××先生


「構想メモ」の以下を変更。
・手紙を書く目的：「駅伝の報告」
・伝えたい内容：「駅伝」
・伝えたい気持ち：「二年生の時，駅伝の参
加して走ることが」
作成した２枚の「ふせん」を消す。
「手紙の構成」を開き，「ところで」以降を書
き進める。


「時候の挨拶例」を開き，「拝啓　今年も･･･
多くなりました。」と書く。
「構想メモ」に，以下を書く。
・手紙を書く相手：「塾の先生」
・手紙を書く目的：「これからもがんばる
ぞ！」
・伝えたい内容：「授業が面白い　楽しい」
・伝えたい気持ち：「先生から教わったスラッ
シュリーディングが役に立ち，英語の長文を
早く読めるようになった 」


メモや付箋の利用


どちらかというと嫌い どちらかというと知っている ときどき使う


記述した手紙文
経過
時間


知識的な要素 方法的な要素


№ S-08 冒頭ｱﾝｹｰﾄ
書くことについて 手紙のきまり


194







頭
語
・
結
語


時
候
の
挨
拶


手
紙
の
構
成


自
由
メ
モ


ふ
せ
ん


構
想
メ
モ


0 00 ●


●1 ●2


●


●1 ●2


●


●


●


●


●


●


10 00 ●


●


△2 ●1


△


△


△


△


△


△


△


20 00 △


△


△


△


△


△


△


△


△


△


30 00 △


△


△


△


△


△


△


△


△


△


40 00 △


△


△


△1 ●3 ●2


△


△


△1 ●2


●


●2 ●1


●1 ●2


50 23


5 5 5


記述中の概要


やはり，メールとは違って一度送ったことは取り消せないですし，何回も分割して送ることはできない
ので，手紙のほうが難しいなと思いました


(5)手紙にきまりがあることについて
その形式を当たり前として知っていれば恥ずかしくなることはないですし，その決まりがあることによっ
て誰もが誰にでも送ることができるのであったほうが良いと思います


「あわよくば，」まで書いて，「手紙の構成」
を確認し，さらに書き進める。


「頭語・結語」を開き，「敬具」と書く。
「手紙の構成」を開き，後付けを書いて終
了。


事後アンケート(2)による活用状況➡ 1
1)とても役に立った　2)役に立った　3)あまり役に
立たなかった　4)役に立たなかった　5)使わな
かった


ア
ン
ケ
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ト


事
　
　
　
後


(1)手紙を書く時に気を付けたこと
相手に伝えたいことが，どのようにすればちゃんと伝わるのかということ
言葉遣い


(3)最近書いた手紙について 夏休みの暑中見舞いを祖母に書きました


(4)メールやＳＮＳと手紙の違い


拝啓　今年も残り少なくなりました。
　××先生は、いかがお過ごしでしょうか。僕は、も
決まり、勉強とサッカーを両立することができるよう
に頑張っています。
　ところで、高校についてですが、悩みに悩んだ末
「○○高等学校」への進学を決めました。
　××先生には二年間しっかりとサッカーの、基礎
から応用まで色々なことをおしえていただきました。
当時は、恥ずかしさなどもあり、なかなかお伝えす
ることができませんでしたが、とても感謝していま
す。そして新しくご指導していただいている、▲▲先
生にもより新しい視点からサッカーを学ばせていた
だいています。自分は、夏休みの聞に、△△高校
や、◇◇高校などの練習にも参加しましたが、今年
県大会二冠、関東大会準優勝と波に乗っていて、
とてもサッカーが好きなレベルの高い仲間がいる○
○に、サッカーの特待生としては入れることになり
ました。
　話は変わってしまいますが、△○中のサッカー部
はどうですか。もちろん僕たちよりも何倍もうまく
て、サッカーのことを考えていて充実していることと
思います。今年の新人戦は、ベスト四で◎◎中に
敗れてしまったと聞きました。やっぱり、埼玉のレベ
ルは（今年は特に）高いですね。今の××の二年
生たちも勝つのにとても苦労しています。すぐにあ
る冬季大会や、学校総合体育大会でも素晴らしい
成績をおさめてください。ところで、○○にも△○中
学校出身の人は多くいます。もしかしたら僕も××
先生とかかわった選手と一緒にプレーができるか
もしれません。そして、意外にも××先生に教えて
いただいたというコーチもいました。これも何かの、
縁だと僕は、感じています。また、何かのご縁でお
会いする機会があった時には、いろいろな話をして
いただけると、とての嬉しいです。個人的には、最
後まで××先生の下でプレーをしたかったです。な
ので，また様々なことを，教えていただきたいです。
　僕は，これからの高校三年間と大学四年間で
サッカーに関係する仕事に就きたいと思っていま
す。あわよくば、サッカー選手になりたいと思ってい
るので、より一層努力をしていきたいと思います。
　最後になりますが、また、お会いすることがありま
したら、よろしくお願いいたします。よいお年をお過
ごしください。　　　　　　　　　　　　　　　　敬具
　　十二月四日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■■　■■
××××様


「頭語・結語」を開き，「拝啓」と書く。
「時候の挨拶」を開き。時候の挨拶を書く。
「手紙の構成」を開き，書き進める。


メモや付箋の利用


どちらかというと好き 知らない ときどき使う


記述した手紙文
経過
時間


知識的な要素 方法的な要素
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３分ほど筆が止まる。
「時候の挨拶」を開き，時候の挨拶を「冷た
い木枯らしの吹く今日この頃です。」と例文
にあるように書き直す。
以降，書き進める。


記述中の概要


僕にとってメールやラインは情報を伝えるもので，お礼や思いを伝えるときは手紙がよいと思う。手紙にはきまりがあり，それがあること
で相手に敬意が伝わる。また，やっぱりもらってうれしいほうは手紙である。手紙は手間がかかる分，重みがあって，大切なものである。


(5)手紙にきまりがあることについて きまりがあるから敬意が伝わる。


書き終わらず。


事後アンケート(2)による活用状況➡ 1
1)とても役に立った　2)役に立った　3)あまり役に
立たなかった　4)役に立たなかった　5)使わな
かった


ア
ン
ケ
ー


ト


事
　
　
　
後


(1)手紙を書く時に気を付けたこと
「小学生の頃の思い出」と「中学生の今」という二つの内容を伝えたかったので，それが伝わるように
書いた。


(3)最近書いた手紙について 修学旅行でお世話になった方へのお礼の手紙。10月頃。


(4)メールやＳＮＳと手紙の違い


拝啓
冷たい木枯らしの吹く今日この頃です。
先生はいかがお過ごしでしょうか。私は
中学校生活も変わらず元気に過ごしてい
ます。
つい最近、△△君と会いました。とても久
しぶりで小学生の頃の話で盛り上がりま
した。先生や仲間たちと過ごした六年一
組での思い出は、三年間たった今でも鮮
明に覚えています。ほんとうに私にって
充実した日々でした。ただ，今の中学校
生活も負けないくらい充実しています。卓
球部の部長や演劇コンクール実行委員
など様々なことに挑戦して，失敗しながら
も，日々成長して来ました。今は行事も
ひと段落して、仲間と楽しい日々を過ごし
ながら、受験に向けて頑張っています。
先生から学んだ数多くのことと，中学校
での経験を活かして，これからも進んで
いきたいと思っています。先生も、その熱
い情熱でたくさんの生徒に、たくさんのこ
とを教えてあげてください。
同窓会などで、また先生に会える日を楽
しみにしています。季節がら、お体にはお
きおつけください。


「･･･充実しています」まで書き，「構想メモ」
に以下を書く。
・伝えたい内容：「小学校の頃　中学校の今
感謝」


以降，「手紙の構成」を開き，書き進める。


「拝啓」と書き，「頭語・結語」を開く。


３分ほど筆が止まる。
その後，「冬の寒さも厳しい季節となりまし
た。」と時候の挨拶を書く。
２分ほど筆が止まる。
「先生は」以降，「元気に過ごしています。」
までを書き進める。


メモや付箋の利用


どちらかというと嫌い どちらかというと知らない ほとんど使わない


記述した手紙文
経過
時間


知識的な要素 方法的な要素


№ S-10 冒頭ｱﾝｹｰﾄ
書くことについて 手紙のきまり
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語
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結
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時
候
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手
紙
の
構
成


自
由
メ
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ふ
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構
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●


●


●


●


●
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○


○


40 00 ●2 ○1


41 21 ●


50 00


5 5 5


手紙は一つ一つに心を込めて書くので時間をかけてでも考えて書くことが大事だがメールやSNSはス
ピードを重視しているので急ぎでない場合は手紙でもよいと思う。


(5)手紙にきまりがあることについて 常識のとらわれる必要はないと思う。


「手紙の構成」を開き，後付けを書いて終
了。


事後アンケート(2)による活用状況➡ 1
1)とても役に立った　2)役に立った　3)あまり役に
立たなかった　4)役に立たなかった　5)使わな
かった


ア
ン
ケ
ー


ト


事
　
　
　
後


(1)手紙を書く時に気を付けたこと 特になし


(3)最近書いた手紙について 特になし


(4)メールやＳＮＳと手紙の違い


拝啓　××先生常日頃から私たちに表
情の指導をして下さり有難うございます。
先生のおかげで私達○○校の生徒全員
が表情を巧みに操り、いついかなる時で
も真顔で人の話を聞き、真顔で物事に取
り組むことができるようになりました。先
生の表情の指導はとても素晴らしく、今
では△△中学校三年生のほとんどが真
顔について深く考え自分に合った真顔を
習得し実践できるレベルに至っていま
す。特に◇◇くんや▲▲くんが熱心に取
り組んでいます。これらは全て××先生
の真顔に対する熱い思いが作り上げた
成果なのです。これからも○○に通いつ
め、勉強だけでなく真顔について深く学
びたいと思います。これからもご指導の
ほどをよろしくお願いいたします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　敬具
　　一二月四日
　　　　　　　　　　　　　　　　　■■■■
　××先生


「頭語・結語」を開く。
「･･･成果なのです。」まで書き，約３分，筆
が止まる。


「敬具」まで書き，「頭語・結語」「時候の挨
拶」を確認する。


ツールを使用せず，「･･･レベルに至ってい
ます。」まで書く。


メモや付箋の利用


嫌い 知らない ときどき使う


記述した手紙文
経過
時間


知識的な要素 方法的な要素


№ S-11 冒頭ｱﾝｹｰﾄ
書くことについて 手紙のきまり


記述中の概要


197







頭
語
・
結
語


時
候
の
挨
拶


手
紙
の
構
成


自
由
メ
モ


ふ
せ
ん


構
想
メ
モ


0 00 ●


●2 ●1


●2 ●3 ●1


●2 ●1 ●3


●


●


●


●


●


●


10 00 ●


●


●


●


●


●


●


●


●


●


20 00 ●


●


●


●


●


●


●


●


●


●


30 00 ●


●


△2 ●1


△


△


△


△


△


△


△


40 00 △


△


△


△


△


△1 ●2


△


△


△


△


50 00 △1 ●2
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5 5 5


・推敲に時間をかけるか否か
・文の量　・言葉遣い


(5)手紙にきまりがあることについて 守るべきだが，難しいので，少し簡略化してもよいのではないかと思いますね。


事後アンケート(2)による活用状況➡ 1
1)とても役に立った　2)役に立った　3)あまり役に
立たなかった　4)役に立たなかった　5)使わな
かった


ア
ン
ケ
ー


ト


事
　
　
　
後


(1)手紙を書く時に気を付けたこと
・文脈
・目上の人にかいたので，敬語ですね。


(3)最近書いた手紙について 前回やったとき以来書いてないですね。


(4)メールやＳＮＳと手紙の違い


拝啓　今年も残り少なくなりました。いか
がお過ごしでしょうか。私は入試に向け、
勉強がより一層大変になってきておりま
す。
さて、私が○○中学校に入ってからの二
年間、先生には一番お世話になりまし
た。先生は、いつでも真剣に、ときには面
白く接して下さいました。また、先生は私
の心の支えでもありました。何か心配な
こと、悩み事があれば、主に三者面談で
しっかりと解決策を教えてくださいまし
た。特に部活動関係の話が多かったで
しょうか。あの頃は本当に大変な時期で
した。それでも先生はしっかりと相談に
乗ってくださいました。本当に心強い、頼
れる先生です。今は先生の持っているク
ラスにいるわけではないので毎日お話を
したり、関わったりすることは難しいの
で、正直寂しいです。それから、今では、
朝黒板に書かれていた先生からのメッ
セージを読んでいたこと、少し変わった道
徳の授業などがすごく懐かしいです。卒
業までもう少しですが、よろしくお願いし
ます。
　寒い季節ですので、お体に気を付けて
お過ごしください。　　　　　　　　敬具
　　十二月四日
　　　　　　　　　　　　　　　　■■　■■
　××　××　先生


「･･･すごく懐かしいです」まで書いた後，
「･･･一番お世話になりました。」の後に，数
行のスペースを空ける。
そのスペースに，「先生は，いつでも真剣
に･･･正直寂しいです。それから，」と書き加
え，既述の「今では，」以降の文につなげ
る。
その後，後付けまで書いて終了。


「頭語・結語」を開き，「拝啓」と書く。
「時候の挨拶」を開き，時候の挨拶を書く。
「手紙の構成」を開き，書き進める。


「さて，」と書き，約３分，筆が止まる。


メモや付箋の利用


どちらかというと嫌い どちらかというと知らない ほとんど使わない


記述した手紙文
経過
時間


知識的な要素 方法的な要素


№ S-12 冒頭ｱﾝｹｰﾄ
書くことについて 手紙のきまり


記述中の概要
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即効性の差


(5)手紙にきまりがあることについて ら抜き言葉などの広まってしまった物はもう認めていいと思います。時代に合わせて変えるべきかと。


文章全体を確認して終了。


事後アンケート(2)による活用状況➡ 1
1)とても役に立った　2)役に立った　3)あまり役に
立たなかった　4)役に立たなかった　5)使わな
かった


ア
ン
ケ
ー


ト


事
　
　
　
後


(1)手紙を書く時に気を付けたこと 敬語，手紙の書き方


(3)最近書いた手紙について サンタさん


(4)メールやＳＮＳと手紙の違い


拝啓　冷たい木枯らしの吹く今日この頃
です。先生はいかがお過ごしですか。
さて卒業式から三年ほどたち僕はもうす
ぐ受験を迎えようといています。忙しい毎
日ですが自分自身成長していると日々感
じております。それもまた先生のおかげ
です。この前お会いしてからもう何回も過
ぎそろそろまたお会いしいと思っておりま
す。受験が終われば皆時間に余裕がで
きると思いますのでまた皆で集まれたら
幸いです。無論受験が終わったつという
だけではまた集まるのは難しいと思いま
すが、たとえ受験後すぐでなくてもまた会
える日を待ち望んでおります。次会うとき
は皆全員で、あの懐かしの小学校に集ま
ることを楽しみにしております。またあの
ころの憶かしい話で盛り上がりましょう。
これから僕は高校に進み多くのことを学
び、さらに忙しくなると思いますが、先生
から教わったことを大切にして頑張って
いきます。奥様とは末永くお幸せにお過
ごしください。
寒さがますます厳しくなっておりますが、
先生もお体には気を付けて下さい。ます
ますのご活躍を望んでおります。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　敬具
　十二月四日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　■■■■
××××先生へ


「頭語・結語」を開き，「敬具」と書く。
「手紙の構成」に戻り，後付けを書く。


「構想メモ」を開き，「次会うときは･･･お幸せ
にお過ごしください。」を書き加える。


「手紙の構成」を開き，「拝啓」と書く。
「時候の挨拶」を見て，時候の挨拶を書く。
「手紙の構成」を開き，以降，書き進める。


メモや付箋の利用


嫌い 知らない 使わない


記述した手紙文
経過
時間


知識的な要素 方法的な要素


№ S-13 冒頭ｱﾝｹｰﾄ
書くことについて 手紙のきまり


記述中の概要
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伝えたい気持ちをそのまま伝えられるのが手紙で，メールやSNSに比べて温かみが出ると思った。
メールやSNSより負担はかかるけど，負担をかけてでもする価値はあると思います。


(5)手紙にきまりがあることについて
一般的な決まりがないと，手紙にはならないと思います。しっかりルールを守ることで送る側も受け取る側も良い気持ちになることができ
ます。校則と一緒で，ルールがあるからこそより自由で気持ちのこもった手紙がかけると思うので，なくてはならないものだと思います。


「頭語・結語」，「手紙の構成」を開き，「まだ
妹が，･･･」以降，後付けまでを書く。


「手紙の構成」を開き，文章全体を確認して
終了。


事後アンケート(2)による活用状況➡ 5
1)とても役に立った　2)役に立った　3)あまり役に
立たなかった　4)役に立たなかった　5)使わな
かった


ア
ン
ケ
ー


ト


事
　
　
　
後


(1)手紙を書く時に気を付けたこと
・とても親しい先生だったので，敬語を使う中でもガチガチな敬語になりすぎないこと。
・本文が長くなってしまったので，相手の立場になって考えたこと。


(3)最近書いた手紙について 修学旅行でお世話になって人に書いた。


(4)メールやＳＮＳと手紙の違い


拝啓　平成最後の二〇一八年も残り一か月となっ
てまいりましたが，いかがお過ごしでしょうか。この
度は国語の授業の一環としてこの手紙を書かせて
いただきます。
　さて，あの感動的だった小学校の卒業式から早
いところで三年が経とうとしています。楽しい二年間
を遅れたのも××先生のおかげだと思います。現
在私は受験勉強真っ盛りですが，楽しい学校生活
を送っています。その中でも一年生の時から続けて
きた学級委員の仕事は，辛くもありながらも強い達
成感を抱きながら活動をしています。部活動では，
以前報告させていただいたように部長を務めさせ
ていただき，中学校最後の公式戦で負けはしまし
たが，仲間に恵まれ，良い二年半を過ごすことがで
きました。引退して半年が経ってバスケをまったくし
ていないため，シュートの感覚がどうなっているか
は自分でもよくわかりませんが，一度先生と一対一
ができたらいいなと思っています。もしできるこに
なったら先生相手でも完勝を収めたいと思います。
　今の中学校生活も楽しんでやっていますが，また
あの六年三組に戻りたいなと思う時もあります。例
えば中学校の行事の一つとしてある球技大会の
時。一年生と二年生の時にあって，クラスをバスケ
とサッカーの二つに分けて行う（私は当然バスケの
ほうで出場していました）のですが，一年生の時は
タイミング悪くインフルエンザを発症してしまったた
め，出場することができず負けてしまい，二年生の
ときはプレッシャーを自分でかけてしまってまけてし
まったという不運な結果に終わってしまいました。
球技大会が近づくといつもAブロの大会を思い出し
ます。本当にあおのときは強くて，やっている側も
本当に楽しかった思い出があります。今の状態で
戦ってみるとどうなるのかなと思う気持ちと本当に
あのメンバーでできてよかったと思う気持ちもあり
ます。
またこのような六の三の雰囲気をみんなで共有し
たいなと思ったので，第二回の同窓会を三月頃に
聞きたいと思っています。内容も場所もまだ未定で
すが、みんなで話し合って決めていきたいと思って
います。また大まかな内容が決まり次第、お伝えさ
せていただきます。その時にいろいろと話をしたい
です。
いろいろと思うことが多かったあまり長文になってし
まいましたが，まだ妹が小学校に在籍しているので
お世話になることも多いかとは思いますがこれから
もよろしくお願いします。どうか▲▲先生にもよろし
くお伝えください。
　ではまた同窓会でお会いしましょう！　　　敬具
　　一二月四日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■■■■
　××××先生


「･･･完勝を収めたいと思います。」まで書
き，「構想メモ」を開く。
「･･･三年が経とうとしています。」の後に，
「楽しい二年間を･･･」の一文を書き加える。
以降，書き進める。


「頭語・結語」を開き，「拝啓」と書く。
「時候の挨拶」を開き，約２分の時間を取
り，時候の挨拶をオリジナルで書く。
「手紙の構成」を開き，以降，書き進める。


メモや付箋の利用


どちらかというと好き どちらかというと知らない ときどき使う


記述した手紙文
経過
時間


知識的な要素 方法的な要素


№ S-14 冒頭ｱﾝｹｰﾄ
書くことについて 手紙のきまり


記述中の概要
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SNSなどで文を書いたりするときは，あいまいな表現を使ったり，省略して端的に伝えたりと，あまり思いがストレートに伝わらないような
気がするが，手紙は，相手に対しての感謝など，ストレートに自分の思いを伝えることができる。


(5)手紙にきまりがあることについて 決まりがあることで，ある程度まとまった内容や構成で書くことができるところがいいと思う。


事後アンケート(2)による活用状況➡ 1
1)とても役に立った　2)役に立った　3)あまり役に
立たなかった　4)役に立たなかった　5)使わな
かった


ア
ン
ケ
ー


ト


事
　
　
　
後


(1)手紙を書く時に気を付けたこと 言葉遣いや，文が長くならないように気を付けた。


(3)最近書いた手紙について この調査の前の調査の時に，修学旅行でお世話になった，事業所の方に感謝の手紙を書いた。


(4)メールやＳＮＳと手紙の違い


拝啓　　師走の候冷たい木枯らしの吹く
今日この頃です。
××先生は、いかがお過ごしでしょうか。
昨年の同窓会の時は、いきなりだったの
にもかかわらず、学校を開けてくださった
りとありがとうございました。


さて、小学校から巣立ってもう三年がた
ち、平成最後の中学三年生として、毎日
楽しく生活しています。今年、受験生とな
り、日々勉強に追われて生活しているよ
うな気がしますが、いまだに××学級で
の二年間の思い出と、××先生の熱い
お言葉の数々が、僕を支えて、どんなに
つらい時でもいつも笑顔になれます。×
×先生のほうは、僕たちがいなくなって
寂しくて仕事ができないなんてことはない
と思いますが、前とは違い○組系で、ぼく
たちの時のように、生徒を楽しませて一
緒に笑いあっていることでしょう。中学一
年生の四月にまた一人兄弟が増え、さら
に兄としての責任が強くなりましたが、小
学校の時の話をしたり、学ばせていただ
いたことが、今いろいろなところで生きて
います。そろそろ受験があり高校生にな
るわけですが、また同窓会を開催したい
と思うので、空いている日などをご連絡さ
せていただきます。そのときは、よろしく
お願いします。


十一月も終わり、最近はどんどん気温も
下がって、冷えてきているので、風邪など
を引かないようにお体には気を付けてく
ださい。また、×Tと元気な姿で会えるよ
う精一杯受験を乗り切ります！
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　敬具
　一二月四日
　　　　　　　　　　　　　　　　■■　■■
　××　××先生


そのあとに，「風のうわさでだいぶ前に聞い
たのですが，ご結婚おめでとうございま
す！」と続けるが，消す。


「全画面」にし，文章を推敲する。「中学三
年生として」に，「平成最後の」を加え，


その次の文「中学校生活ももう二年半がた
ち，受験生となり」を，「今年，受験生となり」
に変更する。
「･･･××先生の熱いお言葉の数々が，頭
から離れません。」の「頭から離れません」
を消し，「僕を支えて、どんなにつらい時でも
いつも笑顔になれます」と書き直す。


「手紙の構成」を開き，「そろそろ受験があり
高校生になるわけですが」と書いて，前文
に戻る。
「昨年の同窓会の時は･･･」の一文を書き加
える。
手紙末まで戻り，同窓会の話を書く。
後付けを書く。
「全画面」にし，文章全体を読み返して終
了。


「拝啓」と書き，「頭語・結語」を開く。
「時候の挨拶」を開き，時候の挨拶を書く。
「手紙の構成」を開き，「･･･今いろいろなと
ころで生きています。」まで書き進める。


メモや付箋の利用


どちらかというと好き どちらかというと知っている ほとんど使わない


記述した手紙文
経過
時間


知識的な要素 方法的な要素


№ S-15 冒頭ｱﾝｹｰﾄ
書くことについて 手紙のきまり


記述中の概要
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手紙は改まった感じのものでメールは楽に書くものだと思う。


(5)手紙にきまりがあることについて 書きづらい制約みたいなものだが，それはそれでありだと思う。


ほぼ止まることなく，微修正もせず書き続け
る。


書き終わらず。


事後アンケート(2)による活用状況➡ 1
1)とても役に立った　2)役に立った　3)あまり役に
立たなかった　4)役に立たなかった　5)使わな
かった


ア
ン
ケ
ー


ト


事
　
　
　
後


(1)手紙を書く時に気を付けたこと できるだけわかりやすい文章を書くことを気を付けました。敬語の使い方にも注意して書きました。


(3)最近書いた手紙について 前回の手紙を書く授業の時のものです。


(4)メールやＳＮＳと手紙の違い


謹啓　今年も残り少なくなってまいりまし
た。
　いかかがお過ごしでしょうか。私は、入
試まであと三ヶ月となり日々受験勉強に
励んでおります。
　さて、この度は、私の近況を報告させて
頂きたいと思い筆を執らせて頂きました。
私は今○○中学校の三年生です。先に
書きました通り今は受験生の身です。早
いもので、私が中学受験をしてから三年
が経ちました。今でも先生と過ごした時
間を非常に懐かしく思っております。
　では、ここで私の九月頃の話をさせて
頂きます。私たちの学校は、九月に多く
の行事があります。
　まず、演劇コンクール。演劇コンクール
は三年生が一学期や夏休みの時間を
使って練習し、表現力や構成などを競い
ます。私たちのクラスは、「草色の詩」と
いう話を行いました。私は、この話で、役
者の隊長役を演じました。
　次に体育祭。私たちの学校の体育祭は
演劇コンクールの次の日にあります。そ
して、私は、△組団の一員として体育祭
に出ました。私の出た競技は、四つあり
ました。ひとつは、大玉運びです。二つ目
は全員リレーです。私たちのクラスは練
習では四クラス中三位でしたが、本番で
は、二位と一つ順位を上げることができ
ました。三つ目は、綱引きです。この競技
は、クラス対抗で行い、順位を決めます。
そして、四つ目は大縄です。この大縄は
小学校のときのような一人ずつ跳ぶもの
ではなく皆で跳ぶ競技です。そして、この
体育祭ではもう一つ重要な役割が私に
はありました。それは、結果発表です。私
が発表した優勝したクラスは△組でし
た。そうです。私たちのクラスです。とても
良い経験となりました。
　まだまだたくさん伝えたいことはありま
すが、またの機会にさせて下さい。


知識的な要素を確認し，「謹啓」と書く。
「時候の挨拶」を開き，時候の挨拶を書く。
「手紙の構成」を開き，以降，書き進める。


メモや付箋の利用


どちらかというと嫌い どちらかというと知っている 使わない


記述した手紙文
経過
時間


知識的な要素 方法的な要素


№ S-16 冒頭ｱﾝｹｰﾄ
書くことについて 手紙のきまり


記述中の概要
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気軽さ。SNSは人が一方的に情報を発信し，興味があったらリプを飛ばすといったように趣味の合う人と気軽に話せます。それに対して
手紙は，紙やペンなど用意するものがたくさんあり，それなりの手間がかかります。そして，その違いは相手への気持ちの大きさという違
いになっていきます。


(5)手紙にきまりがあることについて


上っ面だけの気持ちみたいにとらえられてしまったり，どうしても気持ちが込められないからあまり好きではないです。形式があることで
文字に気持ちがのらないからです。それに，気持ちを伝えたいのであれば，「手紙を書く」という行為自体が大切だとおもいます。ただ，
マナーとして，作法として形式を用いることは大切だと思うので，何か大切な手紙，例えば目上の人に対するものなどで使うと良いと思
います


後付けを書く。
文章全体を確認し，「これまで以上に頑張り
ます。」という一文を，「残り少しの期間もこ
れまで以上に頑張ります。ラストスパートで
す。」と書き直す。
「あと，まったく関係ないですが･･･おすすめ
します。」の一文を書き加える。
「全画面」にし，文章を確認して終了。


事後アンケート(2)による活用状況➡ 1
1)とても役に立った　2)役に立った　3)あまり役に
立たなかった　4)役に立たなかった　5)使わな
かった


ア
ン
ケ
ー


ト


事
　
　
　
後


(1)手紙を書く時に気を付けたこと 相手も気持を考えること


(3)最近書いた手紙について 小学校６年生のころ。家族と弟と祖母に冬季林間学校の内容（何をしたかなど）


(4)メールやＳＮＳと手紙の違い


拝啓　今年も残り少なくなりました。先生はい
かがお過ごしでしょうか。
　さて、二月の私立受験まで強り僅かとなりま
した。僕は進路を決め、勉学に励んでおりま
す。そして、ここまで私が来ることが出来たの
も、先生のおかげです。ありがとうございま
す。
　先生は、
「二年生の時、緊張していたけれど、自分が
初めて声を掛けてくれて安心した。」と、仰っ
てくださいました。しかし、実は僕も緊張してい
ました。どんな先生なのか、怖くないか、とて
も心配でした。ですが、一緒の趣昧をもってい
ることが分かり、思わず話しかけてしまいまし
た。でも、先生はしっかり僕と話して下さり、と
ても嬉しかったです。また、クラスが落ちて以
降、勉強することが嫌いになってしまったと
き、面談をして下さり、勉強しようと思うきっか
けを作ってくださいました。
　昨日、先生にボコボコに怒られました。傷つ
いたことも確かです。ですが、それ以上に
「もっと頑張るべきだ、やろう。」という気持ち
にさせて下さったことも確かです。そして、先
生がどれだけ僕のことを、そして生徒のことを
考えて下さってきるか分かりました。僕は先生
を頭ごなしに怒る先生でないことを信じていま
す。僕のために叱って下さっていることがとて
も伝わってきました。
　僕は先生が望むような努力はできないかも
知れません。合格することが不可能に近いか
もしれません。でも、先生にいくら言われよう
と」志望校を変えるつもりもありません。だか
ら、毒をこれからはいてもらって結構です。残
り少しの期間もこれまで以上に頑張ります。ラ
ストスパートです。今までありがとうございまし
た。そして、これからもよろしくお願いします。
　これからの先生のご健勝とご活躍をお祈り
いたします。あと，まったく関係ないですが，
switchを買うことをおすすめします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　敬具


　十二月四日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■■■■
××　××　先生


「これからもよろしくお願いします。」まで書
き，書き終わった箇所を確認し，「合格する
ことが不可能に近いかもしれません。」と書
き加える。


さらに，「だから，毒をこれからはいてもらっ
て結構です。」と書き加える。


「頭語・結語」を開き，「敬具」と書き，後付け
を書く。


「構成メモ」を開き，以下を書く。
・手紙を書く目的：「感謝の気持ちを伝える」
「頭語・結語」を開き，「拝啓」と書く。
各ツールを開く。
「時候の挨拶」を開き，時候の挨拶を書く
「手紙の構成」を開き，以降，書き進める。


メモや付箋の利用


好き どちらかというと知らない ほとんど使わない


記述した手紙文
経過
時間


知識的な要素 方法的な要素


№ S-17 冒頭ｱﾝｹｰﾄ
書くことについて 手紙のきまり


記述中の概要
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手紙はこのようにパソコンではなく手で書くべきだと思います。その人の生の字から，多くのことが伝
わってくるからです。このような点から，手紙はとてもいいと思います。


(5)手紙にきまりがあることについて なくてもいいと思う。それに縛られると伝えたいことが伝えられなくなってしまうから。


「頭語・結語」を開き，「敬具」と書く。
「手紙の構成」を開き，後付けを書く。
最後に，「構成メモ」を開き，「それでも寒い
ので」に「十分」と書き加えて終了。


事後アンケート(2)による活用状況➡ 1
1)とても役に立った　2)役に立った　3)あまり役に
立たなかった　4)役に立たなかった　5)使わな
かった


ア
ン
ケ
ー


ト


事
　
　
　
後


(1)手紙を書く時に気を付けたこと
相手が受け取ったらどうおもうか
伝えたいことがまとまっているか


(3)最近書いた手紙について 兄弟の誕生日　おめでとう


(4)メールやＳＮＳと手紙の違い


拝啓　　　今年も残り少なくなりました。×
×先生は、いかがお過ごしでしょうか。わ
たしは、毎日多くのことに追われながら
も、元気に過ごしています。
　ところで、あれから七年、時はあっとい
う間に過ぎ去っていきましたが、今でも先
生のことを思い出します。最も頭に残って
いるのは、図工の授業です。一瞬で終
わってしまうあの授業を毎週毎週楽しみ
に待っていました。なかなか思い通りに
作れず、苦戦していたことも一つのいい
思い出です。また、図工室の地下室の謎
は、今でも話題になったりします。小学校
二年生の時のわたしは先生にとって厄介
者だったと思います。ごみを投げ捨てて
いたり、バスの中で△△君を押したりと、
大変な迷惑を与えてしまいました。でも、
先生のおかげでここまでこられていると
思うので、感謝でいっぱいです。
　今は、受験のシーズンでもあり、勉強に
追われていますが終わったら是非、○○
小に行きたいなと思います。
　暖かい冬と言われますが、それでも十
分寒いので、先生も、お体にお気をつけ
て過ごしてください。　　　　　　敬具
　十二月四日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　■■■■
××先生


「頭語・結語」を開き，「拝啓」と書く。
「時候の挨拶」を開き，時候の挨拶を書く。
「手紙の構成」を開き，以降，相手を××先
生にして書き進める。


「･･･と思います。ごみ」まで書いて，「ふせ
ん」を開き，付箋2枚に，以下を書く。
・「ごみ」
・「ばす」


これら２枚の付箋と「××先生」の付箋を線
でつないだ後，文章を書き進める。


「･･･○○小に行きたいなと思います。」まで
書いた後，約２分，筆が止まる。


「全画面」にして，「周りのみんなもとても元
気なので」と続きを書き始めるが，消し，「先
生も，いつまでもお元気でいてください。」と
書く。
「手紙の構成」を開き，「暖かい冬をいわれ
ますが，それでも寒いので，」と加える。
「お元気でいてください」と書いていたものを
「お体にお気をつけて過ごしてください」に
書き換える。


「構成メモ」を開き，以下を書く。
・手紙を書く相手：「××××」
・手紙を書く目的：「小学校１，２年生のこ
ろ，ささえてくれ」
→ほどなく，以下のように変更する。
・手紙を書く相手：「△△△△先生」
→それも，消す。
「ふせん」を開き，付箋1枚に，以下を書く。
・「××先生」（最初の人物。筆者注）


メモや付箋の利用


どちらかというと嫌い 知らない ときどき使う


記述した手紙文
経過
時間


知識的な要素 方法的な要素


№ S-18 冒頭ｱﾝｹｰﾄ
書くことについて 手紙のきまり


記述中の概要
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楽でいいと思う


(5)手紙にきまりがあることについて 面倒


「手紙の構成」を開き，後付けを書いて終
了。


事後アンケート(2)による活用状況➡ 1
1)とても役に立った　2)役に立った　3)あまり役に
立たなかった　4)役に立たなかった　5)使わな
かった


ア
ン
ケ
ー


ト


事
　
　
　
後


(1)手紙を書く時に気を付けたこと 文が長くなりすぎないようにすること。


(3)最近書いた手紙について 前回の授業


(4)メールやＳＮＳと手紙の違い


拝啓、今年も残り僅かとなりました。先生
はいかがお過ごしでしょうか。わたしは受
験に向けて日々精進しております。
　さて、十二月になり受験が近づいてきま
した。先生は今年から３○の数学の担任
となり、先生からは数学の問題の解き方
はもちろんのこと、数学の面白さや数学
の美しさについてを学ぶことができまし
た。去年までも数学はできるほうだった
のですが、図形問題のような得意な分
野、確率のような苦手な分野がはっきり
と分かれていて非常に不安定だったので
した。しかし、先生の授業を受けるように
なってから苦手な分野も含めて数学が安
定してきて、わからない問題はほぼなくな
りました（あとは凡ミスをいかにしないか
が勝負）。
　それだけではなく、「ひゅんひゅん」や
「向かい合う90度」のようなユーモアたっ
ぷりの言葉を数多く残し、数学に対する
親近感を与え、問題に取り組んだときに
発想がしやすくなり数学がより楽しくなり
ました。とても感謝しています。
　これからもその数学に対する熱意と
ユーモアたっぷりの授業で私を楽しませ
てください。
　寒い冬もおからだにお気をつけて「急速
チャージ」してください。　　　　　敬具
　　　十二月四日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■■■■
　××××先生


「図形問題のような得意な分野、確率のよう
な苦手な分野がはっきりと分かれていて非
常に不安定だったのでした。」の部分を何度
も推敲する。
→「分からない問題も少しあったり」，「簡単
な問題過ぎてつまらなかったり」と書いたが
消し，図形と確率という文言で書き直す。


「･･･数学がより楽しくなりました。」まで書い
た後，「手紙の構成」を開き，以降，書き進
める。
「･･･楽しませてください。」まで書き，一文前
に「とても感謝しています。」を書き加える。
その後，約３分，筆が止まる。
「寒い冬も･･･してください。」と書く。


「拝啓、今年も残り少なくなりました。」と書
き，「時候の挨拶」を開く。
「構想メモ」を開き，以下を書く。
・手紙を書く相手：「××××」
・手紙を書く目的：「数学がよりすきになっ
た。」
「手紙の構成」を開き，「残り少なく」を「残り
僅かに」に書き換える。
以降，書き進める。


メモや付箋の利用


どちらかというと好き どちらかというと知らない ほとんど使わない


記述した手紙文
経過
時間


知識的な要素 方法的な要素


№ S-19 冒頭ｱﾝｹｰﾄ
書くことについて 手紙のきまり


記述中の概要
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手紙ではとても親しい人や，尊敬する人などに書くのに便利だと思う。メールやSNSは見ず知らずの
人に書くときに便利だと思う。


(5)手紙にきまりがあることについて 良いと思う。典型的な決まりがあることで読む人も分かりやすいと思う。


事後アンケート(2)による活用状況➡ 1
1)とても役に立った　2)役に立った　3)あまり役に
立たなかった　4)役に立たなかった　5)使わな
かった


ア
ン
ケ
ー


ト


事
　
　
　
後


(1)手紙を書く時に気を付けたこと 敬語や正しい語句が使えているか，ということ


(3)最近書いた手紙について 10月の国語の授業で書いた手紙。


(4)メールやＳＮＳと手紙の違い


拝啓
　冷たい木枯らしの吹く今日このごろで
す。お元気ですか？
　さて、数学の授業では、毎回お世話に
なっております。授業前と授業後だけで
なく木曜日や土曜日など分からない問題
を解くときに解法を教えてくれたり、確認
テストなどを作ってくれるなどのおかげで
少しずつ身に付いてきています。5月や6
月のときを振り返ると数学が得意になる
だけでなく好きにもなりました。最近は上
数や必勝でよく見る問題などもできる問
題が多くなり少しずつ基礎が固まって応
用や発展にも取り組むことができるよう
になりました。しかし、関数（幾何座標）や
平面図形が全体的に苦手なので、多くの
問題を解きながら慣れていきたいと思っ
ております。これからも多くの問題を解い
てしっかりと問題のパターンなどをつか
めるようになりたいです。
　これからも多くの問題をこなしていくつ
もりです。苦手なところを潰していきたい
のでご指導をよろしくお願いします。これ
からもよろしくお願いします。　　敬具
     十二月四日
                             　  　 ■■　■■


　数学担当××先生様


「頭語･結語」を開き，「敬具」と書く。その
後，「手紙の構成」を開き，後付けを書いて
終了。


「拝啓」と書き，「頭語・結語」を開く。
「時候の挨拶」を開き，時候の挨拶を書く。
「手紙の構成」を開き，以降，書き進める。


メモや付箋の利用


どちらかというと好き どちらかというと知っている よく使う


記述した手紙文
経過
時間


知識的な要素 方法的な要素


№ S-20 冒頭ｱﾝｹｰﾄ
書くことについて 手紙のきまり


記述中の概要
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(5)手紙にきまりがあることについて 決まりがあることで伝えたいことがつたえにくくなってしまうと思う。


数回，「手紙の構成」を確認しながら，「全画
面」にして書き進める。


書き終わらず。


事後アンケート(2)による活用状況➡ 1
1)とても役に立った　2)役に立った　3)あまり役に
立たなかった　4)役に立たなかった　5)使わな
かった


ア
ン
ケ
ー


ト


事
　
　
　
後


(1)手紙を書く時に気を付けたこと
文法上の間違いがないかをこまめにチェックしながら書いていくことを気をつけた。→キーボードをうっているとペンなどで直接手を動か
しながらかいているときに比べて間違いに気付きにくくなってしまうと考えたから。


(3)最近書いた手紙について 特になし。


(4)メールやＳＮＳと手紙の違い


拝啓　冷たい木枯らしの吹く今日この頃
です。先生もいかがお過ごしでしょうか。
私は今、上級学校への進学に向けて
日々勉学に励んでおります。
　本日は小学校時代の感謝を伝えたくて
この手紙を書かせていただきました。今
になって当時のことを思い返してみると
本当に楽しく充実した日々を過ごしてい
たことに気が付きます。今となってはもう
昔のことですがあの頃に戻りたいと強く
思うことが今でもあります。小学校を卒業
して以来あまり時間をとってお話をする
機会もありませんでしたのでここで近況
報告をさせていただきたいとおもいます。
当時はやんちゃだった私ももう中学校三
年生。中学校に入学してからこれまで二
年半、多くのことを学び、まだまだ微力で
はあるものの大きな成長を遂げることが
できました。入学当時は学校の中でも半
分程度だった学力もいまでは


前文まで書いて，「構想メモ」を開き，以下を
約５分かけて書く。
・手紙を書く目的：「小学校時代の感謝を伝
えること」
・伝えたい内容：「近況の報告　これからの
決意　今後またお会いしたいということ　小
学校時代のことを回顧する→感謝」
・伝えたい気持ち：「感謝」


書き進めようとするが，約５分停滞する。そ
して，「構想メモ」を開き，「ところで，」と主文
を書き起こす。
主文の２文，３文めを，約５分かけ，数回推
敲する。
・今となってはもう昔のことですが→今に
なって当時のことを思い返してみると→
・思い返してみるとその頃の思い出が→思
い返してみると本当に楽しく･･･


・その頃の私はとてもやんちゃで先生にも多
くの苦労をかけていた→６年○組→今と
なってはもう昔のことですが･･･


「手紙の構成」を開き，以降，書き進める。


「師走の候」と書き，「時候の挨拶」を開く。
「頭語・結語」を開き，「師走の候」を消して，
「拝啓」と書く。
「構想メモ」を開き，以下を書く。
・手紙を書く相手：「××××先生」
・「時候の挨拶」を開き，「今年も残り少なく
なりました。」と書くが，消す。
「全画面」にし，「冷たい木枯らしの吹く今日
この頃です。先生もいかがおすごしでしょう
か 」と書く


メモや付箋の利用


どちらかというと嫌い どちらかというと知らない よく使う


記述した手紙文
経過
時間


知識的な要素 方法的な要素


№ S-21 冒頭ｱﾝｹｰﾄ
書くことについて 手紙のきまり


記述中の概要
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気持ちが伝わりやすい。心を感じる。。丁寧。


(5)手紙にきまりがあることについて 決まりによって，形で敬意を伝えられるから必要だと思う。


後書きを書いて終了。


事後アンケート(2)による活用状況➡ 1
1)とても役に立った　2)役に立った　3)あまり役に
立たなかった　4)役に立たなかった　5)使わな
かった


ア
ン
ケ
ー


ト


事
　
　
　
後


(1)手紙を書く時に気を付けたこと
とても親しい先生なので，堅苦しくすると少ししおらしいかと。。。
明るく


(3)最近書いた手紙について 小学生中学年。転校するともだちに。お別れの手紙を。


(4)メールやＳＮＳと手紙の違い


拝啓　いかがお過ごしでしょうか。今年も
残り少なくなってきましたね。受験ももう
すぐです。
　さて、なぜ僕がこのような手紙を書いて
いるのかというと、国語の授業で、「お世
話になっている先生に手紙を書こう」とい
う授業をしているからです。
　××大先生、僕は志望校に受かるで
しょうか。不安です。○○○○○では、何
んとか確実圏下位をマークすることがで
きましたが、伸び悩んでいます。実際、国
語と英語はかなり自信がついてきました
が、数学はべらぼうにダメです。必勝の
宿題に追われて苦手な単元に手を付け
る時間が短く、得意であった二次関数も
間違えるようになりました。また、入試演
習では、思い込みによる間違えや計算ミ
スが甚だしいです。
　ここで一つ、国語の宿題の代わりに数
学を解きたいのですがいかがでしょう
か。もちろん、確認テストは今まで通り
しっかり行います。「パシッと決めます」。
僕にとってはこれが合格するのに近い方
法だと思うんです。考えてみてください。
　最後に。受験までに残されたあとわず
かな時間を僕は全力で駆け抜けます。こ
れからも熱い指導をよろしくお願いしま
す。絶対合格して見せます。イケメン△
△先生と良いパパ□□先生にもよろしく
お伝えください。
「ガリガリおりおり」。
「真顔」。
授業とっても楽しいです。
先生方もお身体に気を付けてください。
　
　　十二月四日
　　　　　　　　　　　　　　　　　■■　■■
　××　××　大先生先生


「真顔」まで書いて，「手紙の構成」を開き，
文章全体を確認し，「授業とっても･･･気を
付けてください。」の２文を加える。


「手紙の構成」を開き，「拝啓」と書く。
以降，書き進める。


メモや付箋の利用


好き どちらかというと知っている 使わない


記述した手紙文
経過
時間


知識的な要素 方法的な要素


№ S-22 冒頭ｱﾝｹｰﾄ
書くことについて 手紙のきまり


記述中の概要
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手紙のほうが，相手に自分の気持ちがしっかりと伝わると思います。


(5)手紙にきまりがあることについて
決まりに沿って行うことも大切だけれど，それはあくまでも参考程度にして，自分のおもいが相手に届
くように気持ちをこめて構成を考えるべきだと思います。


「本当にありがとうございました。」まで書
き，「手紙の構成」を開き，文章全体を確認
する。
以降，書き進めて終了。


事後アンケート(2)による活用状況➡ 1
1)とても役に立った　2)役に立った　3)あまり役に
立たなかった　4)役に立たなかった　5)使わな
かった


ア
ン
ケ
ー


ト


事
　
　
　
後


(1)手紙を書く時に気を付けたこと 言葉遣いや文の流れを意識して，手紙をかきました。


(3)最近書いた手紙について
中学校一年生の頃，小学校の担任の先生に今の自分の様子を手紙にしました。（プライベートで
す。）


(4)メールやＳＮＳと手紙の違い


　拝啓　　今年も残り少なくなりました。
　いかがお過ごしでしょうか。受験が近く
なった今、私の楽しみはバレーボールの
授業です。
　さて、卒業までも残り少なくなりました。
私は部活を引退してから、学校生活の中
で、部活がいかに大切な存在であった
か、身に染みて感じました。
チームで決めた「勝つ」という目標を達成
するために、自分は何ができるか、副部
長として何ができていたか、とても不安に
なったときがたくさんありました。
けれど、バレーボールが嫌いだと思った
ことは一度もありませんでした。それは今
でも変わりません。バレーボール部に入
部した後悔は、「ない」といいきれます。
部活を通して、私はバレーボールのこと
以外にもたくさんのことを学ぶことができ
ました。
バレーボールのことから人との関わり方
まで、たくさんのことを教えて下さった×
×先生への感謝は、一生忘れません。
本当にありがとうございました。
　最後になりますが、卒業まで残り少な
い日々を大切に生活していきます。お身
体に気を付けてお過ごし下さい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　敬具
　十二月四日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■■■■
××××先生


・伝えたい気持ち：「バレーボールをして学
んだこと　感謝」
・気を付けたいこと：「言葉遣い　文の流れ」
「卒業まで･･･部活を引退してから，」まで書
き，「自由メモ」を開く。
「自由メモ」に，以下を書く。
・「私は，部活を引退してから，」
・「私は部活を引退してから，」


「構想メモ」を開き，書き進める。
「自由メモ」を開き，先程の二文を見て手紙
文を修正する。
「･･･身に染みて感じました。」の後，部員が
辞めたりけがをしたりしたことを書くが消し，
「不安」という言葉に置き換えて書き進め
る。
「･･･ないと言い切れます」の「ない」に，かぎ
かっこを付けて強調する。
「･･･たくさんのことを学ぶことができまし
た。」の後に，「バレーボールを一緒にしてく
れた仲間への感謝は決して忘れません，」
と書くが消し，先生への感謝を書く。


時候の挨拶を書いて，３分ほど筆が止ま
る。


「さて，」と書いて，「構想メモ」を開き，以下
を書く。
・手紙を書く相手：「××先生」
・手紙を書く目的：「これまでの感謝を伝え
る」


メモや付箋の利用


どちらかというと好き どちらかというと知らない ほとんど使わない


記述した手紙文
経過
時間


知識的な要素 方法的な要素


№ S-23 冒頭ｱﾝｹｰﾄ
書くことについて 手紙のきまり


記述中の概要
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決まりがあって，いつもどうりの自分を出せないと思った。手紙も自分のことを伝えるために書くのだから，決まりは必要ないと思う。だか
ら，手紙を日常では使わないのだろう。今の世の中SNSのほうがあっていると思う。このことについて大人たちは頭を抱えているが，世
の中は変わっていくから，今までの日本の形が変わるのは別にいいと思う。


(5)手紙にきまりがあることについて
手紙に決まりは必要ないと思う。親しい人ならため口で書いたり，自分で考えた書けばいいと思う。で
も，もし手紙を書くことをいつもとは違うときにするのであれば，あってもいいとおもう。


前半と後半に，英語の文章を入れて終了。


事後アンケート(2)による活用状況➡ 1
1)とても役に立った　2)役に立った　3)あまり役に
立たなかった　4)役に立たなかった　5)使わな
かった


ア
ン
ケ
ー


ト


事
　
　
　
後


(1)手紙を書く時に気を付けたこと 今の現状を伝えながら，私が今一番先生に伝えたいことを書きました。


(3)最近書いた手紙について
中二の夏にメールアドレスなどを知らなかった日本の友達に，アメリカから帰ってきたことを知らせる手紙を書いた。日本の友達で，私が
アメリカにいるときに祖母の家に送られていた手紙の返しも書いた。


(4)メールやＳＮＳと手紙の違い


　拝啓　今年も残りあと一か月です。私が
日本に帰ってきてからもう一年弱が立ち
ました。私は今でも元気にやってます。
Hello. How are you doing? I am doing
great in Japan. It has been 1year since I
came back to Japan. I`m writting this
Letter in languagert class.
　私は、今の学校では、すぐに友達もで
きました。
Monthly studentの生徒へぴったりの経
験でした。はじめは、アメリカにはない習
慣などで毎日が驚きでした。私は先生の
おかげで最後の一年を日本から来た異
国の人ではなく、アメリカ人に交じって過
ごすことができました。私のアメリカ生活
の中で一番楽しい学校生活となりまし
た。先生のおかげで私のアメリカに対し
てのイメージはとてもいいものとなりまし
た。本当に感謝しています。ところで、息
子さんは元気ですか。一度はあってみた
いです。でも、きっと先生にそっくりのか
わいい子なんでしょうね。もし、可能であ
るのでならば，もう一度先生には先生を
やってもらいたいです。私のように先生に
よって人生が変わる生徒もいると思うか
らです。しかし、無理はしないでください
ね。I made a friends in this school very
quickly. There were many surprinsing
things that was defferent from Frost. I
want to tll thank you to you so much.
Because of you, my school life became
very wonderful. I was able to have a
school life like normal Americans. Also,
I want to see your son. I know it very
cute. I hope you will go back to the
teacher`s job. But please be careful
about your health. I want to go America
someday. And I hope I will see you then.
I hope you will have a wonderful day like
always.
　　十二月四日　December 4th
                             ■■■■（※英語）
××××（※英語）


「全画面」にして，全て日本語で「･･･可能で
あるならば」まで書き進める。


「手紙の構成」を開き，「さて」と書き起こしの
文言を書こうとするがやめる。
文末に戻り，「･･･人生が変わる生徒もいる
と思うからです。」まで書く。


冒頭に戻り，「拝啓」と書く。
文章全体を確認し段落を設け，後付けを書
く。
以下の文章（＊）を削除し，「はじめは、アメ
リカにはない習慣などで毎日が驚きでし
た。」に変更。
＊「アメリカでも経験を活かし，すぐに友達も
できました。行事もたくさんあり，毎日毎日
が楽しいです。私は結果的に吹奏楽部には
入りませんでしたが 高校生になったらまた
を始めようと思っています。少し残念なの
が，最近では英語の能力が衰えてしまった
ということです。ですが，もちろん今でもクラ
スの中では英語は一番うまいはずです。日
本には高校受験というものがあって，今私
は勉強を楽しんでできていました。」


「時候の挨拶例」を開き，「朝夕はめっきり
冷え込んできました。しかし私がいたときの
シカゴでの秋と比べたら暖かいと感じる程
度の寒さです。」とオリジナルの挨拶を書く
が，全て消し，「今年も残りあと一ヶ月で
す。」と書く。


メモや付箋の利用


どちらかというと好き どちらかというと知らない ときどき使う


記述した手紙文
経過
時間


知識的な要素 方法的な要素


№ S-24 冒頭ｱﾝｹｰﾄ
書くことについて 手紙のきまり


記述中の概要
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メールやSNSをしていない。


(5)手紙にきまりがあることについて
一つの礼儀として，良いと思う。だが，この決まりにずっととらわれるのではなく，ある程度書けるよう
になったら，外れすぎない程度に，書き方を工夫してもよいとも思う。


「･･･私の宝物です。これからも」まで書い
て，「手紙の構成」を開き，「これからも」を消
して，「ありがとうございました。」と修正。
以降，書き進めて終了。


事後アンケート(2)による活用状況➡ 1
1)とても役に立った　2)役に立った　3)あまり役に
立たなかった　4)役に立たなかった　5)使わな
かった


ア
ン
ケ
ー


ト


事
　
　
　
後


(1)手紙を書く時に気を付けたこと
敬語の使い方
言葉遣い


(3)最近書いた手紙について 中学校三年生の１０月ごろに，友達に書いた。他愛のない内容であるが。


(4)メールやＳＮＳと手紙の違い


拝啓　今年も残り少なくなりました。××
先生はいかがお過ごしでしょうか。私は
充実した日々を送っております。
　さて、私事ですが、中学生になり、学校
の行事や部活動、日々の授業などを通し
て、たくさんのことを学びました。○○中
学校というだけあって、一年生のころは、
慌ただしい生活についていくのが精一杯
で、毎日を楽しむ余裕は、あまりありませ
んでした。ですが、二年生に入り、一年生
のころに比べると余裕も生まれてきたた
め、慌ただしい日常も、楽しむことができ
るようになりました。また、部活動にも一
層励むようになり、大会で良い成績を残
すことができたこともありました。ですが、
もう気付けば、三年生。楽しかった部活
動も引退し、今は受験に向けて、勉学に
励んでおります。受験と聞くと、やはり思
い出すのが、この学校を受験したことで
す。小学校六年生のころ、中学受験をす
ることを決め、受験勉強を始めました。辛
い時もありましたが、先生の支えもあり、
無事、合格することができました。何か悩
み事があった時には、私の話を聞いてく
ださったり、一緒に笑い飛ばしてくださっ
たり。先生と過ごした時間は、とても楽し
かったです。また、卒業式の日に先生が
流された涙は、忘れることができません。
先生からのご指導をいただいたこともあ
りましたが、それさえも思い出で、そう思
うと、先生につられて涙が流れました。先
生には、感謝してもしきれません。先生と
の思い出は、私の宝物です。ありがとう
ございました。お会いできる機会があれ
ば、ぜひ、お会いしたいと思っておりま
す。　　　　　　　　　　　　　　敬具


　十二月四日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■■■■
××××先生


「・・・あまりありませんでした。」まで書い
て，約１分，筆が止まる。


「構想メモ」を開き，以下を書く。
・手紙を書く目的：「近況報告　今までの感
謝を伝える
・伝えたい内容：「近況報告　今までの感
謝」
「時候の挨拶例」を開き，時候の挨拶を書
く。
「手紙の構成」を開き，「拝啓」と書く。
以降，書き進める。


メモや付箋の利用


好き どちらかというと知っている ときどき使う


記述した手紙文
経過
時間


知識的な要素 方法的な要素


№ S-25 冒頭ｱﾝｹｰﾄ
書くことについて 手紙のきまり


記述中の概要
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手紙は相手の反応がわからない状態で長文を一度に送ることになるので，一つ一つの内容の必要性を考えるものだと思う。SNSでは絵
文字や崩れた日本語を使うことが多いから伝わりやすさはあるかもしれないけど，心に響くものではないと思う。


(5)手紙にきまりがあることについて
きまりは学ばないと得られないことだから，自己流でかかれるよりその手間をかけていることで，書く
人の思いや読み手の感謝が生まれると思う。


「全画面」にして書き進める。


書き終わらず。


事後アンケート(2)による活用状況➡ 3
1)とても役に立った　2)役に立った　3)あまり役に
立たなかった　4)役に立たなかった　5)使わな
かった


ア
ン
ケ
ー


ト


事
　
　
　
後


(1)手紙を書く時に気を付けたこと 言葉遣い　構成　主語をはっきりさせること。


(3)最近書いた手紙について 小４のときに，転校した友達に感謝の気持ちや印象に残っていることを書いた。


(4)メールやＳＮＳと手紙の違い


拝啓　朝晩の寒さが顔をひりひりとさせる
季節となりました。いかがお過ごしでしょ
うか。私は、自分の進路を見つめゆっくり
と歩んでいます。
　さて、先日、私が小学三年生の頃のこ
とを思い出しました。今から六年も前のこ
とですね。きっかけはテレビで○○○○
さんが出演した番組を見たことです。私
が××先生から○○○○さんの話を聞
いたときに、とても衝撃を受けたのを覚え
ています。私にもできる縄跳びというもの
を、強くなりたいという思いでひたすら練
習する心の強さに驚いたからです。その
ときから憧れの気持ちを抱き、私の尊敬
する人の中の一人です。大きな記録には
程遠いですが、三重跳びが出来るように
なり、今は四重跳びの練習中です。
　××先生には、小学校の三学年が始
まったその日から、私たちにあるべき人
間、集団としての姿を教えていただきまし
た。それまで学級の中に埋もれているよ
うな私でしたが、集団に属するうえで必
要な主体性や責任、協調性の大切さを
心から実感する日々でした。これらのこと
は今にも生きていて、今後もずっと生活
の基礎にしたいことです。
　他にも、毎日の興味深い授業や帰りの
会でのお話は今でも忘れられないものば
かりです。社会が苦手だった児童が多
かったのでみんなで「ほういーじしん」と
歌いましたね。硬筆や書き初めの指導も
してくださって、私が初めて県展に出品で
きたのは三年生の書き初めでした。県知
事賞を取る人は何百枚も練習すると聞い
て今までにないくらい熱心に練習した覚
えがあります。


「さて，」と書き，「構成メモ」を開いて，以下
を書く。
・気を付けたいこと：「過去の話を入れる」
「ふせん」を開き，「ふせん」を動かしながら
書き進める。


「ふせん」を開き，以下の動きを行う。
・付箋「○○さん」を一番上にし，「目標を示
した」とペンでつなぐ。
・５枚の付箋を動かす。
・付箋「人生の話」を様々な場所に動かす。


「構成メモ」を開き，以下を書く。
・手紙を書く目的：「今の自分を伝える」
・伝えたい内容：「小三で本気や全力，自ら
行うことを学び，今でも大切にしている」
「ふせん」を開き，付箋５枚に，以下を書く。
・「字がうまい」　・「人生の話」
・「授業が楽しい」　・「○○さん」　・「目標を
示した」
「頭語・結語」を開き，「拝啓」と書き，オリジ
ナルの時候の挨拶を書く


メモや付箋の利用


どちらかというと嫌い どちらかというと知らない ほとんど使わない


記述した手紙文
経過
時間


知識的な要素 方法的な要素


№ S-26 冒頭ｱﾝｹｰﾄ
書くことについて 手紙のきまり


記述中の概要
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SNSは見たらすぐに返すし，手間がかからないので気軽に送ってしまいがちだが，手紙は，来てから
返すまでに時間と手間がかかるので，真剣に気持ちを表せるという違いがあると思います。


(5)手紙にきまりがあることについて
決まりがあることで，型ができ個性を出すことは難しくなるけど，相手に敬意が伝わるので，決まりが
あることはよいことだと思います。


「全画面」にして，全体を確認して終了。


事後アンケート(2)による活用状況➡ 1
1)とても役に立った　2)役に立った　3)あまり役に
立たなかった　4)役に立たなかった　5)使わな
かった


ア
ン
ケ
ー


ト


事
　
　
　
後


(1)手紙を書く時に気を付けたこと
今の状況だけでなく過去のことも振り返りながら相手との共通な話題を取り入れることができました。
また書き方としては，話題に合わせて段落を変え，相手がスムーズによめるような工夫をしました。


(3)最近書いた手紙について 11月，校長先生に社会科の「○○○○」という企業の学習でご協力をおねがいしたときに書きました。


(4)メールやＳＮＳと手紙の違い


拝啓　冷たい木枯らしの吹く季節となりまし
た。
先生はいかがお過ごしでしょうか。
　私は中学三年生となり今は受験勉強に励ん
でおります。先生にお世話になった七年前の
生活が懐かしく思えます。中学校受験を経
て、○○中学校に入学し、毎日楽しく、充実し
た日々を送ることができています。幼いころか
ら取り組んでいたチアダンスは中学一年生で
勉強のためにやめてしまいましたが、部活動
は女子バスケットボール部に入り十一人の仲
間とともに汗を流しました。私が、バスケット
ボール部に入ったのは、△△小学校のバス
ケットボール大会がとても楽しく、仲間と協力
することの大切さや、全力で取り組むことの
楽しさを感じることができたからです。また、
△△小学校の頃のように、中学一年生の後
期では学級委員を務め、二年生からは生徒
会副会長を務めさせていただきました。生徒
会の活動を通して、学校を支えることの難しさ
や責任と共に、笑顔で明るく生徒に発信する
ことの意味を感じることができました。今の生
活は、本当に大変で、毎日とても忙しいです。
そのため、先生とゆっくりお話をしていた日々
を思い出すと小学校と中学校の違いを身に
染みて感じます。しかし、小学校にも中学校
にも別の良さがあり楽しさがあります。それを
高校生になっても感じられたら良いなと思って
おります。
　さて、私は今回の高校受験で三回目の受験
となります。苦しくなったり、いやになったりす
ることも当然あります。しかし、私には高校で
やりたいことがあるのでそれをしている自分
の姿を想像して、どうにか乗り越えてきまし
た。私のやりたいことは、チアダンスです。中
学校受験の頃から中学校にチアダンス部が
ないということは知っていたので高校生になっ
たら必ずチアダンス部に入ると決めていまし
た。私の大好きなチアダンスをもう一度やるた
めに、チアダンスが強い高校に入るために一
生懸命努力しています。そのため、次に先生
とお会いできるときは、またチアダンスを見て
いただきたいです。そして、先生と様々なお話
がしたいです。
　先生もお忙しいと思いますが、またお会いで
きる日を心待ちにしております。どうぞお体に
は気を付けてお過ごしください。　敬具
　　平成三十年　十二月四日
　　　　　　　　　○○中学校三年　■■■■
××××先生


「そして，先生と様々なお話しがしたいで
す。」まで書いて，「手紙の構成」を開き，末
文と後付けを書く。


「頭語・結語」を開き，「拝啓」と書く。
「時候の挨拶例」を開き，「手足が冷える」と
オリジナルの時候の挨拶を書こうとしたが，
消して，例どおりに書く。
「手紙の構成」を開き，以降，ほぼ修正する
ことなく書き進める。


メモや付箋の利用


好き 知っている ときどき使う


記述した手紙文
経過
時間


知識的な要素 方法的な要素


№ S-27 冒頭ｱﾝｹｰﾄ
書くことについて 手紙のきまり


記述中の概要
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メールなどは簡単に送ることができますが手紙は決まりがある分丁寧に言えると思いました。


(5)手紙にきまりがあることについて
とてもいいことだと思います。あることでもらったほうは「ああ，とても丁寧にかいてくれたんだな。」とと
ても温かい気持ちになります。


事後アンケート(2)による活用状況➡ 1
1)とても役に立った　2)役に立った　3)あまり役に
立たなかった　4)役に立たなかった　5)使わな
かった


ア
ン
ケ
ー


ト


事
　
　
　
後


(1)手紙を書く時に気を付けたこと 手紙を送る相手が読んでもわかりやすいように作って，なるべく丁寧な書き方をするようにしました。


(3)最近書いた手紙について 一年ほど前に遠く離れた地方に住んでいる祖父母に近況報告の手紙を書きました。


(4)メールやＳＮＳと手紙の違い


拝啓　今年も残り少なくなりました。
　先生はいかがお過ごしでしょうか。私は
もう部活を引退し、受験勉強に励んでい
る最中です。
ところで、吹奏楽部のことですが私達七
十一回生の代も来年三月に行われる定
期演奏会をもって引退となります。今は
一つ下の代である七十二回生が主体と
なって頑張っているところです。今思い返
してみると根岸先生が移動されてしまっ
た後から今日までたくさんのことがありま
した。特別支援学校での演奏やコンサー
ト、アンサンブルコンテスト、そして夏のコ
ンクール。どれもたくさんの方のご協力で
成り立つことができていてとても感謝して
います。そんな中で私達七十一回生は
一年ですが××先生に指導していただ
いて本当によかったと思います。先生が
物事に対する姿勢や大切なことを教えて
くださったおかげで私達は部活を引退し
てしまった今でも一つ一つの学校行事や
勉強などを頑張ることができています。そ
して教えていただいたことを後輩に伝え
引退することができました。本当にありが
とうございました。これからある高校入試
に向けても日々努力していこうと思いま
す。
　これからも寒くなってくると思いますが
お体に気を付けてお過ごしください。先生
のますますのご活躍をお祈りします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　敬具
　平成三十年十二月四日
　　　　　　　　　　　　　　　　　■■■■
××先生


「･･･後輩に伝え引退することができまし
た。」まで書き進み，「手紙の構成」を開く。
「･･･後輩に伝え引退することができまし
た。」から数行開け，後付けを書く。
冒頭に戻り，「××先生」を消し，構成を整
え，末文を書く。


「手紙の構成」を開き，文章全体を確認して
終了。


ツールを確認して，「手紙の構成」を開き，
「拝啓」と書く。
「拝啓」の下に，「△△先生」と書く。
「時候の挨拶例」を開き，時候の挨拶を書
く。
「先生はいかがお過ごしでしょうか。」と書い
てから，「××先生」に変更する。
「手紙の構成」を開き，以降，書き進める。


メモや付箋の利用


どちらかというと好き 知っている よく使う


記述した手紙文
経過
時間


知識的な要素 方法的な要素


№ S-28 冒頭ｱﾝｹｰﾄ
書くことについて 手紙のきまり


記述中の概要
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手紙の方が，内容や伝えたいことを考えると思う。


(5)手紙にきまりがあることについて
きまりがあることで，書きやすい場合もあるがそうでないときもあるので，臨機応変に変えていくことで
相手に伝わるものがかけると思う。


「頭語・結語」を開き，「敬具」と書く。
「手紙の構成」を開き，後付けを書いて終
了。


事後アンケート(2)による活用状況➡ 1
1)とても役に立った　2)役に立った　3)あまり役に
立たなかった　4)役に立たなかった　5)使わな
かった


ア
ン
ケ
ー


ト


事
　
　
　
後


(1)手紙を書く時に気を付けたこと 伝えたいことから，内容がずれないように気を付けた。


(3)最近書いた手紙について 先月，友達の誕生日にプレゼントを添えて書いた。


(4)メールやＳＮＳと手紙の違い


拝啓
　今年も寒い日がやってくる季節となりま
した。
　お久しぶりです。元気にお過ごしでしょ
うか。私は、中学校生活の節目を迎え、
高校受験まで残り二か月となりました。
そして今、国語の特別授業で手紙を書い
ています。中学校での日々は、毎日本当
に楽しくてとても充実しています。それ
は、××先生と一組のみんなと過ごした
二年間があったからだと思います。本気
でやる楽しさはもちろん、悔しさをその後
どうするか、仲間の大切さ、笑顔でいるこ
となどなどたくさんのことが今に生かされ
ています。一組で過ごした笑顔が絶えな
い日々に感謝しています。
　話は変わりますが、部活で初めての後
輩ができました。パスケ部です。その後
輩の中に、元六年一組の子達がいて、×
×先生の名言などの話でとても盛り上が
りました。
　これから、私は勉強づくしの毎日となる
と思いますが、残りの中学校生活を楽し
んで過ごしたいと思います。卒業式、また
同窓会でお会いできることを楽しみにし
ています。　　　　　　　　　　　　敬具
　　平成三十年　十二月四日
　　　　　　　　　　　　　　　　　■■■■
　××××先生


「それは，××先生と･･･からだと思いま
す。」まで書き進め，「構想メモ」を開き，以
下を書く。
・手紙を書く相手：「先生」
「手紙の構成」を開き，以降，書き進める。


「･･･とても盛り上がりました。」まで書いて，
約３分，筆が止まる。


「拝啓　××××　様」を書いて，「頭語・結
語」を開く。
「時候の挨拶例」を開き，時候の挨拶をオリ
ジナルで書く。
「手紙の構成」を開き，以降，書き進める。


メモや付箋の利用


どちらかというと好き どちらかというと知らない ときどき使う


記述した手紙文
経過
時間


知識的な要素 方法的な要素


№ S-29 冒頭ｱﾝｹｰﾄ
書くことについて 手紙のきまり


記述中の概要
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やっていないので分かりません。


(5)手紙にきまりがあることについて
大人や立場が上の人や初めて会う人などは手紙のきまりがあるほうが書きやすいし，相手に失礼にならないのであったほうが良いと思
います。しかし，親しい友達や家族など普段から一緒に過ごす機会が多い人には手紙のきまりはなくても失礼なことを書かなければい
いのではないかと思っています。だから私は必ずしもてがみのきまりがあることは良いことだとは思いません。


「全画面」にして文章全体を確認し，演劇コ
ンクールの話題に，合唱コンクールの話題
も書き加えて終了。


事後アンケート(2)による活用状況➡ 1
1)とても役に立った　2)役に立った　3)あまり役に
立たなかった　4)役に立たなかった　5)使わな
かった


ア
ン
ケ
ー


ト


事
　
　
　
後


(1)手紙を書く時に気を付けたこと
何を伝えるかや相手にどのように伝えるかなど相手が読むときにどう感じるかを意識して書くことを気
を付けました。


(3)最近書いた手紙について 昨年の秋ごろ，小学校の友達を文通していたので，私の近況報告を書いて送りました。


(4)メールやＳＮＳと手紙の違い


拝啓　しだいに冬の寒さも増してきまし
た。
××先生はいかがお過ごしでしょうか。
私は、高校受験に向けて毎日、勉強をし
ています。
　さて、××先生になかなかお会いする
ことができないので、せっかくですから私
の近況を報告したいと思い、この手紙を
書かせていただいております。今年、私
は選挙管理委員会という委員会に所属さ
せていただいています。この委員会は、
小学校のときにはない、生徒会の選挙を
運営する委員会です。一、二年生のとき
私は実際に選挙に出させていただいた
ので初めてこの委員会に所属しておりま
す。選挙管理委員会では今年習った公
民の知識を使いながら、選挙をより良くし
ていく仕事にやりがいを感じております。
秋には演劇コンクールと体育祭、合唱コ
ンクールがありました。演劇コンクールで
は、主役ではありませんが「△△」という
役をやらせていただきました。生まれて
初めて演劇というものをやらせていただ
きクラスの仲間と何かを作り上げていくこ
とが楽しいと思いました。また、合唱コン
クールでは今まで三年間過ごしてきた仲
間と素晴らしい合唱を作り上げることが
できました。最近では私が通っている塾
で○○○○君と再会したり、妹が□□中
学校に通っているため◎◎のみんなと
会ったり、話したりすることが増え受験が
終わったら、また六年三組で会いたいと
思っているところです。ところで、受験が
終わったら、××先生とまたお話しした
いので、◎◎小学校に伺ってもよろしい
でしょうか。受験の結果や進学先の高校
を伝えられるように残りの一、二か月間、
努力していきたいと思います。
　最後になりますが、健康に気を付けて
××先生のますますのご活躍とご発展を
お祈りしております。　　　　　敬具
　十二月四日
　　　　　　　　　　　　　　　　　■■　■■
××　××様


「時候の挨拶例」を開き，オリジナルの時候
の挨拶を書く。
「手紙の構成」を開き，「さて，」まで書き進
めた後，「構想メモ」を確認し，「ふせん」を
開く。
以下，５枚の付箋を書く。
・「二年」　　・「伴奏」　　・「三年」　　・「選挙
管理委員会」　　・「演劇コンクール」
→「二年」と「伴奏」を線でつなぐ。
→他の３枚を線でつなぐ。
「手紙の構成」を開き，「さて，」以降を書き
進める。


「ふせん」を確認しながら書き進める。


後付けまで書き終えた後，「ところで、受験
が終わったら、××先生･･･努力していきた
いと思います。」を加える。


「構想メモ」を開き，以下を書く。
・手紙を書く相手：「小学校の××先生」
・手紙を書く目的：「近況報告」
・伝えたい内容：「中学一年，二年のこと　今
年の演劇コンクールのこと」
・伝えたい気持ち：「先生が受験の時に応援
してくれたから今，中学校生活を楽しく過ご
せていること」
「頭語・結語」を開き，「拝啓」と書く。


メモや付箋の利用


どちらかというと嫌い どちらかというと知っている ときどき使う


記述した手紙文
経過
時間


知識的な要素 方法的な要素


№ S-30 冒頭ｱﾝｹｰﾄ
書くことについて 手紙のきまり


記述中の概要


216







頭
語
・
結
語


時
候
の
挨
拶


手
紙
の
構
成


自
由
メ
モ


ふ
せ
ん


構
想
メ
モ


0 00 ●


●2 ●1


●1 ●2 ○3


○


○


○


○


○


○


○


10 00 ○


○


○


○


△2 ○1


△


△


△


△


△


20 00 △


△


△


△


△


△


△


△


△


△


30 00 △


△


△


△


△


△


△


△


△


△


40 00 △


△


△


△


△


△


△


△


△


△


50 00 △


52 21 △


1 5 2


型があるかないかが違いだと思う。ちゃんと思いを伝えたいときは手紙がいいが，フラットな会話の時
は効率の面でもメールがいいと思う。用途によって使い分けられるので，この違いはいいと思う。


(5)手紙にきまりがあることについて 敬意が伝わり，SNSより気持ちが伝わりやすいと思う。


事後アンケート(2)による活用状況➡ 1
1)とても役に立った　2)役に立った　3)あまり役に
立たなかった　4)役に立たなかった　5)使わな
かった


ア
ン
ケ
ー


ト


事
　
　
　
後


(1)手紙を書く時に気を付けたこと 拝啓，などの手紙のルール，敬語の使い方


(3)最近書いた手紙について 中二の秋　部活の先輩に，部活の近況や，勉強，学校生活の相談


(4)メールやＳＮＳと手紙の違い


拝啓　冬の寒さも厳しくなってきました
が、いかがお過ごしでしょうか。お久しぶ
りです。○○中学校の、三年○組■■■
■です。××先生には、△△幼稚園で、
年少と、年長の時になっていただき、お
世話になりました。今回は、国語の授業
を通して，お世話になった先生に手紙を
書くという学習で、××先生に書かさせ
たいただきました。十年も前にお世話に
なったので、もうはっきりとは覚えてい
らっしゃらないかもしれませんが、近況
と、感謝の気持ちを送りたいと思います。
　先程も書きましたが、現在私は、○○
中学校に通っている中学三年生です。私
もいよいよ受験生となりました。学校生活
は楽しく、受験勉強は苦しいこともありま
すが、充実した生活を送れています××
先生と出会った当時から習っていたバレ
エは、今は受験のため休止としています
が、十年以上続けていて、これからも続
けたいと考えています。小学生の時には
コンクールにも出場し、バレ工は、今では
私にとって、とても大切なものとなってい
ます。　中学の部活は陸上部に所属して
いて、走ることも好きになりました。委員
会やその他の活動も、様々なことに取り
組み、たくさんの仲間に出会えました。
　このように、今充実した生活を送れてい
るのは、幼いころにたくさん世話をしてく
ださった、××先生のおかげでもあるの
だと、最近よく感じています。時々幼稚園
の思い出アルバムを見ると、楽しかった
思い出が思い起こされて、幼い時の恵ま
れた環境や、様々な感情が、いまの私の
元を作っているのだなと感じました。ゆっ
くり、マイペースな私でしたが、様々なこ
とを親切に教えていただき、ありがとうご
ざいました。これから、自分で自分の人
生を切り開いていけるよう、立派な大人
になれるよう、頑張ります。
　××××先生
　　　　　　　　　　　　　　　　　■■■■


「全画面」にして書き進め，終了。


「自由メモ」に，以下を書く。
・幼稚園　　・ピアノ　　・バレエ
・ボーイスカウト　・小学校
「構想メモ」を開き，以下を書く。
・手紙を書く相手：「××××先生」
・手紙を書く目的：「近況を伝える」
・伝えたい内容：「これからの進路」
・伝えたい気持ち：「感謝」
「頭語・結語」を開いた後，「拝啓」と書く。


メモや付箋の利用


どちらかというと好き どちらかというと知らない よく使う


記述した手紙文
経過
時間


知識的な要素 方法的な要素


№ S-31 冒頭ｱﾝｹｰﾄ
書くことについて 手紙のきまり


記述中の概要
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(5)手紙にきまりがあることについて
秩序や風紀，伝統といったものを大切にしようとする，日本人の心があらわれている，よいことだと思
う。


「･･･ずっと応援しています。」まで書いて，
「全画面」にして，書き続ける。


書き終わらず。


事後アンケート(2)による活用状況➡ 2
1)とても役に立った　2)役に立った　3)あまり役に
立たなかった　4)役に立たなかった　5)使わな
かった


ア
ン
ケ
ー


ト


事
　
　
　
後


(1)手紙を書く時に気を付けたこと
文末が，同じようなものばかりにならないように気を付けました。目上の人に対する手紙であることを
意識し，敬語や接続語などにも気を付けました。


(3)最近書いた手紙について 今年の夏に，他校に異動になった塾の先生に，当時の成績や，志望校などについて書きました。


(4)メールやＳＮＳと手紙の違い


前略　いつもお世話になっております。毎
日ソフトボール部の活動を遠くから眺め
る度、最後の学総を思い出します。
　最近、ソフト部も色々とあるようですね。
三年生も少し心配しています。彼女たち
は、私たちよりも、波に抗って進んでいく
のは苦手なタイプだと思います。だからこ
そ、彼女たちが本当に一つの方向に突っ
走る覚悟が出来たら、私たちなんかより
も、強くなれるはずです。空回りはすると
思いますが、先生には是非、来年の学総
まであたたかく見守って頂きたいと思って
います。上から目線になってしまいました
が、宜しくお願いいたします。私たち三年
生は、彼女たちが引退する日まで、ずっ
と応援しています。


　話は変わりますが、先日お話ししたよう
に、私の周りの環境は、大きく変わりつつ
あります。多少なりとも、先生にも、ご心
配をおかけしたと思います。ですが、私
は自分の置かれている状況が不幸だと
は思いません。


何も見ずに，書き進める。


メモや付箋の利用


好き 知っている ほとんど使わない


記述した手紙文
経過
時間


知識的な要素 方法的な要素


№ S-32 冒頭ｱﾝｹｰﾄ
書くことについて 手紙のきまり


記述中の概要
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メールなどのなりとりはしていません。しかし，手紙のほうがもらうとうれしいと思います。


(5)手紙にきまりがあることについて きまりは，相手への気遣いなどから生まれたものだと思うので，大切だと思います。


事後アンケート(2)による活用状況➡ 2
1)とても役に立った　2)役に立った　3)あまり役に
立たなかった　4)役に立たなかった　5)使わな
かった


ア
ン
ケ
ー


ト


事
　
　
　
後


(1)手紙を書く時に気を付けたこと
尊敬語や謙譲語などに間違いが無いようにすることと，「ツトメル」など，変換するときに間違った漢字
を使わないように気を付けました。


(3)最近書いた手紙について
保育園にかよっているときに，「お母さんに感謝の気持ちを書こう」ということで似顔絵とともに手紙を
書きました。


(4)メールやＳＮＳと手紙の違い


拝啓　今年も残り少なくなりました。風邪
などひかれていませんか。私は勉強ばか
りの日々が続いていますが、元気に生活
しています。
　さて、私が○○小学校を卒業してから、
通学路でお見かけする機会などはありま
したが、なかなかお話しする場面があり
ませんでしたので、近況をご報告いたし
たいと思います。私は中学三年生にな
り、受験の年を迎えています。主な行事
は卒業式くらいしか残っておらず、小学
生のころから長い時間を共に過してきた
仲間とももうすぐお別れかと思うとさびし
いですが、小学校時代の出来事が思い
出され懐かしくもあります。特に、××先
生に担任をしていただいた高学年は、と
ても楽しく充実していました。美術は今で
も好きな科目で、また、書き初めや硬筆
で賞をいただきました。好きなことや得意
なことをできているのは、××先生に自
信を持たせていただいたことが大きいと
感じています。また、今年の演劇コンクー
ルでは舞台監督を務めさせていただき、
大勢をまとめるという経験をしました。人
の前に立つのは相変わらず苦手です
が、とてもいい体験でした。受験まであと
二か月を切り、勉強ばかりの日々です
が、体調に注意して頑張りたいと思いま
す。
最後になりますが、寒い日が続いていま
すので、風邪などひかれませんように、
お気を付けください。　　　　　　　　敬具
　十二月四日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■■■■
××××先生


「拝啓　今年も残り少なくなりました。」と書
き，「頭語・結語」，「時候の挨拶」を開く。
「手紙の構成」を開き，途中で止まることなく
書き進めて終了。


メモや付箋の利用


どちらかというと好き どちらかというと知っている ほとんど使わない


記述した手紙文
経過
時間


知識的な要素 方法的な要素


№ S-33 冒頭ｱﾝｹｰﾄ
書くことについて 手紙のきまり


記述中の概要
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メールやSNSはスタンプとか，他のもので感情などをあらわせるけど，手紙は字だけなので，気持ちが伝わりにくいけど，言葉などを工
夫して書いて伝わったときには，メールやSNSより，深く伝わるものがあると思います。


(5)手紙にきまりがあることについて
きまりは面倒くさいと思う人もいるかもしれないけど，きまりがあるから美しく，相手が気持ちよく読め
て，手紙の意味を成せると思うので，きまりがあるのはいいことだと思います。


「つらい時などに支えてくれる，」を削除す
る。
約３分，筆が止まり，同文の「大事な」を「大
切な」に変える。
「手紙の構成」を開き，文章を確認して終
了。


事後アンケート(2)による活用状況➡ 1
1)とても役に立った　2)役に立った　3)あまり役に
立たなかった　4)役に立たなかった　5)使わな
かった


ア
ン
ケ
ー


ト


事
　
　
　
後


(1)手紙を書く時に気を付けたこと 感謝の気持ちや思っていることが手紙を通して伝わるように書きました。


(3)最近書いた手紙について 遠くに住んでる小さい頃からのお友達に，９月頃に，お誕生日カードを書きました。


(4)メールやＳＮＳと手紙の違い


拝啓　今年も残り少なくなりました。私は
受験勉強に励んでいます。××コーチは
いかがお過ごしでしょうか。
　さて、今年の春まで、テニスの指導をし
てくださり、ありがとうございました。初め
て教えていただいたのは、二年前の冬で
した。その頃は、ボールが上手く面に当
たらず、ミスをすることが多かったです。
しかし、コーチがミスの原因と共に、解決
策を丁寧に教えてくださったおかげで、結
果は残せなかったけれど、最後の大会
を、悔いなく終えられました。今の私に
とって、コーチとテニスをした日々は、大
切な宝物です。また、コーチは将来「学校
の先生になりたい」とおっしゃっていまし
た。私はコーチに、学校の先生になって
ほしいと心から思っています。そして私
も、コーチのように、夢をまっすぐ追いか
けられるような人になりたいです。
　寒い日が続きますが、お体にお気を付
けてお過ごし下さい。また一緒にテニス
ができる日を、楽しみにしています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　敬具
　十二月四日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■■■■
××コーチ


「･･･悔いなく終えられました。」まで書いて，
「構成メモ」を開き，以下を書く。
・伝えたい内容：「大会のこと　良い先生に
なってもらいたいということ」
約２分，筆が止まり，以降，書き進める。


「･･･夢をまっすぐ追いかけられるような人に
なりたいです。」まで書いて，「手紙の構成」
開き，末文と後付けを書く。


「全画面」にして文章全体を確認する。
「コーチとテニスをした日々は，つらい時な
どに支えてくれる，大事な宝物です。」の一
文から


「構想メモ」を開き，以下を書く。
・手紙を書く相手：「テニスのコーチ」
「頭語・結語」を開き，「拝啓」と書く。
「時候の挨拶例」を開き，時候の挨拶を書
く。
「手紙の構成」を開き，書き進める。


メモや付箋の利用


どちらかというと好き どちらかというと知らない ときどき使う


記述した手紙文
経過
時間


知識的な要素 方法的な要素


№ S-34 冒頭ｱﾝｹｰﾄ
書くことについて 手紙のきまり


記述中の概要
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手紙のほうが手間がかかるため，より思いが伝わると思いました。


(5)手紙にきまりがあることについて 慣れていないため，とても難しいと思います。


書き終わらず。


事後アンケート(2)による活用状況➡ 1
1)とても役に立った　2)役に立った　3)あまり役に
立たなかった　4)役に立たなかった　5)使わな
かった


ア
ン
ケ
ー


ト


事
　
　
　
後


(1)手紙を書く時に気を付けたこと
敬語や書き言葉がしっかり使えているのか気を付けました。
また，自分の考えを相手にしっかり伝えられているのかを意識して書きました。


(3)最近書いた手紙について
冬に病気になってしまった台湾に住んでいる友達に書きました。応援メッセージなど。
夏に部活を引退するとき，後輩に感謝とこれからの応援メッセージについて書きました。


(4)メールやＳＮＳと手紙の違い


拝啓　今年も残り少なくなりました。
　近頃どうお過ごしでしょうか。私は残り
少ない○○中学校生活を全力で楽しむと
ともに、進路に向けて日々努力していま
す。
ところで、私は本当に何が何でも行きた
いと思える高校が見つかりました。私は
将来世界で活躍したいと思っているた
め、国際的な社会で必要とする力を高め
られる高校を志望校にしました。私の思
う国際的な社会で必要とする力はもちろ
ん外国語でのコミュニケーションができる
こともそうだと思います。ですが、多文化
に触れ合い様々な価値観を理解し、多く
の人と互いに尊重しあうことが何より大
切だと私は考えます。そのため、私は志
望校の特徴でもある帰国生や一般生と
触れ合い、国際的な日常生活を送れるこ
とに魅力を感じました。本当に行きたい
志望校がみつかり、私は幸せを感じてい
ます。
　また、進路に向けて最近考えていること
があります。それは将来社会に出たとき
何がしたいかということです。私はファッ
ション関係の仕事に就きたいと考えてい
ます。なぜなら、私自身ファッションが好
きだということもそうですし、またファッ
ションは個性を出したり自分らしくいられ
るため、それらを必要としている人に広
めたいからです。


たこと」
・伝えたい気持ち：「幸せを感じている　将来
が楽しみ」
「知識的な要素」を往復する。
約10分後，「手紙の構成」を開き，「拝啓」と
書いて手紙文を書き始める。


「構想メモ」を開き，以下を書く。
・手紙を書く相手：「××先生」
・手紙を書く目的：「近況報告」
・伝えたい内容：「進路について」
「頭語・結語」，「手紙の構成」を開くが，何も
書かず。
「構想メモ」を開き，以下を書き加える。
・伝えたい内容：「とても行きたい高校が見
つかったこと　将来何をしたいのか明確に
なってき


メモや付箋の利用


どちらかというと嫌い どちらかというと知っている よく使う


記述した手紙文
経過
時間


知識的な要素 方法的な要素


№ S-35 冒頭ｱﾝｹｰﾄ
書くことについて 手紙のきまり


記述中の概要
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手紙のほうが，メールよりも重大な内容や目上の人への感謝を伝えやすいと思いました。


(5)手紙にきまりがあることについて 日本，日本人の相手を敬う心が表れていると思います。


事後アンケート(2)による活用状況➡ 1
1)とても役に立った　2)役に立った　3)あまり役に
立たなかった　4)役に立たなかった　5)使わな
かった


ア
ン
ケ
ー


ト


事
　
　
　
後


(1)手紙を書く時に気を付けたこと
相手に自分の気持ちが伝わるように，言葉遣いや言葉選びに気を付けました。また，先生との思い出を入れながら書くことで，先生にも
そのことを思い出してもらえるように，工夫をしました。時候の挨拶や頭語，結語をツールを活用して，相手に失礼の無いように書くことも
意識しました。


(3)最近書いた手紙について 中学二年生の時に，部活の先輩に今までの感謝の手紙を書きました。


(4)メールやＳＮＳと手紙の違い


拝啓　今年も残り少なくなりました。いか
がお過ごしでしょうか。私は、元気に毎日
を送っています。
　ところで、私は二月に控えた高校受験
に向けて力を尽くしているところです。テ
ストで自分の力が出せなかったとき、とて
も苦しいです。自分とは何かを考えること
も増えてきたこの時期、××先生のこと
を思い出すことがあります。××先生
は、いつも私に対して笑顔で接してくださ
いました。そして、私のことをどんな時で
も信じてくださいました。先生は、三・四年
生の時にあった自主学習ノートを覚えて
いらっしゃいますか。私は、毎日取り組ん
でいました。先生に質問をしたり、自分で
自由に絵を描いたりするのがとても楽し
かったことが思い出されます。毎日お忙
しい中、温かい言葉や面白い言葉を書い
て下さり、とても嬉しかったです。私はそ
の時、小さなことを毎日コツコツ行うこと
が好きだと気付きました。私には特別な
才能はないけれど、努力はできるという
自信につながったと思います。最近は、
塾の大量の宿題に追われて好きなこと
ができていません。しかし、小さなととを
大切にしてひたむきな姿勢で頑張ろうと
思います。
　これから寒さが一段と厳しくなると思い
ますが、お体には十分気を付けて下さ
い。またいつかお会いできることをとても
楽しみにしています。　　　　　　　敬具
　平成三十年十二月四日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　■■　■■
　××××先生


「構想メモ」を見ながら，書き進める。
･･･「とても苦しい」まで書き進めて，「ふせ
ん」を開き，以下の３枚の付箋を書く。
・「全力」　・「協力」　・「ドンマイ」
→縦一列に並べる。
「構想メモ」と「ふせん」を交互に開きなが
ら，書き進める。
「･･･信じてくださいました。」まで書くと，前に
戻り，「自分とは何かを･･･思い出すこと


があります。」と書き加える。
「ふせん」を開き，以下の付箋を1枚，追加
する。
・「自主学習ノート」
「先生は、三・四年生の時にあった自主学
習ノートを覚えていらっしゃいますか。」と書
き進める。「全画面」にし，「手紙の構成」を
確認しながら書き進める。
「･･･好きだと気付きました。」まで書いて，


「毎日お忙しい中，･･･嬉しかったです。」と
加える。また，「･･･好きなことができていま
せん。」まで書いて，「私には特別な･･･と思
います。」を加える。


「手紙の構成」を開いて後付けを書き，文章
全体を確認して終了。


知識的な要素を確認して，「拝啓」と書く。
「時候の挨拶」を開き，時候の挨拶を書く。


「構想メモ」を開き，以下を書く。
・手紙を書く相手：「××××先生」
・伝えたい内容：「受験にむけてひたむきに
頑張っていることを伝えて，先生に教わった
ように笑顔であきらめずに努力している。」
・伝えたい気持ち：「感謝」


メモや付箋の利用


どちらかというと好き どちらかというと知らない ときどき使う


記述した手紙文
経過
時間


知識的な要素 方法的な要素


№ S-36 冒頭ｱﾝｹｰﾄ
書くことについて 手紙のきまり


記述中の概要
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メールなどのほうが簡単に送ることができる分，手紙はより内容に気を付けるもののように感じた。


(5)手紙にきまりがあることについて
礼儀を大切にする日本人らしいと思うので，よいと思う。書くのはむずかしいが，貰い手への敬意が
伝わる為社会人になる前にスキルを磨きたい。


「･･･、自分なりに工夫を凝らしています。」
の後に，「そのおかげで，以前よりもミスが
少なく」と書くが消し，「そのおかげで以前よ
りも『生かす』ことの大切さを教えていただ
いたように思います。」と修正する。
最終的には，「そのおかげで以前よりも」を
「××先生には英語の楽しさ以外に」とし
た。
時間をかけて推敲する。


書き終わらず。


事後アンケート(2)による活用状況➡ 1
1)とても役に立った　2)役に立った　3)あまり役に
立たなかった　4)役に立たなかった　5)使わな
かった


ア
ン
ケ
ー


ト


事
　
　
　
後


(1)手紙を書く時に気を付けたこと 「思いました」「おります」などの表現が重ならないように気を付けた。


(3)最近書いた手紙について
今年の夏休みごろ
部活の先輩を展示発表や体育祭にお誘いする手紙


(4)メールやＳＮＳと手紙の違い


拝啓　冷たい風が吹き、吐息が白くなる
季節となりました。先生はいかがお過ご
しでしょうか。私は受験勉強の大変さを
身に染みて実感しながらも、日々元気に
生活を送っております。
　さて、時がたつのは本当に早いもので、
先生が異動されてから一年近くが経とう
としています。先生の授業で毎回聞いた
「I`ll give you points!」。先生との別れの
寂しさに何度も涙が出そうになってしま
い、最後の歌は思うように歌えなかった
こと。部活の後、涙が止まらない私たち
に「泣くなよ、本当はこっちだって泣きた
いんだから」と爽やかに笑った姿。沢山
の思い出が、つい最近の出来事のように
思い出されます。現在は△△先生に担
当していただき、進級してからも英語へ
の興味を得意に生かせるよう、学習をし
ております。しかし、難易度の上がったテ
ストにかなり苦戦や挫折を経験すること
も少なくないのが現状です。そんなときに
真っ先に思い浮かぶのは「失敗しても、
なんで失敗したのか、どうしていればよ
かったのかを考えられれば次に繋がる。
次がいつ来るかわからないだろうけれ
ど、その時に振り返って解決策を生み出
した自分は確かに存在していたのだか
ら、自分を信じて前に進めばいい」という
××先生の言葉です。それを聞いてから
私は、過去の自分がしてきたことを今に
繋げる、そして今の自分がしていることを
未来の自分に繋げられるよう、自分なり
に工夫を凝らしています。××先生には
英語の楽しさ以外に「生かす」ことの大切
さをおしえていただいたように思います。
　これから寒きも増し、体調を崩しやすい
時期となりますが，


「手紙の構成」開き，書き進める。
「私は」まで書いて，「ふせん」を開き，以下
の２枚の付箋を書く。
・「受験の日にちが迫り」　・「書くべき」
→「書くべき」は消す。
「手紙の構成」を開き，「さて，」以降を書き
進める。


「ふせん」を開き，前回の付箋の内容を消し
て，以下の２枚の付箋を書く。
・「寄せ書きの表紙を担当した」
・「ファイルにサインを頂いた」と書く。
以降，書き進める。


「頭語・結語」を開き，「拝啓」と書く。
「ふせん」を開き，以下の付箋を1枚書く。
・「冷たい風が吹き，吐息が白くなる」
→手紙にコピー＆ペーストし，「･･･ころとな
りました。」と続ける。
「時候の挨拶」を開き，「･･･ころとなりまし
た。」を「･･･季節になりました。」に変更す
る。
「自由メモ」を開き，「××先生」と書き，消
す


メモや付箋の利用


好き どちらかというと知らない ときどき使う


記述した手紙文
経過
時間


知識的な要素 方法的な要素


№ S-37 冒頭ｱﾝｹｰﾄ
書くことについて 手紙のきまり


記述中の概要


223







頭
語
・
結
語


時
候
の
挨
拶


手
紙
の
構
成


自
由
メ
モ


ふ
せ
ん


構
想
メ
モ


0 00 ●1 ●2


●


●


●1 ●2


●


●


●


●


●


●


10 00 ●


●


●


●


●


●


●


●


●


●


20 00 ●


●


●


●


●


●


●


△2 ●1


△


△


30 00 △


△


△


△


△


△


△


△


△


△


40 00 △


△1 ●2


△


△


△


△1 ●2


△


△


48 53 △


50 00


5 5 5


SNSは同じものがたくさん作れるけど，手紙は世界に一つしか作れないから思いがこもっている


(5)手紙にきまりがあることについて あまりよく思わない。きまりがないほうが個性が出るし，気軽に使えるから


「手紙の構成を開き，後付けの位置を確認
したり，読点の位置を修正したりして終了。


事後アンケート(2)による活用状況➡ 1
1)とても役に立った　2)役に立った　3)あまり役に
立たなかった　4)役に立たなかった　5)使わな
かった


ア
ン
ケ
ー


ト


事
　
　
　
後


(1)手紙を書く時に気を付けたこと 自分の向こうに読み手がいることを意識して感じや文法の間違いがないか，気を付けました。


(3)最近書いた手紙について 部活動後輩にエールを送るときに使った


(4)メールやＳＮＳと手紙の違い


拝啓
　今年も残り少なくなりました。××先生
はいかがお過ごしでしょうか。
　私は中学校三年生となりました。三年
前の今頃がとても懐かしく感じます。今は
中学校三年生の十一月ということもあり
受験に向けた取り組みが本格化してきま
した。受験という自己決定が求められる
人生の節目を迎え、今までに体験したこ
とのないことに大変さを感じつつも、これ
からの自分を自らの手で作る楽しさを学
ぶことができました。受験もそうですが、
中学校生活では常に自己決定をもとめら
れたため、大変なこと、苦しいこと、いき
ずまったこともたくさんありました。でも、
そんな時、本気で助けてくれる友がいま
した。本気で応援してくれる仲間がいまし
た。だからこそもう一度立ち上がることが
できました。そんな友、仲間ができたのは
先生のおかげでもあります。「類は友を
呼ぶ」自分が本気になれば、本気になっ
てくれる仲間ができる、先生が教えてくれ
た大切なことです。中学校に入ったばか
りのころは、「小学校のほうが良かった
な」「○の○に戻りたい」と思ったこともあ
りました。でも、時がたつにつれ今の仲
間が大好きになりました。先生の卒業文
集の言葉の通りでした。
　あと数ヶ月もすれば、中学校を卒業し、
高校生となります。高校生では、私は将
来大好きな英語を使った仕事がしたいの
で、数学も程々にしながら自分の夢に向
かい努力し中学校を卒業したら、○○小
に行こうと思います。その時会えるのを
楽しみにしています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　敬具
十二月四日
　　　　　　　　　　　　　　■■■■
××××先生


「全画面」にして，後付けまで書き上げる。


「頭語・結語」を開き，「拝啓」と書く。
「時候の挨拶例」を開き，時候の挨拶を書
く。
「･･･懐かしく感じます。」まで書いて，「手紙
の構成」を開く。
以降，書き進める。


メモや付箋の利用


好き どちらかというと知らない ときどき使う


記述した手紙文
経過
時間


知識的な要素 方法的な要素


№ S-38 冒頭ｱﾝｹｰﾄ
書くことについて 手紙のきまり


記述中の概要
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やってない


(5)手紙にきまりがあることについて
“あるていど”の型があったほうが，正式な場面だったり，くだけた場面だったりの使い分けができるから，よいと思う。また，道筋が示さ
れているようで，書きやすい。相手に失礼な手紙を書いてしまう心配がなくてよい。


「手紙の構成」を開き，結びの挨拶を書く。


「頭語・結語」を開き，「敬具」と書く。
「手紙の構成」を開き，後付けを書いて終
了。
手紙文終了後，「構想メモ」を開き，以下を
書く。
・手紙を書く相手：「ピアノの先生」
・手紙を書く目的：「近況報告」


事後アンケート(2)による活用状況➡ 2
1)とても役に立った　2)役に立った　3)あまり役に
立たなかった　4)役に立たなかった　5)使わな
かった


ア
ン
ケ
ー


ト


事
　
　
　
後


(1)手紙を書く時に気を付けたこと
近況報告だから，いまの自分の気持ちや状況を詳しく伝えられるように，正しく分かりやすくなるよう
に気を付けた。


(3)最近書いた手紙について 文通友達に返事


(4)メールやＳＮＳと手紙の違い


拝啓　少し遅れて紅葉が美しくなってま
いりました。
　××先生、いかがお過ごしでしょうか。
　さて、私の入試まで残り少なくなってま
いりました。ピアノはちょくちょく弾いてい
ます。先々週、母にジブリ「風の谷のナウ
シカ」の楽譜を買ってもらい、塾がない日
に遊び半分で楽しく弾いています。
シューベルトの即興曲（発表会にひく曲）
も弾いていますが、あまり上手く弾けなく
てもどかしいです。まだ、先生と譜読みし
たところまでしか弾けなくて、危機感をお
ぼえています。これから少しずつ練習す
るつもりですが、どこまでいけるかわかり
ません。発表会にまにあうかが心配で
す。（またレッスンが始まったら、急ピッチ
で練習かな･･･？）
　心配なことはまだあります。入試です。
一度中学入試をしたことがあるとはい
え、高校入試は周りの雰囲気も内容も全
然違うから、大変です。しかも困ったこと
に、私の緊張感が全く高まらないので
す！母に喝を入れられても私の気がのら
なくて、たらたらしてしまうことが多いので
す！第一志望は△△で、第二志望は○
○（選抜○）にしました。二校しか受けま
せん。少なすぎるかとも思いましたが、い
きたいところもないので、こうしました。○
○は確約が取れたので安心です。（◎◎
ちゃんはどこをうけるのかな？） あと約
3ヶ月でおわるから頑張りたいと思いま
す。
　××先生もお体に気を付けてください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　敬具
　　十二月四日
　　　　　　　　　　　　　　　　　■■■■
××××様


「心配なことは･･･」から，「全画面」にして書
き進める。


主文を書き終えると，文章全体を確認し，
「これから少しずつ･･･わかりません。発表
会に･･･練習かな･･･？）」の二文を書き加え
る。
末文まで書いた後，「（◎◎ちゃんは･･･か
な？）」を加える。
その後，「さて、私の入試まで残り少なくなっ
てまいりました。」の次に書いていた「●●
進学教室ももうすぐ冬季講習にはいりま
す 」の一文を消す


「頭語･結語」を開き，「拝啓」と書く。
「時候の挨拶例」を開き，文例どおり「師走
の候」と書くが消し，オリジナルの時候の挨
拶を書く。
「手紙の構成」を開き，以降，書き進める。


メモや付箋の利用


どちらかというと好き どちらかというと知らない 使わない


記述した手紙文
経過
時間


知識的な要素 方法的な要素


№ S-39 冒頭ｱﾝｹｰﾄ
書くことについて 手紙のきまり


記述中の概要
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手紙だと，かしこまっているようで緊張したし，書きにくかった


(5)手紙にきまりがあることについて 書く分には楽だが，読んでいてあまり心がこもっている感じがしない


「手紙の構成」を見ながら結びの挨拶を書
く。
「全画面」にして文章全体を確認し，以下の
ような微修正をして終了。
・接続詞や修飾句を加える（「また，」，「自
分で」）。
・文を整える（「高校卒業までに中国語と英
語を身につけたいです。最近立ち上げた
GKA（国際交流会）の質をもっとあげたいで
す。」としていたものを，左記のように変
更）


事後アンケート(2)による活用状況➡ 1
1)とても役に立った　2)役に立った　3)あまり役に
立たなかった　4)役に立たなかった　5)使わな
かった


ア
ン
ケ
ー


ト


事
　
　
　
後


(1)手紙を書く時に気を付けたこと
相手に失礼のないように書くこと
打ち間違いをしないこと


(3)最近書いた手紙について 去年の四月　お父さんへ誕生日の手紙


(4)メールやＳＮＳと手紙の違い


拝啓　師走の候
　私は、毎日楽しく学校生活を送っていま
す。××先生もお元気に生活しているこ
とと思います。
　○○中に入学したての二年半前。私は
毎日のように泣いていました。パスケ部
の練習がきっかったり、なかなか部員以
外の子と友達になれなかったからです。
そんな時いつも私は卒業アルバムや学
級文集、日記、学級だよりを見て、明日も
頑張ろうと自分を勇気づけました。「自分
のなりたい自分になれ」という先生からの
言葉を胸に、一生懸命に頑張りました。
先生には本当に感謝しております。現在
私は中学三年生で、毎日勉強に励んで
おります。また、去年から国際交流会に
参加したり、、自分で開催しております。
現在のわたしの夢は、国連で働くことで
す。小学校からの「海外と日本の懸け橋
になる」という夢はいまだ変わっておりま
せん。私は国連で働いて、貧しい人が毎
日幸せに暮らせる世界を作りたいです。
そのために私は高校に進学し、自分を磨
き、世界に通用するようなグローバル的
人材に成長したいと考えております。ま
た、高校からは学校外の活動にも積極
的に取り組みたいと思っております。私
のしたいことは、高校卒業までに中国語
と英語を身につけること、最近立ち上げ
たGKA（国際交流会）の質をもっとあげる
ことです。
　このように私は日々精進していきたいと
考えております。どうぞ先生もお身体に
気を付けてお仕事を頑張ってください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　敬具
　十二月四日
　　　　　　　　　　　　　　　　　■■■■
××先生


「･･･質をもっとあげることです。」まで書き，
「手紙の構成」を開く。


「拝啓」と書き，「頭語・結語」を開く。
「時候の挨拶」を開き，時候の挨拶を書く。


「手紙の構成」を開き，主文以降を書き進め
る。


メモや付箋の利用


どちらかというと好き とちらかというと知っている ほとんど使わない


記述した手紙文
経過
時間


知識的な要素 方法的な要素


№ S-40 冒頭ｱﾝｹｰﾄ
書くことについて 手紙のきまり


記述中の概要
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メールやSNSと大きく違うのは，手書きで伝えるか，文字を打って伝えるかということ。メールやSNSが私たちの生活の中で，遠くにいる
人に伝える手段として主流になってきている。文字を打って伝えるだけでは人によってとらえ方が違うので伝わるのが遅くてもいいので
あれば，自分の意図や思いがきちんと伝わるようにつかいわけるべきなのではと思う。


(5)手紙にきまりがあることについて
いいと思う。決まりがあることでその手紙に少しだけ緊張感が生まれ，書いた人がどのような思いで
書いていたのかが伝わるから。


事後アンケート(2)による活用状況➡ 1
1)とても役に立った　2)役に立った　3)あまり役に
立たなかった　4)役に立たなかった　5)使わな
かった


ア
ン
ケ
ー


ト


事
　
　
　
後


(1)手紙を書く時に気を付けたこと
目上の方に書くので失礼のないように気を付けながら，日々の感謝やこれからの受験勉強に対して
の意気込みなど具体的に書いた。


(3)最近書いた手紙について
十月の上旬。祖母に修学旅行のお土産とともにどのようなことを学んだのかや，思い出，これからの
学校生活や受験勉強でどんなことを頑張りたいか書いた。


(4)メールやＳＮＳと手紙の違い


拝啓　今年も残りわずかとなりました。
　元気でお過ごしでしょうか。私は毎日勉
強に追われる日々を送っています。
　さて、十二月になって受験がやってくる
まで残り一か月となった今、私は今月何
をやるべきなのか具体的に書き出して苦
手をつぶすとともに、新たな知識の定着
を行っています。そのうえで、志望校の過
去問を行って合格まで一歩ずつ進んでい
ければと思っています。
　××先生はいつも私達に受験勉強で
大切なことや各単元での大切なことを教
えてくださるので、受験に対してのイメー
ジがとてももちやすいです。
　まだ学ばなければいけないことが多く
志望校までの道のりが遠い私ですが、こ
れからの数学、または他の科目で様々な
アドバイスをいただければと思います。こ
れから先の授業やテスト、自習室の活用
など全力で取り組めるようにします。受験
のラストスパート、よろしくお願いします。
敬具
　
十二月四日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　■■　■■
××　××先生


「全画面」にして文章全体を確認し，主文の
途中に「××先生は，いつも･･･持ちやすい
です。」の一文を加える。
「頭語・結語」を開き，「敬具」と書く。


後付けまで書き，文章全体を確認し，以下
のような微修正をして終了。
・「残りの受験ラストスパート，」→「受験ラス
トスパート」
・「･･･持ちやすいです」→「･･･もちやすいで
す」
・「ほかの科目」→「他の科目」


「頭語・結語」を開き，「拝啓」と書く。
「時候の挨拶」を開き，「肌寒い」とオリジナ
ルの時候の挨拶を書こうとするが消し，例
文を少し変えて書く。
約４分間，安否の挨拶について，以下のよ
うに推敲する
・「お体は大丈夫でしょうか」→「体調は大丈
夫ですか」→「元気でお過ごしでしょうか」


メモや付箋の利用


どちらかというと好き どちらかというと知らない ほとんど使わない


記述した手紙文
経過
時間


知識的な要素 方法的な要素


№ S-41 冒頭ｱﾝｹｰﾄ
書くことについて 手紙のきまり


記述中の概要
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次の日の時間割など，軽い内容はSNSのほうがすぐに届いて良い。手紙では，改まった内容や謝罪
の気持ちなどの相手に対する気持ちが関わってくるときに適していると思う。


(5)手紙にきまりがあることについて 相手に対する敬意を表せると思うから，あるべきだ。


事後アンケート(2)による活用状況➡ 1
1)とても役に立った　2)役に立った　3)あまり役に
立たなかった　4)役に立たなかった　5)使わな
かった


ア
ン
ケ
ー


ト


事
　
　
　
後


(1)手紙を書く時に気を付けたこと 文末の不適応がないようにすること。正しい敬語を使えているか。


(3)最近書いた手紙について
夏休み（八月初旬ごろ）に好きなアーティストに向けて，夢を与えてくれたことへのお礼の手紙を書き
ました。


(4)メールやＳＮＳと手紙の違い


拝啓　冷たい木枯らしの吹く今日この頃
です。
　××先生におかれましては元気にお過
ごしのことと思います。私は高等学校入
学試験の日まで残り二カ月ほどとなり、
苦手な数学と日々闘っています。
　さて、▲▲▲での学習をやめてから、早
一年が過ぎました。先生からは、たまに
は顔を見せてねとの言葉をいただいてい
たにもかかわらず、一度も会いに行けず
大変申し訳ございませんでした。私は、
中学に入ってから一度も、病気になるこ
となく、毎日を元気に過ごしています。最
近は受験勉強も大詰めを迎えていて、苦
手科目の勉強に身を砕いています。とて
も大変で、嫌になってしまうときもありま
すが、そんなときは、学校での楽しかった
ことを思い出したり、友達と話したりして
気持ちを入れ替えています。良くも悪くも
あと二カ月なので、第一志望校に合格で
きるように、健康に気を付けて最善の努
力をしたいと思います。
　最後になりましたが、この時節柄、××
先生も御自身のお体ご自愛下さい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　敬具
　十二月四日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　■■　■■
　××　××先生


「時候の挨拶」を開き，時候の挨拶を書く。


「構想メモ」に書かれた内容を手紙文に書
いたら，「構想メモ」の項目に「＊」の印を付
けながら，書き進める。


「構想メモ」に書かれた「受験勉強に苦戦
中。」を「友達と仲いい」に書き換える。
「手紙の構成」を開き，結びの挨拶を書く。


「全画面」にして後付けを書く。
文章全体を読み返し，微修正を加えて終
了。


「構成メモ」を開き，以下を書く。
・「手紙を書く相手」：「××××先生（▲▲
▲）」
・「手紙を書く目的」：「▲▲▲をやめてから
会いに行けていないから」
・「伝えたい内容」：「元気である。学校は楽
しい。受験勉強に苦戦中。」
・「伝えたい気持ち」：「第一志望校に合格す
る・会いに行けなかったことに対する謝
罪 」


メモや付箋の利用


嫌い 知っている ときどき使う


記述した手紙文
経過
時間


知識的な要素 方法的な要素


№ S-42 冒頭ｱﾝｹｰﾄ
書くことについて 手紙のきまり


記述中の概要
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SNSの場合，話しことばで，手軽にやりとりするのとは違い，かたくるしいので，思うように思いが伝え
られない．


(5)手紙にきまりがあることについて しばりがあるけど，答えがないので好き．


事後アンケート(2)による活用状況➡ 1
1)とても役に立った　2)役に立った　3)あまり役に
立たなかった　4)役に立たなかった　5)使わな
かった


ア
ン
ケ
ー


ト


事
　
　
　
後


(1)手紙を書く時に気を付けたこと 相手が受けとったときに良い気持ちで受けとれるか．


(3)最近書いた手紙について
つい最近，九月の手紙を踏まえて，文通をはじめました。ですから，一番最近に手紙を書いたのは，
昨日です（笑）


(4)メールやＳＮＳと手紙の違い


拝啓　　今年も残り少なくなりました。
　××先生、お元気ですか。私はもう、中
学三年生となり、中学校生活の最後を良
い感じで終われるようにがんばっており
ます。
　ところで、私がなぜこのお手紙を書いて
いるのか、それは、今国語の授業で「お
世話になった先生にお手紙をPCで書く」
というもので、「お世話になった先生」で
一番すぐに浮かんだのが××先生でし
た。××先生が教えてくだっさったこと
は、その時のことだけでなく、後先のこと
まで考えられたご指導でいま、普段の生
活でも役立っております。私は、中一の
前期だけ生活委員という○○小学校でい
う美化委員をやっておりました。しかし、
自分のことだけでいっぱいになってしまう
私にとって一年生の後期と二年生の間
は委員会に参加せずに二年生では


「手紙の構成」を開き，前文を以下のように
修正する。
・「私はもう，中学三年生となり，受験勉強と
学校生活との両立を頑張っております。」→
「･･･，中学校生活の最後を良い感じで終わ
れるようにがんばっております。」


以降，本文を書き進める。


「全画面」で書き進める。
「･･･二年生では」まで書いて，約５分間筆
が止まり，そのまま終了。


「頭語・結語」を開き，「拝啓」と書く。
「時候の挨拶例」を開き，例文をコピー＆
ペーストし，以降，書き進める。


メモや付箋の利用


嫌い どちらかというと知っている ときどき使う


記述した手紙文
経過
時間


知識的な要素 方法的な要素


№ S-43 冒頭ｱﾝｹｰﾄ
書くことについて 手紙のきまり


記述中の概要
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メモや付箋の利用


どちらかというと好き どちらかというと知っている ほとんど使わない
№ Y-01 冒頭ｱﾝｹｰﾄ


書くことについて 手紙のきまり


SNSではその場に応じて文や構成などを考えずに相手へ送るが手紙は構成を考えた。


拝啓


　師走の候、いかがお過ごしでしょうか。
私は受験生となり、日々勉強に精を出し
ています。
　ところで私は先生から３年間教えてい
ただきました○○小学校△△学年■■
■■です。あの頃は、ふざけることや走り
回ることといった大変迷惑をかけることを
身の程をわきまえずにずっとしていまし
た。それでも優しくその行動を見守ってく
ださっておられ、そのおかげでとても充実
した学校生活を送ることができました。そ
の反面、私が図書委員会の委員長を務
めさせていただいていた時には、様々な
問題を指摘していただけたため、私自
身、成長することができました。また、中
学受験ということで前日に怖くなってし
まって電話をしてしまった時もありまし
た。その時に私に対しておっしゃってくだ
さった励ましのメッセージは今でも鮮明に
覚えています。当日は全く面識のない人
たちに固まれて緊張はしましたが落ち着
いて臨むことができました。小学校で先
生から教わったことはまだまだあります
がその多くが今の生活で活かされていま
す。ここまで私の面倒を見てくださって心
から感謝してます。短い間でしたが本当
にありがとうございました。これからも勉
学に骨を折って精進して参ります。なか
なか会うことはできませんがこれからもお
体に気を付けて教師としてこれからを担
う私たちの育成に励んでください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　敬具
　　平成三〇年十二月十一日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　■■■■
××××様


「拝啓　冷たい木枯らしの吹く今日このごろ
です」と書いて，「頭語・結語」を開く。
「時候の挨拶」を見て，時候の挨拶を書く。


「ところで私は」まで書いて，「自由メモ」を開
き，以下を書く。
・「部活ｖｏl　私は約２年間先生に部活動を
通してお世話になりました。先生による熱い
指導，そして学校のみならず自宅でも欠か
さず行った冬の筋力トレーニング
楽しかった時も，辛かった時もありました。
そのおかげか，卒部した今でも休日にはた
まにテニスをしますし，校舎であったら端も
しく会話できています。また，勉強の面にお
いても部活動の成果が出ています。集中力
が付かれたり，甘い誘惑に誘われたりして
も『もう少し頑張ろう』と，辛いことながらも乗
り越えられています。」
→手紙にコピー＆ペーストする。


「手紙の構成」を開き，書き進める。


後付けを書いて，「頭語・結語」を開く。
「手紙の構成」を見ながら、読み返す。


「自由メモ」に，「小学校の先生vol」として，
別の先生宛の手紙を書く。


一端書き終わった手紙上に，「自由メモ」に
書いていた「小学校の先生vol」を「手紙」の
コピー＆ペーストし，最終的な手紙文として
仕上げる。
「全画面」にして，細かい修正をして終了。


2


方法的な要素


記述中の概要


(5)手紙にきまりがあることについて よい文化ではないでしょうか。


記述した手紙文
経過
時間


知識的な要素


事後アンケート(2)による活用状況➡
1)とても役に立った　2)役に立った　3)あまり役に
立たなかった　4)役に立たなかった　5)使わな
かった


ア
ン
ケ
ー


ト


事
　
　
　
後


(1)手紙を書く時に気を付けたこと
短い間だったが、文法は勿論、読み手のことを考え堅苦しくなりすぎないように気をつけ、一文を短く
し読みやすい文にすることを心がけた。


(3)最近書いた手紙について 小学校の頃に祖母のお家へ暑中見舞いを書いた。中学に入ってからは送っていないです。


(4)メールやＳＮＳと手紙の違い
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メモや付箋の利用


どちらかというと好き どちらかというと知っている 使わない


記述した手紙文
経過
時間


知識的な要素 方法的な要素


№ Y-02 冒頭ｱﾝｹｰﾄ
書くことについて 手紙のきまり


事後アンケート(2)による活用状況➡ 2
1)とても役に立った　2)役に立った　3)あまり役に
立たなかった　4)役に立たなかった　5)使わな
かった


ア
ン
ケ
ー


ト


事
　
　
　
後


(1)手紙を書く時に気を付けたこと 文体が話し言葉にならないように気を付けた。他には、接続語が被らないようにした。


(3)最近書いた手紙について 1年前に、お世話になった先生に近況報告で書いた。


(4)メールやＳＮＳと手紙の違い


拝啓
　今年も残り少なくなりましたが、いかか
がお過ごしでしょうか。私は、勉強に追わ
れながらも充実した日々を送っていま
す。
　さて、今年度は中学校生活最後の年と
なりました。長かったようで短かった三年
間を振り返ってみようと思います。
　一年生の時は、誰一人とわかる人がお
らず苦悩の連続でした。ですが、部活動
やクラス活動を通して少しずつではあり
ましたが、友達ができ、部活動のほうで、
ソフトテニス部に所属し、大会では二回
勝つことができました。毎日が新しいこと
ばかりで刺激的な一年となりました。
　二年生の時は、部を先輩から引き継ぎ
新体制のもとスタートしました。私自身も
部長となり、部のレベルアップのために
奔走した年となり、多くのことを勉強でき
た年でした。
　三年生の時は、最後の大会である市中
総体で思うような成績を残すことができ
ず、涙をのみました。そして、後輩に部を
引き継ぐことになり、いよいよ受験に向け
て本格的に動き出しました。
　そして最後になりますが、今の私がここ
にいるのはひとえに先生のおかげです。
先生は受験のとき様々なところでサポー
トしてくださいました。本当にありがとうご
ざいました。これからもお体に気を付けて
お過ごしください。　　　　　　　　敬具
　十二月十一日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　■■■■
　××××様


「敬具」まで書いて，「手紙の構成」を開く。
後付けを書く。


文章全体を読み返し，微修正して終了。


「拝啓」と書いて，「頭語・結語」を開く。
「手紙の構成」を開き，書き進める。


記述中の概要


手紙は、形式が決まっており、書くのに時間を要すること。


(5)手紙にきまりがあることについて
決まりがあったほうが、「礼儀」としてはいいのかも知れないがその分書く時間が長くなってしまうの
で、その点は改善したほうがいいと思う。
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メモや付箋の利用


どちらかというと嫌い どちらかというと知っている ほとんど使わない


記述した手紙文
経過
時間


知識的な要素 方法的な要素


№ Y-03 冒頭ｱﾝｹｰﾄ
書くことについて 手紙のきまり


事後アンケート(2)による活用状況➡ 5
1)とても役に立った　2)役に立った　3)あまり役に
立たなかった　4)役に立たなかった　5)使わな
かった


ア
ン
ケ
ー


ト


事
　
　
　
後


(1)手紙を書く時に気を付けたこと
言葉使いに気を付けて、言葉は違えど意味が重なることを防ぎ、注意深く作った。また、手紙内で同じ
言葉を二度使わないようにした。内容が薄くなってしまった。


(3)最近書いた手紙について
中学生になってから、年賀状を除くとすると書いてない。小学五年生の時に、授業の一環として祖父
母に向けて書いた覚えがある。なので、四、五年程手紙からは、離れていたことになる。


(4)メールやＳＮＳと手紙の違い


拝啓　　今年も残り少なくなりました。
今年は雪が降るのも遅く、本格的に冬が
始まろうとしている今日この頃、いかがお
過ごしでしょうか。
　さて、私は今〇〇中学校で勉学に励ん
でいます。あの卒業式からはや三年がた
とうとしている今、受験勉強に追われる
毎日を送っています。志望校としまして
は、より高みを目指しており、少々厳しい
ことも予想されますが応援していただけ
れば幸いです。また、これから年末年始
や入試へと様々な行事が重なってくるた
めに、この手紙の後の返信や応答など
ができない可能性があるため、ご了承く
ださい。
　最後になりますが、これから本格的な
冬が予想されるために、どうかそちらもお
体をこわさないように気をつけてお過ごし
ください。また会えることを楽しみにして
おります。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　敬具
　　平成三十年十二月十一日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■■■■
××先生


時候の挨拶を「今年は雪が降るのも遅く、
本格的に冬が始まろうとしている今日この
頃、」と書き換える。
「また，」以降を書き進める。


「後付け」を書く。
「全画面」にして，文章全体を読み返し，「こ
れから本格的な冬が予想されるがため
に、」と書き加え，「をこわさないように」と更
に加える。


「自由メモ」を開き，以下を書く。
・「あの楽しかった小学６年生までの日々
は，いままで片時も忘れたことはありませ
ん。今はその思い出が心の支えとなってお
「自由メモ」に書いたことを消して終了。


「拝啓　今年も残り少なくなりました。この寒
い中，いかがお過ごしでしょうか。」と書い
て，「手紙の構成」を開き，書き進める。
「･･･幸いです。」まで書き，約１分筆が止ま
る。
「構想メモ」を開き，以下を書く。
・伝えたい内容：「受験勉強」
・気を付けたいこと：「ネタ切れでもう書き終
わりそうなこと。」


記述中の概要


少し堅苦しいが、これくらいが普通だと思う。メールやＳＮＳでは、相手にすぐ伝わるために軽率な発
言が多くなるのだと思う。目上の人には、これぐらいがちょうどいいんだと考える。


(5)手紙にきまりがあることについて
決まりがあることによって、秩序？が守られているのではないかと思う。ＳＮＳのように、決まりがなく
書き放題というのがおかしいのではないか?!


232







頭
語
・
結
語


時
候
の
挨
拶


手
紙
の
構
成


自
由
メ
モ


ふ
せ
ん


構
想
メ
モ


0 00 ●1 ●2


●


●


●


●


●1 ○2


●


●


●


●


10 00 ●


●


●


●


●


●


●


●


●


●


20 00 ●


●


●


●


●2 ●1


●


●


●


●


△


30 00 △


●1 ●2


40 00


50 00


5 5 2


メモや付箋の利用


嫌い どちらかというと知らない ときどき使う


記述した手紙文
経過
時間


知識的な要素 方法的な要素


№ Y-04 冒頭ｱﾝｹｰﾄ
書くことについて 手紙のきまり


事後アンケート(2)による活用状況➡ 5
1)とても役に立った　2)役に立った　3)あまり役に
立たなかった　4)役に立たなかった　5)使わな
かった


ア
ン
ケ
ー


ト


事
　
　
　
後


(1)手紙を書く時に気を付けたこと
・正しい敬語が使われているかどうか。
・手紙の書き方が合っているかどうか。


(3)最近書いた手紙について 去年の夏に、修学旅行で訪問した施設にお礼の手紙を書いた。


(4)メールやＳＮＳと手紙の違い


拝啓　今年も残りわずかとなりました。
　先生は元気にお過ごしでしょうか。私
は、中学校最後の数ヶ月間を日々大切
にして生活しています。
　さて、受験まで残り百日をきりました。こ
の頃は、受験への焦りも感じ今まで以上
に日々一生懸命勉強に励んでいます。
私は、部活動で自分が思い描いて結果
を残すことができず、悔しい思いをしてき
ました。だから高校入試で志望校に合格
し、悔いが残らないようにこれからも一層
勉強に励んで参ります。
　寒くなってきましたので、体調には十分
気を付けてお過ごし下さい。　　　　　敬具
　　平成三十年十二月十二日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　■■　■■
✕✕　✕✕先生


「頭語・結語」を開き，「敬具」と書く。
「手紙の構成」を開き，後付けを書く。


文章全体を確認し，微修正して終了。


「頭語・結語」を開き，「拝啓」と書く。
「手紙の構成」を開き，時候の挨拶を書き，
以降，書き進める。


記述中の概要


メールやＳＮＳでのやり取りは、していません。


(5)手紙にきまりがあることについて 手紙を書くことに慣れていない人たち（自分も含めて）にとっては、書くのが難しいと思う。
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メモや付箋の利用


嫌い どちらかというと知らない ときどき使う


記述した手紙文
経過
時間


知識的な要素 方法的な要素


№ Y-05 冒頭ｱﾝｹｰﾄ
書くことについて 手紙のきまり


事後アンケート(2)による活用状況➡ 1
1)とても役に立った　2)役に立った　3)あまり役に
立たなかった　4)役に立たなかった　5)使わな
かった


ア
ン
ケ
ー


ト


事
　
　
　
後


(1)手紙を書く時に気を付けたこと ・段落　・ヴォリューム　・時間　・語意


(3)最近書いた手紙について 小学生　学校から家に送った


(4)メールやＳＮＳと手紙の違い


拝啓
　今年も残り少なくなりましたが、先生に
おかれましては、如何お過ごしでしょう
か。
　さて、受験の時期が近づいてきて、学
習にそろそろ本腰を入れなければならな
い時期ですが、私は今、そんなことよ
り、、、といった感じで様々な分野（受験
には必要無い）について興味を深めてお
ります。
　例えば、ドイツ語やラテン語といった、
英語以外の外国語であったり、オイラー
の公式などの発展的な数学であったり。
そういった、＋αの知識・能力を深めるこ
とに対して、私は喜びを感じています。
　このような多様な興味を持つに至った
のは、周囲の友人の影響もあると思いま
すが、やはり先生のおかげに依る所が大
きいのではないかと考えています。
　先生からは、私が転校する直前に、世
界地図を頂いたのを覚えています。あれ
からもう五年が経とうとしていますが、そ
の後、夢中で、裏面を使って世界の国々
の名前を覚え、今ではほぼ完璧に暗記し
ています。
　中学生になってからは、地政学や歴史
に興味をもつようになりましたが、これら
も本を糺せば全てあの地図に繋がってい
るのだと思います。素敵な贈り物をくだ
さったこと、とても感謝しております。
　私は現在、△△高校○○科を志望して
いますが、高校生となっても、さらに深い
学びがっできるよう、努力していきます。
　最後になりますが、先生のこれからの
ご活躍を、陰ながら応援していく旨を御
伝えして、結びとさせていただきます。


　平成三〇年一二月一一日
　　　〇〇中学校　三年　　　　■■■■
××××先生
　


「･･･完璧に暗記しています。」まで書き，
「手紙の構成」を開く。
「･･･繋がっているのだと思います。」まで書
き進め，前に戻り，「このような･･･考えてい
ます。」を書き加える。


「手紙の構成」を開き，結びの挨拶を書く。
文章全体を読み直し，微修正を加え，再び
「手紙の構成」を開き，後書きを書いて終
了。


「手紙の構成」を開き，「拝啓」と書く。
一行空けて，「さて，」と書く。
「自由メモ」を開き，以下を書く。
・「受験　趣味」
「さて，」以降を書き進める。


記述中の概要


・プラットフォーム　・コストパフォーマンス　・即応性


(5)手紙にきまりがあることについて 伝統こそ正義
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メモや付箋の利用


どちらかというと嫌い どちらかというと知っている ときどき使う


記述した手紙文
経過
時間


知識的な要素 方法的な要素


№ Y-06 冒頭ｱﾝｹｰﾄ
書くことについて 手紙のきまり


「手紙の構成」を開き，後付けを書く。
文章全体を確認して終了。


事後アンケート(2)による活用状況➡ 1
1)とても役に立った　2)役に立った　3)あまり役に
立たなかった　4)役に立たなかった　5)使わな
かった


ア
ン
ケ
ー


ト


事
　
　
　
後


(1)手紙を書く時に気を付けたこと 言葉遣い、行を変える位置、構成


(3)最近書いた手紙について ありません。


(4)メールやＳＮＳと手紙の違い


拝啓
　今年も残り少なくなり、雪も降りはじめ
てきましたが、いかがお過ごしでしょう
か。私は風邪をひかないように体調管理
をおこなっています。
　さて、私は受験生になり日々受験勉強
に励んでいます。そんな中で私は特に英
語の受験勉強に力を入れて取り組んで
います。しかし中学校三年間の頑張りが
未だ成果としてでず受験勉強に嫌気がさ
すことがあります。
　しかし、中学二年生で習った内容だけ
は得意です。それは、××先生の授業の
おかげです。先生の授業は丁寧で分かり
やすかったです。一年生の時までは英語
が嫌いで授業も楽しいと思ったことがあり
ませんでした。しかし××先生の授業に
よって、初めて英語を面白いと感じまし
た。だから私は今後、英語の勉強が嫌に
なっても××先生の楽しい授業を思い出
して英語の勉強の励みたいと思います。
　十二月になり、今後もますます外が冷
えることでしょう。忙しいと思いますが体
調にお気を付けください。今後も英語の
先生としての益々のご活躍を祈念いたし
ます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　敬具
　　十二月十一日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■■■■
××××　様


「･･･面白いと感じました。」まで書き，「手紙
の構成」を開く。
３分ほど筆が止まり，「だから･･･」以降を書
き進める。


「頭語･結語」を開き，「拝啓」と書く。
「時候の挨拶」を開き，例文の文末を変え
て，オリジナルの時候の挨拶を書く。
「手紙の構成」を開き，以降，書き進める。


記述中の概要


構成などを気にする必要がないのはメールだけど、相手によって言葉遣いを変えなければならないの
は共通していると思う。


(5)手紙にきまりがあることについて いいこと。
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メモや付箋の利用


好き どちらかというと知っている ときどき使う


記述した手紙文
経過
時間


知識的な要素 方法的な要素


№ Y-07 冒頭ｱﾝｹｰﾄ
書くことについて 手紙のきまり


事後アンケート(2)による活用状況➡ 3
1)とても役に立った　2)役に立った　3)あまり役に
立たなかった　4)役に立たなかった　5)使わな
かった


ア
ン
ケ
ー


ト


事
　
　
　
後


(1)手紙を書く時に気を付けたこと 丁寧語を使うこと。また、読みやすい文章にすること。


(3)最近書いた手紙について 二年前、国語の授業で親に合唱コンクールの招待状を書いた。


(4)メールやＳＮＳと手紙の違い


　拝啓　今年も残り少なくなりました。
健康に過ごしていらっしゃいますか。
　さて、段々と公立高校の入試が近づい
てきました。それに伴い、身体や精神の
疲れも溜まってきています。特に、塾が
ある火、木、土曜日は本当に辛く大変で
す。しかし、精を出して学んだ分だけ自分
の学力の向上が実感でき、とても充実し
ています。また、それが学習意欲につな
がり、日々の学習に励むことができてい
ます。具体的な例を挙げますと、苦手な
教科である英語の学習を真剣にとりくん
だことで、テストの成績が少しですがよく
なりました。また、それによって自信が付
き、以前よりも英語の学習に意欲的に取
り組めるようになりました。先生が以前教
えてくださった方法を取り入れて学習した
ことが、結果に繋がったのだと思います。
今後も先生の教えを参考に学んでいこう
と思います。
　結びになりますが、最近は雪も降り始
め、本格的に寒くなってまいりました。体
調をくずさず、良い新年を迎えられること
を願っております。　　　　　　敬具
　　十二月十一日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　■■　■■
××　××様 「･･･学んでいこうと思います。」まで書き，


「手紙の構成」を確認し，結びの挨拶を書
く。


「手紙の構成」を確認し，後付けを書く。
文章全体を確認して，終了。


「拝啓　･･･いらっしゃいますか。」まで書い
て，「手紙の構成」を開くが，すぐに閉じて，
再び書き進める。


記述中の概要


手紙は形として残るが、メールなどは一種のデータであることが最大の違いだと思う。


(5)手紙にきまりがあることについて
内容を正しく相手に伝えるために必要なことなので、きまりはあって良いと思う。また、日本の代表的
な文化の一つとしてきまりはあって良いと思うし、あるべきだと思う。
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メモや付箋の利用


どちらかというと好き どちらかというと知っている ほとんど使わない


記述した手紙文
経過
時間


知識的な要素 方法的な要素


№ Y-08 冒頭ｱﾝｹｰﾄ
書くことについて 手紙のきまり


書き終わらず。


事後アンケート(2)による活用状況➡ 1
1)とても役に立った　2)役に立った　3)あまり役に
立たなかった　4)役に立たなかった　5)使わな
かった


ア
ン
ケ
ー


ト


事
　
　
　
後


(1)手紙を書く時に気を付けたこと 相手が目上の人なので言葉遣いを気を付けました。


(3)最近書いた手紙について 部活動の先生が移動されるときにお別れのメッセージのようなものを書きました。


(4)メールやＳＮＳと手紙の違い


拝啓　冷たい木枯らしの吹く今日のこの
ごろです。
　××先生はいかがお過ごしでしょうか。
私は体調を崩すことなく、日々生活して
おります。
　さて、今年の六月には自分にとって中
学生最後の公式戦にあてはまる、市総
体がありました。春に新部員を九人も迎
え、顧問の先生方が変わるなど、自分た
ちには不安も大きくあった大会でした。結
果は初戦敗退でしたが、勝利のために
日々積み重ねた努力はきっと自分には
いい経験になりました。三年生で××先
生に顧問をして頂けなかったのはとても
残念でしたが、一・二年生での先生の指
導があってからこそ自分がいい経験だと
思えたのだと思います。ありがとうござい
ました。


時候の挨拶記述後，，約７分間筆が止ま
り，「構想メモ」を開き，以下を書く。
・手紙を書く相手：「××××先生」
・伝えたい内容：「市総体の結果。今どうして
るか。」
・伝えたい気持ち：「一年生の時の担任。１・
２年での部活動の顧問でお世話になった感
謝の気持ち。」


・気を付けたいこと：「失礼の無い文章にし
たい。」
→手紙を書く相手を「△△先生」と書き，数
秒後に「××××先生」に書き換えた。
「時候の挨拶」を開き，今までの挨拶を消
し，「今年も少々雪が見られ，山々が白く染
まる頃となりました。」と書く。
26分に再び「時候の挨拶」を開き，今までの
挨拶を消し，例文どおりに書き換える。


「自由メモ」に，以下を書く。
・冷たい木枯らしの吹く今日このごろです。
・武田先生はいかがお過ごしでしょうか。
→２つめを手紙文にコピー＆ペーストする。
約２分間筆が止まり，「私は体調を崩すこと
なく･･･」と書き始める。
「さて，」と書き，約３分筆が止まり，再び書
き始める。


約３分間，知識的な要素を中心に確認し，
「頭語･結語」を開き，「拝啓」と書く。
「時候の挨拶」を開き，時候の挨拶を書く。


記述中の概要


伝えたいことをすぐ伝えられる。


(5)手紙にきまりがあることについて 型にそえばよいと考えてしまうことがある。
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メモや付箋の利用


どちらかというと好き 知らない 使わない


記述した手紙文
経過
時間


知識的な要素 方法的な要素


№ Y-09 冒頭ｱﾝｹｰﾄ
書くことについて 手紙のきまり


事後アンケート(2)による活用状況➡ 2
1)とても役に立った　2)役に立った　3)あまり役に
立たなかった　4)役に立たなかった　5)使わな
かった


ア
ン
ケ
ー


ト


事
　
　
　
後


(1)手紙を書く時に気を付けたこと
文字を打ったり書いたりすること自体、眠くなってきてあまり好きではないので、眠くならないようにすることが目的だったが、少し眠くなっ
てしまい、文章構成が変だと思った。だから、普段、付箋は使わなくとも、軽くメモすることが大事だと思った。


(3)最近書いた手紙について
中学生になったばかりのとき
小学校二年の時に熊本県に転校した友達と文通していて、その返事を書いて送ったとき


(4)メールやＳＮＳと手紙の違い


　　拝啓
　冷たい木枯らしの吹く今日この頃です。
いかがお過ごしでしょうか。
　さて、私から近況報告をさせていただき
ます。中学校生活も残りわずかとなり、受
験の日が刻一刻と迫ってきています。毎
日のお弁当作りも、あと少しで卒業です
ね。毎日欠かさずにありがとうございまし
た。今のところ、まだ受験をするという実
感がわかず、ただただ勉学に励んでいま
す。そんな生活を始めたのは中学二年
の夏頃からでした。進学校という認識を
強く持たれているこの学校を選んだこと
に、もの凄く後悔したと思っていた時もあ
りました。精神的な面で苦だった私を救っ
てくれたのは、今の私の趣味でもある、
乃木坂46との出会いでした。毎日一緒に
いるのでその実態はわかっていることで
しょう。
　ところで、私にとってなぜあなたが先生
かお分かりになりますでしょうか。あなた
は私の人生に多大なる影響を与えてくだ
さいました。毎日感謝しています。今日ま
でありがとうございました。今後ともよろし
くお願い致します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　敬具
　　十二月十一日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　■■　■■
××　××様
　（※人生の師として，母親を宛名にして
いる。筆者注）


「手紙の構成」を開き，書き進める。


「全画面」にして，書き進める。「･･･木坂46
との出会いでした。」まで書いて，前半に
「毎日のお弁当作りも、･･･ありがとうござい
ました。」と書き加える。


「･･･わかっていることでしょう。」と書いて，
約２分間筆が止まる。


「頭語・結語」を開き，「敬具」と書く。
「手紙の構成」を開き，「全画面」して後付け
を書く。


「構想メモ」を開き，以下を書く。
・手紙を書く相手：「母親」
・手紙を書く目的：「近況報告」
・伝えたい内容：「日頃の感謝」
・伝えたい気持ち：「ありがとう」
・気を付けたいこと：「敬語」
「頭語・結語」を開き，「拝啓」と書く。
「時候の挨拶」を開き，約２分ほど書いたり
消したりして，時候の挨拶を書く。


記述中の概要


型が決まっていて楽かと思ったのつかの間、毎日触っているせいかメールの方が堅苦しくなく、軽い
会話ができ、誤字脱字の訂正も即行えるので、メール信者になったなと感じた。


(5)手紙にきまりがあることについて 型にはめるだけだから、いいと思った。
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メモや付箋の利用


どちらかというと嫌い どちらかというと知っている ほとんど使わない


記述した手紙文
経過
時間


知識的な要素 方法的な要素


№ Y-10 冒頭ｱﾝｹｰﾄ
書くことについて 手紙のきまり


「手紙の構成」を開き，結びの挨拶，後付け
を書く。
「全画面」にして確認し，終了。


事後アンケート(2)による活用状況➡ 1
1)とても役に立った　2)役に立った　3)あまり役に
立たなかった　4)役に立たなかった　5)使わな
かった


ア
ン
ケ
ー


ト


事
　
　
　
後


(1)手紙を書く時に気を付けたこと 気を付けたというより後で悪いところに気が付きました。


(3)最近書いた手紙について 10月くらい。感謝の手紙。


(4)メールやＳＮＳと手紙の違い


拝啓
師走の候、冷たい木枯らしの吹く今日こ
の頃、いかがおすごしでしょうか。体調を
崩していませんか。私は、受験生なので
体調を崩さぬよう気を付けています。
　さて、受験のことなのですが、実は今悩
んでいまして、これからのことや将来のこ
とを考えてしまうと、どうすればよいのか
分からなくなってしまいます。自分自身の
ことなのですが、だからこそ深く考えてし
まいます。自分のやりたいことか、それと
も将来の自分が食べていけることをする
べきか。自分で考えるべきだとは思って
いるのですが、もし私が、立ち止まってい
るときは、声をかけて背中を押してくださ
い。お願いします。
　急に暖かくなったり寒くなったりの繰り
返しの日々が続いているので、お体には
お気を付けください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　敬具
十二月十一日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　■■　■■
××　××先生


「･･･食べていけることをするべきかと。」ま
で書いて，約２分ほど筆が止まり，28分頃
から，再び書き進めるが，「声をかけて背中
を押してください」の部分について，以下の
ような推敲を行い，約３分の時間をかける。


・「背中を押したり，」→「相談の乗ったり，」
→「声をかけたり，」→「声をかけて背中を押
してください」


「拝啓」と書く。
「時候の挨拶」を開き，約５分かけて時候の
挨拶を書く。
「手紙の構成」を開き，以降，書き進める。


記述中の概要


SNSでやり取りしていません。


(5)手紙にきまりがあることについて 必要だと思う
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メモや付箋の利用


どちらかというと嫌い どちらかというと知っている ときどき使う


記述した手紙文
経過
時間


知識的な要素 方法的な要素


№ Y-11 冒頭ｱﾝｹｰﾄ
書くことについて 手紙のきまり


「全画面」にし，「･･･すぐに解決策」以降を
書き加える。
「手紙の構成」を開き，文章全体を微修正し
て終了。


事後アンケート(2)による活用状況➡ 1
1)とても役に立った　2)役に立った　3)あまり役に
立たなかった　4)役に立たなかった　5)使わな
かった


ア
ン
ケ
ー


ト


事
　
　
　
後


(1)手紙を書く時に気を付けたこと 目上の人に対する言葉を失礼にならないように気を付けました。


(3)最近書いた手紙について 友達に、遊んだことなどを書いた。


(4)メールやＳＮＳと手紙の違い


拝啓　寒冷の候になり、今年も残り少なく
なりました。いかがお過ごしでしょうか。
お身体の方はお変わりないですか。


さて、私は、今高校入試を目の前に控え
ています。この大切な時に先生は私に数
学や英語の勉強を教えてくださりありが
とうございます。自習している時にお声を
かけてくださり、分からない事があると、
丁寧に分かりやすく納得できない事が
あった時には、納得できるように一番最
初から教えてくださりとても感謝していま
す。
また、最近の悩みや困ったことがあると
すぐに解決策のヒントをくださり、解決出
来ました。
本当にありがとうございました。


最後ですが、お身体に気を付けてお過ご
しください。
また来年会えることを楽しみにしておりま
す。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　敬具


　二〇十八年　　十二月十一日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　■■■■
××××先生


「･･･すぐに解決策」とまで書いて，２分ほど
筆が止まる。


「手紙の構成」を開き，数行空けて，先に結
びの挨拶を書く。
「頭語･結語」を開き，「敬具」と書く。
「手紙の構成」を開き，後付けを書く。


「××先生」と書くが，「頭語・結語」を開き，
「拝啓」と書き直す。
「時候の挨拶」を開き，時候の挨拶を書く。
「手紙の構成」を開き，「いかがお過ごしで
しょうか。」と書く。
数行空けて，「さて，」以降を書き進める。


記述中の概要


メールなどは自由に書けるが、手紙はきまりや言葉を気を付けながら書く


(5)手紙にきまりがあることについて きまりがあることで、その型にはめて書けば書けるのでいいと思います
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メモや付箋の利用


どちらかというと好き どちらかというと知っている ときどき使う


記述した手紙文
経過
時間


知識的な要素 方法的な要素


№ Y-12 冒頭ｱﾝｹｰﾄ
書くことについて 手紙のきまり


後付けまで記述後，「構想メモ」を開き，以
下を書く。
・伝えたい内容：「先生との思い出」
・伝えたい気持ち：「感謝の気持ち」


事後アンケート(2)による活用状況➡ 1
1)とても役に立った　2)役に立った　3)あまり役に
立たなかった　4)役に立たなかった　5)使わな
かった


ア
ン
ケ
ー


ト


事
　
　
　
後


(1)手紙を書く時に気を付けたこと 敬語に気を付けた。感謝の気持ちが、伝わるように気を付けた。


(3)最近書いた手紙について 二年生の夏、修学旅行でお世話になった。


(4)メールやＳＮＳと手紙の違い


拝啓
　　今年も残り少なくなり、寒さが身にし
みる季節となりました。先生はいかがお
過ごしでしょうか。私は健康に毎日を過ご
せています。
　　さて、幼稚園と小学校の八年間、長い
間大変お世話になりました。先生は、ダ
ンスのことなら何でも親身になって教えて
くださりました。私自身、とても貴重な体
験ができたと思っています。先生は覚え
ていますか。初めての発表会で、側転が
出来ずにそのまま走り去ってしまったこと
を。その時はとても恥かしい思いをしまし
たが、今ではかけがえのない思い出と
なっています。
私は今、志望校合格を目指して、受験勉
強に励んでいます。受験勉強がつらく
なった時は、先生が毎年送って下さる年
賀状を見て頑張っています。
私は三月に中学校を卒業しますが、先生
との思い出を忘れずに過ごしていきま
す。
　最後になりますが、健康にお気を付け
てお過ごし下さい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　敬具
十二月十日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　■■　■■
××　××様


残り少なくなり、寒さが身にしみる季節とな
りました。」とする。
「手紙の構成」を開き，「先生はいかが･･･」
以降，書き進める。
「構想メモ」を開き，伝えたい内容を消し，以
下を書く。
・気を付けること：「敬語に気を付ける」


「手紙の構成」を開き，後付けまで書き進め
る。


「構想メモ」を開き，以下を書く。
・手紙を書く相手：「習い事の先生」
・伝えたい内容：「ダンスの授業で，楽しくお
どることができる。」
「手紙の構成」を開き，「拝啓」と書く。
「時候の挨拶」を開き，例文「今年も残り少
なくなりました」と書くが，「手紙の構成」と
「時候の挨拶」を交互に開きながら，約９分
悩み，「今年も


記述中の概要


SNSよりも、手紙のほうが感謝の気持ちを伝えやすいと感じた。


(5)手紙にきまりがあることについて 大人になった時に役立つと感じた。
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メモや付箋の利用


好き 知っている ときどき使う


記述した手紙文
経過
時間


知識的な要素 方法的な要素


№ Y-13 冒頭ｱﾝｹｰﾄ
書くことについて 手紙のきまり


「全画面」にして，文章全体を読み直して終
了。


事後アンケート(2)による活用状況➡ 1
1)とても役に立った　2)役に立った　3)あまり役に
立たなかった　4)役に立たなかった　5)使わな
かった


ア
ン
ケ
ー


ト


事
　
　
　
後


(1)手紙を書く時に気を付けたこと 言いたいことを順序だてて整理して書くこと


(3)最近書いた手紙について 部活を卒部するときに後輩へ感謝と別れの手紙を書きました（8月）


(4)メールやＳＮＳと手紙の違い


拝啓
　木々も美しく雪化粧をする季節となりま
した。××先生におかれましては、日々
ご健勝のことと存じます。私は今、三月に
控える受験に向け勉学に励んでいます。
　ところで、私が中学一年生のころ部活
で悩んでいた時手を差し伸べてくださっ
たこと、覚えていらっしゃいますでしょう
か。今日はその感謝を伝えたく、筆をとり
ました。
　吹奏楽部でアンサンブルコンテスト校
内予選に向けて練習していた時、メン
バー内で分裂が起きてしまいまともに練
習ができない日々が続きました。当時
パートリーダーをしていた私は本当に悩
んでいました。そんな時
「■■さんはやるべきことはちゃんとやっ
ている。あなたは悪いことはしていないん
だから自信をもって取り組みなさい。」
と、私が一番欲しかった言葉を言ってくだ
さったのは××先生でした。その言葉で
本当に救われました。ありがとうございま
した。感謝してもしきれません。今でもあ
の時の言葉は私の胸に大事にしまって
あります。
　いま私は三月の公立高校入試に向け、
志望校の決定に悩んでいます。今の自
分の学力にあった学校を受けるか、それ
とももっと勉強を頑張って偏差値の高い
学校を受けるか、と。高校に入っても吹
奏楽は続けたいということだけは私の中
で明確な希望として固まっています。もし
よろしければ、今度相談に乗っていただ
けると幸いです。
　最後になりますが、これからさらに冷え
込む季節となりますのでお身体大事にな
さってください。✕✕先生の国語の授業
が大好きでした。二年間ほんとうにあり
がとうございました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　敬具
　平成三十年　十二月十一日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　■■■■
××××先生


《知識的な要素》全てをざっと確認し，「手紙
の構成」を開き，「拝啓」と書く。
「時候の挨拶」を再度確認するが，１分ほど
考えてオリジナルの時候の挨拶を書き，以
降，書き進め，「■■さんは」から全画面に
して更に進める。
「～大事にしまってあります」まで順調に書
き，その前の文を読み返す。
そして「その言葉で本当に救われました。～
感謝してもしきれません。」
を前に加える。


「･･･決定に悩んでいます。」とまで書いて，
約２分間，筆が止まる。


「･･･幸いです。」まで書いて，「手紙文の構
成」を開き，結びの挨拶，後付けを書く。


「構想メモ」を開き，以下を書く。
・手紙を書く相手：「××先生」
・手紙を書く目的：「近況報告」
・伝えたい内容：「受験についてと中一の時
お世話になったこと」
・伝えたい気持ち：「感謝の気持ちと尊敬の
気持ち」
・気を付けたいこと：「国語科の先生なの
で，文や言葉に誤りのないようにすること」


記述中の概要


言葉の重み
大事なことはメールでは手紙より軽く伝わりそう


(5)手紙にきまりがあることについて 日本人の形式を重んじる国風や礼儀がなっていることの現われの一部だと思うので、いいと思う


242







頭
語
・
結
語


時
候
の
挨
拶


手
紙
の
構
成


自
由
メ
モ


ふ
せ
ん


構
想
メ
モ


0 00 ●1 ●2


●


●


●


●


●


●


●


●


●


10 00 ●


●


●2 ●1


●


△1 ●2


△


△


△


△


△


20 00 △


△


△


△


△


△


△


△


△


△


30 00 △


31 32 △


40 00


50 00


5 5 2


メモや付箋の利用


好き どちらかというと知っている よく使う


記述した手紙文
経過
時間


知識的な要素 方法的な要素


№ Y-14 冒頭ｱﾝｹｰﾄ
書くことについて 手紙のきまり


事後アンケート(2)による活用状況➡ 1
1)とても役に立った　2)役に立った　3)あまり役に
立たなかった　4)役に立たなかった　5)使わな
かった


ア
ン
ケ
ー


ト


事
　
　
　
後


(1)手紙を書く時に気を付けたこと 言葉遣い。手紙のマナー


(3)最近書いた手紙について
おじが〇〇公立高校入試の特徴や要点をまとめた資料を送ってくれたので感謝の気持ちで返信し
た。２週間前。


(4)メールやＳＮＳと手紙の違い


拝啓
師走の候、冷たい木枯らしの吹く今日こ
のごろです。
いかがお過ごしでしょうか。
　さて、先日、△△の市立体育館にて、
剣道の大会が行われました。私は惜しく
も予選で勝ち上がることはできませんで
した。ですが先生のご指導のおかげで、
苦手だった面のかわし方、得意だった抜
き胴で一本を取ることができました。ま
た、▲▲の大会では自分の苦手な抜き
面を打つことができましたが、残心が決
まらず、一本になりませんでした。剣道は
最後まで緊張を解いてはいけないのだと
いうことが身に泌みました。さらに、相手
に面を打った後の引き小手を取られるこ
とがありました。状況を整理しながら相手
の動きを予測して動くという力を養いたい
と思います。今回は得意な技を練習しま
したが、次は課題について練習に励み、
また、得意なことを生かして戦いたいと思
います。
　これからより厳しい寒さとなると思われ
ますが、季節柄ご自愛ください。　　　敬
具
　十二月十一日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　■■■■
××先生


「これからより厳しい･･･」を書く際に，「時候
の挨拶」を開いて参考にする。
「頭語・結語」を開き，「敬具」と書く。
「手紙の構成」を開き，後付けを書く。


「全画面」にし，「また、▲▲の大会では･･･
戦いたいと思います。」までを書き加える。


文章全体を読み返して終了。


「拝啓」と書き，「手紙の構成」を開く。


記述中の概要


短い文章で何度もやり取りするのではなく、一回（や数回）で自分の思いを長く述べるということ


(5)手紙にきまりがあることについて
必要ないと思う。時候の挨拶や最初最後の文章などは書いていて正直めんどくさいし時候なんて空を見ればわかるし、それよりも自分
の思っていることを自分らしく書いているほうが何万倍も好感が持てる。あくまで個人的意見。
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メモや付箋の利用


好き どちらかというと知らない よく使う


記述した手紙文
経過
時間


知識的な要素 方法的な要素


№ Y-15 冒頭ｱﾝｹｰﾄ
書くことについて 手紙のきまり


「全画面」にして文章全体を確認して終了。


事後アンケート(2)による活用状況➡ 1
1)とても役に立った　2)役に立った　3)あまり役に
立たなかった　4)役に立たなかった　5)使わな
かった


ア
ン
ケ
ー


ト


事
　
　
　
後


(1)手紙を書く時に気を付けたこと 敬語の使い方や、文末表現、意味が反復していないかなどに気を付けました。


(3)最近書いた手紙について 小学生の頃、獣医さんの体験でお世話になった先生にお礼のお手紙を書きました。


(4)メールやＳＮＳと手紙の違い


拝啓　　　寒冷の候となり、本格的な冬の
訪れを感じる頃となりました。お身体にお
変わりありませんか。私は毎日元気に過
ごしています。


さて、今回は日頃の感謝の気持ちを込め
てお手紙を書かせていただきたいと思い
ます。
急遽今年の夏からお世話になっておりま
すが、本当に良くしていただいて、心から
嬉しく思っております。××先生の方の
予定を後回しにしてまで私の方のレッス
ンを優先していただいて感謝の気持ちで
いっぱいです。これから本格的な受験
シーズンとなり、今以上にお世話になる
と思います。そのため、私は少しでも上
手になれるよう、いただいたアドバイスを
もとに自分なりに努力して本番に臨める
よう、試行錯誤を繰り返しながら練習に
取り組みたいと思います。まだまだ未熟
な者ですが、これからもどうぞよろしくお
願いします。
そしていつかは××先生のような素晴ら
しい声楽家になり、一緒の舞台に立てる
よう、最善を尽くして取り組みたいと思っ
ております。


最後になりますが、これからもご指導の
ほどよろしくお願いします。至らない点も
あると思いますが、私なりに精一杯自分
らしくやっていきたいと思います。××先
生の方も、お身体に気を付けてお過ごし
ください。　　　　　　　　　　　　　敬具
　十二月十一日　火曜日
　　　　　　　　　　　　　　　　■■　■■
××　××様


「･･･これからもどうぞよろしくお願いしま
す。」まで書いて，「全画面」にし，前の部分
を読み直して微修正する。


「手紙の構成」を開き，「そしていつか
は，･･･」以降，後付けまで書き進める。


「手紙の構成」を開き，書き進める。


記述中の概要


自分の気持ちをメールなどより伝えられることに気付きました。


(5)手紙にきまりがあることについて 読みやすいし、その方がきれいな手紙に見えると思いました。
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メモや付箋の利用


どちらかというと好き どちらかというと知っている よく使う


記述した手紙文
経過
時間


知識的な要素 方法的な要素


№ Y-16 冒頭ｱﾝｹｰﾄ
書くことについて 手紙のきまり


「頭語・結語」を開き，「敬具」と書く。
「手紙の構成」を開き，後付けを書いて終
了。


事後アンケート(2)による活用状況➡ 1
1)とても役に立った　2)役に立った　3)あまり役に
立たなかった　4)役に立たなかった　5)使わな
かった


ア
ン
ケ
ー


ト


事
　
　
　
後


(1)手紙を書く時に気を付けたこと 昔の話を良い思い出として先方が思い出せるように書くこと


(3)最近書いた手紙について 一年ほど前に招待をお断りする旨の手紙を書いた


(4)メールやＳＮＳと手紙の違い


拝啓
　今年も残り少なくなりました。年末の準
備に忙しい時期かとは存じますが、いか
がお過ごしでしょうか。こちらはおかげさ
まで何事もなく、○○での楽しい日々を
送っています。
　さて、先生がそちらに引っ越されてから
早二年が経ちました。私も弟も受験の年
を控え、勉強に忙しい毎日を過ごしてい
ます。先生のもとで仲間とともに学んでい
た日々がとても懐かしく感じられる毎日で
す。
　昔とは環境も生活も大きく異なり、二年
が過ぎた今でも戸惑いを隠せないことが
ありますが、先生の厳しくも温かかったご
指導が生きており、あの頃の学びが役に
立つことが度々です。先生が守ってくだ
さったあの場所は後輩たちが無事受け
継いでくれ、共に活動する仲間も毎年増
えてきていると聞きます。先日、久しぶり
に顔を覗かせに行ったのですが、皆本当
に楽しそうに練習に励んでいました。先
生の話をすると、寂しそうな表情を見せ
ながらも先生の下で培った技術が今に生
きていると誇らしそうに話してくれました。
先生もお暇なときにこちらへいらっしゃい
ませんか。きっとあの頃より成長した姿
がご覧になれる思います。
　寒くなってきました。どうかお体ご自愛
下さい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　敬具
　　一二月一一日
　　　　　　　　　　　　　　　　　■■■■
××××先生


「･･･ご覧になれる思います。」まで書き，
「全画面」にし，冒頭から読み直し，以下を
書き加える。
・「年末の準備に忙しい時期かとは存じます
が、」


「拝啓　○○にもちらちらと雪が降る」と書い
て，消し，「時候の挨拶」を開き，例文にある
ものを書く。


記述中の概要


手紙のほうがより相手の心に刺さるよう届くよう心掛ける


(5)手紙にきまりがあることについて 礼儀としてあったほうが送るときも頂くときも安心する。頂いた場合相手のことが分かる
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メモや付箋の利用


好き 知らない ときどき使う


記述した手紙文
経過
時間


知識的な要素 方法的な要素


№ Y-17 冒頭ｱﾝｹｰﾄ
書くことについて 手紙のきまり


事後アンケート(2)による活用状況➡ 1
1)とても役に立った　2)役に立った　3)あまり役に
立たなかった　4)役に立たなかった　5)使わな
かった


ア
ン
ケ
ー


ト


事
　
　
　
後


(1)手紙を書く時に気を付けたこと 言葉遣いがなるべく丁寧に見えるように心掛けた。


(3)最近書いた手紙について 去年、研修先の方々へのお礼状を書きました。


(4)メールやＳＮＳと手紙の違い


拝啓　師走の候、冷たい木枯らしの吹く
今日この頃、××先生におかれまして
は、いかがお過ごしでしょうか。
　さて、この度は私の近況等をご報告申
し上げるためにお手紙を書いた次第でご
ざいます。中学校生活も終わりが近づ
き、愈々受験競争が激化していく中、
微々たるものではありますが、確かな成
長をとげています。先日の〇〇県公立高
校入試体験オープンでは、▲▲▲高等
学校志望者ない一位、〇〇県内で二位
と、納得のいく成績を修めることが出来ま
した。××先生が、よく学年集会で仰って
いた「受験は団体戦だ。」というお言葉の
意昧を、最近ようやく理解することができ
ました。学校は勿論のこと、学習塾や友
人達など、数多の好敵手達と切磋琢磨し
ていくことで、互いに高めあうことが出来
ていると実感しています。
　最後になりますが、雪も降り始め、急速
に気温が下がってきているので、××先
生もどうかお体をご自愛下さい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　敬具
平成三十年十二月＋一日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　■■　■■
××　××先生


「全画面」にし，文章全体を読み直して終
了。


「構想メモ」を開き，以下を書く。
・手紙を書く相手：「××　××」
・手紙を書く目的：「近況報告」
・伝えたい内容：「成績　勉強　クラスの人間
関係」
「手紙の構成」を開き，「拝啓」と書く。
「時候の挨拶」を開き，時候の挨拶を書く。
「手紙の構成」を開き，以降，書き進める。


記述中の概要


手紙はメールやSNSと違って、あまり本音を書くことが出来ない上に、ネガティブなことなどの相談がし
づらいと思った。


(5)手紙にきまりがあることについて 決まりがなかったら手紙ではなくなるので、それはそれでいいと思います。
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メモや付箋の利用


好き 知っている 使わない


記述した手紙文
経過
時間


知識的な要素 方法的な要素


№ Y-18 冒頭ｱﾝｹｰﾄ
書くことについて 手紙のきまり


事後アンケート(2)による活用状況➡ 2
1)とても役に立った　2)役に立った　3)あまり役に
立たなかった　4)役に立たなかった　5)使わな
かった


ア
ン
ケ
ー


ト


事
　
　
　
後


(1)手紙を書く時に気を付けたこと
書いている相手に失礼がないか、また言葉遣いは正しいのか、主語・術後はあっているかというところに気を付けた。そして、相手のこと
を感がるだけでなく、自分の過去にしてもらったことを思い出し、それが本当かしっかり確かめた。


(3)最近書いた手紙について 去年の春、自分が県縦断駅伝を走ることのなったということを報告する手紙


(4)メールやＳＮＳと手紙の違い


拝啓　今年も残り少なくなりました。××
先生はいかがお過ごしでしょうか。私は
電車が早く、とても苦労しながらも、とて
も楽しく学校生活を送っています。
　さて、私は今年高校受験をすることにな
りました。学校内でも、運動会や合唱コン
クールなどの大きな行事や、生徒会役員
としての仕事が終わり、また学年全体が
受験モードになっているため、とても忙し
くなっています。そして、私の進路も決ま
り、先生と同じ▲▲▲高校を受験するこ
とになりました。私は将来、「小学校の先
生」になろうと考えています。小学校一年
生から四年生まで教えてくれたあの時の
優しさや御恩、そして厳しさを教えてくれ
た、××先生のような先生になるという
夢に向かって勉強を頑張っていきます。
　結びとなりますが、特に今年の冬はと
ても寒いため、お体にご気をつけてくださ
い。また会えることを願いまして締めとさ
せていただきます。　　　　　　　敬具
　　　十二月十一日
　　　　　　　　　　　　　　　　　■■■■
××××様


冒頭から読み直し，以下の文言を書き加え
る。（書き加えた順に列挙）
・「私は電車が･･･送っています。」
・「大きな行事が終わっていき，」


・「運動会や合唱コンクールなどの」
・「学年全体が」
・「××先生のような先生になるという」
・「、そして厳しさを教えてくれた、」
・「や、生徒会役員としての仕事が終わり、」


「全画面」にして文章全体を見直し，微修正
して終了。


何も見ずに後付けまで書く（約１７分）


記述中の概要


メールやSNSは簡潔な言葉でもやり取りができ、また返信もすぐ帰ってくるため、相手の様子や調子をうかがってまた返信…というなが
れになるが、手紙は一回一回相手の様子をうかがわず、慎重に考えて書かないといけないので、文字一つ一つにかかる重みが違うと
いうこと。


(5)手紙にきまりがあることについて
目上の人には、敬語＠哉時候の挨拶などの決まりをつけたほうがいいのは確かだが、友達などにはそういった決まりをつけなくてもよい
と思うため、その場その場に応じて決まりは自由に取り外すことができるようにすればいいのになと思う。きまりがあることはそんなに良
くないのではと思っている。
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メモや付箋の利用


好き どちらかというと知っている ほとんど使わない


記述した手紙文
経過
時間


知識的な要素 方法的な要素


№ Y-19 冒頭ｱﾝｹｰﾄ
書くことについて 手紙のきまり


最後の約３分で，文章全体を確認し，微修
正を加えて終了。


事後アンケート(2)による活用状況➡ 1
1)とても役に立った　2)役に立った　3)あまり役に
立たなかった　4)役に立たなかった　5)使わな
かった


ア
ン
ケ
ー


ト


事
　
　
　
後


(1)手紙を書く時に気を付けたこと
自分の伝えたいことを段落ごとに分けてあまり他の話題に行かないようにした。しかし、前後の段落でまとまりがあるかと問われると否を
唱えるしかなく、そこは反省すべき点だと考えている。さらに、敬語になるようにも気を使ったが、ところどころ用法を間違っているかもし
れない。


(3)最近書いた手紙について 夏ごろ書いた、秋田の友人への暑中見舞いです。


(4)メールやＳＮＳと手紙の違い


拝啓　××先生
お元気ですか。今年も残り少なくなりました。私は様々なアクシデントに
悩まされながらもおかげさまで元気に生活できております。
先生と部活で活動していたのはほんの数か月前の話ですが、私にとっ
てはもう遠い音のように感じられます。受験も近づき、勉強時聞が増え、
ゲームに割くことができる時聞が少なくなってきました。特に苦手な社会
をやる時間も増え、勉強することを避けていた時期とは、見違えるほど
になったと思います。最近は勉強に集中するあまり、外へ出た際に家か
ら閉め出されてしまうこともありましたが、風邪もひくこともなく元気に学
校に登校しております。辛くなったときは楽しかった部活の頃を思い出し
て乗り切ってきた私でしたが、さすがにこの時ばかりは頭の中は寒い状
況からどのようにして抜け出すかでいっぱいになってしまいました。結局
五時間外にいる羽目になりましたが、やはり私は元気です。私が科学パ
ソコン部にいたころは何かに熱中することもなく、先生や仲間との会話を
楽しんでいたような気がしますが、今になって受験という越えなければ
いけない大きな壁が迫ってくることが実感でき、どうも当時のようなのほ
ほんとした雰囲気を持ち続けることが難しくなってきました。受験生とし
ての自覚を持つことは大切ですが、常に勉強のことが頭に詰まりっぱな
しの今はどうにも気が滅入りそうです。いい息抜きを模索中ですが、そ
ちらに傾倒してしまいそうでなかなか手が出せません。一度、日向ぼっ
こを息抜きとして選んだことがありましたが、あまりの日向の心地よきに
気が付けば夕飯の時間になっていたことがあり、息抜きをしている最中
はよかったものの、終わってから憂鬱になってしまいました。人生の壁
の中では受験などちっぽけなものだとよく耳にしますが、このような一大
事をちっぽけと言い放つということはそれ以上の苦難がこれから先待ち
受けているようで、受験が佳境に入るほど将来への不安が募っていくの
を感じます。
もう少しで姉が返ってきます。正月に帰ってくるのは約五年ぶりでしょう
か。海を隔てた別れというものはどうにも遠く、姉と会うことができるのは
年に一度きりです。今年は一度夏に帰ってきたため、また会えるのは高
校生になってからだなと考えていましたが、また会える機会が作られま
した。嬉しい誤算です。姉も元〇〇中学校の生徒であり、勉強の方法な
どを巧いこと聞きだして、成績の向上につなげたいところです。姉は優
秀でした。そして今も優秀です。絶対に何か特別な勉強方法があるとに
らんでいます。お酒のお酌をしつつ、ぜひとも盗みたいところです。姉の
酒癖は悪く、嘘を吹き込まれそうな気もしますが、そこは何とかします。
具体案はありませんが何とかします。なんとか。
先生は一度目の理科研究発表会を覚えていますか。あの時入賞した学
校の研究が過冷却した液体に関するものだったことを私は覚えていま
す。そこで初めて過冷却というものを知った私は様々な手を尽くしてどう
にか過冷却の飲み物を作れないかと悪戦苦闘しました。新聞紙にくるん
だペットボトルに始めり、新聞紙の量を増減させたり、ちょうどいい取り
出し時間を考えたり、新聞紙をタオルに変化させてみたりと試行錯誤し
ましたが、いずれも失敗に終わりました。そんな中、意図しないことで一
度、二本のペットポトルの水を過冷却状態にすることに成功しました。去
年の冬、試験勉強のために机に向かっていたころ、わざわざ飲み物を
取りに行くことを面倒くさがった私は、窓の外にペットボトルの水を放置
しておくことにしていました。ある時、外に置いていたことを忘れてしまっ
て一晩放置したペットボトルを翌日開けると、聞けたところから凍ってい
くさまが観察できました。試行錯誤差諦め、ちょうど記憶の片隅に追い
やられかけていた時期の話でしたからとても興奮しました。その過冷却
の水は飲んだ瞬間に口の中で凍り、そして瞬時に溶けるためとても不思
議な食感がしました。その後、何度も窓の外にペットボトルを放置しまし
たが、徐々に暖かくなってきてしまい、再現することはできませんでし
た。現在、また寒くなってきました。今年こそは過冷却の水を飲み放題
になるくらいに生産したいところです。
まとまりのない文を書いてしまいました。徒然草の著者もこんな感じに
自分の書きたいことをひたすらに紙に綴ったのでしょうか。今の話をして
いるはずが、昔に思いをはせています。我ながら不思議な話の展開に
なってしまいました。
現在、〇〇県効率入試まで100日を切り、受験もクライマックスに入りつ
つあります。先生のお体、ご自愛ください。　　　　　　　　　敬具
　　十二月十二日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■■■■
××先生


「全画面」にして，書き進める。


「･･･生産したいところです。」まで書いて，
「手紙の構成」を開き，冒頭を確認し，後付
けまで書き進める。


「拝啓」と書き，「頭語・結語」を開く。
「時候の挨拶」を開き，時候の挨拶を書く。
以降，書き進める。


記述中の概要


メールやSNSは基本的に送信から相手への到着までの時間が非常に短くスムーズな意識の交流が可能です。そのため、言葉をいちい
ち選ぶより、スピードを重視した言葉遣いになります。しかし、手紙は到着まで時間がある程度空きます。そのため、一言一言の重みが
メールやSNSとは違い、訂正がきくまで時間がかかることもあり、非常に重いです。そうすると必然的に言葉遣いにも気を付ける必要が
出てきます 大きな違いはここにあると思います


(5)手紙にきまりがあることについて
きまりは、双方の共有意識として便利なものであるから、初対面の相手に手紙を送る際は便利だと考える。しかし、親しい相手にはそこ
まで重要でないと思うが、重要な内容を送る場合などに初めの一言でその手紙の重要さを物語ることができるため、一概には言えない
と考える。
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メモや付箋の利用


好き どちらかというと知っている よく使う


記述した手紙文
経過
時間


知識的な要素 方法的な要素


№ Y-20 冒頭ｱﾝｹｰﾄ
書くことについて 手紙のきまり


「手紙の構成」を開き，後付けを書く。
「全画面」で文章全体を確認して終了。


事後アンケート(2)による活用状況➡ 1
1)とても役に立った　2)役に立った　3)あまり役に
立たなかった　4)役に立たなかった　5)使わな
かった


ア
ン
ケ
ー


ト


事
　
　
　
後


(1)手紙を書く時に気を付けたこと 表現の重複、具体的な事象を書く


(3)最近書いた手紙について 二年生の修学旅行で訪問した企業に感謝状を送った。


(4)メールやＳＮＳと手紙の違い


謹啓　冷たい木枯らしの吹く今日このご
ろです。
　××先生におかれましてはますますご
清祥のことと存じます。
　さて、××先生に叱られてばかりだった
私も、今は中学三年生となり受験勉強に
励んでおります。そんな今だからこそ、私
は××先生に最大限の感謝送りたいと
思い、この手紙を認めた次第でありま
す。
　私の担任の先生が××先生であった
あの一年間、私は先生から何度怒られ
たことでしょう。授業中のおしゃべり、給
食を残す、悪口、非積極的な態度、清掃
の時間の怠慢。私は、小学校を幼稚園
の延長線上だと思って横柄な態度をとり
続けてきました。もし、「まだ子供だから
仕方ない」と思って優しい指導を行うよう
な先生が担任だったら、私はきっと、小学
三年生まで同じような態度であったでしょ
う。さらにその影響は、その後の学校生
活にまで及んでいたでしょう。
　私がそのようなことにならなかったの
は、ひとえに、××先生の厳しい指導に
よるものだと確信しております。
「小学校は幼稚園の延長線などではな
い」。それを××先生は、私が前述したよ
うなことを犯すたびに指導して下さったの
です。私が理解するまで伺度も何度も。
　××先生が担任だったのは一年生の
時だけでしたが、その一年間で叩き直し
ていただいた態度は、その後の学校生
活の礎となりました。おそらく、××先生
の厳しい指導がなかったら、弦楽部の男
子リーダーにも、委員会の委員長にも
なっていなかったです。そこで得た貴重
な経験も存在しなかったことでしょう。
　××先生は私の中で最も偉大な先生
です。
　××先生は今もどこかの小学校で指導
を続けていることと存じます。ぜひお体に
は気をつけてください。さらなるご活躍を
お祈り申し上げます。　　　　　謹白
　平成三十年十二月十一日
　　　　　　　　　　　　　　　　　■■■■


「全画面」にして書き進め，「･･･次第であり
ます。」まで書く。再び「構想メモ」を開き，伝
えたい内容を「××先生の厳しい指導は，
小学校生活，中学校生活を送るにあたっ
て，


基礎となる心を育ててくれた。」と書き直す。
「全画面」にして書き進める。


「構想メモ」を開き，以下を書く。
・手紙を書く相手：「××先生」
・手紙を書く目的：「近況報告，感謝」
・伝えたい内容：「××先生の厳しい指導に
よって，自制の心と積極的な姿勢をみに
つけることができた。
・伝えたい気持ち：今とても充実
・気を付けたいこと：なし
「さて，」と書いて，「手紙の構成」を開いた
後 「構想メモ」を開く


記述中の概要


筆圧、封筒、紙、肌触り、重み、同じ物体の共有


(5)手紙にきまりがあることについて 「礼儀を示す一般的な形」として便利なものだと思う。
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メモや付箋の利用


どちらかというと嫌い 知らない ほとんど使わない


記述した手紙文
経過
時間


知識的な要素 方法的な要素


№ Y-21 冒頭ｱﾝｹｰﾄ
書くことについて 手紙のきまり


事後アンケート(2)による活用状況➡ 1
1)とても役に立った　2)役に立った　3)あまり役に
立たなかった　4)役に立たなかった　5)使わな
かった


ア
ン
ケ
ー


ト


事
　
　
　
後


(1)手紙を書く時に気を付けたこと 目上の方への手紙なので丁寧な言葉を意識した。


(3)最近書いた手紙について 去年の秋ごろ高校訪問の際、高校の先生方にお礼状を書いた。


(4)メールやＳＮＳと手紙の違い


拝啓　××先生　　　　　今年も残り少なく
なりました。
　近頃気温も低くなり、風邪をひきやすく
なる季節となりました。お身体は大丈夫
でしょうか。
　さて、私が部活動をしていたときはご指
導して頂きありがとうございました。近頃
は受験勉強に励み日々頑張っています。
また、学校生活では行事にも積極的に取
り組み、充実した日々をおくっています。
先月行われた合唱コンクールでは、最優
秀賞を獲得し、今までには無いような達
成感を感じることができました。
　しかし、学習面ではなかなか結果が出
せず苦しんでいます。ときには勉強から
逃げてしまうこともあります。ですが、部
活で指導頂いた諦めない気持ちや、努力
で目標である、▲▲高合格のために頑
張っていきます。
　さて、最後になりますがお身体に気を
付けてお過ごしください。また〇〇中サッ
カー部の健闘を祈っております。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　敬具
　××先生


「･･･達成感を感じることができました。」まで
書いて，安否の挨拶を書き，更に書き進め
る。


「手紙の構成」を開き，後付けを書いて終
了。


「頭語・結語」を開き，「拝啓」と書く。
「構想メモ」を開き，以下を書く。
・手紙を書く相手：「××先生」
・手紙を書く目的：「近況報告」
「時候の挨拶」を開き，時候の挨拶を書く。
「手紙の構成」を開き，安否の挨拶分の行
を空け，「さて，」以降の本文を書き進める。


記述中の概要


メールではルールや形は特にないので書きたいことをそのまま書けるが、手紙では書く順番があるの
で自由に書けなかった。


(5)手紙にきまりがあることについて
決まりがあると自由に書きずらいが目上の方に何かを伝えたい場合はメールより手紙の方がしっかり
しているのできまりがあるのはいいと思う。
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メモや付箋の利用


どちらかというと好き どちらかというと知っている ほとんど使わない


記述した手紙文
経過
時間


知識的な要素 方法的な要素


№ Y-22 冒頭ｱﾝｹｰﾄ
書くことについて 手紙のきまり


事後アンケート(2)による活用状況➡ 1
1)とても役に立った　2)役に立った　3)あまり役に
立たなかった　4)役に立たなかった　5)使わな
かった


ア
ン
ケ
ー


ト


事
　
　
　
後


(1)手紙を書く時に気を付けたこと 型をしっかりと守ること。しっかりした敬語を使うこと。


(3)最近書いた手紙について 中学校一年生の十月頃合唱コンクールの招待状を書いた。


(4)メールやＳＮＳと手紙の違い


拝啓　　　　今年も残り少なくなりました。
　先生は、いかがお過ごしでしょうか。私
は長年行ってきたサッカーを引退し、受
験生として、日々、受験勉強に、励んで
います。
　さて中学生も残りわずかな今、私の、近
況を報告したいと思います。先生が、おっ
しゃっていたように、中学校での生活はと
ても面白かったです。自分より運動や勉
強が出来る人達が多くてとても新鮮でし
た。一年生のはじめは、小学校の時のよ
うに特に何もしなくても不自由なくできて
ましたが、途中から特に中学生で新に加
わった英語に苦しみました。はじめて勉
強でわからないところが出てきました。今
では、英語も人並みまでに成長すること
が出来ました。今では、英語も人並みま
でに成長することが出来ました。
私は、中学校で努力を継続することの大
切さを改めて学び、自分とは比べ物にな
らない天才がいることを学びました。
　私は、これからも自分の目標に向かっ
て頑張っていきますので先生も健康にだ
けは、気をつけて生活してください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　敬具
　十二月十一日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■■■■
××××様


「頭語・結語」を開き，「敬具」と書く。
「手紙の構成」を開き，後付けを書く。
文章全体を読み直して終了。


「頭語・結語」を開き，「拝啓」と書く。
「時候の挨拶」を開き，時候の挨拶を書く。
「手紙の構成」を開き，書き進める。


記述中の概要


特に手書きの手紙はSNSより思いが伝わりやすいと思う。


(5)手紙にきまりがあることについて 礼儀。
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メモや付箋の利用


好き 知っている ときどき使う


記述した手紙文
経過
時間


知識的な要素 方法的な要素


№ Y-23 冒頭ｱﾝｹｰﾄ
書くことについて 手紙のきまり


「手紙の構成」を確認して終了。


事後アンケート(2)による活用状況➡ 1
1)とても役に立った　2)役に立った　3)あまり役に
立たなかった　4)役に立たなかった　5)使わな
かった


ア
ン
ケ
ー


ト


事
　
　
　
後


(1)手紙を書く時に気を付けたこと 手紙の形式に沿っているか、相手への失礼へなっていないか気を付けた。


(3)最近書いた手紙について 中学二年の修学旅行の研修にて、訪問先への感謝状を書いた。


(4)メールやＳＮＳと手紙の違い


拝啓　××先生
小雪の舞う季節となりましたが、いかがお過
ごしでしょうか。××先生には理科の授業で
度々お会いしますが、卒部してからというもの
科学パソコン部にいたころが懐かしいです。
科学パソコン部の楽しい雰囲気ができたの
は、××先生がいらっしゃるからこそだと思っ
ています。部活は毎日楽しくて仕方ありませ
んでした。部活で知り合った友人との交流は
今でも続いています。これからも科学パソコン
部の楽しい雰囲気を保ってほしいです。部活
での唯一の心残りは二年生の時理科研究発
表会に出場できなかったこと、数学が苦手な
ので戦力になるかわかりませんでしたが、科
学の甲子園に出なかったことです。高校に入
学してからは部活で悔いを残さないよう最善
を尽くしていく所存であります。
最近、私の生活に大きな変化はありません。
学校に行って学校から帰って夕食食って勉強
してパソコンいじって寝ますしかし、受験のた
め趣味に割く時間が減り勉強に割く時間が若
干大きくなっています。つらい時期ではありま
すが、受験が終わって合格した暁には東京の
ミリタリーショップに行くという交渉を親と締結
したので志望校合格のため日々学問に励ん
でおります。少しでも体に蓄積した疲れを抜く
ため、よくパソコンで音楽を聴きます。その中
につらい状況でもこの歌を聞けば気分が高揚
する歌を見つけたので紹介します。
嵐の中でも吹雪でも
うだるような暑さ
凍える夜でも
顔が埃にまみれようと我が心は快活なり
そう、我が心は
驀進する我が戦車嵐を超えて
パンツァーリート（戦車の歌）という、ドイツの
歌です。私は嵐でも吹雪でも暑い昼でも凍え
る夜でも嵐の中を突き進む戦車のごとく受験
という困難を乗り越えていきます。
先生もお体をご自愛ください。　　　　敬具
十二月十一日火曜日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■■　■■
宛先　××先生


・気を付けたいこと：「礼儀　手紙の構成が
適切か」


「全画面」にして，前を読み直し，微修正し
ながら書き進める。


「･･･いかがお過ごしでしょうか。」まで書き，
「手紙の構成」を開く。


「構想メモ」を開き，以下を書く。
・手紙を書く相手：「××先生」
・手紙を書く目的：「卒業するから」
・伝えたい内容：「己の近況」
・伝えたい気持ち：「恩師への感謝」


記述中の概要


メールやSNSのほうが気楽にやりとりが出来る分、誤解を生みやすい場合がある。ただし手紙は郵便
で相手に送らなければならない場合があるので面倒


(5)手紙にきまりがあることについて きまりを制定することで、礼節をもって他人と接する術をみにつける
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メモや付箋の利用


どちらかというと好き 知らない ほとんど使わない


記述した手紙文
経過
時間


知識的な要素 方法的な要素


№ Y-24 冒頭ｱﾝｹｰﾄ
書くことについて 手紙のきまり


事後アンケート(2)による活用状況➡ 5
1)とても役に立った　2)役に立った　3)あまり役に
立たなかった　4)役に立たなかった　5)使わな
かった


ア
ン
ケ
ー


ト


事
　
　
　
後


(1)手紙を書く時に気を付けたこと
同じような表現や語尾になっていないかをしっかりと確認し、くどいと感じることなく読める文章にする
こと。


(3)最近書いた手紙について 違う中学校に入学した小学校時代の友人に、中学一年生のころ、近況報告を手紙で書いた。


(4)メールやＳＮＳと手紙の違い


拝啓
　寒冷の候、××先生はいかがお過ごしでしょう
か。
　さて、先日は私の進路について指導してくださり、
ありがとうございました。なかなか自分の将来につ
いてイメージを持てていなかったのですが、××先
生のご指導のおかげで、自分の進路を決定するこ
とができました。先生から教えて頂いた「長くバス
ケットを続ける」という考え方が、心に残っていま
す。
　今では、進路について迷うこともなく、勉強やバス
ケットの練習に打ち込むことができています。受験
生ということもあり、勉強に精を出しつつも自分の
好きなバスケットを続けることができて、とてもうれ
しく思っています。先日は高校生との試合などもあ
り、高校に入ってからの自分を想像してみました。
高校の部活動は練習時間や回数も多く、今まで以
上にハードになると思います。また、今以上に勉強
との両立を図り、社会に出る準備をしていかなけれ
ばなりません。ですが、自分が好きなバスケットを
今以上に頑張れると思うととてもワクワクしていま
す。先生がおっしゃっていたように、「長くバスケット
を続ける」ためにこれからも靖張っていきたいと思
います。
　進路について先生に相談させていただいた際に、
部活動内での指示の的確さやリーダーシップにつ
いて、先生からお褒めの言葉をいただいたのを覚
えています。また、クラブチームで指導するコーチ
の姿を見て、指導が選手に与えている影響力の強
さを感じました。そして最近、先生がおっしゃってい
た〝誰かに指導すること〟 について考えるように
なりました。部活動の時から、自分が思っているこ
とを的確に相手に伝えることの難しさや、教えるこ
とに対する責任の重さを感じていました。その一方
で、後輩に教えることを楽しいと感じていた自分も
いました。自分が後輩に教えていた時の何とも言え
ない充実感、達成感、そして楽しさを、今でもはっき
りと思い出すことができます。自分が将来何をした
いのか、わからないまま過ごしてきましたが、「バス
ケットのコーチ」を目指したいと思うようになりまし
た。まだ確かな夢ではなく、少しぼんやりとしたもの
ではありますが、今はその夢に向かって、バスケの
勉強も学絞の勉強も頑張っていこうと思います。
　最後になりますが、これからますます寒くなってい
きますので、お体には十分に気を付けてお過ごしく
ださい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　敬具
平成三十年十二月十一日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■■■■
✕✕先生


「手紙の構成」を開き，結びの挨拶，後付け
を書く。
「全画面」にし，文章全体を読み直し，微修
正を加えて終了。


「頭語・結語」を開き，「拝啓」と書く。
「時候の挨拶」を開き，時候の挨拶を書く。
「手紙の構成」を開き，書き進める。


記述中の概要


手紙を何回も修正する中で、SNS上に一度上がった文言は手紙とは違って完全に消し去ることは不
可能だと感じた。手紙程時間はかけなくても、世に出す前に今一度確認する必要があると思った。


(5)手紙にきまりがあることについて 決まりがあるからこそ、伝えたい思いを手紙に託すことができると思う。


253







頭
語
・
結
語


時
候
の
挨
拶


手
紙
の
構
成


自
由
メ
モ


ふ
せ
ん


構
想
メ
モ


0 00 ●


●


●


●


●2 ●1


●2 ●3 ●1


●1 ●2


●


●


●


10 00 ●


●


●


●


●


●2 ●1


●


●


●


●


20 00 ●1 ●2


●


●


●


●


●


●


●


●


●


30 00 ●


●


●


●


●


●


●


●


●


●


40 00 ●


△2 ●1


△1 ●3 ●2


●


●


●


△ ●1


△


△


49 51 △


50 00


1 4 1


メモや付箋の利用


どちらかというと好き どちらかというと知らない よく使う


記述した手紙文
経過
時間


知識的な要素 方法的な要素


№ Y-25 冒頭ｱﾝｹｰﾄ
書くことについて 手紙のきまり


「･･･分かったきがしました。」まで書いて，
「全画面」にして，「今は～したいです。」の
一文を加えて全体を確認する。


「手紙の構成」を開き，結びの挨拶，後付け
を書く。
「全画面」にして文章全体を読み直し，最後
に，「雪も降って参りましたが，･･･通ってお
ります。」の二文を追加して終了。


事後アンケート(2)による活用状況➡ 1
1)とても役に立った　2)役に立った　3)あまり役に
立たなかった　4)役に立たなかった　5)使わな
かった


ア
ン
ケ
ー


ト


事
　
　
　
後


(1)手紙を書く時に気を付けたこと
過去のことではなく、近況を報告する内容になるようにした。また、単なる出来事ではなく思っているこ
とを多く書くようにした。


(3)最近書いた手紙について 年賀状以外ではあまり手紙を書く機会がなかった。


(4)メールやＳＮＳと手紙の違い


拝啓　　寒冷の候
雪も降ってまいりましたが、いかがお過ご
しでしょうか。私は日々朝の寒さに驚きな
がら学校へ通っております。
　さて、ピアノのレッスンをお休みさせて
いただいてから早いもので二か月が経と
うとしています。私は最後のレッスンの日
から、ますます勉強に励んでおります。そ
れは、合唱コンクールを全力でやりきるこ
とができたからです。××先生のアドバ
イスを参考に指揮者と話し合って曲を仕
上げ、見事最優秀賞を獲得することがで
きました。ありがとうございました。
　それからは毎日塾に通い、できることを
全てこなそうと頑張っています。先生は
受験を目の前にして私に、自分を追い込
みすぎないようにと言ってくださいまし
た。いまでもたまに勉強がつらくなった
時、ピアノに触れることがあります。その
度に復帰できた時の自分を想像し、その
ために頑張ろうと思えるようになりまし
た。今までつらいときの逃げ道だったり、
ただ楽しかっただけであったりしたピアノ
が、自分の意志の支えになってくれてい
ます。××先生がいつもおっしゃってい
た、「自分を支える糸」の意味が分かった
きがしました。今は受験に向けて精一杯
努力したいです。
　最後にはなりますが、この寒い中どうか
お体に気を付けて、また会える日を楽し
みにしております。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　敬具


　十二月十一日火曜日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■■■■
××××先生


「手紙の構成」を開き，「拝啓」と書く。
「時候の挨拶」を開き，「寒冷の候」と書く。
「いかがおすごしでしょうか」と続けるが，消
して，「自由メモ」を開き，以下を書く。
「合唱コンクール
　・最優秀賞
　・先生のアドバイスのおかげで伴奏をこな
せた→盛り上がり，山場など指針となってく
れた
感謝
勉強（休んでから）
　・合唱コンが終わってから勢いがついた
　・たまに弾く
　・復帰出来る日が楽しみ
それまで頑張る」
時候の挨拶に続く前文はかかずに一行空
けて，「さて，」と書いて，「構想メモ」，「自由
メモ」を確認後，「手紙の構成」を開き，書き
進める。


「～日々（のちに，「ますます」と書き換え
る。稿者注）勉強に励んでおります。」まで
書いて，「自由メモ」を開き，「合唱コンクー
ル②」，「勉強（休んでから）①」とナンバリン
グする。
その後，自由メモを見ながら，書き進める。


「構想メモ」を開き，以下を書く。
・手紙を書く相手：「××先生」
・手紙を書く目的：「近況報告」
・伝えたい内容：「勉強の様子　合唱コン
クールの結果　これからの意気込み」
・伝えたい気持ち：「感謝　受験への意気込
み」
・気を付けたいこと：「あくまで近況報告　過
去ではなく今のことを」


記述中の概要


きちんとした形式に沿って、伝えたいことを簡潔にまとめる必要があった。


(5)手紙にきまりがあることについて 型にはめて書くのは書きやすかった。
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メモや付箋の利用


どちらかというと嫌い どちらかというと知っている よく使う


記述した手紙文
経過
時間


知識的な要素 方法的な要素


№ Y-26 冒頭ｱﾝｹｰﾄ
書くことについて 手紙のきまり


事後アンケート(2)による活用状況➡ 1
1)とても役に立った　2)役に立った　3)あまり役に
立たなかった　4)役に立たなかった　5)使わな
かった


ア
ン
ケ
ー


ト


事
　
　
　
後


(1)手紙を書く時に気を付けたこと 言葉遣いや相手の失礼にあたらない表現を気を付けて選んだこと。


(3)最近書いた手紙について 十月頃、友達の誕生日プレゼントに添える手紙。


(4)メールやＳＮＳと手紙の違い


拝啓
　寒冷の候、いかがお過ごしですか。私
は、先日風邪をひいてしまいましたが、
元気に学校生活を送っています。
　さて、先月に、中学校で合唱コンクール
がありました。私たちのクラスは最優秀
賞を獲りました。全員で創り上げることが
でき、四年生の頃の市民合同音楽祭を
思い出しました。その時は、先生に励ま
されたこともあって、無事に本番を終える
ことができました。今回は、私が励ます立
場になりました。大変でしたが、クラスメ
イトに支えられ、あの時のように楽しく合
唱に参加できました。
　また、あと三か月で公立高校入試を迎
えます。しかし、国語の作文や数学の図
形問題、地理の暗記など、自分が苦手で
やらなければならないことがまだ山ほど
あります。私は、不安でたまりません。先
生にぜひ作文の書き方を教えて頂きたい
です。
　今年も残り少なくなってきました。お身
体に気を付けてお過ごしください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　敬具
　　十二月十一日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　■■■■
××××先生


「構想メモ」を開き，以下の内容を書く。
・手紙を書く相手：「××××先生」
・手紙を書く目的：「近況報告」
・伝えたい内容：「・受験　・合コン」
「手紙の構成」を開き，「･･･いかがお過ごし
でしすか。」以降を書き進める。
「さて，」と書いて本文に入るときに，「ふせ
ん」を開く。
・「受験勉強→難しい」
・「辛かったが クラス一丸となって獲れ
た」
の付箋を追加。
「合唱コンクール･･･」と「辛かったが，･･･」を
線で結んで，更に書き進める。
「･･･合同音楽祭を思い出しました。」まで書
いて，以下の付箋を書き，本文を書き進め
る。
・「市民合同音楽祭→先生に励まされた」


「頭語・結語」を開き，「敬具」と書く。
「手紙の構成」を開き，後付けを書く。
「全画面」にして，段落を整え，以下の内容
を修正して終了。
・「私は，寒くて登下校が大変です。」→「私
は、先日風邪を･･･を送っています。」
・「今回は，私が･･･参加できました。」を追
加。


「頭語・結語」を開き，「拝啓」と書く。
「時候の挨拶」を開き，時候の挨拶を書く。


「ふせん」を開き，付箋２枚に，以下の内容
を書く。
・「合唱コンクール→最優秀賞」
・「受験勉強→つらい」
付箋２枚を線で結ぶが，「つらい」を消した
後，「受験勉強」の付箋を消す。


記述中の概要


メールなどでは一回書いたら戻せないことが多いが、手紙では見直しが十分にできる。また、手紙の
かたがあり、かしこまった感じになる。


(5)手紙にきまりがあることについて 型があることで書きやすいが、目上の人にしか書けない印象。
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メモや付箋の利用


どちらかというと嫌い どちらかというと知らない ほとんど使わない


記述した手紙文
経過
時間


知識的な要素 方法的な要素


№ Y-27 冒頭ｱﾝｹｰﾄ
書くことについて 手紙のきまり


「全画面」にし，文章全体を確認して終了。


事後アンケート(2)による活用状況➡ 1
1)とても役に立った　2)役に立った　3)あまり役に
立たなかった　4)役に立たなかった　5)使わな
かった


ア
ン
ケ
ー


ト


事
　
　
　
後


(1)手紙を書く時に気を付けたこと
お世話になったことへの感謝の気持ちが十分伝わるようにした。また、敬語に間違いがないか気を付
けた。


(3)最近書いた手紙について 中学二年生の授業で、お礼の手紙


(4)メールやＳＮＳと手紙の違い


拝啓　　　今年も残り少なくなりました。
お体に変わりありませんか。私は元気に
やっております。
　ところで、私は今年の六月に部活動が
終わり、その後は受験勉強と、なかなか
ピアノに触れる機会がないまま日々を過
ごしています。しかし、先生から教えてい
ただいたことや、学んだことを、合唱コン
クールなどに生かすことができました。先
生が、いつも優しく丁寧に指導してくだ
さったことは、今でも鮮明に覚えていま
す。毎日一生懸命練習して、賞を取った
時の喜びは一生忘れないと思います。ま
た、グループレッスンでは、一緒に練習を
したメンバーと楽しく交流することができ
て、私にとって、とても良い思い出になり
ました。高校に入学して、またピアノを始
めるかは分かりませんが、もし音楽に触
れる機会があったら、先生が教えてくだ
さったことを生かしていきたいと思いま
す。
　これからますます寒くなることが予想さ
れますので、どうかお身体に気を付けて
下さい。　　　　　　　　　　　　　　　　敬具
　　　十二月十一日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　■■■■
××××先生


以降，書き進める。


「･･･に生かすことができました。」まで書い
て「手紙の構成」開くが，約３分，筆が止ま
る。


21分頃に「先生が，･･･」以降，書き始め，後
付けまで書く。


「拝啓　今年も残り少なくなりました。」と書
いて，「手紙の構成」を開く。


「ところで，」と書いて本文に入るときに，「構
想メモ」を開き，以下の内容を書く。
・手紙を書く相手：「××先生」
・手紙を書く目的：「近況報告」
・伝えたい内容：「今年の６月に部活動が終
わり，その後は受験勉強と，なかなかぴあ
のにふ」（※ママ）


記述中の概要


(5)手紙にきまりがあることについて 書き方が決まっていて書きやすい
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メモや付箋の利用


どちらかというと好き どちらかというと知っている よく使う


記述した手紙文
経過
時間


知識的な要素 方法的な要素


№ Y-28 冒頭ｱﾝｹｰﾄ
書くことについて 手紙のきまり


文章全体を確認して終了。


事後アンケート(2)による活用状況➡ 1
1)とても役に立った　2)役に立った　3)あまり役に
立たなかった　4)役に立たなかった　5)使わな
かった


ア
ン
ケ
ー


ト


事
　
　
　
後


(1)手紙を書く時に気を付けたこと 時系列を整理して書くこと。書きたいことがたくさんあったため、内容を絞り、読みやすくして書くこと。


(3)最近書いた手紙について 二年生の九月ごろに関西研修のお礼状を書いた。


(4)メールやＳＮＳと手紙の違い


　拝啓
　冷たい木枯らしの吹く季節となりまし
た。いかがお過ごしでしょうか。私は、お
陰様で元気に過ごさせていただいており
ます。
　さて、この度、このようなお手紙を書か
せていただいたのは、これまでの感謝と
私の近況をお伝えしたかったためです。
　六月の市中総体から、早くも六か月が
過ぎました。下校の際に体育館から聞こ
える、一年生の声とボールの音になつか
しさを感じています。部活動の練習の時
は、正直、「厳しいなあ」と感じることもあ
りました。しかし、私たちにたくさんのこと
を教えてくださったことに、今はとても感
謝しています。
　後期から私は、代議員を務めさせてい
ただいています。自分のことに集中する
この時期に、クラスや学年のことを考え
なければならないのは少し大変ですが、
部活動を通して身についた、周りを見て
状況を判断し、行動する力を使って、もう
一人の代議員に助けてもらいながら、
日々頑張っています。また、三月に追っ
た受験に向けて、毎日勉強に励んでいま
す。先生に、国語のことを質問しに伺うか
もしれませんが、その時は優しく教えてく
ださい。
　最後に、数日前に雪が積もり、寒い日
がこれからも続きますので、お体にお気
をつけてお過ごしください。また、卒業す
るまで、何かとお世話になるかと思いま
すので、その際はよろしくお願いいたしま
す。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　敬具
　十二月十一日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■■■■
×××先生


と，今，体育で行っているバレーボールの
学習が楽しいこと，それにいきていること」
・伝えたい気持ち：「感謝」
以降，書き進める。


「･･･その時は優しく教えてください。」まで書
いて，「手紙の構成」を開き，結びの挨拶と
後付けを書く。


「手紙の構成」を開き，「拝啓」と書く。
「時候の挨拶」を開き，例文の文末を変えて
時候の挨拶を書く。


「さて，」と書いて本文に入るときに，「構想メ
モ」を開き，以下の内容を書く。
・伝えたい内容：「部活動のお礼　自分の近
況報告→受験勉強に励んでいること，クラ
スで代議員をやらせていただいているこ


記述中の概要


やり取りをしていない。


(5)手紙にきまりがあることについて とても良いと思う。型が決まっているため、迷わず書けたり、失礼なく書けたりするから。
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メモや付箋の利用


どちらかというと好き どちらかというと知らない ときどき使う


記述した手紙文
経過
時間


知識的な要素 方法的な要素


№ Y-29 冒頭ｱﾝｹｰﾄ
書くことについて 手紙のきまり


「構想メモ」を確認し，「手紙の構成」を開
き，後付けを書いて終了。


事後アンケート(2)による活用状況➡ 1
1)とても役に立った　2)役に立った　3)あまり役に
立たなかった　4)役に立たなかった　5)使わな
かった


ア
ン
ケ
ー


ト


事
　
　
　
後


(1)手紙を書く時に気を付けたこと 主語と述語がねじれてしまわないようにすることに気を付けた。


(3)最近書いた手紙について 今年の夏、北海道に住む友達に近況報告しました。


(4)メールやＳＮＳと手紙の違い


拝啓　いつの間にか気温も下がり、地面
に落ちていた紅い葉が雪へと姿を変える
季節となりました。その後いかがお過ご
しでしょうか。私は毎日楽しく中学校生活
を送っています。
　ところで、もうすぐ部活が終わって半年
になりますね。毎日卓球台に向かってい
た日のことがまるで遠い昔の出来事のよ
うに思い出されます。今でも体育館の前
を通り、ピンポン玉の跳ねる音が聞こえ
るとどこか悲しく、しかし懐かしく感じると
きがあります。
　当時、私たちのチームは決して強いと
は言えず衝突もたくさんありました。勝ち
負けがはっきりしてしまう勝負の世界だ
からこそ突き付けられてしまう現実に心
が折れ、涙があふれることもしょっちゅう
でした。特に私はメンタルが弱かったこと
もあり試合をして負けるたびに落ち込み
いつも××先生に励ましてもらっていた
ことを今でも覚えています。
ある時、学校のリーグ戦でどうしても勝ち
たかった試合に敗れ、そのやるせなさか
ら部活への熱がさめてしまう時期があり
ました。強さこそが部活で一番大切なも
のだと思っていた私は、同時に負けるこ
とはとても恥ずかしいものだと思っていま
した。そんな私に××先生は「負けること
は決してはずかしいことではない。むしろ
負けて悔しいと思えないほうが恥ずかし
いと思う。」とおっしゃられました。部活に
対して少し投げやりになっていた私はそ
の時思わず下を向いて唇をかみしめたこ
とを覚えています。
もしあの言葉がなかったら私は部活に対
してもさらには自分の将来についても投
げやりになってしまっていたと思います。
今こうして振り返るともし投げやりになっ
たまま部活をつづけていても自分のプラ
スにはなっていませんでした。今こうして
自分の将来に前向きな私がいるのも×
×先生のおかげです。本当にありがとう
ございました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　敬具
平成二九年十二月一一日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　■■■■


「時候の挨拶」を確認後，オリジナルの時候
の挨拶を書き，以降，書き進める。
「さて」まで書いて，「構想メモ」を開く。
「手紙の構成」を確認し，再度「構想メモ」を
開き，書き進める。


「全画面」にして，「本当にありがとうござい
ました。」まで書き進める。


「構想メモ」を開き，以下を書く。
・手紙を書く相手：「部活の顧問の先生」
・手紙を書く目的：「近況報告，感謝」
・伝えたい内容：「部活をしなくなって心さみ
しい，物足りない」
・伝えたい気持ち：「あの時投げやりになっ
ていたままだったら今の私はなかった」


「手紙の構成」を開き，「拝啓」と書く。


記述中の概要


SNSでは主語や言葉を略しがちだったけれどしっかりとした手紙を書くことで日本語のスキルがあ
がった気がした。


(5)手紙にきまりがあることについて きまりがないと余計に書きづらいと思うのでいいと思う。
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メモや付箋の利用


どちらかというと好き どちらかというと知らない よく使う


記述した手紙文
経過
時間


知識的な要素 方法的な要素


№ Y-30 冒頭ｱﾝｹｰﾄ
書くことについて 手紙のきまり


「･･･忘れずに，頑張っていきたいと思いま
す。」まで書き，「ふせん」を確認する。
「手紙の構成」を開き，文章の最初から読み
直し，結びの挨拶以降を書く。
「全画面」にし，読点を微修正して終了。


事後アンケート(2)による活用状況➡ 1
1)とても役に立った　2)役に立った　3)あまり役に
立たなかった　4)役に立たなかった　5)使わな
かった


ア
ン
ケ
ー


ト


事
　
　
　
後


(1)手紙を書く時に気を付けたこと 流れがスムーズになること。


(3)最近書いた手紙について 今年の夏に、部活の後輩に書いた。


(4)メールやＳＮＳと手紙の違い


拝啓
　今年も残り少なくなりました。先生、い
かがお過ごしでしょうか。私はおかげさま
で元気に中学校生活を送っています。
　さて、私が小学校を卒業してから、3年
が過ぎようとしています。今はもう中学3
年となり、来年に控えた高校受験に向
け、日々勉強を頑張っています。
　私は勉強の合間に、小学生のころを思
い出すことがあります。友達と遊んだこ
と、授業の課題に一生懸命取り組んだこ
と、給食がおいしかったこと、など、思い
出すことはたくさんあります。なかでも、
一番鮮明に覚えているのは、先生がして
くださった、社会科の授業です。私は、あ
まり積極的に発言をするほうではありま
せん。しかし、先生の授業では、友達と
一生懸命考え、たくさん発言をした記憶
があります。中学校では、社会科の中で
も歴史、地理、公民と3つに分かれ、より
詳しく、内容も専門的になり、難しくなって
きました。しかし、先生のおかげで、楽し
く勉強することができました。本当に感謝
しております。これからは高校受験に向
け、より本格的に勉強する、追い込みの
時期になってきます。先生の授業で感じ
た、「学ぶことの楽しさ」を忘れずに、頑
張っていきたいと思います。
　最後になりますが、冷え込む季節に
なってきましたので、お体に気を付けてお
過ごしください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　敬具
　平成29年12月11日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■■■■
✕✕✕✕先生


している）
・「卒業してから３年が過ぎようとしていま
す」
・「小学校生活はとても楽しかったです。」
・「今でも小学生のころを思い出します」
・「授業が楽しかった　社会（地理）が好き
に」
・「先生のおかげ」
・「地理，公民が楽しい　歴史が苦手」


・「受験生になり今は勉強を頑張っている」
・「頑張って乗り越えようと思う」
「頭語・結語」を開き，「拝啓」と書く。
「時候の挨拶」を開き，時候の挨拶を書く。
「手紙の構成」を見て，以降，書き進め，「さ
て，私が小学校を卒業してから，」まで書
き，「ふせん」を開く。
「ふせん」を見ながら書き進める。


「全画面」にし，途中で「ふせん」を確認しな
がら書き進める。


「構想メモ」を開き，以下を書く。
・手紙を書く相手：「先生」
・手紙を書く目的：「近況報告」
・伝えたい内容：「受験生になったこと　受験
勉強を頑張っていること　小学校生活が楽
しかったこと」
・伝えたい気持ち：「感謝」
「ふせん」を開き，８枚の付箋に，以下の内
容を書き，書こうと思う順番に線で結ぶ（黄
色が小学校 ピンクが中学校で区別


記述中の概要


手紙のほうが、相手のことをより考えて書いていると、実際に書いてみて思った。


(5)手紙にきまりがあることについて 決まりがあったほうが書きやすいと思う。また、相手に尊敬の意を表しやすいと思った。
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メモや付箋の利用


嫌い どちらかというと知らない ほとんど使わない


記述した手紙文
経過
時間


知識的な要素 方法的な要素


№ Y-31 冒頭ｱﾝｹｰﾄ
書くことについて 手紙のきまり


「全画面」にし，「今では，」以降を書き進め
る。


書き終わらず。


事後アンケート(2)による活用状況➡ 1
1)とても役に立った　2)役に立った　3)あまり役に
立たなかった　4)役に立たなかった　5)使わな
かった


ア
ン
ケ
ー


ト


事
　
　
　
後


(1)手紙を書く時に気を付けたこと 言葉遣いや段落など。また、どこに最も伝えたいことを持ってくるかなど。


(3)最近書いた手紙について 二年前。


(4)メールやＳＮＳと手紙の違い


拝啓　　　冷たい木枯らしの吹く今日この
頃です。
　先生、いかがお過ごしでしょうか。私
は、それなりに楽しい学校生活をおくつて
います。
　さて、先生が附属小学校を去ってから、
早いもので五年もたってしまいました。私
も、もう受験生です。
　先生は私の小学校三・四年生の時の
担任でしたね。私は先生が担任のクラス
になれてとても幸せでした。この頃、私は
今までの中で一番学校生活を楽しんでい
たと思います。また、学力もこの時急激
に上がりました。担任が良いいと、学校
生活が楽しくなるというのはよくいったも
のです。
　今では、もう受験生となって勉強、試験
と、とても忙しいです。楽しかったあの頃
に戻りたい、と時々思います。


「時候の挨拶例」を開き，時候の挨拶を，
「今年も残り少なくなりました。」から，「今年
も残りわずかとなりました。」とオリジナルに
変更する。


付箋４枚に以下の内容を書く。
・「小学校３・４年生のころの担任」
・「そのことが一番楽しかった」
・「学業も一番よかった」


・「とても親しみやすい先生」
→「そのことが一番楽しかった」と「学業も一
番よかった」を線で結ぶ。


「手紙の構成」を開き，安否の挨拶を書き始
めるが，消して，再び，時候の挨拶を例文
に変更し，安否の挨拶を飛ばして，数行開
けて，「さて，」と書く。
ここまで約20分，内容を考えており，本文を


書き始めたのは，21分過ぎから。


「･･･急激に上がりました。」まで書いて，安
否の挨拶に戻って書く。


「構成メモ」を開き，「手紙を書く相手」に「×
×」と書く。
「手紙の構成」を開き，「拝啓」と書く。
「時候の挨拶例」と「手紙の構成」と行き来し
ながら，時候の挨拶を書く。
「構想メモ」を開き，以下の内容を書く。
・伝えたい内容：「こちらは，もう受験生で
す。」
・伝えたい気持ち：「お世話になりました」


記述中の概要


(5)手紙にきまりがあることについて そんなに要らない。
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メモや付箋の利用


どちらかというと嫌い どちらかというと知らない ときどき使う


記述した手紙文
経過
時間


知識的な要素 方法的な要素


№ Y-32 冒頭ｱﾝｹｰﾄ
書くことについて 手紙のきまり


「全画面」で文章全体を確認して終了。


事後アンケート(2)による活用状況➡ 1
1)とても役に立った　2)役に立った　3)あまり役に
立たなかった　4)役に立たなかった　5)使わな
かった


ア
ン
ケ
ー


ト


事
　
　
　
後


(1)手紙を書く時に気を付けたこと 変な言葉遣いにならないように気を付けて書いた。言いたいことがはっきり伝わるように書いた。


(3)最近書いた手紙について 友達に謝るとき


(4)メールやＳＮＳと手紙の違い


拝啓　雪も目に見えるように積もり、寒さ
が厳しくなって来ました。チームの皆様に
おかれましては、いかがお過ごしでしょう
か。
さて、○○○○ユースでのご指導につい
て改めまして誠に御礼申し上げます。初
めてユースに行ったときは、予想以上に
辛い練習や慣れない環境に戸惑い、
チームの足手まといになっていました。し
かし、徐々にチームとも打ち解けあい毎
日練習や試合を楽しめるようになってい
きました。更に、コーチの一温かいご指
導のおかげで技のバリエーションが増
え、部活の方にも知識や技能を生かすこ
とができました。ユースでの辛かったこと
や楽しかったこと、うれしかったことは今
でも鮮明に覚えており私にとって良い経
験となっております。
今では、部活動を辞めて高校受験に励
んでおりますが、週に一回バスケを趣味
がてらやっております。今でもバスケをし
ているのは、ユースでバスケの楽しさを
知れたからだと思います。高校に入学し
てもバスケは続けていこうと考えておりま
す。こんなにも色々な経験を私に与えてく
ださり本当に感謝してもしきれません。再
度御礼申し上げます。
最後になりますが、チームの皆様共々体
調に気を付けながらお過ごしください。ワ
イヴァンズユースチームの更なる飛躍を
期待しまして結びとさせて頂きます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　敬具
　　十二月十一日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　■■■■
✕✕コーチ


「手紙の構成」を開いて書き進めるが，「さ
て，」と書き，約２分間考えてから，書き進め
る。
「･･･御礼申し上げます。ユースでの辛かっ
たことや･･･良い経験となっています。」と書
くと，戻って「ユースでの辛かったことや･･･」
の前に，「初めて･･･生かすことができまし
た。」と書き加える。


「手紙の構成」を開き，結びの挨拶以降を書
く。


「拝啓」と書き，「手紙の構成」を開く。オリジ
ナルの時候の挨拶を書く。
「構想メモ」を開き，以下を書く。
・手紙を書く相手：「××コーチ」
・手紙を書く目的：「近況報告」
・伝えたい内容：「部活が終わり，受験勉強
に励んでいます。」
・伝えたい気持ち：「ご指導いただきありがと
うございました」


記述中の概要


型が決まっているので、きっちりしている。メールなどでは伝わらない気持ちがある。


(5)手紙にきまりがあることについて 文化、伝統として残していくべきだと思う
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語


時
候
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拶


手
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の
構
成


自
由
メ
モ
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ん


構
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モ


0 00 ●


●3 ○2 ●1


●2 ●1


●1 ●2


●


●


●


●


●


●


10 00 ●


●


●


●


●1 ●2


●2 ●1


●


●


●


●


20 00 ●


●


●


●


●


●


●


●


●


●


30 00 ●


●


●


●


●


●


●


●


●


●


40 00 ●


△2 ●1


42 24 △1 ●2


50 00


5 5 2


メモや付箋の利用


嫌い どちらかというと知らない ときどき使う


記述した手紙文
経過
時間


知識的な要素 方法的な要素


№ Y-33 冒頭ｱﾝｹｰﾄ
書くことについて 手紙のきまり


「全画面」にして文章全体を確認し，「最後
のレッスンの日」の後に読点を書き込み終
了。


事後アンケート(2)による活用状況➡ 1
1)とても役に立った　2)役に立った　3)あまり役に
立たなかった　4)役に立たなかった　5)使わな
かった


ア
ン
ケ
ー


ト


事
　
　
　
後


(1)手紙を書く時に気を付けたこと 相手への言葉使い。失礼になっていなか。


(3)最近書いた手紙について 友達におみやげをあげるとき（中３　GW）


(4)メールやＳＮＳと手紙の違い


　拝啓
　今年も残り少なくなりました。いかがお
過ごしでしょうか。私は元気に過ごしてい
ます。
　さて、私がピアノ教室をやめてから、
四ヶ月が経とうとしています。私は志望
校合格を目指し、日々勉学に励んでいま
す。その為、今はピアノから遠ざかってい
ますが、息抜きとして弾いています。
　昔は、ピアノを弾くのがあまり好きでは
ありませんでした。何度やってもうまくい
かず泣いていたのは、今となっては良い
思い出です。泣いていた私に、寄り添っ
てくださりありがとうございました。今の私
があるのも、先生のおかげです。
　最後のレッスンの日、かけてくださった
「がんばってね。」という言葉は私の心の
支えとなっています。本当にありがとうご
ざいました。感謝の気持ちでいっぱいで
す。
　日を追うごとに寒くなっております。どう
かお身体に気を付けてください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　敬具
　十二月十一白
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■■■■
✕✕先生


「さて，」と書いて筆が止まり，「構想メモ」と
「手紙の構成」を約３分ほど交互に見た後，
書き進める。


「･･･日々勉学に取り組んでいます。」まで書
き，「構想メモ」を開く。そして，「･･･励んでい
ます。」と変更する。
「手紙の構成」を開き，書き進める。


「構想メモ」を開き，以下を書く。
・手紙を書く相手：「××先生　ピアノ」
・手紙を書く目的：「近況報告」
・伝えたい内容：「勉強　ピアノ」
・伝えたい気持ち：「ご指導いただきありがと
うございました」
「手紙の構成」を開き，「拝啓」と書く。
「時候の挨拶」を開き，時候の挨拶を書く。


記述中の概要


していない。


(5)手紙にきまりがあることについて 良いと思う。決まっていてやりやすい。
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手
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●


10 00 ●


●


●


●
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●


●


●


△2 ●1


△


20 00 △


△


△


△


△


△


△


△2 ●1


△


△1 ●2


30 00 △


△


△


△


△


△


△


△


△


△


40 00 △


41 47 △1 ●2


50 00


2 5 5


メモや付箋の利用


好き どちらかというと知っている ときどき使う


記述した手紙文
経過
時間


知識的な要素 方法的な要素


№ Y-34 冒頭ｱﾝｹｰﾄ
書くことについて 手紙のきまり


事後アンケート(2)による活用状況➡ 3
1)とても役に立った　2)役に立った　3)あまり役に
立たなかった　4)役に立たなかった　5)使わな
かった


ア
ン
ケ
ー


ト


事
　
　
　
後


(1)手紙を書く時に気を付けたこと
相手に失礼なことがないか。まとまりのある内容になっているか。文法的な問題はないかなどというこ
と。


(3)最近書いた手紙について
小学校が同じ友達に、誕生日を祝うため。小学校を卒業して離れ離れになってから、年に四、五通の
やり取りをしている。


(4)メールやＳＮＳと手紙の違い


拝啓、こたつと仲良くなる季節になってき
ました。寒さが厳しい中、先生はお元気
でお過ごしですか。私はとても健康に、楽
しく毎日を過ごしております。
　私が受験勉強に集中したいからと言っ
てピアノを卒業してから半年が過ぎようと
しています。受験生になってから時の流
れの速さに驚かされてばかりです。
　辞めてからしばらくはピアノに触れませ
んでした。ピアノを弾くのは勉強をしない
ことに対する言い訳になってしまうと思っ
ていたからです。しかし、最近は毎日ピア
ノを弾いています。ある日突然、ピアノを
弾きたくなったのです。久しぶりに弾いて
みると、指の力が衰えていて笑ってしまう
ほど下手なものでしたが、とても楽しかっ
たのを覚えています。その時に、ピアノを
弾く楽しさを思い出しました。
　思い返せば、私は悲しいとき、大変な
時にいつもピアノと先生に助けられてき
ました。グループで東北大会に行ったと
き、私が中学受験に合格した時、先生は
自分のことのように喜んでくださいまし
た。私にとって先生は家族同然の大きな
存在でした。
　そんな先生に志望校合格の報告をでき
るように、これからもっと勉強を頑張って
いきたいと思います。また、お会いした時
にもう一度ピアノを聴いていただけるよう
に、ピアノの練習も再開するつもりです。
　これからさらに寒くなりますが、くれぐれ
もご自愛ください。私は健康に気を付け
ながら、受験まで突っ走っていこうと思い
ます。手紙には書ききれないほど、お伝
えしたいことがたくさんあります。またお
会いできる日を楽しみにしています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　敬具
　平成三十年十二月十一日
　　　　　　　　　　　　　　　　　■■■■
✕✕✕✕先生


「思い返せば，私は中学受験の時もピアノ
を弾いていました。」まで書き，この一文を
「思い返せば，私は悲しいとき，大変な時に
いつもピアノと先生に助けられてきました。」
と書き直す。
「・・・再会するつもりです。」まで書いて，「自
由メモ」を開き，文章全体を確認する。


後付けまで書き，文章全体を確認して微修
正を加えて終了。


「自由メモ」に，「寒さが厳しくなってきました
今年ももう終わろうとしています」と書く。
「手紙の構成」を開き，「拝啓」と書く。
「構想メモ」を開き，書き進める。


記述中の概要


メールは簡単に相手に送れるし、すぐに届くからとても便利。それに対して手紙は時間も手間もかか
る。しかし、だからこそそれが届いた時はとても嬉しい。


(5)手紙にきまりがあることについて
決まりを知っていなければあいけないことは正直面倒。ただ、決まりを知っているかどうかについて相
手からの印象が変わるので、勉強しなければならないと思う。
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生徒№ 解答時間 経過時間 頭語結語 時候の挨拶 手紙の構成 自由メモ ふせん 構想メモ 全画面 滞在時間 記述ﾊﾟﾀｰﾝ


S-01 56:51 00:08 ○ 0:26


56:51 00:34 ① 2:17


56:51 02:51 ② 0:08


56:51 02:59 ○ 0:42


56:51 03:41 ③ 0:15


56:51 03:56 ④ 0:18


56:51 04:14 ⑤ 0:06


56:51 04:20 ⑥ 0:12


56:51 04:32 ⑦ 0:06


56:51 04:38 ⑧ 0:04


56:51 04:42 ⑨ 0:24


56:51 05:06 ⑩ 0:10


56:51 05:16 ⑪ 1:05


56:51 06:21 ⑫ 33:32


56:51 39:53 □ 0:14


56:51 40:07 ⑬ 11:46


56:51 51:53 □ 1:17


56:51 53:10 ⑭ 0:08


56:51 53:18 □ 0:50


56:51 54:08 ⑮ 0:08


56:51 54:16 □ 1:03


56:51 55:19 ⑯ 0:08


56:51 55:27 □ 1:24


S-03 54:05 00:20 ① 0:10


54:05 00:30 ② 1:28


54:05 01:58 ③ 6:19


54:05 08:17 ④ 8:23


54:05 16:40 □ 0:12


54:05 16:52 ⑤ 8:02


54:05 24:54 □ 10:33


54:05 35:27 ⑥ 11:09


54:05 46:36 □ 1:51


54:05 48:27 ⑦ 0:20


54:05 48:47 □ 1:31


54:05 50:18 ⑧ 0:08


54:05 50:26 □ 3:39


S-05 50:43 00:24 ① 4:30


50:43 04:54 ② 0:38


50:43 05:32 ③ 0:10


50:43 05:42 ④ 0:59


50:43 06:41 ⑤ 22:04


50:43 28:45 □ 6:02


50:43 34:47 ⑥ 0:11


50:43 34:58 □ 7:57


50:43 42:55 ⑦ 0:12


50:43 43:07 □ 3:40


50:43 46:47 ⑧ 0:14


50:43 47:01 □ 0:20


50:43 47:21 ⑨ 0:04


50:43 47:25 □ 0:44


50:43 48:09 ⑩ 0:27


50:43 48:36 □ 0:38


50:43 49:14 ⑪ 0:04


50:43 49:18 □ 1:25


S-06 43:46 00:08 □ 0:12


43:46 00:20 ① 2:41


43:46 03:01 ② 0:43


43:46 03:44 ③ 2:23


43:46 06:07 ④ 37:39


S-07 42:42 00:32 ① 1:48


42:42 02:20 ② 0:26


42:42 02:46 ③ 0:04


42:42 02:50 ④ 1:14


42:42 04:04 ⑤ 0:16


42:42 04:20 ⑥ 1:44


42:42 06:04 ⑦ 19:01


42:42 25:05 □ 0:16


42:42 25:21 ⑧ 2:36


●


I


●


Ｗ


【巻末資料５】各学習者の記述過程における学習支援ツールの使用状況，解答及び滞在時間と記述パターン


※○付き数字は，当該学習者が使用した順番を示し，→印はその順番を追った軌跡。また，□は，全画面表示の使用を示す。


《知識的な要素》 《方法的な要素》


I
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生徒№ 解答時間 経過時間 頭語結語 時候の挨拶 手紙の構成 自由メモ ふせん 構想メモ 全画面 滞在時間 記述ﾊﾟﾀｰﾝ


《知識的な要素》 《方法的な要素》


42:42 27:57 ⑨ 0:12


42:42 28:09 ⑩ 2:23


42:42 30:32 □ 0:16


42:42 30:48 ⑪ 0:28


42:42 31:16 ○ 0:28


42:42 31:44 □ 1:36


42:42 33:20 ○ 0:24


42:42 33:44 □ 3:52


42:42 37:36 ○ 1:56


42:42 39:32 ⑫ 0:18


42:42 39:50 □ 1:26


42:42 41:16 ⑬ 0:38


42:42 41:54 ⑭ 0:08


42:42 42:02 ⑮ 0:24


42:42 42:26 ⑯ 0:16


S-08 52:43 00:45 ○ 0:22


52:43 01:07 ① 0:06


52:43 01:13 ② 2:03


52:43 03:16 ③ 0:08


52:43 03:24 ④ 2:49


52:43 06:13 ⑤ 0:32


52:43 06:45 ⑥ 5:23


52:43 12:08 ⑦ 0:10


52:43 12:18 ⑧ 0:16


52:43 12:34 ⑨ 2:57


52:43 15:31 ⑩ 3:25


52:43 18:56 □ 23:35


52:43 42:31 ⑪ 0:16


52:43 42:47 □ 1:08


52:43 43:55 ⑫ 0:04


52:43 43:59 ⑬ 0:27


52:43 44:26 □ 0:24


52:43 44:50 ⑭ 0:40


52:43 45:30 ⑮ 0:14


52:43 45:44 □ 5:28


52:43 51:12 ⑯ 1:31


S-09 50:23 00:49 ① 0:20


50:23 01:09 ② 1:57


50:23 03:06 ③ 9:32


50:23 12:38 □ 30:44


50:23 43:22 ④ 0:04


50:23 43:26 ⑤ 0:10


50:23 43:36 ⑥ 0:28


50:23 44:04 □ 2:49


50:23 46:53 ⑦ 1:59


50:23 48:52 ⑧ 0:32


50:23 49:24 ⑨ 0:59


S-10 53:40 00:44 ○ 0:28


53:40 01:12 ① 4:34


53:40 05:46 ○ 0:14


53:40 06:00 ② 6:04


53:40 12:04 ○ 0:14


53:40 12:18 ③ 0:06


53:40 12:24 ④ 3:19


53:40 15:43 ⑤ 9:12


53:40 24:55 ⑥ 6:24


53:40 31:19 ⑦ 22:21


S-11 44:21 03:17 ○ 23:30


44:21 26:47 ① 10:58


44:21 37:45 ② 0:14


44:21 37:59 ○ 2:42


44:21 40:41 ③ 3:40


S-12 55:09 01:04 ① 0:14


55:09 01:18 ② 0:09


55:09 01:27 ③ 0:14


55:09 01:41 ④ 0:20


55:09 02:01 ⑤ 0:04


55:09 02:05 ⑥ 0:12


55:09 02:17 ⑦ 0:52


55:09 03:09 ⑧ 0:11


55:09 03:20 ⑨ 29:02


●


Ｖ


●


●


Ｗ
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生徒№ 解答時間 経過時間 頭語結語 時候の挨拶 手紙の構成 自由メモ ふせん 構想メモ 全画面 滞在時間 記述ﾊﾟﾀｰﾝ


《知識的な要素》 《方法的な要素》


55:09 32:22 □ 14:27


55:09 46:49 ⑩ 0:10


55:09 46:59 □ 5:02


55:09 52:01 ⑪ 2:56


55:09 54:57 □ 0:12


S-13 50:36 00:16 ① 0:06


50:36 00:22 ② 0:12


50:36 00:34 ③ 0:04


50:36 00:38 ④ 0:14


50:36 00:52 ⑤ 0:36


50:36 01:28 ⑥ 0:06


50:36 01:34 ⑦ 0:06


50:36 01:40 ⑧ 1:22


50:36 03:02 ⑨ 0:06


50:36 03:08 ⑩ 0:42


50:36 03:50 ⑪ 24:53


50:36 28:43 ⑫ 1:34


50:36 30:17 ⑬ 1:46


50:36 32:03 □ 0:22


50:36 32:25 ⑭ 1:56


50:36 34:21 □ 0:54


50:36 35:15 ⑮ 0:36


50:36 35:51 ○ 0:10


50:36 36:01 ⑯ 10:09


50:36 46:10 □ 0:14


50:36 46:24 ⑰ 0:48


50:36 47:12 □ 0:18


50:36 47:30 ⑱ 3:06


S-14 50:22 00:20 ○ 0:28


50:22 00:48 ① 0:32


50:22 01:20 ② 0:28


50:22 01:48 ③ 2:16


50:22 04:04 ④ 13:33


50:22 17:37 □ 3:44


50:22 21:21 ○ 10:18


50:22 31:39 □ 10:35


50:22 42:14 ⑤ 0:06


50:22 42:20 ⑥ 0:14


50:22 42:34 □ 5:34


50:22 48:08 ⑦ 0:08


50:22 48:16 □ 2:00


50:22 50:16 ⑧ 0:06


S-15 32:36 00:04 ○ 0:11


32:36 00:15 ① 0:16


32:36 00:31 ② 0:12


32:36 00:43 ③ 3:23


32:36 04:06 ④ 14:38


32:36 18:44 □ 4:13


32:36 22:57 ⑤ 8:22


32:36 31:19 □ 1:17


S-16 51:03 00:18 ○ 0:18


51:03 00:36 ① 0:34


51:03 01:10 ② 0:10


51:03 01:20 ③ 0:08


51:03 01:28 ④ 1:20


51:03 02:48 ⑤ 3:07


51:03 05:55 ⑥ 0:04


51:03 05:59 ⑦ 20:43


51:03 26:42 □ 6:09


51:03 32:51 ⑧ 7:16


51:03 40:07 □ 0:28


51:03 40:35 ⑨ 0:08


51:03 40:43 □ 5:55


51:03 46:38 ⑩ 0:04


51:03 46:42 □ 4:21


S-17 48:06 00:16 ○ 0:14


48:06 00:30 ① 0:48


48:06 01:18 ② 0:46


48:06 02:04 ③ 0:24


48:06 02:28 ④ 0:04


48:06 02:32 ⑤ 0:10


●


●


●


Ｚ


●
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生徒№ 解答時間 経過時間 頭語結語 時候の挨拶 手紙の構成 自由メモ ふせん 構想メモ 全画面 滞在時間 記述ﾊﾟﾀｰﾝ


《知識的な要素》 《方法的な要素》


48:06 02:42 ⑥ 0:12


48:06 02:54 ⑦ 0:22


48:06 03:16 ⑧ 0:56


48:06 04:12 ⑨ 0:08


48:06 04:20 ⑩ 0:12


48:06 04:32 ⑪ 33:03


48:06 37:35 ⑫ 0:04


48:06 37:39 ⑬ 1:26


48:06 39:05 ⑭ 0:30


48:06 39:35 ⑮ 8:09


48:06 47:44 □ 0:22


S-18 40:38 00:12 ① 3:50


40:38 04:02 ② 0:36


40:38 04:38 ③ 0:39


40:38 05:17 ④ 0:06


40:38 05:23 ⑤ 0:20


40:38 05:43 ⑥ 0:04


40:38 05:47 ⑦ 0:56


40:38 06:43 ⑧ 4:48


40:38 11:31 ○ 7:52


40:38 19:23 ⑨ 10:15


40:38 29:38 □ 4:54


40:38 34:32 ⑩ 0:22


40:38 34:54 ○ 0:14


40:38 35:08 ⑪ 1:48


40:38 36:56 ⑫ 1:08


40:38 38:04 ⑬ 1:22


40:38 39:26 ○ 1:12


S-19 47:43 00:06 ○ 0:20


47:43 00:26 ① 0:18


47:43 00:44 ② 1:07


47:43 01:51 ③ 1:32


47:43 03:23 ④ 18:49


47:43 22:12 □ 11:17


47:43 33:29 ⑤ 14:14


S-20 40:42 00:06 ○ 0:46


40:42 00:52 ① 0:18


40:42 01:10 ② 1:23


40:42 02:33 ③ 3:22


40:42 05:55 ○ 7:01


40:42 12:56 ④ 0:04


40:42 13:00 ○ 17:15


40:42 30:15 ⑤ 0:04


40:42 30:19 ⑥ 0:06


40:42 30:25 ○ 3:26


40:42 33:51 ⑦ 0:06


40:42 33:57 ○ 0:56


40:42 34:53 ⑧ 0:31


40:42 35:24 ⑨ 2:53


40:42 38:17 ⑩ 2:25


S-21 52:01 00:08 ○ 1:13


52:01 01:21 ① 0:20


52:01 01:41 ② 0:48


52:01 02:29 ③ 0:14


52:01 02:43 ④ 1:15


52:01 03:58 ⑤ 0:18


52:01 04:16 ⑥ 0:14


52:01 04:30 ⑦ 1:21


52:01 05:51 □ 1:38


52:01 07:29 ⑧ 0:04


52:01 07:33 ⑨ 0:14


52:01 07:47 □ 1:59


52:01 09:46 ⑩ 0:37


52:01 10:23 ⑪ 5:26


52:01 15:49 ⑫ 2:37


52:01 18:26 ⑬ 9:36


52:01 28:02 ⑭ 11:07


52:01 39:09 □ 3:23


52:01 42:32 ⑮ 0:17


52:01 42:49 □ 1:36


52:01 44:25 ① 0:10


Ｖ


●


Ｗ


Ｚ
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生徒№ 解答時間 経過時間 頭語結語 時候の挨拶 手紙の構成 自由メモ ふせん 構想メモ 全画面 滞在時間 記述ﾊﾟﾀｰﾝ


《知識的な要素》 《方法的な要素》


52:01 44:35 □ 7:26


S-22 45:05 00:40 ① 25:50


45:05 26:30 □ 12:01


45:05 38:31 ② 5:28


45:05 43:59 □ 1:06


S-23 50:56 00:18 ① 0:38


50:56 00:56 ② 0:42


50:56 01:38 ③ 0:45


50:56 02:23 ④ 0:06


50:56 02:29 ⑤ 0:24


50:56 02:53 ⑥ 0:04


50:56 02:57 ⑦ 4:08


50:56 07:05 ⑧ 3:25


50:56 10:30 ⑨ 0:55


50:56 11:25 ⑩ 0:52


50:56 12:17 ⑪ 0:54


50:56 13:11 ⑫ 0:12


50:56 13:23 ⑬ 28:45


50:56 42:08 ⑭ 8:48


S-24 49:16 00:24 ① 0:06


49:16 00:30 ② 1:34


49:16 02:04 ③ 0:04


49:16 02:08 ④ 7:43


49:16 09:51 □ 7:44


49:16 17:35 ⑤ 0:06


49:16 17:41 ⑥ 21:43


49:16 39:24 □ 0:20


49:16 39:44 ⑦ 9:14


49:16 48:58 □ 0:18


S-25 52:40 00:14 ① 1:34


52:40 01:48 ② 0:58


52:40 02:46 ③ 13:48


52:40 16:34 □ 31:26


52:40 48:00 ④ 4:40


S-26 50:56 00:14 ① 2:30


50:56 02:44 ② 3:04


50:56 05:48 ③ 2:00


50:56 07:48 ○ 3:08


50:56 10:56 ④ 0:26


50:56 11:22 ⑤ 0:12


50:56 11:34 ⑥ 3:31


50:56 15:05 □ 0:12


50:56 15:17 ⑦ 3:02


50:56 18:19 ⑧ 0:10


50:56 18:29 ○ 6:14


50:56 24:43 ⑨ 11:46


50:56 36:29 □ 1:32


50:56 38:01 ⑩ 2:44


50:56 40:45 □ 10:11


S-27 48:43 00:04 ○ 0:10


48:43 00:14 ① 0:20


48:43 00:34 ② 1:38


48:43 02:12 ③ 29:30


48:43 31:42 □ 3:09


48:43 34:51 ④ 5:06


48:43 39:57 □ 6:25


48:43 46:22 ⑤ 1:49


48:43 48:11 □ 0:32


S-28 40:49 00:20 ○ 0:14


40:49 00:34 ① 0:12


40:49 00:46 ② 2:26


40:49 03:12 ③ 0:30


40:49 03:42 ④ 0:10


40:49 03:52 ⑤ 0:36


40:49 04:28 ⑥ 0:34


40:49 05:02 ⑦ 0:30


40:49 05:32 ⑧ 16:30


40:49 22:02 □ 4:41


40:49 26:43 ⑨ 0:24


40:49 27:07 □ 1:26


40:49 28:33 ⑩ 0:26


Ｗ


●


●


●


I


●


Ｗ
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生徒№ 解答時間 経過時間 頭語結語 時候の挨拶 手紙の構成 自由メモ ふせん 構想メモ 全画面 滞在時間 記述ﾊﾟﾀｰﾝ


《知識的な要素》 《方法的な要素》


40:49 28:59 □ 1:26


40:49 30:25 ⑪ 0:10


40:49 30:35 □ 0:26


40:49 31:01 ⑫ 0:20


40:49 31:21 □ 2:20


40:49 33:41 ⑬ 0:08


40:49 33:49 □ 2:50


40:49 36:39 ⑭ 0:06


40:49 36:45 □ 1:30


40:49 38:15 ⑮ 1:12


40:49 39:27 ⑯ 0:40


40:49 40:07 □ 0:28


40:49 40:35 ⑰ 0:14


S-29 45:17 00:04 ○ 1:41


45:17 01:45 ① 0:04


45:17 01:49 ② 0:04


45:17 01:53 ③ 2:07


45:17 04:00 ④ 17:02


45:17 21:02 ⑤ 0:16


45:17 21:18 ⑥ 0:04


45:17 21:22 ○ 0:28


45:17 21:50 ⑦ 23:11


45:17 45:01 ⑧ 0:16


S-30 50:18 00:20 ① 2:27


50:18 02:47 ② 0:12


50:18 02:59 ③ 0:04


50:18 03:03 ④ 1:45


50:18 04:48 ⑤ 3:03


50:18 07:51 ⑥ 2:31


50:18 10:22 ⑦ 16:19


50:18 26:41 ⑧ 0:12


50:18 26:53 ⑨ 0:04


50:18 26:57 □ 0:12


50:18 27:09 ⑩ 10:00


50:18 37:09 □ 1:39


50:18 38:48 ⑪ 5:14


50:18 44:02 □ 5:36


50:18 49:38 ⑫ 0:40


S-31 52:21 00:17 ① 0:42


52:21 00:59 ② 0:58


52:21 01:57 ③ 0:10


52:21 02:07 ④ 0:10


52:21 02:17 ⑤ 0:06


52:21 02:23 ⑥ 12:09


52:21 14:32 □ 37:49


S-32 52:02 00:14 ○ 40:04


52:02 40:18 □ 11:44


S-33 52:48 00:22 ○ 0:44


52:48 01:06 ① 0:04


52:48 01:10 ② 0:14


52:48 01:24 ③ 38:43


52:48 40:07 ④ 6:11


52:48 46:18 ⑤ 6:30


S-34 42:08 00:22 ① 1:48


42:08 02:10 ② 0:28


42:08 02:38 ③ 0:04


42:08 02:42 ④ 1:43


42:08 04:25 ⑤ 16:16


42:08 20:41 ⑥ 12:01


42:08 32:42 ⑦ 4:24


42:08 37:06 □ 4:48


42:08 41:54 ⑧ 0:14


S-35 50:40 00:32 ① 2:23


50:40 02:55 ② 0:58


50:40 03:53 ③ 0:16


50:40 04:09 ④ 4:11


50:40 08:20 ⑤ 0:36


50:40 08:56 ⑥ 0:14


50:40 09:10 ⑦ 0:04


50:40 09:14 ⑧ 0:10


50:40 09:24 ⑨ 41:16


Ｚ


Ｖ


Ｗ


無使用


Ｗ


●


Ｚ
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生徒№ 解答時間 経過時間 頭語結語 時候の挨拶 手紙の構成 自由メモ ふせん 構想メモ 全画面 滞在時間 記述ﾊﾟﾀｰﾝ


《知識的な要素》 《方法的な要素》


S-36 33:01 00:18 ① 0:14


33:01 00:32 ② 0:06


33:01 00:38 ③ 0:08


33:01 00:46 ④ 0:08


33:01 00:54 ⑤ 0:32


33:01 01:26 ⑥ 0:18


33:01 01:44 ⑦ 0:33


33:01 02:17 ⑧ 1:20


33:01 03:37 ⑨ 2:48


33:01 06:25 ⑩ 0:06


33:01 06:31 ⑪ 2:51


33:01 09:22 ⑫ 1:20


33:01 10:42 ⑬ 4:00


33:01 14:42 ⑭ 4:32


33:01 19:14 □ 8:05


33:01 27:19 ⑮ 0:10


33:01 27:29 □ 1:29


33:01 28:58 ⑯ 0:06


33:01 29:04 □ 0:40


33:01 29:44 ⑰ 0:04


33:01 29:48 ⑱ 0:06


33:01 29:54 ⑲ 2:49


33:01 32:43 □ 0:12


33:01 32:55 ⑳ 0:06


S-37 50:32 00:14 ① 0:10


50:32 00:24 ② 0:12


50:32 00:36 ③ 0:18


50:32 00:54 ④ 0:10


50:32 01:04 ⑤ 1:42


50:32 02:46 ⑥ 0:20


50:32 03:06 ⑦ 0:48


50:32 03:54 ⑧ 0:38


50:32 04:32 ⑨ 2:28


50:32 07:00 ⑩ 1:06


50:32 08:06 ⑪ 1:34


50:32 09:40 ⑫ 9:30


50:32 19:10 ⑬ 16:19


50:32 35:29 □ 0:10


50:32 35:39 ⑭ 9:06


50:32 44:45 □ 1:08


50:32 45:53 ⑮ 4:39


S-38 48:53 00:12 ① 0:16


48:53 00:28 ② 3:28


48:53 03:56 ③ 23:28


48:53 27:24 □ 14:10


48:53 41:34 ④ 0:16


48:53 41:50 □ 3:33


48:53 45:23 ⑤ 0:04


48:53 45:27 □ 0:15


48:53 45:42 ⑥ 0:14


48:53 45:56 □ 2:57


S-39 49:00 00:16 ① 0:12


49:00 00:28 ② 0:14


49:00 00:42 ③ 0:18


49:00 01:00 ④ 2:34


49:00 03:34 ⑤ 13:35


49:00 17:09 □ 23:50


49:00 40:59 ⑥ 4:20


49:00 45:19 ⑦ 0:54


49:00 46:13 ⑧ 1:37


49:00 47:50 □ 0:12


49:00 48:02 ⑨ 0:24


49:00 48:26 ⑩ 0:34


S-40 51:54 00:24 ○ 0:20


51:54 00:44 ① 0:06


51:54 00:50 ② 0:09


51:54 00:59 ③ 1:12


51:54 02:11 ④ 0:04


51:54 02:15 ⑤ 2:11


51:54 04:26 ⑥ 5:50


51:54 10:16 □ 30:46


Ｗ


Ｗ


●


●


I
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生徒№ 解答時間 経過時間 頭語結語 時候の挨拶 手紙の構成 自由メモ ふせん 構想メモ 全画面 滞在時間 記述ﾊﾟﾀｰﾝ


《知識的な要素》 《方法的な要素》


51:54 41:02 ⑦ 7:55


51:54 48:57 □ 2:57


S-41 25:42 00:24 ○ 0:15


25:42 00:39 ① 0:06


25:42 00:45 ② 0:04


25:42 00:49 ③ 1:28


25:42 02:17 ④ 0:08


25:42 02:25 ○ 3:11


25:42 05:36 ⑤ 10:28


25:42 16:04 □ 0:12


25:42 16:16 ⑥ 5:11


25:42 21:27 □ 3:43


25:42 25:10 ○ 0:32


S-42 38:09 00:20 ① 3:23


38:09 03:43 ② 0:17


38:09 04:00 ③ 0:08


38:09 04:08 ④ 0:06


38:09 04:14 ⑤ 0:18


38:09 04:32 ⑥ 0:04


38:09 04:36 ⑦ 1:04


38:09 05:40 ⑧ 0:06


38:09 05:46 ⑨ 1:13


38:09 06:59 ⑩ 2:06


38:09 09:05 ○ 1:01


38:09 10:06 ⑪ 1:30


38:09 11:36 ⑫ 1:21


38:09 12:57 ⑬ 0:12


38:09 13:09 ⑭ 0:04


38:09 13:13 ⑮ 13:42


38:09 26:55 ⑯ 5:28


38:09 32:23 □ 0:42


38:09 33:05 ⑰ 4:52


38:09 37:57 □ 0:12


S-43 53:59 00:10 ○ 0:12


53:59 00:22 ① 0:52


53:59 01:14 ② 0:16


53:59 01:30 ③ 1:35


53:59 03:05 ④ 0:53


53:59 03:58 ○ 0:20


53:59 04:18 ○ 5:05


53:59 09:23 ⑤ 24:55


53:59 34:18 □ 19:41


Y-01 50:22 00:02 ○ 0:18


50:22 00:20 ① 0:04


50:22 00:24 ○ 0:12


50:22 00:36 ② 0:16


50:22 00:52 ③ 0:16


50:22 01:08 ④ 3:48


50:22 04:56 ⑤ 11:25


50:22 16:21 ⑥ 1:00


50:22 17:21 □ 0:30


50:22 17:51 ⑦ 7:04


50:22 24:55 □ 0:18


50:22 25:13 ⑧ 3:22


50:22 28:35 ⑨ 0:22


50:22 28:57 ⑩ 0:16


50:22 29:13 ⑪ 18:43


50:22 47:56 □ 2:26


Y-02 36:20 00:12 ○ 0:42


36:20 00:54 ① 2:36


36:20 03:30 ② 0:08


36:20 03:38 ③ 0:04


36:20 03:42 ④ 11:53


36:20 15:35 □ 13:03


36:20 28:38 ⑤ 2:10


36:20 30:48 □ 5:22


36:20 36:10 ⑥ 0:10


Y-03 28:50 00:14 ○ 2:50


28:50 03:04 ① 4:06


28:50 07:10 ② 7:49


28:50 14:59 ③ 2:26


●


Ｗ


Ｚ


Ｚ


●


●
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生徒№ 解答時間 経過時間 頭語結語 時候の挨拶 手紙の構成 自由メモ ふせん 構想メモ 全画面 滞在時間 記述ﾊﾟﾀｰﾝ


《知識的な要素》 《方法的な要素》


28:50 17:25 ④ 0:18


28:50 17:43 ⑤ 2:30


28:50 20:13 □ 5:28


28:50 25:41 ⑥ 3:09


Y-04 33:46 00:28 ① 0:22


33:46 00:50 ② 4:19


33:46 05:09 ○ 0:22


33:46 05:31 ③ 19:05


33:46 24:36 ④ 0:18


33:46 24:54 ⑤ 4:16


33:46 29:10 □ 1:52


33:46 31:02 ⑥ 0:46


33:46 31:48 ⑦ 0:08


33:46 31:56 ⑧ 1:50


Y-05 49:35 00:14 ○ 0:20


49:35 00:34 ① 0:48


49:35 01:22 ② 13:17


49:35 14:39 □ 9:19


49:35 23:58 ③ 4:20


49:35 28:18 □ 4:48


49:35 33:06 ④ 0:04


49:35 33:10 ⑤ 2:54


49:35 36:04 □ 5:59


49:35 42:03 ⑥ 3:10


49:35 45:13 ⑦ 2:38


49:35 47:51 ⑧ 1:44


Y-06 49:53 00:26 ① 0:56


49:53 01:22 ② 2:42


49:53 04:04 ③ 18:49


49:53 22:53 □ 4:40


49:53 27:33 ④ 2:06


49:53 29:39 □ 9:35


49:53 39:14 ⑤ 0:28


49:53 39:42 □ 2:36


49:53 42:18 ⑥ 0:12


49:53 42:30 □ 2:12


49:53 44:42 ⑦ 0:04


49:53 44:46 □ 0:18


49:53 45:04 ⑧ 2:37


49:53 47:41 □ 0:12


49:53 47:53 ⑨ 0:58


49:53 48:51 □ 1:02


Y-07 40:56 00:14 ○ 1:36


40:56 01:50 ① 0:14


40:56 02:04 ○ 27:44


40:56 29:48 □ 2:16


40:56 32:04 ② 0:12


40:56 32:16 □ 5:02


40:56 37:18 ③ 0:56


40:56 38:14 □ 0:22


40:56 38:36 ④ 2:20


Y-08 51:26 00:54 ① 0:16


51:26 01:10 ② 0:10


51:26 01:20 ③ 0:22


51:26 01:42 ④ 0:10


51:26 01:52 ○ 0:31


51:26 02:23 ⑤ 0:22


51:26 02:45 ⑥ 0:12


51:26 02:57 ⑦ 0:32


51:26 03:29 ⑧ 1:56


51:26 05:25 ⑨ 0:24


51:26 05:49 ⑩ 0:04


51:26 05:53 ⑪ 0:50


51:26 06:43 ⑫ 0:34


51:26 07:17 ⑬ 2:02


51:26 09:19 ⑭ 0:14


51:26 09:33 ⑮ 1:51


51:26 11:24 ⑯ 7:36


51:26 19:00 ⑰ 0:10


51:26 19:10 ⑱ 3:03


51:26 22:13 ⑲ 0:12


Ｗ


●


●


Ｖ


●
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生徒№ 解答時間 経過時間 頭語結語 時候の挨拶 手紙の構成 自由メモ ふせん 構想メモ 全画面 滞在時間 記述ﾊﾟﾀｰﾝ


《知識的な要素》 《方法的な要素》


51:26 22:25 ⑳ 3:56


51:26 26:21 ㉑ 0:40


51:26 27:01 ㉒ 3:12


51:26 30:13 ㉓ 0:04


51:26 30:17 ㉔ 0:14


51:26 30:31 ㉕ 20:55


Y-09 34:30 00:20 ① 0:50


34:30 01:10 ② 0:14


34:30 01:24 ③ 0:12


34:30 01:36 ④ 0:50


34:30 02:26 ⑤ 0:44


34:30 03:10 ⑥ 1:18


34:30 04:28 ⑦ 0:52


34:30 05:20 ⑧ 0:08


34:30 05:28 ⑨ 0:55


34:30 06:23 ⑩ 0:08


34:30 06:31 ⑪ 4:44


34:30 11:15 □ 20:47


34:30 32:02 ⑫ 0:08


34:30 32:10 □ 0:12


34:30 32:22 ⑬ 0:04


34:30 32:26 ⑭ 0:12


34:30 32:38 □ 0:42


34:30 33:20 ⑮ 0:04


34:30 33:24 □ 1:06


Y-10 50:55 00:18 ○ 0:12


50:55 00:30 ① 0:14


50:55 00:44 ② 0:18


50:55 01:02 ③ 0:04


50:55 01:06 ④ 5:14


50:55 06:20 ⑤ 21:16


50:55 27:36 □ 0:44


50:55 28:20 ⑥ 0:14


50:55 28:34 ⑦ 0:12


50:55 28:46 ⑧ 0:10


50:55 28:56 □ 9:59


50:55 38:55 ⑨ 0:54


50:55 39:49 □ 0:22


50:55 40:11 ⑩ 6:08


50:55 46:19 ⑪ 0:12


50:55 46:31 ⑫ 0:14


50:55 46:45 □ 0:56


50:55 47:41 ⑬ 0:04


50:55 47:45 □ 1:18


50:55 49:03 ⑭ 0:14


50:55 49:17 □ 1:38


Y-11 48:17 00:20 ○ 1:00


48:17 01:20 ① 0:22


48:17 01:42 ② 0:18


48:17 02:00 ③ 0:08


48:17 02:08 ④ 0:04


48:17 02:12 ⑤ 0:06


48:17 02:18 ⑥ 0:32


48:17 02:50 ⑦ 0:16


48:17 03:06 ⑧ 0:06


48:17 03:12 ⑨ 0:46


48:17 03:58 ⑩ 0:04


48:17 04:02 ⑪ 0:52


48:17 04:54 ⑫ 0:20


48:17 05:14 ⑬ 1:20


48:17 06:34 ⑭ 0:06


48:17 06:40 ⑮ 12:43


48:17 19:23 □ 11:23


48:17 30:46 ⑯ 0:16


48:17 31:02 □ 0:20


48:17 31:22 ⑰ 1:56


48:17 33:18 ⑱ 0:26


48:17 33:44 ⑲ 8:10


48:17 41:54 □ 1:54


48:17 43:48 ⑳ 0:12


48:17 44:00 ㉑ 1:02


I


●


●
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生徒№ 解答時間 経過時間 頭語結語 時候の挨拶 手紙の構成 自由メモ ふせん 構想メモ 全画面 滞在時間 記述ﾊﾟﾀｰﾝ


《知識的な要素》 《方法的な要素》


48:17 45:02 ㉒ 3:15


Y-12 47:13 00:16 ① 1:48


47:13 02:04 ② 0:08


47:13 02:12 ③ 0:04


47:13 02:16 ④ 0:18


47:13 02:34 ⑤ 0:12


47:13 02:46 ⑥ 0:16


47:13 03:02 ⑦ 0:28


47:13 03:30 ⑧ 0:20


47:13 03:50 ⑨ 0:06


47:13 03:56 ⑩ 0:22


47:13 04:18 ⑪ 0:22


47:13 04:40 ⑫ 0:32


47:13 05:12 ⑬ 1:32


47:13 06:44 ⑭ 1:00


47:13 07:44 ⑮ 0:12


47:13 07:56 ⑯ 1:08


47:13 09:04 ⑰ 0:10


47:13 09:14 ⑱ 0:50


47:13 10:04 ⑲ 1:33


47:13 11:37 ⑳ 2:32


47:13 14:09 ㉑ 0:11


47:13 14:20 ㉒ 0:04


47:13 14:24 ㉓ 0:58


47:13 15:22 ㉔ 0:10


47:13 15:32 ㉕ 30:47


47:13 46:19 ㉖ 0:54


Y-13 44:16 00:18 ① 2:30


44:16 02:48 ② 0:06


44:16 02:54 ③ 0:10


44:16 03:04 ④ 0:04


44:16 03:08 ⑤ 0:52


44:16 04:00 ⑥ 0:04


44:16 04:04 ⑦ 14:28


44:16 18:32 □ 17:05


44:16 35:37 ⑧ 6:31


44:16 42:08 ⑨ 0:16


44:16 42:24 □ 1:52


Y-14 31:32 00:20 ① 0:10


31:32 00:30 ② 0:04


31:32 00:34 ③ 0:42


31:32 01:16 ④ 9:51


31:32 11:07 ⑤ 0:54


31:32 12:01 ⑥ 0:04


31:32 12:05 ⑦ 0:16


31:32 12:21 ⑧ 1:44


31:32 14:05 □ 0:30


31:32 14:35 ⑨ 0:18


31:32 14:53 □ 16:39


Y-15 43:29 00:22 ○ 0:36


43:29 00:58 ① 0:38


43:29 01:36 ② 0:04


43:29 01:40 ③ 14:49


43:29 16:29 □ 8:11


43:29 24:40 ④ 17:37


43:29 42:17 □ 1:12


Y-16 45:51 00:16 ○ 1:40


45:51 01:56 ① 0:06


45:51 02:02 ○ 0:38


45:51 02:40 ② 2:58


45:51 05:38 ③ 33:22


45:51 39:00 □ 2:10


45:51 41:10 ④ 0:50


45:51 42:00 □ 0:28


45:51 42:28 ⑤ 0:06


45:51 42:34 ⑥ 3:09


45:51 45:43 ⑦ 0:08


Y-17 31:30 00:16 ① 1:14


31:30 01:30 ② 0:16


31:30 01:46 ③ 0:36


31:30 02:22 ④ 3:36


Ｗ


I


I


●


●


●
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生徒№ 解答時間 経過時間 頭語結語 時候の挨拶 手紙の構成 自由メモ ふせん 構想メモ 全画面 滞在時間 記述ﾊﾟﾀｰﾝ


《知識的な要素》 《方法的な要素》


31:30 05:58 ⑤ 24:16


31:30 30:14 □ 1:16


Y-18 32:00 00:16 ○ 27:12


32:00 27:28 □ 4:32


Y-19 43:42 00:22 ① 0:04


43:42 00:26 ○ 0:16


43:42 00:42 ② 13:11


43:42 13:53 □ 17:25


43:42 31:18 ③ 12:24


Y-20 50:01 00:16 ① 2:17


50:01 02:33 ○ 1:08


50:01 03:41 ② 0:18


50:01 03:59 ③ 2:48


50:01 06:47 ④ 0:16


50:01 07:03 ○ 2:48


50:01 09:51 □ 0:42


50:01 10:33 ⑤ 1:28


50:01 12:01 □ 34:56


50:01 46:57 ⑥ 1:52


50:01 48:49 □ 1:12


Y-21 39:55 00:22 ① 0:14


39:55 00:36 ② 0:26


39:55 01:02 ③ 0:30


39:55 01:32 ④ 0:08


39:55 01:40 ⑤ 0:20


39:55 02:00 ⑥ 0:24


39:55 02:24 ⑦ 0:34


39:55 02:58 ⑧ 0:48


39:55 03:46 ⑨ 0:08


39:55 03:54 ⑩ 0:04


39:55 03:58 ⑪ 35:57


Y-22 40:48 00:24 ① 0:04


40:48 00:28 ② 0:14


40:48 00:42 ③ 0:32


40:48 01:14 ④ 0:10


40:48 01:24 ⑤ 0:18


40:48 01:42 ⑥ 39:06


Y-23 46:26 00:14 ○ 0:58


46:26 01:12 ① 0:06


46:26 01:18 ② 5:19


46:26 06:37 ③ 4:12


46:26 10:49 □ 30:57


46:26 41:46 ④ 0:34


46:26 42:20 □ 0:24


46:26 42:44 ⑤ 0:06


46:26 42:50 □ 0:50


46:26 43:40 ⑥ 0:08


46:26 43:48 □ 2:30


46:26 46:18 ⑦ 0:08


Y-24 42:40 00:16 ① 0:18


42:40 00:34 ② 0:04


42:40 00:38 ③ 1:04


42:40 01:42 ④ 21:05


42:40 22:47 □ 1:48


42:40 24:35 ⑤ 4:08


42:40 28:43 □ 13:57


Y-25 49:51 00:18 ① 4:38


49:51 04:56 ② 0:06


49:51 05:02 ③ 0:22


49:51 05:24 ④ 0:20


49:51 05:44 ⑤ 0:32


49:51 06:16 ⑥ 1:02


49:51 07:18 ⑦ 8:12


49:51 15:30 ⑧ 5:02


49:51 20:32 ⑨ 21:05


49:51 41:37 □ 1:08


49:51 42:45 ⑩ 0:10


49:51 42:55 ⑪ 0:04


49:51 42:59 ⑫ 3:48


49:51 46:47 □ 3:04


Y-26 41:16 00:20 ① 0:14


Ｖ


Ｗ


Ｗ


●


無使用


●


Ｗ


Ｖ


●


275
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《知識的な要素》 《方法的な要素》


41:16 00:34 ② 0:08


41:16 00:42 ③ 0:50


41:16 01:32 ④ 2:53


41:16 04:25 ⑤ 1:32


41:16 05:57 ⑥ 2:26


41:16 08:23 ⑦ 0:52


41:16 09:15 ⑧ 0:08


41:16 09:23 ⑨ 0:06


41:16 09:29 ⑩ 1:42


41:16 11:11 ⑪ 0:08


41:16 11:19 ⑫ 4:54


41:16 16:13 ⑬ 0:44


41:16 16:57 ⑭ 2:44


41:16 19:41 ⑮ 0:16


41:16 19:57 ⑯ 1:18


41:16 21:15 ⑰ 6:25


41:16 27:40 □ 0:56


41:16 28:36 ⑱ 1:28


41:16 30:04 □ 0:28


41:16 30:32 ⑲ 0:12


41:16 30:44 ⑳ 0:20


41:16 31:04 ㉑ 1:42


41:16 32:46 ㉒ 0:20


41:16 33:06 ㉓ 0:12


41:16 33:18 □ 7:40


41:16 40:58 ㉔ 0:18


Y-27 50:07 00:14 ○ 1:56


50:07 02:10 ① 0:04


50:07 02:14 ② 1:12


50:07 03:26 ③ 1:10


50:07 04:36 ④ 0:46


50:07 05:22 ⑤ 12:57


50:07 18:19 ⑥ 30:42


50:07 49:01 □ 1:02


50:07 50:03 ⑦ 0:04


Y-28 42:50 00:22 ① 0:18


42:50 00:40 ② 0:26


42:50 01:06 ③ 0:06


42:50 01:12 ④ 0:10


42:50 01:22 ⑤ 0:24


42:50 01:46 ⑥ 0:16


42:50 02:02 ⑦ 0:16


42:50 02:18 ⑧ 0:34


42:50 02:52 ⑨ 1:36


42:50 04:28 ⑩ 0:24


42:50 04:52 ⑪ 1:06


42:50 05:58 ⑫ 25:02


42:50 31:00 ⑬ 4:54


42:50 35:54 ⑭ 0:14


42:50 36:08 ⑮ 3:54


42:50 40:02 □ 0:18


42:50 40:20 ⑯ 2:30


Y-29 50:02 00:18 ① 2:04


50:02 02:22 ② 1:24


50:02 03:46 ③ 0:16


50:02 04:02 ④ 2:56


50:02 06:58 ⑤ 2:06


50:02 09:04 ⑥ 1:36


50:02 10:40 ⑦ 12:31


50:02 23:11 □ 24:37


50:02 47:48 ⑧ 2:14


Y-30 49:44 00:32 ① 3:00


49:44 03:32 ② 12:42


49:44 16:14 ③ 0:28


49:44 16:42 ④ 0:56


49:44 17:38 ⑤ 0:26


49:44 18:04 ⑥ 1:34


49:44 19:38 ⑦ 2:58


49:44 22:36 ⑧ 8:45


49:44 31:21 □ 12:26


49:44 43:47 ⑨ 4:26


Ｚ


Ｗ


Ｖ


Ｗ


Ｗ
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《知識的な要素》 《方法的な要素》


49:44 48:13 □ 1:31


Y-31 50:19 00:20 ① 0:16


50:19 00:36 ② 0:26


50:19 01:02 ③ 0:12


50:19 01:14 ④ 0:14


50:19 01:28 ⑤ 0:04


50:19 01:32 ⑥ 2:34


50:19 04:06 ⑦ 2:14


50:19 06:20 ⑧ 0:32


50:19 06:52 ⑨ 1:26


50:19 08:18 ⑩ 0:04


50:19 08:22 ⑪ 0:20


50:19 08:42 ⑫ 4:22


50:19 13:04 ⑬ 0:07


50:19 13:11 ⑭ 2:58


50:19 16:09 ⑮ 1:44


50:19 17:53 ⑯ 2:24


50:19 20:17 ⑰ 24:27


50:19 44:44 □ 5:35


Y-32 46:32 00:14 ○ 0:26


46:32 00:40 ① 2:10


46:32 02:50 ② 0:06


46:32 02:56 ③ 0:08


46:32 03:04 ④ 0:06


46:32 03:10 ⑤ 3:16


46:32 06:26 ⑥ 1:36


46:32 08:02 ○ 0:16


46:32 08:18 ○ 31:36


46:32 39:54 ⑦ 6:02


46:32 45:56 □ 0:36


Y-33 42:48 00:26 ① 1:16


42:48 01:42 ○ 0:10


42:48 01:52 ② 0:36


42:48 02:28 ③ 0:12


42:48 02:40 ④ 0:16


42:48 02:56 ⑤ 0:58


42:48 03:54 ⑥ 10:24


42:48 14:18 ⑦ 1:03


42:48 15:21 ⑧ 25:45


42:48 41:06 □ 1:22


42:48 42:28 ⑨ 0:20


Y-34 41:47 00:16 ① 0:32


41:47 00:48 ② 0:24


41:47 01:12 ③ 0:10


41:47 01:22 ④ 2:12


41:47 03:34 ⑤ 0:47


41:47 04:21 ⑥ 0:06


41:47 04:27 ⑦ 14:24


41:47 18:51 □ 9:53


41:47 28:44 ⑧ 0:16


41:47 29:00 □ 0:10


41:47 29:10 ⑨ 0:04


41:47 29:14 □ 12:01


41:47 41:15 ⑩ 0:32


Ｗ


Ｗ


Ｖ


Ｚ
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序 章 


 


本研究の目的と方法 


 


0.1 本研究の目的とその背景 


本研究の目的は，国語科の作文指導1において，学習者の記述中の実態を捉え，記述中に


おける学習支援の要素を明らかにするとともに，記述過程の様相を分析・考察することで


ある。具体的には，中学生を対象に，手紙文を題材にした CBT2調査において，学習支援の


要素を学習支援ツールとしてコンピュータ画面上に設定し，その活用の状況を捉える3。 


本研究の目的を設定した背景を，筆者が着目した国語教育における作文指導の歴史的な


課題と，現代的な課題とに分けて述べる。 


0.1.1 作文指導の歴史的な課題 －作文の指導過程における「記述」の段階 


 作文の指導過程4は，一般的に取材，構成5，記述，推敲6という四段階で説明される（吉


田，1984，藤原，1996）。その段階の一つとして挙げられる記述は，「実際に作文を書いて


行くこと」（輿水，1970，p.206）であり，「作文の中心的な仕事」（同，p.206）である。作


文指導は，実際に書く場面，つまり「記述」を抜きにしては成り立たない。 


しかし，記述段階の指導は，その前後の段階と比較して不振である。このことを，例え


ば，中西（2006，p.39）は，書くという行為について，その記録性を取り上げながら「国


語科教育だけでなく，教育活動全般の基礎力となり推進力となり，到達点を示すものとな


る。これを教育の中核に据えないわけにいかない。ところが，実態はどうか。敬遠される


ことが，残念ながら，多いのではないか」と作文教育の重要性とともに，書くという行為


そのものの指導が必ずしも一筋縄でいかない学校の現状を論じる。そして，その理由を「『書


くこと』の活動ほど，その現実は千差万別である。こう表現するしか他にない。」（同，p.39）


として，個人差が顕著であることをその筆頭に挙げる。巳野（2001，p.233）も，作文指導


における記述の段階について，その重要性が説かれながらも「従来この記述の活動が指導


時間や進度調整などのために，ともすると学習者に任せ切ったり，家庭作業に回したりす


る傾向があったのは改めねばならない。」と指弾する。 


つまり，本研究が対象とする記述中における学習者の指導は，重要ではあるが極めて困
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難，という認識が多くの識者の見解と言える。以下に，その指摘のいくつかを挙げる。 


例えば，記述中指導の重要性について，倉澤（1979a，p.136）は，「これからは記述前の


指導と記述中の指導が大事で，子どもが書いているときに我々は何をなすべきか，という


ことについて，もう少し改善を加える必要があると思います。つまり，なんといっても書


くという実作の最中に，教師はどんな手をさしのべるかということが作文指導の成功，失


敗の秘訣の主たる要因であろうということです。」とし，記述前と記述中を取り上げてその


指導の重要性を指摘しており，特に，学習者が書いている最中における指導者の具体的な


指導の必要性を説く。 


また，大内（1984，p.131）は，「書いている時の指導は成り立つのかという疑問が従前


より言われている。これに対して，かつて垣内松三が芦田恵之助の綴り方の授業に対して，


『書かせること，そのことのなかに，指導すべきことを見いだすようにしていかなければ


ならない』と講演の中で述べている。」とし，記述中指導の是非に言及した上で，その意義


を簡潔に定位し，記述中指導の一例として，文章の書き出しの指導を挙げる。 


森田（2010，p.61）は，「記述中の指導は，これまで，最も未開拓な分野である。」とし，


即座に個々の学習者に適切な指導を促すことは容易なことではないとする。 


しかし，このように記述中指導の重要性が説かれながら，記述前指導の研究7に比べて，


学習者の記述中そのものを，その実態とともにどのように把捉し，どのように指導してい


くのかに焦点を当てた記述中指導についての研究，及び具体的な提案は極めて少ない。 


この背景には，大内（1984）が指摘しているように，記述中は学習者の記述行為を妨げ


ず，学習者の思考を尊重するべきだ，といった指導観が関係していると考えられる。この


ことは，「昔は，記述中の教師の態度は『泰然自若として座す。』ということが言われたが，


現在では記述中の指導は最もだいじなこととして位置づけられている。」（飛田，1969，p.44），


「これまで記述についての指導は，取材，構想，推敲等の指導に比較して，あまり重視さ


れていなかった。書いている時に指導を加えることは，児童の集中を妨げ，『想』や『情感』


を乱すと考えられてきたからである。しかし少しの中断や妨げによって消失してしまうよ


うな『想』では，よい作文の書けるはずもない。また何をどのように書くかの技能を身に


つけさせるためには，書き進めるその場その場での指導が求められるのである。」（吉田，


1984，p.112）といった指摘からも認められる。また，いずれの指摘も記述中指導の重要性


に言及しており，記述の段階が作文指導における枢要であることが認められる。 


記述中指導の困難さは，学習者の個人差が顕著であることに加え，文章作成過程の見え
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にくさにも起因する。教室においては，個々の学習者が同時に，かつ個別的に行う作文作


成の見えにくさに加え，一学級全員の学習者の多様な学びの様相に，一人の指導者が寄り


添うことは極めて困難である。また，個々の様相が多様であるがゆえに，個別指導の際の


観点も多岐にわたる。例えば，『「作文技術」指導大事典』（1996）によれば，記述のための


技術は 22項目に及ぶ。これらを全て指導することは，現在の作文指導に充てられる時数に


鑑みても難しいと言わざるを得ない。 


このことを児玉（2006，p.132）は，「そのため，この指導は手薄になりやすい。しかし，


学習者にとってもっとも指導の手を必要とする『切実さ』をもつ」のもこの記述している


場面であるとし，間瀬（1982）の報告を取り上げて個別指導の重要性を説く。児玉の引用


した間瀬（1979）は，「作文を書き始めてから書き終えるまで，子どもたちがどんな反応を


示しているかということを詳しく調べたものが意外に少ない」（p.34）とし，「多人数の教


師集団で，観察する児童を分担して調べる方法と，もう一つは，記述中に教師が五分ごと


に時間を知らせ，その時間を原稿用紙の行間に書き込ませていくやり方と二通りの方法」


（pp.34-35）を考案し，調査，分析している。また，武蔵野市立武蔵野中学校の「作文の


指導－文章の構成指導と評価－」をテーマとした三年間（1959～1961）の研究が，楢原（1985，


pp.71-78）によって報告されている。研究の内容は，「文章表現過程に関する部分と，構成


指導に関する部分」（同，p.72）とに分けられ，「文章表現過程」については観察法を用い


て調査したとされる。これは，間瀬（1979）が「意外に少ない」と言及した記述中に関す


る研究の一つであり，当時としては先進的な調査であったと推察される。学習者の記述中


の様相を正面から取り上げて詳細に調査，分析したものとしては，この二つを挙げること


ができる。以降，論文として挙げられているものの中では，東川（2009）が作文産出にお


ける思考過程を捉えるために，抽出児２名の記述中を，ビデオカメラを用いて観察したも


のがある。 


これらの研究を，研究の手法という側面から見ると，いずれも，複数の学習者を観察す


るためには複数の人員が必要であることが確認される。ビデオカメラ等であれば，基本的


に観察する学習者数分が必要となり，観察対象の人数も限られる。また，前者において，


学習者の記述の様子がどれだけ精緻に記録できるかは，担当する者の力によるところが大


きい。このように，手数の必要な研究であるという点は，記述中指導の研究が「意外に少


ない」要因の一つであることが推察される。 


本研究においては，このような状況を踏まえ，記述中の学習者がどのように記述を進め
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ていくのかについて，その様相を捉える方法として CBT調査を開発，実施し，実態調査を


試みる。 


0.1.2 作文指導の現代的な課題 －コミュニケーションを前提とした言語能力への着目 


 平成 29年改訂の『中学校学習指導要領（平成 29年告示）』では，平成 20年改訂時には


なかった「実際に文章を書く活動を重視すること」（p.38）という文言が明文化された。こ


のことは，今般の学習指導要領改訂に先立って設置された国語ワーキンググループで「携


帯電話やスマートフォンで連絡したり交流したりする時代となり，読んだり書いたりする


文章の文体の特徴が，短く省略されたり記号が多用されたりする方向に大きく変わってい


ることが指摘されている。このため，学校教育においては，整った文を学習することが一


層重要となる」8とした，近年の言葉を取り巻く環境の変化と無縁ではないであろう。続け


て，「国語ワーキンググループにおける審議の取りまとめ」（2016,p.14）では，以下のよう


に報告されている（下線は，筆者による）。9 


 


インターネットの普及により，誰もが不特定多数の他者へ大量に情報を発信でき


る時代を迎えている。このような環境の中で，相手を想像しながらその媒体の特


徴などを考慮して書くことが重要になっている。特に，インターネット等により


発信する場合には，これまで出会ったことのない文化的・社会的背景を持つ他者


の目に触れる可能性があることや自分の書いたものが後々まで残る可能性があ


ることなどを考えて書くことに留意する必要がある。 


なお，子供たちの人間関係の問題には言葉によるコミュニケーションが深く関


わっているが，インターネットや携帯電話・スマートフォンによる連絡・交流の


特徴－匿名性や即時性，文章量の制限－などが大きな要因となっていることも多


い。こうした観点からも，相手がどのように受け取るかを考えるなど相手意識を


持って書くことなどが一層重要となっている。 


 


 コミュニケーションという言葉からは，まずは対面でのやりとり，つまり，話し言葉に


よるコミュニケーションが一般的に想起されることと思われる。しかし，インターネット


などを介した書き言葉の交流における匿名性や即時性，文章量の制限などが人間関係に影


響する複雑な現代社会の中で，書き言葉によるコミュニケーションの在り方が喫緊の課題


であることは明白である。前述のとりまとめでも触れられているように，子供たちの生活
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の一部となりつつあるソーシャルネット・ワーキング・サービス（以降，SNSという）に代


表されるインターネット上の書き言葉10による伝達が，彼らの人間関係に大きな影響を与


えている。中村（2003）は，言語表現の基本的な心構えとして，表現する側の真意が相手


にすんなりと伝わるような配慮が必要であるとし，「誤解をひきおこす最大の原因は，これ


までまちがいなく通じるだろうかなどと一度も疑ってみることなく，まったく無警戒に表


現することにある」（p.14）と表現する側の態度を指摘する。自分が発信する書き言葉への


責任と自覚の欠如，既読され記録されることへの無頓着は，国語科として，これからの社


会に生きて働く言葉の力の育成を考えたとき，避けて通ることのできない極めて緊張感の


ある今日的な課題と言える。これらの状況を踏まえれば，相手への配慮を含め，自分が書


いたものがどう読まれるかといったことを具体的に想像してコミュニケーションを図るこ


と，それについて一人一人が自覚的になることが求められる。本研究で対象としている作


文指導で言えば，指導者は，読み手を意識した書き手として学習者を捉え，改めて，学習


者がもつ相手意識に着目してその指導を考える必要性が浮かび上がる。 


言語によるコミュニケーションについては，府川（2001，p.24）が，「コミュニケーショ


ン（communication）とは，社会的な生活を営むもの同士が，互いに意思を疎通することを


目指して交流することである。」とした上で，以下のように論じる（同，p.32）。 


 


言語によるコミュニケーションは，まずは，現に目の当たりに存在する当事者


同士の意志や感情の疎通の問題である。しかしそれは同時に，時間や空間を隔て


ることを可能にした書き言葉による交流での問題であり，またそれを支える言語


共同体の問題でもある。 


 


「時間や空間を隔てることを可能にした書き言葉による交流」が，日々進化する媒体に


よっていとも容易く行われる現在を思えば，まさに，現代的な課題を言い当てていると言


えよう。 


さて，実は，コミュニケーション手段として言葉の在り方を考えることについては，現


代的な課題であると同時に，昭和 20年代後半，既に論じられ，目指されていた方向でもあ


る。西尾（1951）は，義務教育修了までに個人的立場から社会的立場への発展の必要性を


指摘し，「われわれの日常生活における言語機能は，相互通達
コミュニケーション


の一手段たる点に認められ


る。作文も，表現とか発表の一手段であるとするよりも，コミュニケーションの一手段で
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あるとする方が，その実際に即している。」（p.123）と，文章のもつコミュニケーションの


機能に言及し，十分に伸展させることの重要性を一貫して論じていた11。 


国語教育におけるコミュニケーションへの着目は，前述した西尾（1951）がいう


「相互通達
コミュニケーション


」が早い段階の立論だと推察される。西尾（1952）はその後，「ことばの機能


は，社会的通じあい
コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン


の一手段たるところにある。」（p.243）とし，社会に生きて働く言葉の


機能といった視点からコミュニケーションを論じ，最終的には，コミュニケーションを「通


じ合い」12という言葉で表した。 


また，大西（2001a，p.62）は，学習指導要領上，コミュニケーションと同義と考えられ


る言葉の変遷を，次のように整理している。 


 


一九五一年（昭和 26）――通じ合う 


一九五八年（昭和 33）――伝える 


一九六七年（昭和 42）――伝達 


一九七七年（昭和 52）――なし 


一九八九年（平成元）――なし 


一九九八年（平成 10）――伝え合う 


 


『中学校学習指導要領（平成 10年 12月）』では，国語科の教科目標に「伝え合う力」と


いう文言が初めて入り，以降，現在まで続いている。「伝え合う力」については，『中学校


学習指導要領（平成 10年 12月）解説－国語編－』（以降，『平成 10年版解説国語編』とい


う。）に，「『伝え合う力』とは，適切に表現する能力と正確に理解する能力とを基盤に，人


と人との関係の中で，互いの立場や考えを尊重しながら言葉によって伝え合う力のことで


ある。」（p.10）と定義されている。その『平成 10年版解説国語編』の作成協力者である北


川（2001，p.153）は，以下のように述べる。 


 


『伝え合う力』は，『表現する能力』と『理解する能力』との育成を基盤に，具体


的な人と人との関係のなかで育成される言語能力である。たがいの立場や考えを


尊重しながら，言語を通して適切に表現したり的確に理解したりして，円滑に相


互伝達，相互理解を進めていく能力であり，今後の情報化，国際化社会の進展に


伴って，社会生活を営むうえでますます必要とされる言語能力である。 
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現代社会の動向を踏まえ，言語によるコミュニケーションを前提とした言語能力の向上


を求める流れの中で，「伝え合う力」という概念が出現したことが分かる。同じく，作成協


力者である笠井（2008，p.2）も，「現行学習指導要領（平成 10年（1998）年改訂を指す。


注は，筆者による）に登場した『伝え合う力』はこのコミュニケーション能力の訳語と言


える。」と公言する。これらを踏まえれば，「伝え合う力」は，コミュニケーション能力と


ほぼ同義であるとしてよい。こうしたことからも，今，改めて，「相手」と自分との関係の


中で，互いを尊重しながら言葉によって伝え合う力，換言すれば，コミュニケーションを


前提とした言語能力が求められていると言えるだろう。 


また，コミュニケーションの対象である相手への意識という点について，佐渡島（2001）


は，平成 10年（1998）版改訂の潮流が，相手意識というかたちで作文指導にも影響を与え


ていることを論じている。そこでは，1970 年代から 1980 年代にかけて，アメリカでは相


手意識に関する研究が盛んであったことを論じる一方，日本における相手意識に関する研


究は，実践報告が主であることを指摘している。その中で，佐渡島の挙げた先行研究とし


ては，認知心理学の分野から，内田（1990）の子供の文章産出過程の研究を挙げるにとど


まる。佐渡島（2001）の研究を踏まえれば，「伝え合う力」が出現した 2000年当時は，国


語教育の作文指導において，相手意識に関する議論は十分ではなかったことが推測できる。


その後，2003 年のいわゆる PISA ショックを経て，実生活に生きて働く言語能力が学習者


に求められていることについての認識が指導者間で共有されるようになり，相手意識に関


しても話題に上るようになってきた。 


もっとも，永田（2006）は，平成 10（1998）年の学習指導要領改訂において，「伝え合う


力」の育成が十分図れなかったとする見方をしている。図れなかったというより，加速す


る社会変化に対応しきれなかったとする方が正確かもしれない。いずれにしても，これか


らの社会に必要とされる「伝え合う力」の育成は，平成 20（2008）年版学習指導要領にお


いても引き継がれ，実生活で生きて働く言語能力の向上が一層強く求められた。それは，


『中学校学習指導要領解説総則編 平成 20年７月』に，「言語は論理的思考だけではなく，


コミュニケーションや感性・情緒の基盤でもあり，豊かな心をはぐくむ上でも，言語に関


する能力を高めていくことが求められている。したがって，今回の改訂においては，言語


に関する能力の育成を重視し，各教科等において言語活動を充実することとしている」


（p.63）とされたことに現れている。そして，「伝え合う力」は，平成 29（2017）年版学習
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指導要領における教科目標にも引き継がれ，国語科における資質・能力の向上が「伝え合


う力」の育成につながることが明確に示された。 


本研究では，このような現代的な課題も視野に入れ，コミュニケーションという言葉が


もつ多義性から，国語教育において安易に使用することの危うさを指摘する声もあること


を踏まえつつ（大内，2001），コミュニケーションを前提とした言語能力の育成を視野に入


れて研究を進めていく。 


 


0.2 研究の方法と本論文の構成 


 本研究は，冒頭に示した目的の下，先行研究を踏まえて本研究における理論的枠組みを


整理し，CBT 調査を通して学習者の記述中の様相を捉えて分析することで課題の解決を図


る。 


第１章では，本研究が対象とする，作文指導における学習者の「記述中」という状況に


ついて，国語教育における先行研究，及び認知心理学における作文産出過程に係る知見を


踏まえてその位置付けを確認する。作文産出過程については，その代表的なモデルとして


援用されることの多いフラワーとヘイズ（Flower ＆ Hayes，1981）の structure of the 


writing model（ライティング・モデルの構造）の理論を参考にする。1.1.4で詳述するが，


フラワーとヘイズのモデルにある「WRITING PROCESSES」（作文産出過程）の中の


「TRANSLATING」（構想を作文に置き換える）の段階が，本研究が対象とする「記述中」に


該当する。本研究は，国語科教育の立場から，認知心理学でいう「TRANSLATING」の過程を


「記述過程」として整理し，その過程で表出される言葉や行為を捉えて検討する。次に，


記述過程における学習支援の要素を設定するための枠組みを提出する。本研究が，CBT 調


査13を採用することから，language testing（言語に関するテスティング）の観点から言語


能力の整理を行っているバックマンとパーマー（Bachman ＆ Palmer，1996）の理論を参考


とする。その上で，本研究では，国語科における資質・能力との関連を踏まえつつ，作文


指導の観点から学習支援の要素を《知識的な要素》と《方法的な要素》という枠組みで整


理する。最後に，本研究において調査対象とする文種 ，対象とする学習者，及びコンピュ


ータ使用の理由について述べる。 


第２章，及び第３章では，第１章で提出した学習支援の枠組みを踏まえ，学習者の記述


過程を捉えるために筆者が開発した CBT調査の実施を通して得たデータを分析，検討する。 


まず，第２章では，学習者の記述過程の実態を捉えることを目的に行った CBT調査（以
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降，便宜上「第 1の調査」という）について言及する。具体的には，「小学校の先生に近況


を伝える手紙を書く」という学習課題を解決する CBT調査問題を作成し，実施する。《知


識的な要素》と《方法的な要素》の枠組みを踏まえて画面上に設定した学習支援ツールを，


学習者がどのように活用して手紙文を書き進めているのかを分析することで，学習者の記


述過程の実態を捉える。全ての学習者の記述過程は，２秒ごとにキャプチャ14し，保存する


ことで基礎データを得る15。そのデータを再生し確認していくことで学習者全員の記述過


程を分析，考察する。 


次に，第３章では，「第 1の調査」で捉えた学習者の記述過程の実態を踏まえ，手紙文の


記述過程における学習支援の要素を精査するための CBT調査について言及する（以降，便


宜上「第２の調査」という）。この調査は，「第 1の調査」を更新したものである。更新の


主な内容は二点である。一点目は，「第 1の調査」において，「小学生の先生」と限定した


手紙文を書く相手を，「第２の調査」では「お世話になった先生」として，書く相手の選択


の幅を広げることである。具体的には，「お世話になった先生に近況を報告する手紙を書く」


という学習課題を設定し，実施する。これは，学習者の現実にできる限り近い場を用意し


て調査を実施することで，手紙文特有の相手意識をより実際的なかたちで発現させること


を意図している。二点目は，「第１の調査」に係る分析を基に，「第１の調査」で採用した


学習支援ツールに変更を加えることである。これは，どのような学習支援の要素が学習者


の手紙文記述を支援し，資質・能力の向上に資するのかを検討するためである。 


第４章では，第２章，及び第３章を通して得た結果を踏まえ，学習者の手紙文記述にお


ける記述過程の様相を分析する。基礎データには，学習支援ツールを精査して実施した「第


２の調査」データ 75名分を採用する。このデータを学習支援ツールの活用の仕方に着目し


て分類し，実際の手紙文や，記述過程で発揮される資質・能力に言及しながら，記述過程


の様相を考察する。 


 終章では，各章で検討した内容を踏まえた研究の成果と，その過程で十分検討しきれな


かった内容を今後の課題として述べる。 


なお，本研究における「ヒトを対象とした調査」については，日本体育大学研究倫理審


査委員会に申請し，承認を受けた（受付番号：018-H052，承認日：2018年７月 18日）。 


 


1 本研究における作文という用語については，「文章の読解に対する表現の面として，ま


た，話すことに対する文章表現として，広く作文と称し，文章表現一般の総称として」
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（倉沢 1971，p.25）用いる。つまり，作文は，「文章を書く活動や書かれた文章」（藤原


1996，p.20）を示し，学校教育における作文を対象とした指導を作文指導とする。なお，


『中学校学習指導要領（平成 29年告示）』の国語において「書くこと」領域の指導がなさ


れた場合は，通常，書くことの指導と呼称するが，本研究の作文指導と同義である。 
2 Computer Based Testingを略して表記したものである。拙論では，CBTと統一して表記


する。 
3 学習支援の要素の具体的な説明については，1.2.1にて，学習支援ツールについては，


2.2.2にて詳述する。 
4 指導過程は「学習指導の順序。その筋道。ふつう導入，動機づけからはじまって，評価


に終わる。昔の指導過程はヘルバルト心理学によるいわゆる『形式段階』で，予備・提


示・比較・概括・応用といった五段階，あるいは四段階の方式であった。全教科がそれに


よっていた。」（輿水，1970，p.122）とされる。その上で，作文の指導過程については，


「取材・構想・記述・批正という文章制作過程に乗じた指導過程が一般的なものであっ


た。」（同，p.122）とある。作文の指導過程の歴史は，北村（1971）に詳しいが，概ね


「表現の過程にそい取材－構想－記述－推考の流れに即した考え方が多かった」（p.142）


として了解されよう。ただし，この四段階を「確かにこれは表現作業には書くことのでき


ない要素ではあるが，そのまま作文の指導過程とは言えない。指導過程というからには，


指導の目標や評価を欠くことができないからである。」（飛田，1969，p.36）とする立場も


ある。これは，実際の授業を想定した場合，四段階の前後の内容に言及したものであると


言えよう。 
5 構想とされる場合もある。構想と構成の違いについては，入部（1991）に詳しい。「『構


想』は内面的なプロセスとして紹介された概念であったが，今日では『構想』は『構成』


と類似した言葉として使われることが多い」（同，p.111）とし，「構想と構成の区別は意


味の上では分かっていても，これを指導の上で具現するのは困難であると言われている」


（同，p.112）とする。本研究では，指導過程，或いは表現過程としての四段階を示す際


は，基本的に「構成」で統一する。 
6 推考，批正と整理されることもある。 
7 例えば，大西（1997）は，意見文や論説文における創構指導の在り方について追究し，


『作文教育における創構指導の研究』を著した。田中（2017）は，生徒が意欲的に表現活


動に取り組む状況を創り出すために，インベンション指導の在り方について，歴史的・理


論的・実践的に追究し，「中等作文教育におけるインベンション指導の研究 ―発想・着


想・構想指導の理論と実践―」として博士論文にまとめている。 
8 教育課程部会国語ワーキンググループ（2016）「国語ワーキンググループにおける審議


の取りまとめ」p.14. 


http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo3/068/sonota/__icsFiles/afieldf


ile/2016/09/12/1377097.pdf（2019年 11月６日最終閲覧） 
9 注８に同じ。 
10 文化審議会国語分科会（2018）「分かり合うための言語コミュニケーション（報告）平


成 30年 3月 2日」では，話し言葉の要素を多く含む書き言葉を，新しい書き言葉として


「打ち言葉」（p.4）と呼んでいる。 
11 昭和 20年代におけるコミュニケーション概念の導入の経緯と特質，国語教育界におい


て西尾の提出したコミュニケーションの対訳の変遷については，渡辺（2001a），渡辺


（2001b）に詳しい。 
12 1966年の対談記録によると，西尾自身，「通じ合い」という呼称を次のように説明して


いる。「コミュニケーションを伝達と訳した明治の国語学者，言語学者たちは，言語の働


きは伝達であるとした。いかにもその伝達は，言語の主要な機能ではある。けれども，そ



http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo3/068/sonota/__icsFiles/afieldfile/2016/09/12/1377097.pdf

http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo3/068/sonota/__icsFiles/afieldfile/2016/09/12/1377097.pdf
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ういう一方交通的な伝達は，相互規定としてのコミュニケーション，すなわち通じ合いと


いう事実が成り立っていなければ成立することはできない。そこで，わたしは，コミュニ


ケーションを何とか日本語に訳さなければならないと思って，『通じ合い』という語をあ


てたのである。」（『近代国語教育のあゆみ２』，pp.65-66） 
13 既存 CBTのサーベイについては，西田，植原，角谷他（2017）「『情報科』大学入学者


選抜における CBTシステムの研究開発」に詳しい。 
14 ディスプレイに表示している動画や静止画を，デジタルデータとして保存すること。


（『日経パソコン用語事典 2011』日経 BP社，p.581） 
15 「第１の調査」，及び「第２の調査」とも，調査の実施に当たっては，本研究の目的と


その方法を説明した文書を事前に保護者に配布し，学習者保護者とともに了解を得て実施


している。なお，写真使用の際の肖像権等についても了解を得ている。 
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第 １ 章 


 


本研究の理論的枠組み 


 


 第１章では，先行研究を踏まえ，まず，本研究が対象とする学習者の記述中という状況


について，その位置付けを確認する。次に，記述中における学習支援の枠組みを提出する。


最後に，本研究において調査対象とする文種1，対象とする学習者，及び調査の方法につい


て確認する。 


 


1.1 作文の指導過程における記述中という段階 


1.1.1 実作主義の考え方との関わり 


日本の作文指導は，1950 年代から 1960 年代にかけて，実際に作文を書いていく記述を


中心として，記述前，記述中，記述後という三段階に区分し，その指導を考えるようにな


った（倉澤，1970a）。これには，二つの理由が考えられる。 


一つ目は，「書く力は書くことによってのみ伸びる」（倉澤，1979a，p.92）とする実作主


義の考え方が指導の根底におかれていたことによる。倉澤（同，pp.92-93）は，以下のよ


うに論ずる。 


 


“実作主義”の立場から言うと，記述ということが一番大事だということになっ


てきたわけです。ですから，これからは取材・構想の次の記述ということが中心


になっていくとしますと，記述を中心にして，記述前，記述中，記述後というふ


うに三つの指導過程が編成される。この記述前，中，後，という三つの考え方を，


文部省も採用しまして，『書くことの学習指導』という指導書の中に，記述前指導，


記述中指導，記述後指導というふうに分けて書かれております。で，記述前指導


というのは取材の段階に当たるわけです。記述中は構想と記述に当たる。記述後


の指導は処理とか推敲，批正の段階に当たるわけであります。現実には同じこと


ですけれども，考え方はこのようにやや違ったものがあるということだけをご承


知おきいただきたいと思うのです。 
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ここで取り上げられている『書くことの学習指導』は，昭和 48（1973）年に文部省が刊


行した指導資料を指していると思われる。『中学校国語指導資料第１集 書くことの学習


指導』には，倉澤の実作主義につながる，「書く能力は書く活動を通して習得されるもの」


（p.58）として，書く機会を多くすることの必要性が明記されている。また，今までの指


導が書き上げた作文を添削したり批評したりすることが指導の中心であったことが生徒の


作文嫌いを作ったとして，以下のように書かれている（同，pp.60-61）。 


 


  従来，作文の学習というと，書く前の指導はあまりなされずに，教師が文題を


与えて書かせたり，あるいは生徒が自由に題材を選んで書いたりして，それを清


書させ提出させるだけで終わることが多かった。そして，書き上げた作品や文章


を対象として，その表現や文字を添削したり，書かれた内容について感想や批評


を述べたりすることが，指導の中心であるかのように考えられていた。つまり，


作品重視であり，結果を第一とする考えが大勢を占めていたのである。 


生徒の作文ぎらいの理由の一つに，「なにを，どのように書いたらよいのかわか


らない。」というのがある。これは，先に述べた，結果だけを問題として，文章を


制作していく過程，つまり，記述前，記述中，記述後という作業の各段階の指導


がじゅうぶんになされていないことに起因すると思われる。 


文章を書くという行為は，書き手にとっては高度な知的作業であり，積極的な


思考活動が要求される。そのため，書くことに抵抗を感じる面もあるから，書く


技能をしっかり習得させて，その抵抗を取り除くようにしたい。 


それには，記述前，記述中，記述後という文章制作の過程それぞれの段階で，


なにを，どう指導していくか，結果としての作品だけでなく，制作の過程の各段


階における指導を重視し，その充実と徹底を図ることが必要である。 


 


ここからは，書き上げた「作品」だけではなく，「文章制作の過程」の各段階の指導を重


視することを求めていること，記述前，記述中，記述後という区分は，書く意欲の喚起か


ら文章を書き上げるまでの「文章制作の過程」における段階をイメージしたものであるこ


とが分かる。この三段階については，『作文指導事典』（1971），『新作文指導事典』（1982），


『国語教育研究大辞典』（1991）においても採用されていることから，一般的な四段階を踏
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まえながらも，1960年代以降もこの三段階の区分を意識した作文指導がなされていたとい


うことができる。作文教育において，書き上げた作品のみを対象に指導するのではなく，


作文を制作していく，つまり実作の過程を重視する指導の方向性が目指されていたことの


証左の一つとなろう。 


なお，書き上げた作文を「作品」と呼ぶのは，1970年代頃までは，出来上がった結果と


しての作文を作品として評価するのが主流であったことが一因として挙げられる。この点


については，「日本の今までの作文教育は，一口にいって作品主義，完全作品主義であった


といえよう。児童の書いた一つ一つの文章が，それぞれ『作品』とよばれ，文芸作品を見


る観点に近い立場から鑑賞され，評価された。」（井上，1982，p.67）との指摘からも認め


られる。「従来は作文における結果が尊重されて，いわゆる『作品中心主義』であった。よ


い文章といい，美文・古文・手紙文・候文というとき，すべて現前するもの，結果として


生まれたものを指す，つまり本来作文は書くことであるよりも書いたものに重きを置かれ


ていた」(倉沢 1971，p.27)のである。ところが，大熊（2002，p.186）が，「B.Sブルーム


ら（1973，1974）2の評価方法が紹介されるやいなや，過程重視の評価方法が教育界を席巻


する。ここに至ってようやく，書くこと（作文）の学習指導においても，結果としての作


品の評価と指導過程中の評価との両面からの評価が一般化するのである」と指摘するよう


に，作文指導は評価の観点からも変更が迫られたのである。 


この点について，倉澤（1957，p.322）は，かねてから「作文指導を表現の指導と考える


とき，作品は完成したものでなくてよい。未完成でも，その過程が明らかであればよい。


過程を大事にすべきである。表現の各所各所に，いろいろな条件や要因がからみあってい


るのを過程的にみれば，作者の能力を正しくとらえることができる」とし，書き上げた作


品ではなく，書き上げるまでの表現の過程を捉えて評価する作文指導を提言していた。 


以降，本論では，特定の意味を加えて使用する場合を除き，「作品」は作文とし，「文章


制作の過程」は表現の過程，或いは表現過程として論を進める。 


1.1.2 「取材，構成，記述，推敲」との関わり 


さて，記述前，記述中，記述後の三段階を区分する二つ目の理由は，実作主義のみなら


ず，取材，構成，記述，推敲の過程が截然と分かちがたい性質をもつという考えに基づい


ているからである。有定（1971，p.173）は，以下のように述べる。 


 


 文章というものは，取材・構想・叙述3・推考4の過程をたどって成り立つものと
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いう先入観から，ともすればこれらを一つ一つ切りはなして考え，また，授業実


践の場でもそうすべきだと思いがちである。もちろん学校では，基礎的な学力形


成をねがって作文指導をするのであるから，ある場合においてはそうした学習も


成り立つし，また，その必要もある。 


 しかし，取材・構想・叙述・推考のそれぞれはもともと一連の表現過程をなし


ており，ばらばらに切りはなすことのできない関係下にあるものである。 


 


「取材・構想・叙述・推考」の過程は，相互に関連し合いながら作文の展開に沿って総


合的，臨床的に進んでいくという考え方である。これは，この四段階を指導者側から捉え


るのではなく，学習者側から捉える見方であると言える。学習者側から見た場合，それら


は，作文を書いていく一連の流れの中で行われており，細切れに考える性質のものではな


い。そのことを踏まえて指導者は指導を考えるべきであるというのが有定の発想である。


そのため，実際に作文を書いていく記述行為を中心とする三段階の区分が提出されたと見


ることもできる。 


一方，記述前，記述中，記述後という三段階の整理には批判もある。例えば，飛田（1969，


p.36）は，以下のように論ずる。 


 


作文の指導過程については，従来，一般的に取材，構想，記述，批正の四段階が


考えられてきた。たしかにこれは表現作業には欠くことのできない要素ではある


が，そのまま作文の指導過程とは言えない。指導過程というからには，指導の目


標や評価を欠くことができないからである。また，記述前の指導，記述中の指導，


記述後の指導という三段階の過程もよく口にされるが，指導過程というにはあま


りにも大まかで形式的である。 


 


 この指摘は，作文指導に限らず一般に「指導過程とは，学習指導の目的を達成するため


にとられる具体的な活動の時間的展開の順序をいう。」（飛田，1969，p.35）とする，指導


過程に対する飛田の考え方が強く反映されていると考えられる。その上で，次のような作


文指導の基本過程を提出し，「あくまで基本であるから現場の指導者は，この基本的なもの


を頭において，あとは実情に即して自由に変化させ活用してよい性質のものである。」（同，


p.40）とした。 
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 以下，項目を挙げる（同，pp.40-48）。 


 


１ 目標の設定－めあてをきめる 


２ 主題の決定－テーマをきめる 


３ 材料の選定－材料をえらぶ 


４ 構想の組成－組み立てを考える 


５ 叙述（記述）の展開－書き表わす 


６ 推考－練りなおす 


７ 評価－ふりかえる 


８ 処理－しまつをつける 


 


前述した飛田（1969）の主張を踏まえれば，１，７，８は，作文指導に限らず全ての指


導に共通に必要な段階を明記したものと認められる5。２については，学習者が決定する場


合と指導者が提示する場合があることが想定されるが，基本的には他の指導でも活用でき


る，汎用性のある過程と言えるだろう。３から６は，飛田（1969）が「表現作業」（p.36）


とする四段階と重なる内容となっている。 


また，輿水（1980，p.49）も，記述前，記述中，記述後という三段階の整理については，


以下のように批判的な見方をしている。 


 


作文の基本的指導過程としては，戦前，「取材」，「構想」，「記述」，「批正」とい


う四段階があった。戦後は作文を取り立てて指導しないで，単元展開の中で指導


しようとしたから，指導過程がはっきりしなくなった。とにかく書くこと，書か


せることはたしかであるから，それを記述として，「記述前の指導」，「記述中の指


導」，「記述後の指導」というようになった。 


これは，いつも指導するというだけで，記述前に何を指導するかが示されてい


ない。その点で，取材，構想などというほうがはっきりしている。しかし，単元


展開では，たとえばある話題・題材について，読み物を読み，話し合いをしてい


て，ある段階で書くのであるから，取材はすでに済んでいる。書く題材はきまっ


ている。構想はあるが，それも単元展開の中で自然にできて来る場合があり，要


するにそこがはっきりしないから，何ともいいようがないのであった。 
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つまり，単元の流れの中で，作文指導として何を指導するのかが不明瞭になることへの


懸念である。その上で，以下のように論ずる（同，pp.49-50）。 


 


戦前の取材，構想，記述，批正は，ほんとうに指導過程かというと，ほんとうは


それは，文章を書く過程，いわゆる「制作過程」である。その制作過程に即して


各過程でそれぞれ適当な指導をすれば指導過程であるが，そうでなければ指導過


程ではない。 


（中略。中略は，筆者による） 


取材，構想，記述，批正は，文章を書くうえの段階であり，書かせるうえでの


段階であるから，この基本過程を無視することはできないが，学習指導というこ


とからいうと，もうすこし考え直す必要がある。 


 


このような考え方の下，輿水（1980）は，「作文の学習指導法の標準化，規格化」（p.48）


を目指し，「作文の基本的指導過程」（p.47）として，以下の六段階を提出した。 


 


 ① 導入，動機づけ，それによって書く意欲を起こし，書くことがらを持たせる 


 ② 書くことの学習の目標を立て，どう書くかを計画させる 


 ③ 実際に書く 


 ④ 訂正する 


 ⑤ 書き直す 


 ⑥ 作品を処理する，学習をまとめる 


 


この六段階については，森田（2010，p.53）が「基本的には，表現の過程に従い（１，


２，３，４6は，主題，取材，構想，記述，推敲と対応している），これを学習指導という観


点からとらえ直し，必要な段階を，前後に補ったものである」と指摘するように，六段階


中の四段階が輿水のいう「制作過程」，つまり表現過程と重なる。しかしながら，作文指導


は学習指導であることを強調し，作品として完成させることが主眼ではなく，「作文力を増


すこと」（輿水 1980，p.51）が目的であることを明確にした点において示唆に富む指摘で


ある。また，このことは，記述前，記述中，記述後という三段階を意識するとした思想と
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離れたものではない。 


そのため，記述前，記述中，記述後という三段階に区分した指導では，指導内容が曖昧


であったという指摘は，必ずしも当たらないのではないかという見方もできそうである。


例えば，間瀬（1979，pp.12-13）は，こうした問題を次のように整理する。 


 


 〈書く前の指導〉 


  題材 書くことがらの決定，意図，目的 


  取材 集材，選材，捨材 


  構想 文章の構成から輪郭まで 


 〈書いているときの指導〉 


  推敲  書きながら表現や構成に気を付けたり，表記に自ら注意したりする。 


  表記 


 〈書いたあとの指導〉 


  推敲 自己批正，相互批正 


  処理（目的に応じた処理をする。） 


   鑑賞 


   評価 


 


間瀬（1979）と近接した整理に，森田（2010）が挙げられる。森田（2010）は，「表現の


過程と表現の指導過程とは全く同じというわけではない。しかし，表現の過程を把握して


おくことが表現の指導過程を構築する前提条件である。表現の指導過程とは表現を生み出


す活動の流れ・段階を意味するものであり，表現の指導過程と基本的には重なる部分が多


いからである。」（p.52）と指摘し，以下のように整理している（同，pp.54-55）。 


 


○ 記述前指導 


(1) 動機づけ 


(2) 題材指導 


 ① 主題指導 


 ② 取材指導（集材および選材） 


(3) 構想指導 
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○ 記述中指導 


○ 記述後指導 


 ① 推敲，評価 


 ② 発表 


 


これは，記述前，記述中，記述後という三段階に加え，前述した輿水（1980）の「作文


の基本的指導過程」（p.47）の内容を踏まえたものである。 


本研究が対象とする記述中とは，飛田（1969）の整理で言えば，「５ 叙述（記述）の展


開－書き表わす」段階，輿水（1980）でいえば，「③ 実際に書く」段階，間瀬（1979）で


言えば「書いているときの指導」，森田（2010）で言えば「記述中の指導」における学習者


の状況がそれに当たる。 


以上の整理から，作文指導において，表現過程を意識することが重要であること，作文


の指導過程と表現過程は，近接しているが必ずしも一致しないこと，そして，記述前，記


述中，記述後という三段階も，実は，表現過程を意識した指導過程であったことが了解さ


れた。 


1.1.3 作文の指導過程における表現過程への着目 


 ここまで，作文の指導過程における記述中の段階の位置付けと，作文を書く表現過程そ


のものを指導の対象とすることの重要性を確認してきた。 


桑原（2002，p.179）は，作文の指導過程と表現過程との関係に触れながら，以下のよう


に論ずる。 


 


書くこと（作文）の教育は基本的に，児童生徒個人の文章表現力を高めるため


に技能と認識の両面をバランスよく指導することが大切である。技能面では，作


品重視から過程重視の流れの中で，指導過程自体の意義が薄れ，本来の意味での


文章作成過程として認識されるようになってきた。特に取材・構想段階ではイン


ベンションに関する研究が中核であり，これは技能における認識への接近とみて


よい。また，認識面でも文章表現形体の分析を通して指導法や系統への研究が進


められ，技能に接近している。つまり，表現は本来，認識と技能に分けられない


ものであるから，両者が歩み寄ることは自然なことであり，本質へ近づいていく


ことである。この個人内の技能と認識の相互作用を内的交渉と名付けておく。 
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桑原（2002）は，作文教育が表現における技能と認識との接近により，作文の指導過程


が「文章作成過程」として了解されるようになってきたとする。ここでいう認識は，


cognitionの意に近く，「心理学で，知覚・記憶・想像・構想・判断・推理を含んだ広義の


知的作用」7を指していると考えられる。今般の学習指導要領改訂に当たって初めて設置さ


れた中央教育審議会初等中等教育分科会教育課程部会「言語能力の向上に関する特別チー


ム」が提出した考え方も桑原（2002）の整理に近い（図 1.1参照）。そこには，認識，思考，


表現の関係と，それを踏まえて発揮される能力との関係が示されている。 


 


 


「言語能力の向上に関する特別チームにおける審議の取りまとめ」（2016）によれば，「『認


識から思考へ』という理解の過程から『思考から表現へ』という表現の過程につなげ，理


解したことを表現することによって自分の思考を深めること，さらには，『思考から表現へ』


図 1.1 言語能力を構成する資質・能力が働く過程のイメージ 


（「言語能力の向上に関する特別チームにおける審議の取りまとめ」2016年 8月26日，資料２


より引用） 
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という表現の過程から『認識から思考へ』という理解の過程へつなげ，表現したことを理


解し直すことによって，自分の思考を更に深めることが考えられる。」（p.7）とされ,桑原


（2002）のいう学習者の「内的交渉」を意識して議論されたことが分かる。 


表現活動に直接的に関わる箇所は，この図で言えば下部になる。作文指導に照らして言


えば，文章により表現するための力が「思考から表現へ」という過程の中で働いていると


いう図式である。とすれば，「表現」と示された部分が，本研究が対象とする作文の記述中


に当たる。 


では，この考え方が，国語科の作文指導に，実際どのように反映しているのか。 


以下は，平成 20（2008）年告示の『中学校学習指導要領解説国語編 平成 20 年９月』


（以降，『平成 20（2008）年版解説国語編』とする。）と，平成 29（2017）年告示の『中学


校学習指導要領（平成 29年告示）解説国語編』（以降，『平成 29（2017）年版解説国語編』


とする）における「Ｂ書くこと」の領域における学習過程を比較したものである。 


 


表 1.1 「Ｂ書くこと」の領域における学習過程 


『平成 20（2008）年版解説国語編』 『平成 29（2017）年版解説国語編』 


課題設定や取材 


構成 


（該当なし） 


記述 


推敲 


交流 


題材の設定，情報の収集，内容の検討 


構成の検討 


考えの形成 


記述 


推敲 


（該当なし） 


共有 


※ 類似の過程と判断したもの同士を対応して並べ，直接的に対応関係の見えないものにつ


いては，（該当なし）として示した。下線は，筆者による。        （筆者作成） 


 


下線で示したとおり，内容や構成を「検討」したり「考え」を「形成」したりといった，


学習者の思考を踏まえた学習過程であることが明確になっている。桑原（2002）のいう「内


的交渉」を視野に入れ，作文教育における技能と認識との接近を顕在化させた整理である


と見ることもできる。 


なお，『平成 29（2017）年版解説国語編』では，ここに示した学習過程を「学習過程は指
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導の順序性を示すものではない」（p.32）とし，学習過程は，必ずしも指導過程ではないこ


とを強調している。この強調が学習者の側に立った表現過程を意識したものと単純には言


えない。しかし，学習者が作文を書くことも，指導者が作文を指導することも，単線的に


は進まないことに言及しているとしてよいだろう。 


以上の点を踏まえ，作文産出過程の研究において知見をもつ認知心理学に示唆を得て，


作文の表現過程における学習者の認識の流れを確認し，本研究で対象とする記述中の位置


付けを整理する。 


1.1.4 作文産出過程における記述中の位置 


認知心理学の分野では，1980年頃から，作文を書く際に書き手の中で何が起こっている


のかを探ろうとする研究が登場するようになる（安西・内田，1981，杉本卓，1989，渡部，


1994）。作文を書く過程を，認知心理学では「作文産出過程」（安西・内田，1981，内田，


1985），「文章産出過程」（丸野，2008，柏崎，2011，山川・藤木，2014a，山川・藤木，2014b，


山川・藤木，2015a，山川・藤木，2015b），或いは「作文過程」（内田，1985，p.165）と呼


び，研究が進められることが多いようである。以降，本論においては，これらを同義とし，


基本的には「作文産出過程」と表記を統一する。その上で，取り上げる文脈に応じて文章


産出過程，作文過程の呼称を使用する。 


作文産出過程でどのような認知過程が生じているのかを推定した先駆的な研究として挙


げられるのがフラワーとヘイズ（1981）の structure of the writing model（ライティン


グ・モデルの構造）である（図 1.2参照）。このモデルは，作文産出は単線的に進むのでは


なく，「書く過程というのは下位過程が相互に行き来しながらダイナミックに行われてい


るものだということを強調し」（杉本卓，1989，p.9），作文産出過程を包括的にモデル化し


たものである点から，現在に至るまで作文産出過程の基盤的なモデルとして多用されてい


る（安西・内田，1981，内田，1985，杉本卓，1989，渡部，1994，大井，2002，大澤，2003，


丸野，2008，柏崎，2011，山川・藤木，2015a，山川・藤木，2015b）。 


フラワーとヘイズ以降の包括的なモデルの出現については，大澤（2003）に詳しい。大


澤（2003）は，それらのモデルを分析した上で「どの要素に焦点を当てるかによって各モ


デルも異なり，『書く』という行為をより一層分かりにくいものにしてしまっている感は否


めない」（p.80）と指摘し，フラワーとヘイズのモデルを評価する。また，このモデルは，


「作文過程を概観するには便利な枠組みである」（内田，1985，p.165）ことから，本研究


においては，作文産出過程の代表的なモデルとして，フラワーとヘイズのモデルを採用す
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る。 


 


 


図 1.2 から分かるように，フラワーとヘイズの作文産出過程モデルは，次の三つから構


成されている。 


・トピックは何か，読み手は誰か，書く動機は何かなど修辞的な問題と，その時点までに


書かれた文章を含む「TASK ENVIRONMENT」（課題状況） 


・トピック，読み手，作文の構想など，作文を書くために必要とする知識を含む「THE 


WRITER’S LONG-TERM MEMORY」（書き手の長期記憶） 


・構想を立てる，構想を作文に置き換える，見直す，モニタリングするという下位過程を


含む「WRITING PROCESSES」（作文産出過程） 


図 1.2 内の太い矢印が示すとおり，これら三つは作用し合い，書き手が作文を書き進め


るに当たって，必要に応じていつでも呼び出せる再帰性をもつ。また，「WRITING PROCESSES」


（作文産出過程）の下位過程は，構想を立てる，構想を作文に置き換える，見直す過程が，


書き手によってモニタリングされながら進むことを細い両矢印で示している。 


本研究が対象とする記述中は，「WRITING PROCESSES」（作文産出過程）の中の「TRANSLATING」


図 1.2 structure of the writing model （Flower ＆ Hayes1981，p.371） 
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（構想を作文に置き換える）に相当する。本研究では，この過程で学習者が書いたり消し


たり書き足したり書き直したりする言葉や行為を刻々と追いながら，書き始めてから書き


終わるまでに表出されていく言葉や行為そのものから学習者の記述中の実態を捉える。そ


のため，本論では，以降，この記述中の過程を「記述過程」という言葉で表し，論を進め


る。 


 


1.2 「記述過程」における学習支援の枠組み 


1.2.1 学習者の記述過程を支援する要素 


前項で示したフラワーとヘイズのモデルについて，内田（1985，pp.165-166）は，その


意義を三点挙げている。該当する箇所を以下に引用する。 


 


この研究の意義は３つあると筆者は考えている。第１に，作文過程そのものを


観察したことにより，作文過程に関する単線型段階モデル（たとえば Romanのモ


デル，19658や天野の紹介したヴィゴツキー・モデル，19819）を否定し，作文過程


はプランニングやモニタリング，読み返しなどの下位過程の相互交渉によって成


立する非単線的なダイナミックな過程であることを確認した点である。 


（中略。中略は，筆者による）   


第２に，書き手や課題（どういうジャンルの文章か）に応じて下位過程の関与


の仕方が変わるであろうということが示唆される点である。 


第３に，彼らの報告しているプロトコルをみてみると，作文過程は，よく言わ


れているように，書き手と書き手の想定した読者との対話ではなく，むしろ，自


分自身で伝えたいこと（思想）と生み出された表現とのズレを調整しようとする


「自己内対話」であることが示唆される点である。 


 


これらの指摘は，認知心理学の観点から作文産出過程を捉えたものである。この点を，


国語教育における作文指導の観点から読み直すと，学習者の記述過程を支援する要素を考


えるに当たって，以下の三点に留意する必要があると整理できる。 


１．プランニングやモニタリング，読み返しなどの学習者の行為が記述過程に作用する


可能性を踏まえておくこと 


２．トピックや読み手，それに基づく文種に応じて，学習者が活用する知識が設定されて
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いること 


３．学習者が，表出した言葉や内容を，自分自身で整理したり見直したりする方法が設定


されていること 


これらを踏まえれば，１．で示した学習者の行為が作用する可能性があることを前提と


して，次の二点が析出される。 


① トピックや読み手，文種に応じた知識に関する要素の設定を考えること 


② 表出した言葉や内容を，自分自身で整理したり見直したりする方法に関する要素の


設定を考えること 


このように整理していくと，学習者の記述過程を支援するものとして，①と②の要素が


存在するという構造が見えてくる。その関わりのイメージを図式化したものが以下になる


（図 1.3参照）。 


 


 


①については，学習者自身が既に持っている言語に関する知識（既有知識）や，トピッ


クに合わせて用意した知識などが考えられる。認知心理学の言葉を借りれば，基本的には


       図 1.3 学習者の記述過程を支援する要素の構成イメージ  （筆者作成） 
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宣言的な知識，つまり事実に関する知識の群を設定することになる。学習者に引き寄せて


言えば，学校で学んだフォーマルな知識ということになる。図 1.3では，丸枠で囲んだ知


識がそれに当たる。 


②については，学習者が相手や目的に応じて，自身の作文を俯瞰しながら書き進める行


為が考えられる。例えば，作文の内容について学習者の中で想起されたものを実際に言葉


として表出するまでには，相手や目的を踏まえて，どのような内容を書こうかと逡巡した


り，書く内容を整理して決定したりする思考が働くものと想定される。その中で，自身の


文章を俯瞰しながら言葉に表していくことになる。図 1.3では，菱形の枠で囲んだ方法が


それに当たる。 


①が静的な性質をもつ要素であるとすれば，②は動的な性質をもつ要素である。これら


は，記述過程における学習者の記述行為を支えるという点では共通しているが，性質が異


なる。そのため，二つの枠組みで整理することができる。図 1.3で示した四角の点線枠が


それに当たる。 


これら二つの枠組みで整理された要素は，作文指導においては，学習者が文章を書き進


めていく学習を支える要素と言えるので，本研究では，「学習支援の要素」と呼ぶこととす


る。本研究では，この二つの枠組みで整理された学習支援の要素を文種に合わせて具体化


する。学習者はそれらをどのように使いながら（或いは，使わずに）文章を書き進めてい


くか，その状況を捉えて分析，考察する。 


なお，本研究は，認知心理学の知見を参考にしているが，あくまでも学習者から表出さ


れた，視認可能な言葉や行為を捉え，学習者の学習の状況を把握する。 


1.2.2 学習支援の枠組みと言語能力との関係 


前項では，認知心理学の知見を参考に，記述過程における学習支援は，「①トピックや読


み手，文種に応じた知識に関する要素」，及び「②自分で書いている言葉やその内容を整理


したり見直したりする方法に関する要素」の二つに整理可能であることを確認した。本項


では，この二つの要素と言語能力との関係を整理することでその妥当性を検討し，学習支


援の枠組みを設定する。 


国語科教育は，学習者の言語能力の向上にその目的がある。特に，今般の学習指導要領


改訂においては，0.1.2で取り上げたように，国語科教育の目的を，コミュニケーションを


前提とした言語能力の向上という視点から改めて捉え直す必要性が認められた。 


言語能力は，コミュニケーション能力との関わりで，英語教育の立場から論じられるこ
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とが多い（達川，2001，柳瀬，2006，柳瀬，2008，柳瀬，2013，鳥飼，2017，坂本・谷，


2017）。 


その中で，坂本・谷（2017，p.62）は，「コミュニケーション言語能力（communicative 


competence）は，Chomsky（1965）の言語能力（linguistic competence）に対する批判か


ら Hymes（1972）によって，提唱されたものである」ことを前提として，1970年代から 80


年代のコミュニケーション言語能力に係るモデルを概観している10。 


本研究では，その中で坂本・谷も取り上げているバックマンとパーマー（Bachman ＆ 


Palmer，1996）11のモデルを参考にする。その理由を二点挙げる。 


一点目は，このモデルが language testing（言語に関するテスティング）の観点から言


語能力の整理を行っていることによる。バックマンとパーマーによるテスティングからの


整理は，柳瀬（2006）に詳しい12。本研究では，コンピュータを用いたテスティングである


CBT 調査を通してデータを入手し，そのデータから学習者の記述過程の実態を捉えて分析


を行うため（第 2章，及び第３章で詳述），特に language testing（言語に関するテステ


ィング）の観点からの整理は有益であると判断した。 


二点目は，バックマンとパーマー（1996）が，テストで測定すべき学習者の言語能力を


追究するために，コミュニケーション言語能力に関するバックマン（1990）の概念を踏襲


し，language ability（言語能力）を language knowledge（言語知識）と strategic 


competence（方略的能力）に整理していることによる（詳細は後述）。特に， strategic 


competence（方略的能力）について，「Canale ＆ Swain（1980）などでは補償的な役割し


かなかったが，Bachman（1990）では中核的な役割」（坂本，谷，2017，p.63）として明確


に位置付けた点において，本研究が，前項で論じた，思考を促す道具としての要素である


「方法」の側面からデータを分析する際の手掛かりとなると判断した。 


なお，このモデルの基本的な考え方であるバックマン（1990，p.93）の communicative 


language ability（コミュニケーション言語能力）の整理については，「今なお最も信頼の


おけるコミュニケーション能力論として言語教育界に受け入れられている。」（柳瀬 2006，


p.113），「『コミュニケーション能力』の構成要素については，バックマン（Bachman，1990）


が精緻なモデルを提案してる」（鳥飼，2017）というように，現在においても評価されてい


る。 


では，バックマンとパーマー（1996，p.67）が提出する言語能力のモデルを確認する。


language testing（言語に関するテスティング）を指向したこのモデルは，以下のように
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説明されている。 


 


The model of language ability that we adopt in this book is essentially 


that proposed by Bachman(1990), who defines language ability as involving 


two components: language competence, or what we will call language 


knowledge, and strategic competence, which we will describe as a set of 


metacognitive strategies. It is this combination of language knowledge 


and metacognitive strategies that provides language users with the 


ability, or capacity, to create and interpret discourse, either in 


responding to tasks on language tests or in non- test language use. 


本書で採用する言語能力のモデルは，基本的にバックマン（1990）によって提


案されたものであり，バックマンは，言語能力には二つの構成要素が含まれてい


ると定義している。それらは，言語能力，又は我々が「言語知識」と呼ぶもの，


及び一連のメタ認知的方略として説明する「方略的能力」である。この言語知識


とメタ認知的方略の組み合わせにより，言語使用者は，言語テスト課題に応答す


るか，テストをしない場合に，談話を作成し解釈する能力を得ることができる。


（和訳は，筆者による） 


 


具体的には，language ability（言語能力）を，language knowledge（言語知識）と


strategic competence（方略的能力）の二つに分け，それらの下位層を以下のように整理


し位置付けている（図 1.4参照）。 
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language knowledge（言語知識）は，以下のように定義されている。 


 


Language knowledge can be thought of as a domain of information in memory 


that is available for use by the metacognitive strategies in creating and 


interpreting discourse in language use. 


言語知識は，言語使用における談話を作ったり解釈したりする際に，メタ認知的


方略によって使用可能な記憶内の情報の領域と考えることができる。（和訳は，筆


者による） 


 


ここでは，language knowledge（言語知識）は，言語使用者がもつ知識であることが述


べられている。本研究に照らせば，記述過程において，学習者が作文を書き進めていく際


に使用する知識に関わる内容が language knowledge（言語知識）であるということができ


そうである。language knowledge（言語知識）の下位層は，organizational knowledge（構


造的知識）と pragmatic knowledge（語用論的知識）に分かれ，それぞれに更なる下位層


が設定されている。柳瀬（2008，p.86）は，「これらの『言語知識』はあくまでも静的なも


のであり，当該言語共同体で共有されているとされる慣習（conventions）あるいは慣用


（usage）であることである。あくまでも典型的・範型的に使われているパターンの集合に


過ぎない」と論ずる。これらの点から，前項で学習支援の要素として整理した「①トピッ


図 1.4 バックマンとパーマーによる言語能力の構成要素 


（Bachman ＆ Palmer1996，pp.66-75の内容を基に，筆者作成） 
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クや読み手，文種に応じた知識に関する要素」を含む概念であると認められる。 


また，strategic competence（方略的能力）は，以下のように定義されている。 


 


We conceive of strategic competence as a set of metacognitive components, 


or strategies, which can be thought of as higher order executive processes 


that provide a cognitive management function in language use, as well as 


in other cognitive activities. 


私たちは，方略的能力をメタ認知的な要素，もしくは方略の集合として考えている。


これは，言語使用や，他の認知的な活動における認知的な管理機能を提供する高次


の実行過程と考えることができる。（和訳は，筆者による） 


 


ここでは，strategic competence（方略的能力）が，メタ的，或いは高次のものである


ことが述べられている。本研究に照らせば，記述過程において，学習者が作文を書き進め


ていく際に実行する方法に関わる内容が strategic competence（方略的能力）であるとい


うことができそうである。strategic competence（方略的能力）の下位層には，「目標設定」


（何を行うか決定する），「アセスメント」（何が必要とされているか，何を処理しなければ


ならないか，そして，どのくらいうまくやれたかを判断すること），「計画」（持っているも


のをどう使うか決定する）が位置付く。これら下位層の内容から，strategic competence


（方略的能力）は，操作的なスキルであり動的なものを示していることが分かる。本研究


で学習支援の要素として整理した「②表出した言葉や内容を，自分自身で整理したり見直


したりする方法に関する要素」を含む概念であると認められる。メタ認知的な構成要素が


含まれることを踏まえれば，前項でフラワーとヘイズ（1981）のモデルから整理した，記


述過程の実態を捉えるための枠組みに係る留意点「１．プランニングやモニタリング，読


み返しなどの行為が記述過程に作用する可能性を踏まえておくこと」という，本研究で用


いる枠組みを設定するに当たっての前提とも符合する。 


この点を，国語科教育の立場から整理すれば，strategic competence（方略的能力）の


一部は，メタ言語能力に関わる内容を示すものであると言える。メタ言語能力については，


「言語についての自覚的な運用を可能にする能力」（松崎，1991，p.27）であるとして，国


語科教育においては，松崎（1991，1992，1993）によって注目される13。また，認知心理学


の立場から作文産出過程を研究している内田（2016）は，言語自体を自覚的に捉える意識
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をメタ言語意識14とし，「要するに自分たちが使っている言語を対象化してとらえ，自覚化


することである。」（p.111）と説明している。そこで，本研究では，記述過程において，学


習者が表出した言葉や内容を自分自身で整理したり見直したりする働きをメタ言語能力と


整理する。 


なお，strategic competence（方略的能力）について，達川（2007，p.19）は，「学習者


の言語意識・性格・背景知識と作用し合いながら，コミュニケーションの目標設定・計画・


実行を含む，言語使用に向かう行動過程を司る能力」として整理する。このことを考えれ


ば，本研究で整理した内容は，strategic competence（方略的能力）に包摂されるもの，


つまり strategic competence（方略的能力）の一部であることを改めて踏まえる必要があ


る。 


以上，認知心理学の知見，及び language testing（言語に関するテスティング）を指向


した言語能力の知見を参考に，本研究で整理した学習支援の枠組みについて，その妥当性


を検討してきた。その結果，その方向性は概ね適切であることが了解される。 


そこで，学習支援の枠組みとその要素の内容を提出する。この枠組みは，学校教育で採


用する枠組みであることから，学校教育法に示された学力観と矛盾のないものであるとい


うことを視野に入れ，学習者の記述過程において発揮される資質・能力に鑑みて設定して


いる。 


具体的には，《知識的な要素》と《方法的な要素》という二つの枠組みを設定し，その要


素の内容を以下のように整理する（表 1.2参照）。 


《知識的な要素》は，語句，文法，表記など，記述に必要な知識と，トピックや読み手，


文種に応じた知識に整理する。前者は，言葉の特徴やきまりなど言語に関する知識，後者


は，文種特有の規範を含む言語文化に関する知識と密接に関わる。 


《方法的な要素》は，相手や目的を踏まえる行為と，自分が表出した言葉や内容を自身


で整理したり見直したりする行為に整理する。前者は，相手意識などコミュニケーション


に関するメタ言語能力，後者は，文章作成など記述行為に関するメタ言語能力と密接に関


わる。 
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表 1.2 記述過程における学習支援の枠組みと資質・能力との関連 


学習支援の枠組み 要素の内容 記述過程で発揮される資質・能力 


《知識的な要素》 


 


語句，文法，表記など，記述


に必要な知識 


Ａ：言葉の特徴やきまりなど言語に


関する知識 


トピックや読み手，文種に


応じた知識 


Ｂ：文種特有の規範など言語文化に


関する知識 


《方法的な要素》 


 


相手や目的を踏まえる行為 


 


Ｃ：相手意識などコミュニケーショ


ンに関するメタ言語能力 


自分が表出した言葉や内容


を自分自身で整理したり見


直したりする行為 


Ｄ：文章作成など記述行為に関する


メタ言語能力 


（筆者作成） 


 


学習者が文章を書き進めていくに当たって，《知識的な要素》は，主として，個々の学習


者が自身の知識量に応じて使用する知識を支援するものとして設定する。《方法的な要素》


は，主として，相手（読み手）や目的に応じて，記述する内容や言葉，表現を吟味する行


為を支援する。 


このように整理していくと，指導者が学習者に求める文章は，《知識的な要素》が適切に


理解されていることを基本とし，《方法的な要素》による試行錯誤を通して，文章中で扱う


言葉や表現が駆使されたものであることが導き出される。本研究においても，記述過程を


通して学習者から最終的に表出された文章については，これらの状況を捉えて考察する。 


 


1.3 記述過程を分析するための文種選定の条件 


本研究において採用する文種を選定するに当たっては，次の三点に留意する必要がある。 


一点目は，手続きの問題である。1.2.1で示したように，内田（1985，p.166）は，フラ


ワーとヘイズのモデルについて，「書き手や課題（どういうジャンルの文章か）に応じて下


位過程の関与の仕方が変わるであろうということが示唆される点」を評価している。これ


は，書き手の状況と取り上げる文種の設定が，記述過程の分析に影響されるということを


意味している。本研究における手続きとしては，まず，記述過程を分析するに当たって採
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用する文種を選定すること，次に，書き手を設定することになる。 


二点目は，序章で取り上げた現代的な課題と関わって，言語がもつコミュニケーション


の機能を明快に意識できる文種であることである。つまり，相手や目的が明確な文種を採


用することになる。 


三点目は，二点目に関わって，《知識的な要素》である「トピックや読み手，文種に応じ


た知識」の具体的な内容が明確に設定できる文種を採用することである。 


さて，二点目に掲げた，誰に向けて書くのかといった相手意識や何のために書くのかと


いった目的意識を学習者にもたせるという点については，序章で述べたコミュニケーショ


ンへの着目と関わって，作文指導の継続的な課題である。この点は，本研究で採用する文


種に関わる重大な眼目であるため，以下，先行研究を踏まえて整理しておく。 


雑誌『国語の教育』（国土社）№4（1968.4）に「作文指導の問題点はどこか」をテーマ


にした座談会が紹介されている。この座談会は，滑川道夫を司会として，二名の小学校教


師（荒木千春子，田宮輝夫），日本作文教育研究会会長（座談会当時）の八木橋雄次郎の計


四名によるものである。その中で，八木橋（1968，pp.10-11）は，以下のように述べる。 


 


いままでの作文教育は，ややもすると，何をどう書かせるかということにのみ集


中していて，何のために書くかという，必要意識，目的意識というものを養って


ないんですね。作文教育の歴史がそれを実証していますよ。課題主義だ，自由選


題主義だ，あるいはジャンル主義といっても，何を書くか，どう書くかというこ


とに集中してしまって，子どもに，自分は何のために文章をかかなければならな


いかという必要意識，目的意識というものを育てることが，非常に稀薄だったと


思うんです。 


 


八木橋は，後に，「もちろん指導者側には，作文教育としての目的論はあった。目的論の


ために，幾度となく論争が繰り返され，今日にいたってはいるのだ。が，かんじんの書き


手である児童・生徒には，『何のために書くか』『なぜ書くか』の必要意識や目的意識を育


てることなどにはおかまいなく，いきなり，取材－構想－叙述の過程を押し付けてきたの


である。」（八木橋，1994，p.76）と，座談会当時と同様の問題点を指摘するとともに，作


文指導を学習者側から見直す必要があることに言及している。論争とは，昭和 20年代後半


から 30 年代始めにかけて展開したいわゆる作文・生活綴り方教育論争15を指す。つまり，
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八木橋（1994）は，座談会の中で，何を書くか，どう書くかといった議論が繰り返される


中で，肝心の行為主体である学習者が不在であり続けているといった批判を展開したので


ある。これは，西尾（1951）が，当時の作文指導は，自己の真実を表現するという主体的


立場の確立にだけあったと言及し，「誰に読ませるかという相手が，具体的に決定しないと，


書く立場は，本ぎまりにはならない。書くべき事柄の選定も，書きかたの決定も，それを


読む相手の想定に導かれて，はじめて可能になる。」（p.108）と指摘してきたことと通底す


る。 


また，西尾（1951）は，「生活綴方」 に代表される自己表現を第一とした作文を，自己


感情に甘えた勝手な書きものになっているとし，「これまでの作文教育には，『私』の眞実


を尽すという，個人的・主観的表現主義の徹底はあったが，『公』の眞実を立てるという，


社会的，客観的なコミュニケーションの要求は，まだ，はっきりとした形をとっていなか


った。」（p.109）と指摘し，社会生活を志向した作文指導の必要性を論じた。 


これを受けて倉澤（1956，pp.108-109）も「ほんものの作文教育をかっぱつにするため


には，相手を意識すること，および目的を意識することの二つを，もっと大事にしていか


なければならない。」とし，「日本人の文章のいびつ（思ったことをなんとなく書くことに


すぐれ，目あてをきめてはっきりと表わすことに欠けていること）を強く反省し」，相手や


目的を意識したコミュニケーションを踏まえた作文指導を強調した。 


この相手意識や目的意識について，継続的な課題であるとしたのは，学習者の作文に対


する現状を述べた河野（2019，p.39）の発言から首肯することができよう。 


 


「書くこと」を苦手に思っている児童・生徒は依然として多い。その中でも，


説明文や意見文を書くことが苦手な児童・生徒は多いと思われる。その原因はど


こにあるのだろうか。小学校での書くことの指導は生活文が中心である。高等学


校の小論文指導は，大学入試のために書かされているというのが現状である。つ


まり，「書くこと」が他者へ向けての営みとなっていないこと，自らの考えを持つ


ということの必然の場を持ち得ていなかったことが，「なぜ書くのか」ということ


を学習者たちに切実に考えさせる契機とはならず，教師から与えられる課題へ向


けて「書くこと」の苦痛のみが残っているということになっているのであろう。 


 


河野（2019）は，依然として書くことに抵抗感をもつ学習者の存在の原因を，二点に分
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けて分析している。一点目は，「書くこと」（本研究における作文と同義。注は，筆者によ


る）が他者へ向けての営みとなっていないこと，二点目は，学習者にとって「書くこと」


が必然の場となっていないことである。結局のところ，作文指導における課題は，学習者


の相手意識と目的意識の問題に集約されるのである。 


書く場の設定の重要性については，首藤（2004，p.14）が「書くことの学習支援にとっ


て，まず必要なことは，学習者が，何らかの生活上の役に立てるという目的を持って書く


ことができる場を組織して，その場の活動に学習者を参加させることである。」として，


国語教育の歴史を繙きながら作文指導における場の重要性を指摘している。 


以上の点から，本研究では，以下の条件を満たす文種を取り上げることとする。 


① 相手意識と目的意識を明確に設定できること 


② 文種に応じた知識を明確に設定できること 


③ 社会とのつながりを志向した場を設定できること 


加えて，本研究は CBT調査を通して，学習者の記述過程の基礎データを得るため，以下


の条件を加える。 


④ 一単位時間で書き上げることが可能であること 


 


1.4 対話的文章である手紙文の採用 


本研究においては，前述の四つの条件を満たすものとして手紙文を採用することとする。


以下，条件に沿って，手紙文を選定した理由を詳述する。 


「① 相手意識と目的意識を明確に設定できること」に関して，手紙文を書く学習は，不


特定多数を対象とする文種を書く学習と違って，一対一の明確な相手意識とそれに伴う目


的意識を設定しやすい。学習者にとっては，書く目的が明確なので，読み手を具体的に想


定でき，書く内容も具体的に想起しやすいという特徴をもつ。この点については，西尾（1961，


p.30）が通信という切り口から，以下のように指摘している。 


 


通信の本来は，知り合っている二人の間にやりとりされる通じあいで，いわば対


話的文章といってもいい。その二人がところを隔て，時をへだてているために，


対話し問答するかわりに，書きことばの文章によってその通じあいを行なう方法


である。いいかえると，書く人に，書く必要があって書く文章である。だから，


書くべきこともわかっているし，相手がわかっているから，書くことばも決定さ
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れてくる。「書くこと」からいって，一番書きやすい文章である。どんなに書き


なれない人でも，そのことばを表記する文字と符号を知っていさえすれば，比較


的容易に書くことができるのがこの対話的な「通信」である。 


 


菅原（2003，p.113）も同じく，次のように手紙文の特性について言及する。 


 


手紙文の指導は，何のために何を書くのか，書くことの意義と目的を自覚し意識


させることが容易である。学習者は相手の顔を目の前に思い浮かべながら，比較


的気軽に書くことができる。相手がはっきりとした手紙文であれば，「書くこと


がない」「何について書いて良いのかが分からない」等とはなりにくいからであ


る。 


 


つまり，手紙文は，読む相手を意識しながら書くことに適した文種であり，具体的な活


動の場を設定しやすいのである。また，「③ 社会とのつながりを志向した場を設定できる


こと」に関わって，教室外の相手を手紙文の読み手とすれば，現実感をもった言語活動を


比較的容易に設定することが可能である。 


この点については，0.1.2 で述べたコミュニケーションにおける現代的な課題と無関係


ではない。手紙文は，時や所を隔てた「対話的文章」（西尾，1961，p.30）であり，社会に


おける他者との対話である。インターネットは，時や所の制約を越えてリアルな対面や対


話に近接した場を提供している。しかしながら，現時点での学習者のリアルは，言葉の変


容，そのよしあしは別として，SNS 上の書き言葉によるコミュニケーションが圧倒的であ


る。コミュニケーションを前提とした書く能力の育成を考えるには今が適時である。 


手紙が対話的であるという点について，橘（1977，p.6）は，「書簡の特性としては，文


章性のほかに対話性があげられる。対話性は，元来音声言語に見られる性質であつて，文


書である書簡に対話性が認められること，この二つの一見矛盾するやうにみえる性質を共


存させてゐるところに，書簡の特質がある」とその特性を整理している。学習者の日常に


おいて，手紙を書く機会は極めて少なく，彼らの生活から遠く離れたところにある。しか


し，現在も小・中学校全社の教科書に掲載されており，歴史的にも作文指導の基本である


とされる経緯をもつ（西尾，1961，pp.29-30）。例えば，菅原（2003，p.113）は，昭和 30


年代に書かれた手紙文に関する複数の論考を基に，以下の点を強調する。 







- 37 - 


 


 


作文としての手紙文の指導は，ただ手紙の形式や書式を形として教えることだ


けを目指すものではない。他の文種（ジャンル）の指導にも通じる，作文におけ


る相手意識，言い換えれば，すべての作文が，常に読み手としての相手を意識し


て書かれるべきことを，最も具体的な活動の場として教えることであるとする。


手紙文を書かせることだけが目的ではない。それを通して，作文における相手意


識を自覚させるためにも，手紙文の指導があるととらえるのである。 


 


この指摘を踏まえれば，子供たちを取り巻く今日的な課題は，手紙文の指導を改めて考


えることでその活路が見いだせる可能性があるとさえ考えられる。つまり，明快に特定の


他者との確かなつながりを意識しながら言葉を書き綴る手紙文の学習は，相手を具体的に


想像しながら言葉を吟味，創出する行為を促し，言語コミュニケーションの変容に伴った


今日の課題を解決する一助となるのではないかということである。そういった意味では，


本研究では手紙文を，社会生活を営む上での言語生活の一部という捉えでとどまるもので


はなく，劇的に変化するこれからの社会生活において必要となる書く能力の育成を図るた


め，可変的に存在しうる題材としての可能性をもつものとして捉える。 


書き言葉の機能的な側面に着目すれば，轡田（1999）が指摘するように，手書きでも活


字でも，郵送でもインターネットでも，姿が違うだけで「いまの世には，手紙，はがきの


類があふれているのである。つまり，『手紙の時代』。」（p.10）と見ることもできる。加え


て，「手紙の時代」は「言葉の時代」（同，p.167）と同義であるとする。媒体は違うが，言


葉によるコミュニケーションが盛んに行われている現代の状況を言い当てている。 


また，渡辺（2002，p.68）は，手紙文について，相手と目的が強く意識される文種であ


ることを，コミュニケーション教材としての可能性という視点から，以下のように論じて


いる。 


 


第一に，手紙文を書くということが，相手を特定し，直接的に相手に働きかける


ことから，コミュニケーションの最も小さな単位である一対一の関係を成立させ


ることができる。第二に，手紙文を書くことで，コミュニケーションの相手意識


や目的意識がより明確化されると同時に，相手からの返信によって，受け取った


相手の反応を知ることができる。そのことで自分の書いた手紙（作品）の効果を
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よりはっきりと知る。第三に，対面で行うコミュニケーションの持つ直接性と違


って，文字を媒介とする点で，相手とある一定の距離感を保ち得る。 


 


この点からも，相手や目的を意識したコミュニケーション教材として手紙文が適してい


ることが了解される。 


「② 文種に応じた知識を明確に設定できること」については，手紙独自の文章構成，時


候の挨拶，頭語や結語の用語，敬語の使用など，手紙文は，手紙文特有の知識を必要とす


ることにその特徴がある16。橘（1996，p.1）が，「手紙特有の用語をも含めての，形式ま


たは書式がある点については，手紙文だけの特性であるかのように見られ勝ちであるが，


手紙に限らず全ての文章には，元来何らかの書式があったとみられる。」と指摘するよう


に，文章には，いずれの文種においてもその濃淡はともかく一定の知識が存在するが，手


紙文はそれが明快である。文種に応じた知識が明確な手紙文を対象とすることで，記述過


程の様相を知識の側面から明確に分析することが可能となる。安西（1980，p.206）は，「作


文は，知識に基いて新しい表現を創り出す過程の典型的な例である。」とする。作文の記


述過程を分析するに当たって，まずは，文種に応じた知識が明快な手紙文を取り上げるこ


とは，安西（1980）がいう「典型的な例」を踏まえるといった点からも有効であると判断


した。 


「④ 一単位時間で書き上げることが可能であること」については，小学校，中学校，い


ずれの校種においても学習する内容であること，そのため基本的に書いた経験を有してい


ると想定されることが根拠として挙げられる。三浦(2017)は，「国語科学習指導において，


『手紙』という形式は，学習者からみれば特別なものではない。また，『手紙』の形式そ


のものも，いくらメールの時代だといっても，廃れているわけではなく，手紙を書く必要


性の自覚はあり，その学習のモチベーションとしても有効である。」（p.75）とし，手紙


文を書くという行為そのものが国語科における様々な授業場面で用いられることを挙げ，


「『手紙』という形式は，条件，枠が定められている点で，意外と書きやすい状況を生む


可能性がある」（同，p.78）としている。手紙文は一定の形式をもつことから，説明文や


意見文等他の文種と比較して，書き上がった文章の全体像が想像しやすい。その上で，学


習者にとっては，記述過程において，一定の形式と，相手への思いや内容との双方が同時


に求められることから，自由に思いを綴る文章などと比較すると，ある種のハードルの高


さをもつ文種とも言える。このことから，学習支援の必要性も確認できる。 
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以上の点から，本研究では，研究対象に手紙文を採用することとする。 


 


1.5 対象とする学習者の決定 


本研究において対象とする学習者は，以下，二点の理由により中学生とする。 


一点目は，本研究で採用する CBT調査は，コンピュータにおけるマウスやキーボード操


作を必要とすることによる。コンピュータにおけるキーボード操作については，小学校，


中学校ともに，現行の平成 20 年版学習指導要領上は学習内容として明記されていない17。


また，文部科学省では，国公私立の小学校第５学年の児童（116校 3343人），中学校第２


学年の生徒（104 校 3338 人）を対象に，コンピュータを用いた情報活用能力調査を平成


25（2013）年 10月から平成 26（2014）年 1月にかけて実施している。その中で，小・中


学校各一校を抽出し，文字入力時のログや調査実施時の観察などを基にキーボード入力を


分析したところ，まったく文字入力ができない小学５年生が 43％（32人中 14人），中学２


年生が 3％（30人中 1人）であったという結果が出ている18。これらの状況に鑑み，現時点


では，技術家庭科等で触れることをはじめとして，キーボード操作において小学生より経


験が豊富である中学生を対象とするのが実際的であると判断した。 


二点目は，自分が書き進める文章を一定程度客観視しながら書くことができる時期であ


ると判断したことによる。この点は，メタ認知的な性質をもつ strategic competence（方


略的能力）の使用の分析に関わって重要である。戦後を代表する国語教育者であり，中学


校国語科教師である大村はま（1973，p.112）は，中学生の状況を「中学校の作文でたいへ


ん目だっていることは相手と目的をはっきりさせて書くということだと思います。対象を


はっきり頭に置いて，相手は，読み手はだれか，その読み手にどういう影響を与えるため


の書きものか，ということを考えて書くというのが，中学校の作文の大事な点になってい


るのです。小学校でもその点に触れておりますけれども，中学校は全面的にその立場に立


っています。」と分析し，中学生においてメタ言語能力が顕現することを指摘する。この


点については，山室（2005，pp.31-32）も，以下のように述べる。 


 


小学校段階では，就学前に身につけた話し言葉による言葉の有様を，書き言葉


で再認識していく過程の中で，言葉そのものに対する意識が一度強化されていく


はずである。そして読む・書く（聞く・話す）活動を通して，教師の支援も加わ


りながら，比較的自覚することが少なく言葉の質を高めていく。 
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しかし，中学校段階に入ると，これまでの学習を客観的かつ体系的に整理して


いくことが可能となる。いわゆるメタ言語能力の活用という段階に入るのである。 


 


中学校は，自覚的に言葉の質を高めていく段階に入ることを指摘している。 


以上の点から，相手意識や目的意識をもつことに加え，言葉についての知識を活用しな


がら，自身が書いた文章が相手にどのように作用するかを自覚しながら書くことを求める


ことができるのは，中学校段階であると判断した。 


なお，副次的な理由として，「OECD生徒の学力到達度調査（PISA2015）」における日本


の読解力に関する課題を挙げることができる。いわゆる PISA調査は，高等学校本科の全日


制学科，定時制学科，中等教育学校後期課程，高等専門学校の１年生を対象として実施さ


れるが，日本の子供たちは，自由記述の問題に依然として課題があることが明らかになっ


ている19。読解力の問題について日本の平均無答率を出題形式別に見ると，「多肢選択・複


合的選択肢」については１％，「求答・短答」については３％であるのに比べ，「自由記


述」については 13％である。この点において，高等学校の前段階であり，かつ義務教育最


終段階である中学校における記述状況を把握することが，本研究においても一定程度可能


であるのではないかと考えたことによる。 


 


1.6 コンピュータの使用について 


本研究では， 0.1.1 で取り上げた間瀬（1979）とは別の観点から個々の学習者の記述過


程の様相を把握するために，CBT 調査を実施する。コンピュータを使用することで，学習


者個別の記述過程における詳細なデータを容易に得ることができるからである。この点に


ついては，既に 25年も前に，入部（1994，pp.197-198）が次のように指摘している。 


 


教師が一人で四十人分のファイルを作成することは大変だが，子どもたち自身で


全ての文章をきちんとファイルに整理でき，それをいつでも教師が参照できるの


ならば，四十人の表現過程を把握していくことも不可能ではない。 


（中略。中略は，筆者による） 


コンピュータ上で書いた文章は，フロッピーにかきこんで保存するか，文章に手


を加える際に元の文章は保存したまま，修正した新しい文章を加えていけば，全


ての文章が保存できることになる。 
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入部（1994）は，学習場面における日本のコンピュータ利用，及びその理解が，欧米諸


国と比べて遅れている点を指摘し，コンピュータ利用によって可能になるであろう新しい


作文指導形態の可能性を論じている。現在，フロッピーという記憶媒体は消滅しているが，


本研究におけるコンピュータ使用の基本的なスタンスは，入部（1994）が当時提案してい


る作文指導におけるコンピュータ使用の意義と同様のものである20。コンピュータ使用の


ノウハウを論ずることではない。 


現時点では，入部（1994）の指摘を踏まえた作文指導の実践は，残念ながら見当たらな


い。しかしながら，次の二点において，入部（1994）の指摘は極めて先見性があり，特に，


作文指導において重要なものであると言える。 


一点目は，前述の PISA2018 における読解力の平均得点の低下に影響を与える要因の一


つに，学習者のコンピュータ画面上での読解や操作が不慣れである点が挙げられたことで


ある。勿論，ICT21ありきではない。だが，同調査で実施された ICT活用調査22によると，日


本は，学校の授業（国語，数学，理科）におけるデジタル機器の利用時間が短く，OECD加


盟国中最下位である。また，学校外で多様な用途にデジタル機器を利用しているものの，


他国と比較して，ネット上でのチャットやゲームを利用する頻度の高い生徒の割合が高く，


コンピュータを使って宿題をする頻度が OECD加盟国中最下位であるとの結果が出ている。


換言すれば，学習に ICTを使用していないということである。私たちが仕事で書く文章は，


現在，ほぼワープロソフトを使用したものであるとして間違いない。とすれば，社会生活


を志向した教育を考えたとき，義務教育修了段階で，作文指導が ICTの使用を考えないわ


けにはいかないだろう。それはまた，後述するように「指導」という側面からも有効なツ


ールとしての価値をもつ。 


 二点目は，令和元（2019）年に国が打ち立てた GIGAスクール構想23との整合の点からで


ある。文部科学省は，ICT の本格的な運用に本腰を入れるべく莫大な予算を充てている。


これは，一人に一台の端末，及び高速大容量の通信ネットワークを学校に整備し，多様な


子供たちを誰一人取り残すことのない，公正に個別最適化された学びの持続的な実現を図


るためのものである。これが実現して初めて，入部（1994）の指摘した学習が汎用的な実


現をみると思われる。本研究は，その先駆けとも言える。 


本研究で採用する方法は，コンピュータを使用することで，一人の指導者が学習者全員


の個別の記述過程を捉えることが可能である。具体的には，0.2 で触れたように，学習者の
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記述中の画面を２秒ごとにキャプチャすることでログを取り，使用中の USBメモリに保存


する。その保存されたキャプチャを確認することで個々の学習者の記述過程の様相を捉え


ることができるという仕組みである24。 


個々の学習者のキャプチャは，調査時間を 50 分とすると一人 1,500 枚程度になる計算


である。一見すると膨大とも思えるキャプチャの枚数であるが，それらを確認する行為は，


キャプチャを連続再生することができるフリーソフトを使用することで簡便に，かつ短時


間で可能となる。学習者のキャプチャを連続再生しながら，確認したい記述のタイミング


で停止したり，再確認するために戻ったり，再生スピードを変更したりしながら記述過程


の状況を把握できる。 


この手法は，本研究で独自に開発したものである。入部（1994）は，喫緊の課題として


作文教育におけるコンピュータの役割の明確化を提言し，「その答えは，作文学習におけ


るコンピュータの利用方法等という単純なものではなく，指導方法の変革そのものにその


答えがある。」（p.202）と論ずる。本研究におけるコンピュータ使用は，基本的に学習者


の記述過程の基礎データ入手が第一の目的であるが，指導方法への提案の素地となる可能


性をもつことは，前述した GIGAスクール構想の内容と照らしても明らかである。それは，


指導者だけではなく，学習者自身が操作することを基本としているからである。学習者は，


自分のペースやタイミングに合わせて，必要なときに必要な学習支援の要素を自ら選択し，


作文を書き進める。加えて，自身の記述過程を辿り，自分がどのように文章を書いていく


のかを自覚しながら書き進めることをも可能にするシステムを，本研究では構築している。 


もっとも，マウスやキーボードを使用して文章を書き進めるという点，第２章，及び第


３章で詳述する CBT調査問題を通して一定の時間で文章を書くことを条件としている点に


おいて，通常の国語科の授業における作文指導とは異なる状況下であることを確認してお


く。つまり，本研究で得た成果と課題は，現在の国語科の作文指導において，単純に一般


化できるものではないということである。特に，通常の国語科の授業では，指導者は，個々


の学習者の学習の状況等，個性に鑑みながら指導を行うが，本調査においては，基本的に


指導者は介入せず，学習者は自力で手紙文を書き進める。見方を変えれば，本研究は，一


旦指導者の介入や個々の学習者の個性に応じた指導を排除することで見えてくる学習者の


記述行為を捉え，分析することにその独自性がある。国語科教育研究において停滞してき


た記述中指導の具体的な在り方を考えるに当たって，国語科の作文指導を観察中心で行わ


れてきた今までの手法とは違う切り口で学習者の文章を捉えることで，その端緒を開く可
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能性をもつ。 


 


1 本研究でいう文種とは，「文章をその内容，機能，対象，認識・思考などの観点から類


別したものである。書くことの教育では，生活文，日記文，記録文，説明文，紹介文，手


紙文，詩歌，報告文，報道文，物語文，随筆，意見文などが取り扱われる。」（中西淳，


2015，p.100）との定義に基づく。 
2 B.S.ブルーム, J.T.ヘスティングス, G.F.マドゥス著，梶田叡一, 渋谷憲一, 藤田恵璽


訳（1973）『教育評価法ハンドブック－教科学習の形成的評価と総括的評価』第一法規，


B.S.ブルーム他著，渋谷憲一, 藤田恵璽, 梶田叡一訳（1973，1974）『学習評価ハンドブ


ック』（上，下）第一法規を指す。 
3 「記述」と同義。 
4 「推敲」，「批正」と同義。 
5 作文指導における評価と処理の問題については，「作文の学習指導の問題は，煎じ詰め


るといつも評価の困難性，処理の煩雑性の問題に帰着する。作文の方言力をもっと明確に


評価することができ，できあがった作品をもっと容易に処理することができるなら，作文


指導は，もう少し気軽に取り組むことができるであろう。けれども現状では，とくに記述


語に取り組まなければならぬ評価・処理の煩雑さゆえに，つい作文活動そのものをも回避


してしまうという方向に傾きがちである」（井上 1982，p.248）とされる。この点をふま


えれば，評価と処理に係る内容は，作文指導特有の課題を含むものであるとも言えるが，


本研究の対象ではないため，ここでは言及しない。 
6 前述の「作文の基本的指導過程」の①から④を指す。 
7 日本国語大辞典第二版編集委員会，小学館国語辞典編集部（2001）『日本国語大辞典第


二版』第十巻，p.562.による。 
8 「あまりよく文章が書けない人は，そもそも書き始める前にあまりよく考えていない，


ということを指摘し，文章を書き上げるまでには３段階の作業があると言っている。その


３段階とは，「書くための前作業」（prewriting），「書くこと」（writing），「書き直し」


（rewriting）である。（中略）文章を書き上げるということは，この３段階の作業を逐次


的・単線的（linear）に繰り返していくことによって成り立っているのだ，というのがロ


ーマンの考えである。」（杉本卓，1989，p.2） 
9 天野（1981）は，「思考と言語行為 特にヴィゴツキー学派の内言研究を中心に」と題


して，文章産出過程についてのヴィゴツキー・モデルを紹介している。 
10 坂本・谷（2017）は，カナルとスウェイン（Canale ＆ Swain，1980），カナル


（Canale，1983），バックマン（Bachman，1990），バックマンとパーマー（1996），セル


セ・マーシアら（Celce-Murcia et al., 1995）, セルセ・マーシア（Celce-Murcia，


2007），ネウストプニー（1995）のコミュニケーション言語モデルについて，その特徴を


論じている。 
11 「Bachman（1990）から大きな変更はない。ただし，能力（competence）とあったもの


が，知識（knowledge）になっている。（中略。中略は，筆者による。）また，Bachman 


（1990）にはあった心理・生理学的機能（psychological mechanisms）が，Bachman ＆ 


Palmer（1996）ではなくなっている。」（坂本，谷，2017，p.66） 
12 柳瀬（2006）は，バックマンとパーマーを含め，1990年代に行われたコミュニケーシ


ョン能力論の成果と課題を詳細に検討している。 
13 松崎（1991）は，1991年からメタ言語能力を育てる教材開発に関する報告を重ね，国


語科においてメタ言語能力を育成する必要性を論じている。 
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14 メタ言語意識は，メタ言語能力と同義で使用されることも多い（松崎，1991，生越，


2007）。本研究では，メタ言語能力と同義とし，統一してメタ言語能力とする。 
15 「作文・生活綴り方教育論争とは，昭和戦後期の作文教育界において，作文か綴り方


かという名称をめぐる問題から，国語科作文における文章表現指導重視の立場か，国語科


の枠外に広く生活を育て人間を育てる方法としての生活綴り方的教育方法をも含めた生徒


指導重視の立場か，といった争点のもとに行われた論争である。」（大内（1991）「作文・


生活綴り方論争」国語教育研究所編『国語教育研究大辞典普及版』p.398） 
16 手紙については，その歴史や様式の変遷も含めて小松（1976）に詳しい。本研究は手


紙文に関する研究ではないため，その変遷を確認するに留める。 
17 コンピュータにおけるキーボード操作については，「小学校学習指導要領（平成 29年


告示）」の総則において，初めて，各教科等において配慮する事項に，「ア 児童がコンピ


ュータで文字を入力するなどの学習の基盤として必要となる情報手段の基本的な操作を習


得するための学習活動」（p.22）の充実を図ることが示されている。 
18 文部科学省（2015）「情報活用能力調査（小・中学校） 調査結果（概要版）」第４章


https://www.mext.go.jp/component/a_menu/education/detail/__icsFiles/afieldfile/2


015/03/24/1356189_04_1.pdf（2019年 12月 30日最終閲覧） 
19 文部科学省・国立教育政策研究所（2016）「OECD生徒の学習到達度調査（PISA2015）の


ポイント」 https://www.nier.go.jp/kokusai/pisa/pdf/2015/01_point.pdf（2019年 11


月１日最終閲覧） 


なお，2019年 12月に，PISA2018の結果が公表され，引き続き読解力に課題があること


が分かった。文部科学省・国立教育政策研究所（2019）「OECD 生徒の学習到達度調査


2018年調査（PISA2018）のポイント」


https://www.nier.go.jp/kokusai/pisa/pdf/2018/01_point.pdf（2019年 12月 30日最終


閲覧） 
20 入部（2002）では，アメリカの作文教育におけるコンピュータを活用したインターネ


ットの可能性を探究し，作文教育の在り方そのもののパラダイムシフトを提案している。 
21 Information and communication technologyの略。情報通信技術のこと。（『日経パソ


コン用語事典 2011』日経 BP社，p.196） 
22 「生徒に，携帯電話，デスクトップ/タブレット型コンピュータ，スマートフォン，ゲ


ーム機など，様々なデジタル機器の利用状況について尋ねた調査」である。注 19で示し


た「OECD 生徒の学習到達度調査 2018年調査（PISA2018）のポイント」による。 
23 文部科学省（2019）「GIGAスクール構想の実現パッケージ」


https://www.mext.go.jp/content/20200117-mxt_jogai02-000003278_001.pdf（2020年 1


月 20日最終閲覧） 
24 杉本直美（2016）では，中学校国語科における思考力，判断力，表現力等の能力を測


定するために，「全国学力・学習状況調査」のＢ問題で意識されている課題解決の過程を


コンピュータ上に再現することで，より実際の学習場面に即した調査問題を開発を試みて


いる。（科学研究費助成事業基盤研究(C) 24531167）本研究で採用する手法は，この延長


線上にある。 



https://www.mext.go.jp/component/a_menu/education/detail/__icsFiles/afieldfile/2015/03/24/1356189_04_1.pdf

https://www.mext.go.jp/component/a_menu/education/detail/__icsFiles/afieldfile/2015/03/24/1356189_04_1.pdf

https://www.nier.go.jp/kokusai/pisa/pdf/2015/01_point.pdf

https://www.nier.go.jp/kokusai/pisa/pdf/2018/01_point.pdf

https://www.mext.go.jp/content/20200117-mxt_jogai02-000003278_001.pdf
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第 ２ 章 


 


手紙文における学習者の記述過程の実態を捉えるための調査 


 


2.1 調査の目的 


 本調査は，学習者の記述過程の実態を捉えるための調査である。具体的には，第１章で


提出した学習支援の枠組みである《知識的な要素》と《方法的な要素》を踏まえて筆者が


開発した CBT 調査を実施する１。そこで得た記述過程のデータを追いながら，学習者一人


一人が手紙文を書き始めてから書き終わるまでに表出される言葉や行為を分析する。 


 


2.2 調査の方法 


手紙文を題材に，筆者が作成した CBT調査を 45分間で実施する。 


 本研究で提出した学習支援の枠組みである《知識的な要素》と《方法的な要素》に沿っ


て，手紙文記述における学習支援の要素を整理し，学習支援ツールとしてコンピュータ画


面上に設定した。 


2.2.2で詳述するが，《知識的な要素》には，文種特有の規範として，頭語や結語，時候


の挨拶など，手紙を書く上で必要な手紙文特有の知識を一覧できる「手紙の知識」を，《方


法的な要素》には，記述過程において学習者のメタ言語能力が発揮されることを踏まえ，


手紙を書く行為を進めていく際に道具として使用することができる「自由メモ」と「ふせ


ん」を設定した。これらの使用状況を捉え，記述過程の実態を分析する。 


 なお，学習者はコンピュータ上で手紙を書き進め，指導者による途中の直接的な関与は


ない。 


 記録の方法は，各学習者の解答画面を２秒ごとにキャプチャすることで解答のログを取


り，使用中の USBメモリに保存する２。 


2.2.1 本調査で使用する CBT調査問題の作成とその内容 


CBT 調査問題については，調査問題の内容とコンピュータを使用する趣旨，及び画面の


イメージ等を委託業者３に伝え，複数回のやりとりを通してプログラミングしてもらい，開


発，作成した（実際の調査画面イメージは，巻末資料１を参照）。その際，コンピュータ操
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作で戸惑うことのないように，以下の二点について配慮している。 


一点目は，学習者のコンピュータに係るリテラシーに鑑み，使用する操作は，文章のキ


ーボード入力，図形のドラッグ＆ドロップ，タブをクリックすることによるテキスト出力


の三種類としたことである。 


 二点目は，調査の流れに沿って可能な限りシンプルに調査画面を作成したことである。


具体的には，チュートリアルを行う画面，調査問題を提示する画面，解答を行う画面，ア


ンケート画面の四種類で構成している。解答を行う場面，つまり学習者が手紙を書き進め


ていく画面は，図 2.1のようなレイアウトとした。 


 


 


左側半分の「手紙」とあるスペースが手紙を書き進める場所である。左下のボタンをク


リックすると，学習者の必要に応じて全画面表示にして書き進めることができるようにし


た。 


右側半分は，学習支援ツールを使用する作業スペースである。画面上に学習支援ツール


図 2.1 調査画面の一部 


                      


手紙を書く欄。右側の


「手紙の知識」や「自


由メモ」「ふせん」を使


用しながら手紙が書


ける。右側の内容は，


手紙側にコピーアン


ドペースト可能。 


左下のボタンをクリック


すると，手紙を書く欄が全


画面で表示され，手紙を一


覧できる。 


「自由メモ」タブ


をクリックすると，


横罫線の画面が出


現。 


「ふせん」タブを


クリックすると，３


色の付箋を使える


画面が出現。付箋に


文字を書き入れ，自


由に動かせる。 


「手紙の知識」タ


ブをクリックする


と，〈頭語・結語〉


〈時候の挨拶〉〈手


紙の構成１〉〈手紙


の構成２〉の４つの


ボタンが出る。該当


ボタンをクリック


する。画面は〈手紙


の構成２〉。 


※ 上記調査画面は，解像度の関係でプレゼンテーションソフトを             
使用して再現している（以降の調査画面も同様）。            （筆者作成） 
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として用意した「手紙の知識」を確認したり，「自由メモ」，「ふせん」を活用して手紙の内


容や構成を考えたりすることができる場所として用意し，「手紙」スペースと中央で二分し


ている。 


調査問題を提示する画面で，学習者に示した調査問題の内容と諸注意は，図 2.2のとお


りである。 


 


 


アンケートについては，アンケート画面上で，以下の項目を質問したが（図 2.3参照），


時間の調整が主目的であったため十分な回答が得られていない。そのため，本調査におい


て，学習者の具体の状況を推察するための参考にその一部の内容を取り上げてはいるが，


分析対象とはしていない。 


 


 


 


図 2.2 調査画面の一部２    （筆者作成） 
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2.2.2 《知識的な要素》と《方法的な要素》に係る学習支援ツールの設定 


本研究で整理した，記述過程における学習支援の要素の枠組みである《知識的な要素》


と《方法的な要素》に基づき，手紙文という文種に応じた学習支援の要素を，表 2.1に示


した①から⑥の６種類用意した。CBT 調査問題上は，これらを「学習支援ツール」と呼ぶ


こととする。 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


図 2.3 調査画面の一部３      （筆者作成） 
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表 2.1 本調査で用意した学習支援ツールと資質・能力との関連 


学習支援の枠組み 学習支援ツール 記述過程で発揮される資質・能力 


《知識的な要素》 ① 頭語・結語 Ａ：言葉の特徴やきまりなど言語


に関する知識 


Ｂ：文種特有の規範など言語文化


に関する知識 


② 時候の挨拶 


③ 手紙の構成１ 


④ 手紙の構成２（手紙文例） 


《方法的な要素》 ⑤ 自由メモ Ｃ：相手意識などコミュニケーシ


ョン関するメタ言語能力 


Ｄ：文章作成など記述行為に関する


メタ言語能力 


⑥ ふせん 


（筆者作成） 


 


表 2.1で整理した《知識的な要素》の学習支援ツール①から④の具体的な中身は，以下


のとおりである。これは，現在使用されている平成 28年版中学校国語検定教科書５社（学


校図書，教育出版，三省堂，東京書籍，光村図書）の手紙文に関する教材を参考に，手紙


文特有の知識を整理したものである。 


 


①〈頭語・結語〉 ･･･主な頭語と結語の一覧。 


②〈時候の挨拶〉 ･･･12か月分の時候の挨拶例一覧。 


③〈手紙の構成１〉･･･前文，本文，末文，後付け等，手紙の基本的な構成が書かれた


資料。 


④〈手紙の構成２〉･･･文章の完成モデルである手紙文例。  


 


《方法的な要素》の学習支援ツール⑤の「自由メモ」，及び⑥の「ふせん」は，学習者自


身が使う言葉や書こうとしている内容を整理したり見直したりするための道具である。中


学校の作文指導においては，手紙文の学習も含め，いきなり文章を書かせることは少なく，


その前段階として，書く内容をまとめさせたり下書きをさせたりするのが通例である。学


習者は，学習課題に応じた作文を最初からスラスラ書けるわけではないからである。また，


茂呂（1988，p.126）が，作文を書くことについて，「“わかったことを書く”だけではなく，
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“書いてからわかる”という面がある。」とするように，伝えたい内容を整理したり吟味し


たりしながら書く内容や文章がまとまることも往々にしてある。そのため，本調査におい


ては，作文を書き進めるための道具として，画面上に「自由メモ」と「ふせん」を用意し


た。メモは，備忘のため，記録のため，伝達のため，理解を促すため，表現を産み出すた


めなど様々な機能をもつ（田中智生，2015）。付箋は，「本来，対象文書の注目している場


所に覚え書きを残したり目印を付けるために使われる」（沢田，大久保他，2003，p.2）も


のである。本調査では，短いメモ用紙に動作性を付加したものとして位置付けている。作


文指導に照らして言えば，「自由メモ」は，主として記述前指導の取材に係る内容を想起す


る際に必要となることを想定している。そのため，画面上では，一定程度の分量を記述す


ることのできる横罫のメモ用紙として設定しており，自由に文字を書いたり消したりでき


る。一方，「ふせん」は，主として記述前指導の構成に係る内容について，その内容を入れ


替えたり消したり書き足したりする際に必要となることを想定している。動作性を必要と


するため，自由メモとは別に設定した。画面上には，赤，青，黄の三色を用意した。付箋


内に文字を書いたり消したり，自由に移動させたりすることが可能である。 


設定した学習支援ツールは，いずれも学習者が必要に応じて活用するものであり，記述


過程において，学習者が自身に起こった問題を自力で解決できるものとして存在する。そ


のため，「手紙の知識」，「自由メモ」，「ふせん」のそれぞれについて，使用の有無は学習者


に任せている。学習者はこれらの学習支援ツールを必要に応じて活用しながら，手紙を書


き進めていくことになる。 


なお，これら学習支援ツールの内容や役割等については，後述する調査の流れにあるチ


ュートリアルの段階で確認している。 


 


2.3 調査の実施 


(1) 調査時期，実施校（実施場所），実施学年，人数 


平成 27年９月 10日，Ｔ中学校（コンピュータ室），第２学年一学級 40名中 39名。 


(2) 事前準備 


調査開始一時間前に，全コンピュータを起動し，本調査のシステムの入った USBを本


体にセッティングする。 


(3) 調査の流れ 


① チュートリアル（5分） 
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本調査の内容と分析方法の簡易な説明（画面上で手紙を書くこと，キャプチャするこ


となど）の後，文章のキーボード入力，タブの切替え，全画面表示の切替え，付箋を使


用する際に必要になる，図形のドラッグ＆ドロップの操作を確認する。 


② 調査（45分） 


  調査開始後は，特別な指示や支援は行わず，学習者各自が画面を見ながら進める。シ


ステム上の不具合については，立ち会った業者が対応する。 


  早く終了した者は，アンケート画面を開き，アンケートに答える。 


③ 調査終了 


  USBメモリを回収する。 


 


2.4 分析の方法 


 学習者の解答画面のキャプチャを，画像再生ソフトである Snap Viewer４を使用して再生


し，記述過程における学習者の状況を以下の手順で分析する。 


 ①学習者が使用した学習支援ツール（「手紙の知識」，「自由メモ」，「ふせん」）の使用状


況について，全体の傾向と個別の傾向を分析する。 


 ②①に基づき，学習者が手紙文記述の際に必要とする学習支援の要素を分析する。 


 


2.5 調査結果と分析 


2.5.1 学習支援ツール全体の使用状況 


 学習者の記述過程のデータから，学習支援ツールの使用に係る全体の傾向及び個別の傾


向を取り上げる。 


 表 2.2は，個々の学習者における学習支援ツールの使用状況，及び解答時間を一覧にし


たものの一部である（全体のデータは，巻末資料２を参照。なお，以降，個々の学習者に


ついては，本資料の左欄にある№で表記する。）。 
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一瞥して分かるのが，用意した学習支援ツールが全て使用されていること，また，使用


する学習支援ツールと使用するタイミングは学習者によって様々であることである。また，


《知識的な要素》と《方法的な要素》の学習支援ツールを両方使用した者，いずれかのみ


使用した者，一度使用して再び同じ学習支援ツールを使用する者など，使用の仕方もその


頻度も様々である。このことは，手紙文を書くに当たって学習支援を必要としていたこと，


必要とする学習支援とそのタイミングには個人差があることの一つの証左となる。学習者


の側に立てば，必要なときに必要なことを知りたいということであり，それは同時に，同


一の文種を書いていても，個々の記述過程は多様であることを示唆する。 


表 2.2 各学習者の記述過程における学習支援ツールの使用状況と解答時間の一部 


               


（筆者作成） 


※ ○付数字は，当該学習者が使用した順番を示し，→印はその順番を追った軌跡。


セルの幅は，時間を示すものではない。 
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 なお，平均解答時間は 39分であり，学習者 39名全員が時間内に手紙を書き上げている。 


 では，今回設定した《知識的な要素》の学習支援ツールである「手紙の知識」，《方法的


な要素》の学習支援ツールである「自由メモ」，「ふせん」が，手紙を書くに当たってどの


ように使用されたのか，表 2.2を基に，全体の傾向を概観する。 


 表 2.2の矢印は，各学習者がそれぞれどの学習支援ツールをどのような順で使用したの


か，その軌跡を示したものである。一覧すると，多くの学習者（39 名中 32 名）が《知識


的な要素》の学習支援ツールである「手紙の知識」内の〈手紙の構成２〉を中心として，


「手紙の知識」を複数回確認したり，《方法的な要素》の学習支援ツールである「自由メモ」


や「ふせん」と往復したりしながら手紙を記述していることが分かる。また，〈手紙の構成


２〉を複数回開いて書き進める学習者が複数名認められる（39名中 12名）。このことから，


手紙文を書き進めるに当たっては，《知識的な要素》の学習支援ツールの中でも〈手紙の構


成２〉，つまり，手紙文の完成モデル例を使用していることが認められる。 


 一方，《方法的な要素》の学習支援ツールとして設定した「自由メモ」，「ふせん」の使用


について，使用自体は認められるものの，《知識的な要素》の学習支援ツールと比較すると


使用の回数が少ないことが分かる。 


《知識的な要素》と《方法的な要素》の学習支援ツールの使用状況は，表 2.3のとおり


である。全体の約９割の学習者が，《知識的な要素》の学習支援ツールである「手紙の知識」


を使用していることが分かる。 
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表 2.3 《知識的な要素》と《方法的な要素》の学習支援ツールの使用状況                                 


（筆者作成） 


 


これらの結果から，手紙文を書くに当たっては，《方法的な要素》の学習支援ツールより，


《知識的な要素》の学習支援ツールを使用していることが認められる。また，いずれも使


用しなかった学習者３名は全員，まとまった手紙文を完成している。そのうちの１名は，


アンケートに「思いのままに書いていたのでどれも使う機会がなかった。」と書いている。 


2.5.2《知識的な要素》の学習支援ツールの使用状況 


 《知識的な要素》の学習支援ツールとして設定した「手紙の知識」内にある四種類の使


用状況の内訳は，表 2.4のとおりである。 


 


表 2.4 《知識的な要素》の学習支援ツールの使用における内訳 


「
手
紙
の
知
識
」 


〈頭語・結語〉を使用した学習者  ９人 


〈時候の挨拶〉を使用した学習者 ２９人 


〈手紙の構成１〉を使用した学習者 １１人 


〈手紙の構成２〉を使用した学習者 ３１人 


（筆者作成） 


 


学習者が最も多く使用した《知識的な要素》の学習支援ツールは，文章の完成モデルで


ある手紙文例を示した〈手紙の構成２〉であった。特に，前項の表 2.2に示した，①ない


《知識的な要素》と《方法的な要素》の学習支援ツール①から⑥の全て


を使用した学習者 


 ３人 


《知識的な要素》の学習支援ツール①から④のいずれか，或いは全てを


使用し，且つ《方法的な要素》の学習支援ツール⑤⑥のどちらか，或い


は両方を使用した学習者 


１２人 


《知識的な要素》の学習支援ツール①から④のいずれか，或いは全てを


使用した学習者 


３５人 


《方法的な要素》の学習支援ツール⑤⑥の片方，或いは両方を使用した


学習者 


１６人 


いずれの学習支援ツールも使用しなかった学習者  ３人 


Ｎ＝39 


※ 表内の丸付き数字が示す内容は，表 2.1を参照。 







- 55 - 


 


しは②の段階で使用した学習者は 18名であった。手紙を書き進める比較的早い段階で，学


習の具体的なゴールの姿を確認していることが分かる。 


〈時候の挨拶〉を使用した学習者は，全体の約７割であった。これは，日常生活におけ


る学習者の語彙として，時候の挨拶自体なじみが薄いこと，また〈手紙の構成２〉で示し


た手紙文例とは異なる季節に調査を実施したため，時候の挨拶を考えるに当たっては〈手


紙の構成２〉が学習支援として機能しなかったことが考えられる。他の季節の時候の挨拶


の書きぶりを踏まえて，調査時の季節の言葉を考えるという学習行為を求めるには，学習


者の語彙が不足している，或いは，そのような作文の仕方に慣れていないことが推測でき


る。 


また，〈時候の挨拶〉で例示した，同月の複数の時候の挨拶の文言を，一続きのように引


用して書いた（例えば，時候の挨拶として「初秋の候，名月の候，さわやかな秋風の吹く


ころとなりました。」と書く。）学習者が５名いた。なじみが薄いことに加え，時候の挨拶


そのものの理解が不足していることが分かる。 


〈手紙の構成１〉を使用した 11名の学習者については，手紙文を書き進めていくに当た


って，記述過程の前半に確認した者と，後半に確認した者とに分かれる。キャプチャを確


認すると，前者は書き出しを，後者は後付けの内容項目を見ていたことが分かる。しかし，


いずれの場合も〈手紙の構成２〉と併せて用いており，〈手紙の構成１〉を単独で用いて手


紙を書いた学習者はいなかった。この点においては，推測の域を出ないが，手紙文の基本


的な構成は，手紙の完成モデルなどの具体例とともに使用することで理解が促される可能


性が示唆される。 


 〈頭語・結語〉を使用した９名のうち「拝啓，敬具」と書いた学習者は７名，「こんに


ちは，さようなら」と書いた学習者は１名，「お久しぶりです」と書いた学習者が１名で


あった。また，〈頭語・結語〉を使用していない学習者 32名中，24名が「拝啓，敬具」と


書いていることから，頭語と結語に関しては既に知識をもっている学習者が多い，或いは，


〈手紙の構成２〉で示した手紙文例にある頭語と結語をそのまま使用した学習者が多いと


考えられる。 


 これらの結果から，手紙文を書くに当たって，《知識的な要素》の学習支援の要素を必


要とする学習者の存在と，《知識的な要素》の学習支援の要素を提示する必要性を認める


ことができる。しかし，具体的な使用状況を見ると，時候の挨拶を一覧にしたものなど，


手紙文に関する定型文の言葉を羅列した資料のみでは，そこに書かれた言葉を適切に使用
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することができない学習者が一定数存在することが明らかになった。このことが，文章の


完成モデルである手紙文例を比較的早い段階で頻用する結果につながったのではないかと


考えることもできるが，本結果のみでは推測の域を出ない。しかし，手紙文の学習に当た


っては，《知識的な要素》の提示の仕方に工夫が必要であることが分かった。その一つの


方法として，文章の完成モデルである手紙文例とあわせて提示することで，学習者を有効


に支援できる可能性があることが示唆される。 


2.5.3 《方法的な要素》の学習支援ツールの使用状況 


（１）「自由メモ」の使用状況 


「自由メモ」を使用した学習者は 12名であった。各学習者の使い方の概要は，表 2.5の


とおりである。 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


 







- 57 - 


 


表 2.5 「自由メモ」の使用状況 


No. 使い方の概要 ﾊﾟﾀｰﾝ 


１ 「自由メモ」に下書きをし，推敲してから「手紙」欄に文章を貼り付け，


途中から「手紙」欄のみで書き進める。 


Ａ 


２ 「手紙」欄に時候の挨拶を書いた後，「自由メモ」に下書きをし，推敲し


てから「手紙」欄に文章を貼り付ける。 


Ａ 


７ 「自由メモ」にこれから書く手紙の相手と目的を書き，それと「手紙の知


識」を交互に見ながら「手紙」欄に書く。 


Ｃ 


11 「自由メモ」に材料を書き出し，「手紙」欄に書きながら，「自由メモ」に


書いた材料の順序を入れ替えたり選択したりし，それを見ながら「手紙」


欄に書く。 


Ｃ 


13 「ふせん」と「自由メモ」の両方に材料を書き出し，「ふせん」を使って


書く内容を選択して「手紙」欄に書く。 


Ｂ 


14 「自由メモ」で時候の挨拶の下書きをし，「手紙」欄に貼り付けた後は，


「手紙」欄のみで書き進める。 


Ａ 


18 「自由メモ」に材料を書き出し，それを見ながら「手紙」欄に書く。 Ｃ 


21 「ふせん」を使って下書きを行った後，書く内容の項目を「自由メモ」に


順番に書く。 


Ｂ 


24 「自由メモ」に二人の先生の名前と，二人に向けて書きたい材料を書き出


して検討し，それを見ながら「手紙」欄に書く。 


Ｃ 


27 「自由メモ」に前文の下書きをした後は，「手紙」欄のみで書き進める。 Ａ 


33 「自由メモ」に材料を書き出し，途中から「手紙」欄を全画面表示にして


書く。 


Ｂ 


39 「自由メモ」に材料を書き出し，途中から「手紙」欄に書く。 Ｂ 


（筆者作成） 


 


 以上の使用状況から，「自由メモ」の使い方については，次の３つのパターンに分類する


ことができる。 


 パターンＡ：本文の下書きに使用する 


 パターンＢ：材料等を書き出す（その後は利用しない） 


 パターンＣ：材料等を書き出す（それを見ながら本文を書く） 
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 パターンＡの学習者４名は，「手紙」欄に手紙を書く前の下書きを書く道具として，「自


由メモ」を使用している。具体的には，「自由メモ」上で文や文章を書いて推敲し，それを


「手紙」欄に貼り付けるという行為を繰り返している。しかし，途中で，「手紙」欄でも同


様の行為が可能であることに気付き，その後は「手紙」欄で書き進めている。これは，コ


ンピュータでは，文章を書き進めるに当たっての加除修正が容易であることから，下書き


用として「自由メモ」を使用する必要が感じられなくなったためであると考えられる。結


果的に，パターンＡの学習者にとって，「自由メモ」は，学習支援としての役割を果たして


いないと言える。 


 パターンＢの学習者４名は，「自由メモ」に，書きたい相手や材料等を単語や短い文で書


き出したり，書く項目を書き出しの順番に並べたりして整理しているが，整理後は，「自由


メモ」を参照することはなく，「手紙」欄に手紙を書いている。 


例えば，№33を取り上げてみる。表 2.6は，2.5.1で取り上げた表 2.2から№33を抽出


したものである（以降，表 2.6に準じるものは，表 2.2から抽出したものである）。 


 


  （筆者作成） 


 


№33は，調査開始後すぐに，「手紙」欄に「拝啓 少し肌寒い日が」と書き出し，約３分


後に「自由メモ」欄に，「○○中学校 たくさんの友達もでき，充実」と，手紙に書く材料


を書き留めている（表 2.6の①が相当）。そして，書き留めるとすぐに「手紙」欄に書いた


「少し肌寒い日が」の続きを書き進め，同時に「手紙の知識」を活用し始める（表 2.6の


②，③，④が相当）。   


以降，「自由メモ」は開かず，最終的には全画面表示にして手紙を書き上げた。№33 の


表 2.6 №33の記述過程における学習支援ツールの使用状況と解答時間 


※○付き数字は，当該学習者が使用した順番を示し，→印はその順番を追った軌跡。 
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記述過程において，「自由メモ」を使用したのは前述の一回のみであり，随時参照しながら


書くといった行為は見られない。 


 


  


このように，パターンＢの学習者にとって，「自由メモ」は，材料を想起したり整理したり


する上では有効に働いたと考えられるが，記述過程全体における学習支援としての役割は


少ないと言える。№33は，「手書きで書く場合は，メモや付箋を利用したいと思った。」と


アンケートに書いている。このことは，手書きでない場合，つまり，コンピュータ等を媒


体として文章を書く場合は，メモや付箋は不要であることを指摘しているとも読める。 


 パターンＣの学習者４名は，「自由メモ」に材料を書き出して整理するとともに，それを


見ながら手紙文を書き進めている。そして，書き進めている最中も，「自由メモ」上で手紙


に書こうと考えている材料の順序を入れ替えたり，内容を書き直したりしている。これら


の様子から，パターンＣの学習者にとって，「自由メモ」は学習支援として有効に働いたと


考えられる。具体的な状況については2.5.4.2で後述する。 


（２）「ふせん」の使用状況 


 「ふせん」を使用した学習者は４名であり，それぞれの使い方の概要は，表 2.7のとお


りである。 


        図 2.4 No.33の調査画面の一部    （筆者作成） 
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表 2.7 「ふせん」の使用状況 


No. 使い方の概要 


６ 付箋に材料を書き出し，「手紙」欄にその内容を書いたら，一つずつ付箋を削除し


ていく。 


13 付箋に材料を書き出し，それらを並べ替えて書く順番を決め，「手紙」欄に書く。 


21 付箋に一文ずつ書いて並べていき，何枚かまとまったところでそれぞれを「手紙」


欄にコピーアンドペーストする。 


24 付箋に材料を書き出し，「ふせん」欄の左側に並べ，書き進めていく中で用いた付


箋について，どのように使用したかのメモ（「軽く触れた」，「終了」など）を付箋


に書き加えて右側に移動する。 


（筆者作成） 


 


書く材料を書き出し，必要なものを選択して並べ替え，文章の構成を考える際に役立て


る学習支援ツールとして付箋を設定したが，そのような使い方をしたのは№13の１名であ


った。他の３名は，材料を書き出す点では共通しているが，その後の使用の仕方が異なっ


ている。特に，№21のように，一つ一つの付箋に一文ずつ書き，それを並べた上で，最終


的に付箋に書いた文を順番に「手紙」欄にコピーアンドペーストして文章を完成させると


いった使い方は想定外の行為である。これは，その作業量と時間を考えても，コンピュー


タ上で操作できる付箋ならではの方法と言えそうである。 


 このように，設定の意図とは異なる使い方ではあるが，手紙文を書くに当たって，その


材料や文を書き出し，手紙文に使用している点では，これら４名の学習者にとって，「ふせ


ん」は学習支援としての役割を果たしたと言える。 


 なお，今回のように一定の形式をもつ手紙文を書く学習において，文章の構成を考える


ための「ふせん」という学習支援ツールの設定が《方法的な要素》として適したものであ


ったか否かという点については，使用状況の少なさを考えても再考する必要がある。また，


前述した「手書きで書く場合は，メモや付箋を利用したいと思った。」との学習者の指摘か


らも，付箋を設定した意図とともに，扱う文種，及び使用媒体との関係性を視野に入れる


必要が認められる。 


2.5.4 学習支援ツールの具体的な活用の仕方 


 学習者の記述過程のデータから，《知識的な要素》と《方法的な要素》の学習支援ツール
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が記述過程でどのように活用されたかを把握することができた。以下，それぞれの具体的


な状況を，個別の学習者を取り上げて分析する。 


2.5.4.1 《知識的な要素》の学習支援ツールの活用の仕方の実際 


 《知識的な要素》の学習支援ツールが学習支援として有効に働いたと考えられる№17の


記述過程を取り上げる。 


 


（筆者作成） 


 


 №17は，まず「手紙」欄に「拝啓」と書き，〈時候の挨拶〉を見て（表 2.8の①が相当），


そこから「さわやかな秋風の吹くころとなりました。」と引用して書く。その後，１分間強，


〈頭語・結語〉など「手紙の知識」間を往復していたが（表 2.8の②が相当），〈手紙の構


成２〉を選択して（表 2.8の③が相当），手紙文の続きを書いていく。ここからは，相手に


応じた安否の言葉と自分の近況の言葉を書くのに逡巡している様子がうかがえる。 


 「さて，」以降は，順調に手紙を書き続けるが，後付けを書く際に，〈手紙の構成１〉と


〈手紙の構成２〉を交互に切り替えてその内容を確認し（表 2.8の④，⑤が相当），基本的


には最後まで〈手紙の構成２〉（表 2.8の⑤が相当）を中心に見ながら書き進めた。完成し


た手紙文は，以下のとおりである（下線は筆者による）。 


 なお，固有名詞は，アスタリスクで伏せ字にしている（以降，同様）。 


表 2.8 №17の記述過程における学習支援ツールの使用状況と解答時間 


※○付き数字は，当該学習者が使用した順番を示し，→印はその順番を追った軌跡。 
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拝啓 さわやかな秋風の吹くころとなりました。 


 ＊＊先生におかれましては，お変わりなくお過ごしのことと思います。私は充実した


毎日を過ごしています。 


 さて，私は，部活動で剣道部として大変ながらも楽しい中学校生活を送っております。


最近はけがをしてしまい，運動を少し規制されていますが，勉学に励んでいけるよう，


頑張っていきたいと思います。最初は，あせりましたが，運動ができないからこそ，す


べきことを見つけ，していけるようになってきました。こうしてやるべきことを見つけ，


実践していけるようにしていきたいです。 


 最後になりましたが，先生のご健康をお祈り申し上げます。またお会いできる日を楽


しみにしております。 


敬具 


   九月十日 


                                   ＊＊＊＊ 


＊＊先生 


              図 2.5 No.17の手紙文         （筆者作成） 


 


主文の内容が整理されていない。具体的には，剣道部とけがの関係，勉学とやるべきこ


との関係，且つこれら二つの関連が不明瞭であり，思い付いた順に書いている状況がキャ


プチャからも見て取れる。また，下線部が〈手紙の構成２〉の内容と全く同じである。し


かし，「手紙の知識」を活用することによって手紙を書き切ることができたことが分かる。 


アンケートでは，「手紙の知識」が役立ったとし，「手紙を書いたことが少なく，書き方


が心配だったから。」と理由を書いている。つまり，手紙文の書き方を確認するために，「手


紙の知識」を使用したことが認められる。 


№17 は，《知識的な要素》の学習支援ツールとして設定した項目全てを使用して手紙文


を書き上げている。つまり，№17にとっては，記述過程において《知識的な要素》の学習


支援ツール全てが必要であったと考えられる。中でも，表 2.8から分かるように〈手紙の


構成１〉と〈手紙の構成２〉の往復が特徴的である。このことが，手紙を書くという経験


が少ない学習者に顕著に見られる傾向であるのかという点については，今回の調査では分


からない。しかし，2.5.2で触れたように，〈手紙の構成１〉は単独で用いられる《知識的


な要素》の学習支援ツールではなく，〈手紙の構成２〉とともに用いられるものであるとい


う結果を踏まえ調査の設計を改良することで，特に，手紙文を書くという経験が少ない学
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習者に必要な学習支援の要素を，具体的に導き出せる可能性が出てきたと言える。 


一方で，主文の内容が整理されていないことについては，本来教師が介入し，指導が必


要な状況である。この点について，本調査においては，《方法的な要素》の学習支援ツール


を用意しており，まさに，№17 のような状況の学習者のためのツールであった。《方法的


な要素》の学習支援ツールを使用し，メタ言語能力を発揮しながら自身の文章と向き合い，


試行錯誤しながら内容を吟味したり文章を整えたりしていくことを想定していたが，№17


は使用せずに終わった。№17は，自身の力のみでは，主文の内容を吟味することは難しい


学習者であることが分かる。 


2.5.4.2《方法的な要素》の学習支援ツールの活用の仕方の実際 


（１）「自由メモ」の活用の仕方の実際 


「自由メモ」が学習支援として有効に働いたと考えられる№18の記述過程を取り上げる。 


  


 


№18は，まず「自由メモ」を開き（表 2.9の①が相当），手紙に書く内容を列挙した（図


2.6参照）。 


 


 


 


 


 


表 2.9 №18の記述過程における学習支援ツールの使用状況と解答時間 


※○付き数字は，当該学習者が使用した順番を示し，→印はその順番を追った軌跡。 


（筆者作成） 
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次に，〈時候の挨拶〉を確認した後（表 2.9の②が相当），手紙欄に「拝啓」と書き，そ


の後，〈手紙の構成２〉を見ながら前文を書く（表 2.9の③が相当）。そして，「さて，」と


書くと，再び「自由メモ」を開き（表 2.9の④が相当），本文を書き進めた。 


 その後，後付けを書くときに〈手紙の構成２〉を確認するが（表 2.9の⑤が相当），基本


的には「自由メモ」を見ながら書き進めた。  


完成した手紙文は，以下のとおりである。 


 


拝啓 さわやかな秋風の吹くころとなりました。 


 先生はいかがお過ごしでしょうか。僕はいまでも元気に学校に通っております。 


 さて，中学校では三年生が部活を引退し，二年生が部の中心となって活動するようにな


りました。僕は小学校からやっていたテニスを今でもソフトテニス部として続けておりま


す。八月の終わりごろ夏季シード戦と呼ばれるシードを決める大会がありました。僕は一


年生で一番強い人とペアを組んで出場しました。最初にあったリーグ戦では一位通過でし


た。しかしくじ運が悪く，シード枠八位以内が決定する準準準決勝で強いペアと戦うこと


になりました。結局試合には勝てたものの，次の試合で負けてしまいました。とても悔し


く試合後はしばらくは下を向いていました。ですが，下を向いてばかりではいけません。


        図 2.6 No.18の調査画面の一部   （筆者作成） 
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この失敗をかてに次の大会では，優勝したいと思っています。 


 長々と話してしまいましたが，先生，これからもお体に気を付けて健康にお過ごしくだ


さい。また会える日を楽しみにしています。 


敬具 


              図 2.7 No.18の手紙文         （筆者作成） 


 


本文を読むと，最初に「自由メモ」に書いた「テニス 市で５位」というメモの内容が，


本文の中で詳細に書き進められていったことが分かる。同じく「自由メモ」に書いた「勉


強 授業中は困らないがテストが大変」の内容は，手紙文には反映されなかった。このこ


とに加え，「自由メモ」を開きながら手紙文を書き進めている様子がうかがえることから，


№18は，書きたい材料を想起して書き留め，その内容を確認しながら書き進めるために「自


由メモ」を活用したことが分かる。 


アンケートでは，「自由メモ」が役立ったとし，「カーソルの操作をせずにたくさんの内


容が書けるからです。」と理由を書いたが，その後，「自由メモ」ではなく「手紙の知識」


を選び直し，「手紙の書きだしやしめくくりがよくわからなかったから。」と書き直してい


る様子がキャプチャで確認できた。改めて，記述過程を確認すると，№18にとって「手紙


の知識」は，自分の知識の曖昧な部分を確認するものであったことが分かった。 


また，「結局試合には勝てたものの，」から，「手紙」欄を全画面表示にし，ほぼ止まるこ


となく文章を書き進めている。その上で「次の大会では，優勝したいと思っています。」と


書き終えた後に，〈手紙の構成２〉を確認し，「長々と話してしまいましたが，」と末文を書


き始めている。その様子から，全画面表示にした際の残りの行数や，残りの調査時間に鑑


み，勉強についての内容を書くのはやめ，末文と後付けに移ったのではないかと推測でき


る。とすれば，この行為は，第１章で整理した「プランニングやモニタリング，読み返し


などの学習者の行為が記述過程に作用する可能性を踏まえておくこと」としたプランニン


グが記述過程に作用した一例であることが示唆される。実際，№18 は，《方法的な要素》


の学習支援ツールである「自由メモ」を書き始めと，書いている最中の内容選定の際に使


用しており，自身の書く文章をモニタリングしながら調整している様子がうかがえる。そ


の結果，小学校の先生に対して，テニスに関してのまとまった報告がなされている。 


№18のように，比較的文章を書き慣れていると思われる学習者には，自身の文章をモニ


タリングしながら，文章記述における諸条件に照らして調整するためのツールとして《方
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法的な要素》が有効に働く可能性が示唆される。また，《知識的な要素》は，文種による自


身の得意不得意によって適宜使用するものとして位置付くのかもしれない。見方を変えれ


ば，文章を書くことに慣れていると思われる学習者には，《知識的な要素》について必要に


応じた学習支援を行うことで，目的に合った文章を自力で書き進めていく可能性があると


考えられる。 


（２）「ふせん」の活用の仕方の実際 


「ふせん」が学習支援として有効に働いたと考えられる№13 の記述過程を取り上げる。 


 


 （筆者作成） 


 


 〈手紙の構成２〉と〈時候の挨拶〉を参考に前文まで書いた№13は（表 2.10の①，②，


③が相当），「ふせん」を使って（表 2.10の④が相当）手紙に書く材料（「文武両道」，「勉


強」，「部活」，「合唱コンクール，運動会，修学旅行」）を書き出し始める（図 2.8参照）。 


表 2.10 №13の記述過程における学習支援ツールの使用状況と解答時間 


※○付き数字は，当該学習者が使用した順番を示し，→印はその順番を追った軌跡。 
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 途中で，「ふせん」上で行ったことと同様の作業を「自由メモ」で行おうとしたが（表 2.10


の⑤が相当），その作業を中断して再び「ふせん」に戻り（表 2.10の⑥が相当），材料を並


べ替えて整えている。 


 最終的に，「文武両道」，「勉強」，「部活」，「成長痛」，「運動会」，「修学旅行」，「合唱コン


クール」，「趣味」の順で付箋を並べ，その後は，「ふせん」を見ながら手紙を書き進めた。


完成した手紙文は，以下のとおりである。 


 


拝啓 初秋の候，さわやかな秋風の吹く頃となりました。 


 ＊＊先生をはじめ，小学校の先生方におかれましては，お変わりなくお過ごしのことと


思います。 


 さて，小学校を卒業し，早くも一年半が過ぎました。何度かお会いしたこともありまし


たが，それもわずか数分のことです。勉強，部活，行事など，様々な場面で頑張っており


ます。 


 勉強では，昨年はご存じの通り，科学の甲子園ジュニアに参加しました。入賞すること


はできませんでしたが，事前課題で１位をとることができました。 


 部活では，成長痛のため，試合には出ることができませんでしたが，新人大会で市ベス


図 2.8 No.13の調査画面の一部   （筆者作成） 
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ト８に入ることができました。僕自身は，早く成長痛を治したいと思います。 


 行事では，今年に入ってからは，運動会や，研究会がありました。どれも，頑張ること


ができました。また，修学旅行や合唱コンクールがもうすぐあるのでとても楽しみです。 


 先生の授業で興味を持ち始めた歴史も，今では買った本で，部屋があふれかえっていま


す。 


 長文になりましたが，＊＊先生をはじめ，小学校の先生方全員のご健康をお祈り申し上


げます。またお会いできる日を楽しみにしております。 


                                     敬具 


  九月十日 


                                  ＊＊ ＊＊ 


＊＊先生 


              図 2.9 No.13の手紙文         （筆者作成） 


 


「手紙」の本文から，「ふせん」の画面上に並べられた材料が順番どおり取り上げられて


おり，「ふせん」で整理した内容を確認しながら手紙を書き上げたことが分かる。 


「自由メモ」か「ふせん」かの違いはあっても，前述の№18と同様，№13も書く材料の


書き出しと吟味，及び調整に《方法的な要素》を使用している点で共通している。そのう


えで，№13のように書きたい内容が数多くある場合は，何を書くかのみならず，どのよう


な順番で書くのかを考える際に，「自由メモ」と比較して「ふせん」の動作性を選択したこ


とが推測できる。記述過程のデータを確認すると，№18同様，書く内容が決まると，止ま


ることなく文章を書き進めている様子がうかがえる。 


一方で，完成した手紙文の下線のように（下線は，筆者による），時候の挨拶に課題が見


えることを考えると，書くべき内容を豊富にもち，一見よどみなく書き進めている学習者


であっても，《知識的な要素》である文種特有の知識に課題がある場合があることが分かる。


この点は，授業であれば，指導者が正確な理解を求めるために声を掛け，修正させるべき


箇所である。№18と№13の二例だけで一般化することはできないが，作文を得意としてい


る学習者の記述過程において，指導者はどこに留意してその記述を確認し，どのような点


について指導を加えるべきかについて，《知識的な要素》は，その観点の一つと成り得ると


考えられる。つまり，書き慣れている学習者においても，文種によっては《知識的な要素》


に課題がある可能性があり，適切な指導が必要であるということである。 
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2.6 考察 


 本調査では，第１章で提出した学習支援の枠組み《知識的な要素》と《方法的な要素》


を基に，手紙文を題材にした CBT調査において設定した学習支援ツールの活用の様子から，


一人一人の学習者の記述過程の実態を捉えることを試みた。 


 調査結果から分かるのは，学習者が記述過程で必要とする学習支援の要素は，学習者に


よって様々であること，単一の場合もあれば複数の要素を必要とする場合もあることであ


る。また，同じ要素を複数回にわたって使用することも確認できた。 


 調査問題においては，学習支援ツールを全く使用しない学習者も存在したが，全ての学


習支援ツールが使用され，学習者全員が手紙文を完成させたことから，学習支援ツールの


各要素は，全ての学習者に対応する十分なものではなかったとしても，全て必要なもので


あった可能性が高いことが示唆される。 


 また，《知識的な要素》の学習支援ツールと，《方法的な要素》の学習支援ツールとでは，


前者の使用が多いことが分かった。 


 特に，学習のゴールである文章の完成モデルである手紙文例の使用が顕著なこと，学習


者は絶えずこのゴールを参照しながら，《知識的な要素》や《方法的な要素》の学習支援ツ


ールを活用し，記述過程のみならずその前後の過程の学習内容を想起したり推考したりし


ながら記述を進めていることが明らかになった（表 2.11参照）。 
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《知識的な要素》と《方法的な要素》とを往復したり，また，《知識的な要素》や《方法


的な要素》と自身の記述とを往復したりしながら書き進めていく姿は，書き上げた文章か


らでは見えてこない学習者の記述過程の実態である。 


このことは，いわゆる取材，構成，記述，推敲といった文章を書くことの段階が固定的


なものでないことを意味する。また，この四段階のうち「記述」の段階にその前後の段階


が包摂される状況の一端が表面化したと言える。 


大西（2004，p.3）は，「文章を書くということは，文章を統合する中心観念的なもの（文


章の主題）をまとめ，しかる後にそれを具体化し，線条化するという手順をとって叙述す


ることになる。」とした。しかしながら，手紙文記述においては，学習者から表出される言


葉は，最終的には線条的に配置されるものの，そこに至るまでの過程では，行きつ戻りつ


しながら表出され，時には中断されたり，途中を飛ばして記述されたり，前に戻って修正


されたり，決して線条的には進んでいない。言わば非線条的に進みながら線条にまとめて


いく。その詳細な過程の一端が明らかになった（巻末資料２参照）。 


倉澤（1950，p.409）は，作文の記述中指導について，以下のように指摘する。 


 


表 2.11 学習支援ツールと学習活動の関係イメージ 


（筆者作成） 
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新しい国語教育においては，取材や構想をも，叙述の中において指導される。子


どもがかきつつあることが指導の対象の全部である。子どもがかいているときに


こそ，十分に指導を加えなければならない。かき始めて何度もペンをおいたり，


久しく考え込んだりしているとき，その材料のこなし方，着眼の如何，組み立て


の具合などを，正しく診断して，適切な処理をすべきである。 


 


本調査で提出された「取材や構想をも，叙述の中において」学習される学習者の記述過


程の実態は，倉澤が提案する記述中指導の正当性を裏付けるものと見ることもできる。 


加えて，倉澤は，「出来上がってから推敲させることもむろんよいけれど，かいていると


きに十分注意して，自己校正をするくせをつけてやるほうが親切である。」（同，p.413）と


する。本調査では，用意した学習支援ツールが全て活用され，「自己校正」を支援するもの


として機能したことが記述する様子から認められており，全員が手紙文を完成させている。


第１章で確認したメタ認知的方略の性質をもつ《方法的な要素》が「自己校正」にどの程


度作用したのかについては，件数が少ないため軽々に分析できないが，使用した学習者に


限っていえば，自身の文章を俯瞰したり推考したりするのに有効に機能していたことが認


められる。日本の子供たちの書く能力に依然として課題があることに照らせば５，「自己校


正」への言及は今なお傾聴に値するものであり，記述中指導に係る研究の必要性を追認で


きる。 


以上のことから，学習者が手紙文の記述過程で必要とする学習支援として，《知識的な要


素》と《方法的な要素》の双方が必要なこと，特に，今回のように学習者が自力で書き進


めていく場においては，《知識的な要素》が活用されること，なかでも学習のゴールを示す


文章の完成モデルである手紙文例が頻用されることが分かった。使用したタイミングとの


関連で言えば，記述の始めで用いた学習者は，最初に学習のゴールの具体的な状況を確認


し，学習の見通しをもって記述を進めるために活用したと考えられる。また，記述過程全


般にわたって活用した学習者は，手紙特有の構成，及び手紙文特有の言い回しを「手紙文


例」で確認しながら記述していることが確認された。なお，このことは，日頃から手紙を


書き慣れていない学習者にとって，一定の形式をもつ文種であるという手紙文の特性が，


書きやすさにつながった可能性と，書きにくさにつながった可能性を示唆すると見ること


もできる。しかし，いずれの学習者にとっても，文章の完成モデルとしての手紙文例が各


学習者の記述に機能したことを認めることができた。 
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 また，表 2.11で示したように，文章の完成モデルである手紙文例について，《知識的な


要素》として確認するにとどまらず，自身の手紙文の内容を考えるに当たって模倣したり


改変したりしながら活用する学習者の様子を捉えることができた。この事実は，文章の完


成モデルである手紙文例が，《知識的な要素》と《方法的な要素》を架橋する学習支援の要


素として有効に働いたことを示唆する。 


さらに，学習支援ツールを活用しながら手紙文を完成させた学習者の記述過程の様相は


一律ではなく，求める学習支援の要素と支援を求めるタイミングも様々であることが確認


できた。このことは，日々の教室における書くことの指導において，一つの指導パターン


では，個々の学習者に十分対応できないことを示している。 


一方，課題として残ったのは，次の二点である。 


一点目は，学習支援ツールの精査である。 


W-J.オング（1991，p.173）は，「自然な口頭での話しとは対照的に，書くことは，完全


に人工的である。『自然に』書けるようになることはだれにもできない。」とし，書くこと


や書かれたものは話と異なり，かならずしも無意識からあらわれてくるものではないと指


摘する。 


このことを踏まえれば，記述行為は，書き手自身が目的に応じて文章の枠組みやその特


性を自覚的に認識することが不可欠であり，その上で文章全体を俯瞰しながら必要な内容


を確認したり問題を解決したりして書き進める行為であると言える。手紙文の学習におい


ては，学習者は手紙文を書く目的を踏まえつつ，手紙文を読む相手を念頭に置き，手紙文


特有の知識を認識しながら伝えたい内容を吟味して書き進めることになる。 


しかし，本調査では，「手紙文例」の存在が，手紙文特有の知識を認識しながら書き進め


ているのか否かの実態把握を困難にした。つまり，学習者全員が手紙文を完成させたもの


の，「手紙文例」を無自覚に模倣しながら書いているのではないかという懸念である。この


点において，学習者の記述過程の実態は把握できたものの，手紙文特有の知識をどの程度


認識して書き進めているのかを確認することはできなかった。「手紙文例」が設定されてい


ることで，本調査が《方法的な要素》の活用に求めたメタ言語能力の発揮を妨げ，学習者


が文章を吟味する機会を減じているのではないかという可能性も残る。 


二点目は，「相手を意識し，相手に即して表現される」（福田，1991，p.608）文章である


という手紙文ならではの特性が，学習者の記述内容にどのように作用したのかの分析が不


十分だったことである。 
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大西（2001b，p.4）が，「手紙は，言語によるコミュニケーション機能が典型的に発現す


る文章ジャンルである。手紙を書くという行為においては，書き手の目的意識，相手意識


によって手紙文の内容や表現の仕方が明確化される。」とするように，手紙文は，書き手と


読み手のコミュニケーションを前提とした文種であるということにその特性がある。相手


に届けられることでその役割を果たす極めて社会性の高い文種であるため，文章を書くに


当たっては，特に相手が強く意識される。この特性が，実際に手紙文を書く場において，


学習者の記述過程にどのように作用しているかを検証することは，手紙文を書く場におい


てこそ発現される思考や育成される資質・能力を捉えることにつながるはずである。この


点において，今回用意した学習支援ツールでは，学習者がもつ相手意識の存在を十分に捉


えることができなかった。 


 第３章では，これら二点の課題を踏まえ，手紙文記述における学習支援の要素を精査す


る調査を設計，実施する。 


 


１ 本調査は，文部科学省科学研究費補助金，基盤研究(C)課題番号 24531167「中学校国語


科におけるコンピュータを活用した課題解決型学力調査問題の開発」の研究データを活用


したものである。また，本章は，日本読書学会『読書科学』60.2において，「学習者が記


述中に必要とする学習支援に関する研究－学習支援ツールを用いた手紙文記述の実態調査


をもとに－」として発表した拙論を基にしている。 


なお，本調査における CBT調査は，その前身として，筆者が同補助金による基盤研究


(C) 課題番号 24531167「中学校国語科におけるコンピュータを活用した課題解決型学力


調査問題の開発」（2012.04.01～2016.03.31）において，「文学的な文章を読んでポップ


（本の紹介カード）を作る」という CBT調査を開発しており，その手法を応用したもので


ある。 


https://kaken.nii.ac.jp/ja/file/KAKENHI-PROJECT-24531167/24531167seika.pdf


（2020年 1月 24日最終閲覧） 
２ 学校のパソコン本体への特別なプログラミングが不要となるよう，USBメモリ上で全て


を処理するようにしている。そのため，パソコンのスペックが満たされていれば容易に調


査を実施することができる。 
３ 株式会社インフォザインに委託。調査当日は，コンピュータに係る諸準備及びトラブ


ル等に対応した。なお，本調査のプログラミングにおける費用は，注１で示した文部科学


省科学研究費補助金，基盤研究(C)課題番号 24531167に係る研究費によるものである。 
４ 有限会社ワンクリエイションのフリーソフトで，デジタル画像の閲覧等に利用できる


画像ビューア。個々の学習者の解答画面の画像を連続再生して動画のように見ることがで


き，スピードの調節も可能なため，学習者が手紙をどのように書き進めていったのかを短


時間で確認できる。 


 


                                                



https://kaken.nii.ac.jp/ja/file/KAKENHI-PROJECT-24531167/24531167seika.pdf

https://kaken.nii.ac.jp/ja/file/KAKENHI-PROJECT-24531167/24531167seika.pdf
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【SnapViewer の画面イメージとその説明】              （筆者作成） 


 
５ 各種調査において，生徒の書く能力に課題があるという結果が出ている。例えば，平


成 30年度全国学力・学習状況調査中学校国語Ｂの大問３の設問三は記述式の問題であ


り，「Ｂ書くこと」第１学年ウ（記述）の指導事項が充てられているが，正答率は


49.6％，無解答率は 12.1％である。また，OECD生徒の学習到達度調査（PISA2015）にお


ける読解力の問題について，「自由記述」における日本の無答率は 13.0%である。 
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第 ３ 章 


 


手紙文の記述過程における学習支援の要素を精査するための調査 


 


3.1 調査の目的 


本調査は，手紙文の記述過程における学習支援の要素を精査するための調査である１。第


２章の「学習者の記述過程の実態を捉えるための調査」（以降，便宜上，「第１の調査」と


いう。）において確認された学習者の記述過程の実態を踏まえた上で，学習支援の要素を精


査，検討することを目的とする。 


「第１の調査」では，学習者が記述過程で必要とする学習支援として，《知識的な要素》


と《方法的な要素》の双方が活用されること，特に，学習者が自力で書き進めていく場に


おいては，《知識的な要素》が活用されること，なかでも学習のゴールを示す文章の完成モ


デルである「手紙文例」が頻用されることが明らかになった。 


しかし，頻用された「手紙文例」が，果たして手紙文特有の知識を認識しながら書き進


めるための学習支援として作用しているかという点については，課題が残った。「手紙文例」


を無自覚に模倣しながら書いている学習者が存在している可能性があるということである。


また，それに伴って，「手紙文例」の存在が，学習者の文章を吟味する機会を減じているの


ではないかという可能性も残る。 


これらの点を踏まえ，第１章で提出した，本研究の記述過程における学習支援の枠組み


を基に精査し，検討する。 


 


3.2 調査の方法 


基本的には，「第１の調査」同様の手続きで，手紙文を題材に，筆者が作成した CBT調査


問題を 50分間で実施する（以降，便宜上，「第２の調査」という）。  


 学習者はコンピュータ上で手紙を書き進め，指導者による途中の直接的な関与はない。


図 3.1は，調査実施時の様子である。 
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なお，調査問題開始前と終了後に，画面上でアンケートを実施する（図 3.2，及び図 3.3


参照。以降，それぞれ「冒頭アンケート」，「事後アンケート」という）。これは，個々の学


習者の状況を具体的に捉え，調査結果と関連付けて分析できるようにするためである。「冒


頭アンケート」は，選択式の３設問であるため，回答時間の指定はしていない。「事後アン


ケート」の回答時間は，10分間である。 


 


■文章を書くことは好きですか。 


○好き ○どちらかというと好き ○どちらかというと嫌い ○嫌い 


■手紙の一般的な書き方のきまりについて知っていますか。 


○知っている ○どちらかというと知っている ○どちらかというと知らない ○知らない 


■考えごとをするときに，メモや付せんを使うことがありますか。 


○よく使う ○ときどき使う ○ほとんど使わない ○使わない 


図 3.2 「冒頭アンケート」の項目      （筆者作成） 


 


図 3.1 山形県Ｙ中学校における調査実施の様子（2018（平成 30）年 12月 11日撮影）  


（筆者作成） 
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(1) 手紙を書くとき，どんなことに気を付けましたか。 


（                                    ） 


(2) 手紙を書くにあたって，それぞれのツールはどの程度役に立ちましたか。該当す


る○を選択して，できれば理由も書いてください。 


・自由メモ 


○とても役に立った ○役に立った ○あまり役に立たなかった ○役に立たなかった  


○使わなかった 


（                                    ） 


・ふせん 


○とても役に立った ○役に立った ○あまり役に立たなかった ○役に立たなかった 


○使わなかった 


（                                    ） 


・手紙の構想メモ 


○とても役に立った ○役に立った ○あまり役に立たなかった ○役に立たなかった  


○使わなかった 


（                                    ） 


・手紙の知識 


○とても役に立った ○役に立った ○あまり役に立たなかった ○役に立たなかった 


○使わなかった 


（                                    ） 


(3) 一番最近書いて手紙について，差し支えない範囲で，いつ頃，どのような手紙を


書いたかを教えてください（年賀状は除く）。 


（                                    ） 


(4) メールや SNSでのやりとりをしている人は，今回の学習を踏まえて，メールや SNS


と手紙の違いについてどのように思いますか。 


（                                    ） 


(5) 手紙には，一般的なきまりがありますが，きまりがあることをどう思いますか。 


（                                    ） 


図 3.3 「事後アンケート」の項目 


※下記（ ）は，記述を求めた箇所。（筆者作成） 







- 78 - 


 


3.2.1 本調査で使用するCBT 調査問題の作成とその内容  


CBT 調査問題における画面の配置も，基本的には「第１の調査」と同様のレイアウトと


した上で（図 3.4参照），後述する3.2.2の変更点を踏まえて作成した（実際の調査画面は，


巻末資料３を参照）２。 


   


 


左側半分の「手紙」とあるスペースが手紙を書き進める場所であり，学習者の必要に応


じて全画面表示にして書き進めることができるように作成した。右側半分は，学習支援ツ


ールを使用する作業スペースである。画面上に学習支援ツールとして用意した「手紙の知


識」を確認したり，「自由メモ」，「ふせん」，「手紙の構想メモ」を活用したりすることがで


きる場所として用意し，「手紙」スペースと中央で二分している。 


調査問題を提示する画面で，学習者に示した調査問題の内容と諸注意は，図 3.5のとお


りである。「第１の調査」では，手紙文を書く相手を「小学校の先生」と限定したが，「第


２の調査」では「お世話になった先生」とし，相手の選択の幅を広げた。これは，学習者


の現実にできる限り近い場を用意して調査を実施すること，その上で，手紙文特有の明確


手紙を書く欄。右側の


「手紙の知識」や「自


由メモ」「ふせん」を使


用しながら手紙が書


ける。右側の内容は，


手紙側にコピーアン


ドペースト可能。 


左下のボタンをクリック


すると，手紙を書く欄が全


画面で表示され，手紙を一


覧できる。 


「自由メモ」タブを


クリックすると，横


罫線の画面が出現。 


「ふせん」タブをク


リックすると，２色


の付箋を使える画面


が出現。付箋に文字


を書き入れ，自由に


動かせる。付箋同士


をペンで結び付ける


ことも可能。 


 左は「手紙の構想


メモ」。 


「手紙の知識」タ


ブをクリックする


と，〈頭語・結語〉〈時


候の挨拶〉〈手紙の


構成〉の３つのボタ


ンが出る。該当ボタ


ンをクリックする。 


             図 3.4 調査画面の一部①         （筆者作成）           
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な相手意識を発現させることを意図している。 


 


 


3.2.2 《知識的な要素》と《方法的な要素》に係る学習支援ツールの設定 


本研究における学習支援の要素の枠組みである《知識的な要素》と《方法的な要素》を


維持した上で，以下の表 3.1に示した①から⑥の内容を用意した。 


なお，これら二つの枠組みに整理される学習支援ツールについては，以下の点が「第１


の調査」と異なる。 


・《知識的な要素》の学習支援ツールである「手紙文例」を削除した。これは，前述した


ように，本研究で意図した，手紙文特有の知識を認識しながら書き進めるための学習


支援ツールとして作用しているかどうかといった点において課題が残ったことによる。


「手紙文例」の削除は，学習者が記述過程において，手紙文特有の知識を認識しなが


ら書いているかどうかを把握するためである。 


・《方法的な要素》の学習支援ツールとして「手紙の構想メモ」を加えた。これは，相


手が強く意識されるといった手紙文の特性が，学習者の記述過程において手紙文の内容に


どのように作用しているかを捉えるためである。 


図 3.5 調査画面の一部②       （筆者作成） 
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表 3.1 「第２の調査」で用意した学習支援ツール 


学習支援の枠組み 学習支援ツール 記述過程で発揮される資質・能力 


《知識的な要素》 ① 頭語・結語 Ａ：言葉の特徴やきまりなど言語に


関する知識 


Ｂ：文種特有の規範など言語文化


に関する知識 


② 時候の挨拶 


③ 手紙の構成 


《方法的な要素》 ④ 自由メモ Ｃ：相手意識などコミュニケーショ


ンに関するメタ言語能力 


Ｄ：文章作成など記述行為に関す


るメタ言語能力 


⑤ ふせん 


⑥ 手紙の構想メモ 


※ ①から③は，調査画面上は，「手紙の知識」タブに収納されている。 （筆者作成）                 


 


 画面上右側の四つのタブには（図 3.4参照），六つの学習支援ツールが設定されている。


一つ目のタブは，「自由メモ」，二つ目のタブは「ふせん」，三つ目のタブは「手紙の構


想メモ」である。 


「自由メモ」は，自由に文字を書いたり消したりできる横罫のメモ用紙である。「第１の


調査」同様，主として記述する内容を想起したり書きながら内容を整理したりする際に必


要となることを想定して設定している。  


「ふせん」は，主として記述前指導の構成に係る内容を考えたり確認したりする際に必


要となることを想定して設定している。付箋内に文字を書いたり消したり，自由に移動さ


せたりすることが可能である。「第１の調査」における使用頻度と使用方法に鑑み，三色


用意していた付箋を赤，黄の二種類にした。また，内容の構成を考える際の使用よりも，


伝えたい内容を考えたり整理したりする際に使用されていたことから，付箋同士を線で結


ぶことが出来るようにペンの機能を備えた。 


なお，「第１の調査」において，付箋を使用した学習者は少数であったが（39名中４名），


「第２の調査」においても付箋を採用した。少数ではあるものの，それらの学習者にとっ


ては，手紙文の記述過程において学習支援としての役割を果たしたことが認められたため


である。本研究は，個別の学習状況を捉え，学習支援ができる点にその価値の一端がある。


今回も，個別の学習の状況が捉えられたからこそ，少数の学習者に対して，付箋による学
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習支援の可能性を捉えることができたと判断し，前述のような改善を加えて採用した。 


「第２の調査」で追加した「手紙の構想メモ」は，以下の項目について，学習者が必要


に応じてメモできる仕様とした。 


 


手紙を書く相手 


・手紙を書く目的 


・伝えたい内容（書きたいこと） 


・伝えたい気持ち 


・手紙を書くうえで気を付けたこと 


 


本項目立ては，手紙が対話的な側面を強くもつという性質から（西尾 1952，橘 1977，橘


1990），「対話は，話し手，聞き手，メッセージ（伝えられる内容），チャンネル（文字，音


声などの伝達媒体），目的，状況などの要素から構成される。そして，各要素はばらばらに


ではなく全体として有機的に関連し合い，一つのシステムとして機能する。」（村松，2001，


p.34）といった，国語科教育における「話すこと・聞くこと」領域に係る研究の知見を参


考に作成したものである。手紙文の記述過程において発揮させたい相手意識については，


主に「手紙を書く相手」や「伝えたい気持ち」などを考える際に意識されるのではないか


と想定される。また，「手紙を書く目的」，「伝えたい内容（書きたいこと）」，「手紙を書く


うえで気を付けたこと」などを考えながら，自分の記述行為を振り返る場面が生まれるの


ではないかと想定して設定している。 


四つ目のタブには，一般的な手紙の知識として「頭語・結語」（主な頭語と結語の一覧），


「時候の挨拶」（12ヶ月分の時候の挨拶例一覧），「手紙の構成」を設定している（図 3.6


参照）。 
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なお，学習支援ツールは，「第１の調査」同様，学習者が必要に応じて活用するものであ


り，記述過程において，学習者が自身に起こった問題を自力で解決できるものとして存在


する。そのため，使用の有無は学習者に任せている。 


 


3.3 調査の実施 


(1) 調査時期・実施校（場所）・実施学年，人数 


①平成 30年 12月 4日，埼玉県 S中学校（コンピュータ室），第 3学年 1学級 41名。 


②平成 30年 12月 11日，山形県 Y中学校（コンピュータ室），第 3学年 1学級 34名。 


S中学校については，平成 30年 10月，本研究の調査システムを用いて，「修学旅行の


体験学習でお世話になった方にお礼の手紙を書く」という内容で「第１の調査」と同様


（筆者作成） 


図 3.6 《知識的な要素》の学習支援ツール「手紙の構成」の内容 
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の学習支援ツールを用いた調査を実施したが，コンピュータ室以外の教室を使用した関


係で不具合が生じ，開始約 30分後に調査を中止した。そのため，S中学校の生徒は，本


調査の手続きに触れるのは２回目である。 


Y中学校は，本調査は初めてである。 


(2) 事前準備  


調査開始１時間前に，全コンピュータを起動し，システムの入った USBをセッティン


グする。 


(3) 調査の流れ 


① チュートリアル（5分） 


  本調査の内容と分析方法の簡易な説明（画面上で手紙を書くこと，キャプチャするこ


となど）の後，文章のキーボード入力，タブの切替え，全画面表示への切替え，付箋を


使用する際に必要になる，図形のドラッグ＆ドロップの操作を確認する。 


② 調査（50分） 


  調査開始後は，特別な指示や支援は行わず，解答者各自が画面を見ながら書き進める。 


 時間が来たら，手紙文記述の途中でも終了する。 


③ アンケート（10分） 


④ 調査終了 


  USBメモリを回収する。 


 


3.4 分析の方法 


 学習者の解答画面のキャプチャを，FastStone Image Viewer6.7３を使用して再生し，学


習者の記述過程の状況を以下の手順で分析する。 


① 2 学級 75 名の調査対象者全員の手紙文記述の状況とアンケートへの回答結果を整理す


る。個々の学習者の記述過程の状況の詳細を把握するために，「第２の調査」では個票


を作成し整理した（巻末資料４参照）。具体的には，以下の内容がまとめられている。 


 


・冒頭アンケート，及び事後アンケートの結果 


・記述した手紙文，及び記述過程の大凡の経過時間とその概要 


・使用した学習支援の要素とその順番 


・解答時間 
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本章では，特定の学習者を示すときに，便宜上，個票№を使用する。Ｓ中学校は S-01か


ら，Ｙ中学校は Y-01から始まる。 


② ①を基に，学習者が使用した学習支援ツールの使用状況について，全体の傾向と個別の


傾向を分析する。 


 


3.5 調査結果と分析 


記述過程のデータを基に，「第２の調査」における変更点に着目しながら，学習支援ツー


ルの使用に係る全体の傾向及び個別の傾向を取り上げる。 


具体的には， 


・「手紙文例」を削除したこと， 


・「手紙の構想メモ」を追加したこと， 


を中心に分析する。 


3.5.1 学習支援ツール全体の使用状況 


まず，《知識的な要素》の学習支援ツールとして設定した「頭語・結語」，「時候の挨拶」，


「手紙の構成」，《方法的な要素》の学習支援ツールとして設定した「自由メモ」，「ふせん」，


「手紙の構想メモ」のそれぞれが，記述過程でどのように使用されたのかを確認する。 


 後述の表 3.2は，個々の学習者における学習支援ツールの使用状況，及び解答時間を一


覧にしたものの一部である（データ全体は，巻末資料５参照。なお，巻末資料５には，第


４章で後述する「記述パターン」の記号欄を右欄に付記している。）。 


 「第１の調査」においても同趣旨のものを作成しているが（巻末資料２参照），「第２の


調査」では，各学習支援ツールにとどまっている滞在時間，及び全画面表示の機能を使っ


て書き進めている時間を明確にした。なお，本表は，《知識的な要素》及び《方法的な要素》


の学習支援ツールの性質を踏まえ，前者は４秒以上，後者は 10秒以上の滞在を基準に作成


している。 
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一覧して分かることは，「第１の調査」同様，用意した学習支援ツールが全て使用されて


いること，また，使用する学習支援ツールと使用するタイミングは，学習者によって様々


表 3.2 各学習者の記述過程における学習支援ツールの使用状況と解答時間の一部 


            ※○付数字は，当該学習者が使用した順番を示し，→印はその順番を追った軌跡。 


 


 


＊《方法的な要素》中の○は，ツールを開いているが使用していない状況を示す。 


＊ 全画面の□は，全画面を開いて使用している状況を示す。 


（筆者作成。全データは巻末資料５を参照） 
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であることである。《知識的な要素》と《方法的な要素》を両方使用した者，いずれかのみ


使用した者，一度使用して再び同じ学習支援ツールを使用する者など，使用の仕方やその


頻度も様々であることも同様である。 


では，その様相の詳細を繙くために，まず，「第２の調査」で新たに付記した滞在時間に


着目してその全体的な状況を確認する。 


各学習支援ツールにおいて，10分以上同じ学習支援ツールに滞在している状況は，全学


習者の記述過程において 73回出現している。そのうち，一番出現回数が多いのは，《知識


的な要素》の学習支援ツールである「手紙の構成」で 52回，次いで《方法的な要素》の学


習支援ツールである「手紙の構想メモ」が６回，「自由メモ」が５回，「ふせん」が４回で


あった。《知識的な要素》の学習支援ツールである「手紙の構成」は，他の学習支援ツール


より圧倒的に滞在時間が長い。 


《知識的な要素》の学習支援ツールである「頭語・結語」，「時候の挨拶」，「手紙の構成」，


《方法的な要素》の学習支援ツールである「自由メモ」，「ふせん」，「手紙の構想メモ」の


それぞれの使用状況は，表 3.3のとおりである。 


 


                  表 3.3 各学習支援ツールの使用状況  


                         Ｎ＝75 


《知識的な要素》 「頭語・結語」を使用した学習者 ６３人 


「時候の挨拶」を使用した学習者 ６３人 


「手紙の構成」を使用した学習者 ７１人 


《方法的な要素》 


 


「自由メモ」を使用した学習者 １０人 


「ふせん」を使用した学習者 １０人 


「手紙の構想メモ」を使用した学習者 ３９人 


全体の状況 学習支援ツールを全て使用した学習者 １人 


いずれも使用しなかった学習者 ２人 


（筆者作成） 


 


これらの結果から，手紙文を書くに当たっては，「第１の調査」の結果と同様，《方法的


な要素》の学習支援ツールより《知識的な要素》の学習支援ツールを使用していることが


認められる。 
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しかし，「第２の調査」では，《方法的な要素》の学習支援ツールとして新たに設定した


「手紙の構想メモ」が，同じ《方法的な要素》の学習支援ツールである「自由メモ」，「ふ


せん」と比較して約４倍の学習者（39 名）に使用されている点に特徴がある。「手紙の構


想メモ」の具体的な使用状況については，3.5.3で後述する。 


3.5.2 《知識的な要素》の学習支援ツールの使用状況 


「第１の調査」で頻用された《知識的な要素》の学習支援ツールである「手紙文例」を


削除したことと関わって，《知識的な要素》の学習支援ツールの使用状況を分析する。 


まず，「頭語・結語」の使用状況について，「第１の調査」では，23.1％の学習者が使用


したが，「第２の調査」では，84.0％の学習者が使用した。この約８割という数値は，「第


１の調査」では，「手紙文例」に書かれた頭語と結語を模倣して手紙文を書いていたのでは


ないかとの推測を促す。今回は，「手紙文例」を削除したことにより単純な模倣ができなく


なったため，「頭語・結語」を積極的に活用する必要が生まれたのではないか。とすれば，


「第１の調査」では，「手紙文例」の存在が，手紙文特有の知識である「頭語・結語」を確


認する必要性を減じていたと考えられる。 


次に，「時候の挨拶」の使用状況については，「第１の調査」と比較してその割合に大き


な変化は見られない。「第１の調査」において，調査実施月と異なる「手紙文例」は，時候


の挨拶を支援するものとして機能しなかったと分析したが，本調査結果は，そのことを裏


付ける材料の一つとなったと言える。 


つまり，「手紙文例」から当該月の時候の挨拶を模倣することができない場合に，学習者


は，手紙文特有の知識である「時候の挨拶」にある文例を学習支援として活用するという


ことである。 


実際，学習支援ツールの「時候の挨拶」を参照しながら，そこで取り上げられている実


施月の 12月の文例（師走の候/寒冷の候/冷たい木枯らしの吹く今日このごろです/今年も


残り少なくなりました）と異なる時候の挨拶を書いた学習者は，75 名中 21 名であった。


これらの学習者は，単なる模倣ではなく，手紙の相手や当日の気候，自分自身の感覚やそ


のときの状況等に合わせ，文例を改変したり自身の語彙を駆使したりしてオリジナリティ


を加え，主体的に言葉を吟味している様子がうかがえる。例えば，後述で取り上げる Y-13


は，「木々も美しく雪化粧する季節となりました。」と，12月に合った時候の挨拶を自分自


身で考え，言葉を駆使して季節を描写した。季節感を必須とし，且つ比較的短い言葉で表


現するという時候の挨拶の明快な約束事は，学習者にとって，言葉を吟味する指標として
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有効に働いたと考えられる。Y-13には，「第２の調査」の変更点である「手紙文例」の削除


が手紙文特有の知識である「時候の挨拶」に着目させる仕掛けとなり，Y-13にとって「時


候の挨拶」が有効な支援となっている。また，このことは，言葉を整理したり吟味したり


する行為については，《方法的な要素》によって行われることを想定していたが，《知識的


な要素》を基に行われることがあることを示している点で重要である。 


最後に，「手紙の構成」の使用状況については，「第１の調査」では，28.2％の学習者が


使用したが，「第２の調査」では 94.7％の学習者が使用した。この数値の高さからは，「手


紙文例」を削除したことにより，手紙文全体の構成を把握するための学習支援ツールが「手


紙の構成」以外存在しなかったことが理由として考えられる。 


「第１の調査」において「手紙文例」は，学習のゴールを示すとともに，手紙文全体の


構成を示すものとして機能していた。それを削除したことにより，学習者は，手紙文全体


の構成を「手紙の構成」に求めたということである。 


つまり，本調査結果は，手紙文記述に当たっては，手紙文全体の構成を把握するための


学習支援を多くの学習者は必要としていることを示している。と同時に，「第１の調査」に


おいては，「手紙文例」の存在が「手紙の構成」（「第１の調査」においては〈手紙の構成１〉


が相当する）を確認する必要を減じていたと推測される。 


3.5.3 《方法的な要素》の学習支援ツールの使用状況 


「第２の調査」では，《方法的な要素》の学習支援ツールとして，「自由メモ」，「ふせん」，


「手紙の構想メモ」を用意した。「自由メモ」，「ふせん」の使用については，「第１の調査」


と同様の使用傾向，及び結果が得られた。そこで，ここでは，「第２の調査」で新たに追加


した「手紙の構想メモ」の使用状況，及び「手紙の構想メモ」が学習者にどのような影響


を与えたかについて分析する。 


以下の表 3.4は，「事後アンケート」で聞いた《方法的な要素》の学習支援ツールの使用


に対する学習者の感想を集計したものである。なお，本表は，各学習支援ツールの役割に


鑑み，役に立たないと判断して使用しなかった学習者も存在するため，合計数は全体の人


数とは合致しない。 
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表 3.4 《方法的な要素》の使用に対する学習者の感想 


                                 Ｎ＝75 


 自由メモ ふせん 手紙の


構想メモ 


とても役に立った    ５人    ４人   １９人 


役に立った    ６人    ４人   ２１人 


あまり役に立たなかった    ３人    ３人    ３人 


役に立たなかった    １人    １人    ０人 


使わなかった   ６０人   ６３人   ３２人 


                   （筆者作成） 


 


「手紙の構想メモ」について，「とても役に立った」，「役に立った」と肯定的な回答をし


た学習者は 75 名中 40 名であり，《方法的な要素》の学習支援ツールの中では最も役に立


ったとされた。 


肯定的な回答をした学習者のアンケート記述を見ると，「誰に，どんな，どのように，書


くかをはっきりさせることができたので手紙が書きやすくなったから。」（S-30），「書く相


手は決まっていたけれど，内容がまだ不十分だったので，構想をメモすることで，頭の中


を整理することができました。また，手紙を書いていく中で，伝えたいことに一貫性がな


いと相手に伝わらないから，伝えたいことを絞るために活用できました。」（S-36），「何を


誰にどのような意図があって書こうと思うのかを明確にすることで，文章に一貫性ができ，


書きやすかった。」（S-42），というように，「手紙の構想メモ」の使用によって相手を明確


に意識することができたこと，それに関わって内容の一貫性を意識しながら書き進めるこ


とができたことが認められる。一貫性という言葉を直接は使用していないが，「自分が何を


書くか途中でぶれないで書けた。」（Y-08），「なんのためになにを書くのかという軸がぶれ


ないように文章をかけた。」（Y-25），「自分が手紙で伝えたいことが明確になり文章を書く


上で地図のような役割を担えると思ったから」（S-21），「一番最初に使うと方向性が定まっ


た」（S-26）など一貫性に類する記述も複数認められる。相手を意識することについては，


コミュニケーションに関するメタ言語能力の発揮を想定していたため想定どおりの結果で


ある。しかし，内容の一貫性への意識については，文章作成など記述行為に関するメタ言


語能力の発揮を想定していたものの，複数の学習者から自覚的に語られたことについては，







- 90 - 


 


想定以上の結果であった。また，アンケート記述からは，読む相手と関連させて内容の一


貫性を考えている学習者も認められる。 


これら学習者の状況から，手紙文の記述過程において，以下の二点の様相が導き出され


る。 


・相手を意識しながら内容や表現を決定すること 


・内容の一貫性を意識しながら記述すること 


一点目については，佐渡島（2001）の研究が，相手は題材や目的と切り離されたもので


はなく，作文全体の中で関連付けられ，相手意識が書く内容の選択と関係していることを


明らかにしている。また，中嶋（2003）は，学習者が相手によって自身の言語表現をどの


ように調整しているかを，言語的調整という側面から分析している。 


このような先行研究に対して，「第２の調査」では「手紙の構想メモ」を学習支援ツール


として加えたことによって，学習者の相手意識は記述前のみではなく記述過程においても


働いていること，また，相手を意識して内容を選択，言葉を吟味しながら書き進めている


ことが認められた。このことは，前述のアンケート記述に加え，「手紙の構想メモ」に書い


た内容を，学習者が手紙文記述の最中に加除修正する様子からも捉えることができる


（3.5.4.2で後述）。 


西尾（1952，p.288）は，「書く立場の確立が書くことの学習の根本であり，それは，け


っきょく，具体的現実的な読者を決定することによって成り立つものである。」と指摘して


いる。学習者は，「手紙の構想メモ」によって，自身が書く手紙文を読む具体的な相手が現


実味をもって想定できたことは，その記述内容やアンケート結果から明らかである。その


上で，学習者は，自身の書く立場を自覚し，相手を意識しながら文章を書き進めることが


できたことから，「手紙の構想メモ」は，学習支援ツールとして有効に働いたと言える。 


二点目について，手紙文の記述過程において，内容の一貫性を意識しながら書く学習者


の存在が明らかになった。特筆すべきは，前述したように，相手意識と内容の一貫性との


関連を自覚している学習者が存在することである。このことと，「手紙の構想メモ」の追加


との関係を論じるには件数が足りないが，少なくとも「第１の調査」では見えてこなかっ


た学習者の実態である。 


「手紙の構想メモ」には，手紙文を記述し始める際に確認する内容が，手紙文の特性を


踏まえて項目立ててある。しかし，実際には，記述し始めるときだけではなく，記述過程


においても各項目に書いた内容を確認したり，各項目に書いた内容に追記したりする学習
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者の様子が見られる。 


これら学習者の実態は，「手紙の構想メモ」に付帯させた手紙文記述に係る内容を整理す


る機能が，学習者に自身の文章記述全体を内容の側面から俯瞰する支援をし，メタ言語能


力を発揮させる場面を生んだのではないかとの推測を可能にする。 


3.5.4 学習支援ツールの具体的な活用の仕方 


では，実際に学習支援ツールが記述過程でどのように活用されたかを，特に 3.5.2 で明


らかになった手紙文全体の構成を参照する行為や，3.5.3 で明らかになった相手意識とそ


れを踏まえた記述内容の一貫性を意識する行為に焦点を当てて分析する。具体的には，《知


識的な要素》の学習支援ツールの「手紙の構成」，及び《方法的な要素》の学習支援ツール


の「手紙の構想メモ」に着目し，個別の学習者の記述の状況を取り上げる。 


3.5.4.1 「手紙の構成」の活用の仕方の実際 


 「手紙の構成」が学習支援として有効に働いたと考えられる Y-13の記述過程を取り上げ


る。Y-13は，「冒頭アンケート」の「(2)手紙の一般的な書き方のきまりについて知ってい


ますか。」では「知っている」と答えているが，「事後アンケート」において「手紙の知識」


４を「とても役に立った」としている学習者である。 


表 3.5は，3.5.1で取り上げた表 3.2から Y-13を抽出したものである（以降，表 3.5に


準じるものは，表 3.2から抽出したものである）。また，コンピュータでキャプチャした Y-


13の記述過程のデータを詳細に整理した個票が後述する表 3.6になる（以降，同様）。 


 


表 3.5 Y-13の記述過程における学習支援ツールの使用状況と解答及び滞在時間 


 


※○付き数字は，当該学習者が使用した順番を示し，→印はその順番を追った軌跡。 


□は全画面表示にした箇所。 


（筆者作成） 
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※個票の記号について 


●：当該時間で主に使用した学習支援ツールを示す。●に付した番号は，１分間内で主に使用した学習支


援ツールの順番を示す。 


△：全画面表示で作業が行われていたことを示す。便宜的に「頭語・結語」欄を使用。 


※冒頭アンケート，事後アンケートの項目は，図3.2，及び図 3.3にそれぞれ対応している。以降，同様。 


 （筆者作成） 


表 3.6 Y-13の個票 
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表 3.5から分かるように，Y-13は，記述過程の前半約 17分間，主に《知識的な要素》


の学習支援ツールである「手紙の構成」を見ながら，ほぼ筆が止まることなく書き進める。


また，前述の表 3.6からも分かるように，本文の中盤，「そんな時『■■さんは」以降，全


画面にして書き進める（図 3.7-1参照）。 


 


 


その後，「今でもあの時の言葉は私の胸に大事にしまってあります。」（後述の図 3.8，下


線部③参照）まで書くと，書いた文章を読み直す。そして，「その言葉で本当に救われまし


た。ありがとうございます。感謝してもしきれません。」（後述の図 3.8，下線部②参照）を


その一文の前に書き加える。さらに，「いま私は三月の公立高校入試に向け，志望校の決定


に悩んでいます。」まで書き進めると，約２分間，筆が止まる。その後，「もしよろしけれ


ば，今後相談に乗っていただけると幸いです。」と一気に書く。そして，再び「手紙の構成」


を開き，「手紙の構成」を見ながら末文及び後付けを書く（図 3.7-2参照）。 


 


 


 


 


【自動でキャプチャした画像。記述開始後，18分 32秒】   （筆者作成） 


 


図 3.7-1 Y-13の調査画面の一部① 







- 94 - 


 


 


Y-13の記述過程は，特に主文において非線条的に進められ，最終的に言葉や文を線条的


に連ねて書き上げられる。 


完成した手紙文は，以下のとおりである（下線は，筆者による。以降，同様）。なお，固


有名詞等は記号で伏せ字にしている（以降，同様）。 


 


拝啓 


木々も美しく雪化粧をする季節となりました。①××先生におかれましては，日々ご


健勝のことと存じます。私は今，三月に控える受験に向け勉学に励んでいます。 


ところで，私が中学一年生のころ部活で悩んでいた時手を差し伸べてくださったこ


と，覚えていらっしゃいますでしょうか。今日はその感謝を伝えたく，筆をとりました。 


吹奏楽部でアンサンブルコンテスト校内予選に向けて練習していた時，メンバー内で


分裂が起きてしまいまともに練習ができない日々が続きました。当時パートリーダーを


していた私は本当に悩んでいました。そんな時「■■さんはやるべきことはちゃんとや


っている。あなたは悪いことはしていないんだから自信をもって取り組みなさい。」と，


私が一番欲しかった言葉を言ってくださったのは××先生でした。②その言葉で本当に


救われました。ありがとうございました。感謝してもしきれません。③今でもあの時の言


【自動でキャプチャした画像。記述開始後，42分 06秒】  （筆者作成） 


図 3.7-2 Y-13の調査画面の一部② 
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葉は私の胸に大事にしまってあります。 


いま私は三月の公立高校入試に向け，志望校の決定に悩んでいます。今の自分の学力


にあった学校を受けるか，それとももっと勉強を頑張って偏差値の高い学校を受ける


か，と。高校に入っても吹奏楽は続けたいということだけは私の中で明確な希望として


固まっています。もしよろしければ，今度相談に乗っていただけると幸いです。 


最後になりますが，これからさらに冷え込む季節となりますのでお身体大事になさっ


てください。××先生の国語の授業が大好きでした。二年間ほんとうにありがとうござ


いました。 


                                    敬具 


 平成三十年 十二月十一日 


                                 ■■■■ 


××××先生 


               図 3.8 Y-13の手紙文         （筆者作成） 


 


Y-13の記述過程を追うと，図 3.8の下線部②の挿入は，手紙文を書き進めながら相手へ


の感謝の気持ちが改めて思い出され，それを「救われました」という言葉で表した行為で


あることが推察される。この言葉の選択は，自分の気持ちを端的に表すものであり，自身


の内面と向き合いながら言葉を創出したと思われる。そして，この言葉を含んだ一文の挿


入で，Y-13の手紙文の目的である，読む相手に対する感謝を伝えるのに効果的な手紙文と


なった。 


この推敲の行為は，自身の文章を俯瞰し，メタ言語能力を発揮しているものと言える。


しかし，全画面表示にしている際の行為であり，学習支援ツールが直接的に誘発したもの


ではない。本研究においては，《方法的な要素》の学習支援ツールを活用することでメタ言


語能力が発揮されることを想定しているが，Y-13の記述過程を見ると，Y-13が直前まで活


用していた《知識的な要素》の学習支援ツールである「手紙の構成」が，記述行為に関す


るメタ言語能力を誘発し内容の吟味を促した可能性がある。とすれば，Y-13にとって，手


紙文特有の「手紙の構成」は，手紙文全体の構成を確認する役割だけではなく，主文の内


容の構成を確認したり推敲したりすることを促す役割を果たしたと考えられる。なお，記


述を簡易に推敲できる，コンピュータという使用媒体の特性が推敲を誘発した可能性も考


えられるが，ここでは判断が付かない。 
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この推敲について，「手紙文例」を削除したことと単純に結び付けることはできないが，


「手紙文例」の内容に引きずられることの少ない分，手紙文の骨組みである「手紙の構成」


を基軸にして，自身が書く内容に集中することができた可能性はある。 


また，前述したように，Y-13は，手紙のきまりを「知っている」としていること，また，


「手紙文例」がないにもかかわらず，図 3.8の下線部①のような手紙文特有の言い回しを


使用していることから，手紙文を書くことに慣れている，或いは手紙文記述に関する大凡


の書き方が身に付いている学習者である。その上で，Y-13の「事後アンケート」を確認す


ると，「(1)手紙を書くときに気を付けたこと」について，「言いたいことを順序立てて整理


して書くこと」と書いている。記述過程の様子を確認すると，記述前半と後半で時間を取


って「手紙の構成」を活用し，当該ツールを主たる学習支援として書き進めている。具体


的には，記述開始 2分から約 15分間（記述においては，前文から本文に入る段階），及び


35分から約７分間（記述においては，本文から末文に入る段階）の間で活用した。 


これらの様子から，「手紙の構成」を知らない学習者にとっては勿論のこと，手紙を書く


ことに慣れている，或いは大凡の書き方が身に付いている学習者にとっても，「手紙の構成」


は，記述過程において必要に応じて参照したい知識であることが分かる。また，手紙文に


おける各構成要素の変わり目で確認をくり返している様子から，Y-13にとっては，手紙文


特有の知識を得る以上に，伝えたい内容を整理して書くために「手紙の構成」が必要であ


り，自身の記述を俯瞰し，手紙文全体の構成のみならず，主文の内容の構成を吟味し，豊


かな文章を表出する役割も担うものであったことが示唆される。 


以上，Y-13 は，《知識的な要素》において発揮されることを意図した言語に関する知識


や手紙文特有の知識を正確に活用している点，及び，メタ言語能力を発揮して文章を吟味


し，豊かな手紙文を書き上げた点において，本研究で想定した手紙文を書き上げたと言え


る。 


3.5.4.2 「手紙の構想メモ」の活用の仕方の実際 


次に，「手紙の構想メモ」が有効に働いたと考えられる S-23の記述過程を取り上げる（表


3.7参照）。 
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コンピュータでキャプチャした S-23 の記述過程のデータの詳細を整理した個票が以下


の表 3.8になる。 


表 3.7 S-23の記述過程における学習支援ツールの使用状況と解答及び滞在時間 


 


※○付き数字は，当該学習者が使用した順番を示し，→印はその順番を追った軌跡。 


（筆者作成） 
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S-23は，調査開始後直ぐに《知識的な要素》の学習支援ツールである「時候の挨拶」を


使って時候の挨拶まで書くと，３分ほど筆が止まる。その間は，《知識的な要素》を確認す


表 3.8 S-23の個票 


 （筆者作成） 
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る様子がうかがえる。その後，前文を書く。「さて，」と主文を書き起こして再び筆が止ま


り，そこで《方法的な要素》の学習支援ツールである「手紙の構想メモ」を開く。その後，


約３分かけて，以下のように「手紙の構想メモ」を書く（図 3.9-1参照）。 


 


 


以降，約 35分間，「手紙の構想メモ」を見ながら本文を書き進める。記述過程の詳細を


見ると，S-23 は，後述の図 3.9-2 の傍線部にあるように，「二年生の途中で△△△△が自


分の夢のためにバレー部から離れてしまい，○○○○が怪我をしました。このタイミング


で私は，セッターというチームを担う大きな役割をもちました。」といったん書く。 


 


 


 


 


 


 


【自動でキャプチャした画像。記述開始後，９分 16秒】  （筆者作成） 


図 3.9-1 S-23の調査画面の一部① 
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しかし，この二文を消して，「チームで決めた『勝つ』という目標を達成するために，自


分は何ができるか，副部長として何ができていたか，とても不安になったときがたくさん


ありました。」（後述の図 3.10，下線部①参照）と書き直し，前述の内容を「不安」という，


自身の内面を表す言葉に置き換えて書き進める。 


この間，「手紙の構想メモ」を見ながら書き進めていたこと，当該ツールが役に立ったと


するアンケート記述に「自分の中で何を一番伝えたいのかをしっかりと確認することがで


きたからです。」と書いていたことから，「手紙の構想メモ」に書いた「今までの部活が楽


しかった」という内容を，誤解なく相手に伝えるための推敲であったことが分かる。具体


的には，部員の怪我などのマイナス要素を書くことは読む相手を不快にさせる可能性があ


り，且つ一番伝えたかった内容（今までの部活が楽しかった）が適切に相手に伝わらない


のでないかとの判断があったのではないかと考えられる。この推敲は，手紙文記述の目的


に照らして妥当である。そして，それまでの自分の気持ちを「不安」という言葉で表した


S-23の推敲は，後段の「後悔は，『ない』」という言葉と呼応して主たるテーマとなり，内


容に一貫性をもたせるとともに，手紙文の質を高めている。S-23 は，「手紙の構想メモ」


を使うことで，読む相手を意識しながら，目的に照らして伝えたい内容がぶれないよう文


【自動でキャプチャした画像。記述開始後，21分 30秒】  


 （筆者作成。傍線は，筆者による）            


図 3.9-2 S-23の調査画面の一部② 
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章を修正，言葉を吟味しながら書き進め，豊かな文章を書き上げた。つまり，「手紙の構想


メモ」の存在は，S-23に自分の文章と向き合い，内省し，読む相手を意識しながら，読ん


でもらうのにふさわしい内容，それを表すのに適した言葉を吟味する場を作ったと言える。 


完成した手紙文は，以下のとおりである。 


 


拝啓 今年も残り少なくなりました。 


 いかがお過ごしでしょうか。受験が近くなった今，私の楽しみはバレーボールの授業


です。 


 さて，卒業までも残り少なくなりました。 


私は部活を引退してから，学校生活の中で，部活がいかに大切な存在であったか，身に


染みて感じました。 


①チームで決めた「勝つ」という目標を達成するために，自分は何ができるか，副部長と


して何ができていたか，とても不安になったときがたくさんありました。 


けれど，バレーボールが嫌いだと思ったことは一度もありませんでした。それは今でも


変わりません。バレーボール部に入部した後悔は，「ない」といいきれます。 


部活を通して，私はバレーボールのこと以外にもたくさんのことを学ぶことができまし


た。 


②バレーボールのことから人との関わり方まで，たくさんのことを教えて下さった××


先生への感謝は，一生忘れません。本当にありがとうございました。 


 最後になりますが，卒業まで残り少ない日々を大切に生活していきます。お身体に気


を付けてお過ごし下さい。 


                                    敬具 


十二月四日                                   


                                  ■■■■ 


××××先生 


              図 3.10 S-23の手紙文         （筆者作成） 


 


手紙を読む相手を常に意識しながら記述している様子は，「部活を通して，私はバレーボ


ールのこと以外にもたくさんのことを学ぶことができました。」の次の文に，「バレーボー


ルを一緒にプレーしてくれた仲間への感謝はこれからもずっと忘れません。」と書いて消
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し，先生への感謝の一文（図 3.10の下線部②参照）へと変更したことからも認められる。


つまり，仲間への感謝ではなく，あくまでも手紙の相手である先生への感謝を書くべきで


あるとの意識が「手紙の構想メモ」があることによって確認され，手紙を書く目的とのズ


レを自己校正したものと推測できる。また，自己校正の中で「人との関わり方」という言


葉が創出されたことによって，「一生忘れません」という感謝の言葉が一層実体をもって相


手に伝わる文章を書くことに成功している。 


これらの点からも，「手紙の構想メモ」は，S-23にとって，相手意識を常にもちつつ，手


紙を書く目的と内容との整合を意識しながら記述するために有効に作用していたと判断で


きる。また，この行為が相手への感謝の対象を具体的に思い出させ，「人との関わり方」と


いった言葉の創出につながり，手紙文の内容を豊かでまとまりのあるものにした。 


S-23 自身は，「手紙の構想メモ」にある「手紙を書くうえで気を付けたいこと」の項目


欄に，「言葉遣い 文の流れ」と書いている。「言葉遣い」については，本研究において言


葉の特徴やきまりなど言語に関する知識として整理している敬語を指していると思われる。


この点も含めて，S-23 は，《知識的な要素》の学習支援ツールを活用して適切な言葉遣い


で書き進めている。また，「文の流れ」については，記述内容の流れ（内容の一貫性）を示


したものだと思われる。とすれば，今回，《方法的な要素》の学習支援ツールである「手紙


の構想メモ」は，まさに S-23の手紙文における内容の一貫性を支援した。具体的には，手


紙文を読む相手の立場に立ちながら内容を吟味するために活用され，目的と内容との整合


を考えて推敲するために活用された。その結果，自分の内面と向き合いながら生まれた言


葉や，自己校正を通して生まれた言葉を手紙文に取り入れて書き進め，伝えたい内容を適


切に伝える手紙文を仕上げることができた。S-23 は，「第２の調査」で追加した《方法的


な要素》の学習支援ツールである「手紙の構想メモ」を活用することで，本研究において


想定した手紙文を十分に書き上げたと言える。 


 


3.6 考察 


「第２の調査」の目的は，「第１の調査」において確認された学習者の記述過程の実態を


踏まえた上で，学習支援の要素を精査，検討することである。具体的には，手紙文を題材


にした CBT調査において，画面上に設定した学習支援ツールの活用の様子から，一人一人


の学習者の記述過程の実態を捉えることを試みた。特に，「第１の調査」における結果を踏


まえ，《知識的な要素》の学習支援ツールである「手紙文例」を削除したこと，新たに《方
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法的な要素》の学習支援ツールとして「手紙の構想メモ」を採用したことによる学習者の


記述過程の実態の分析，考察を試みた。 


本調査で提供した学習支援ツールが記述過程でどのような役割を果たしたか，全般的な


傾向を整理したものが表 3.9である。 


 


 


その結果，(1)《知識的な要素》の学習支援ツールである「手紙文例」を提供しないこと


が手紙文特有の知識への認識につながること，(2)《方法的な要素》の学習支援ツールであ


る「手紙の構想メモ」を提供することが相手を意識し，内容の一貫性を考えながら自分の


文章と向き合い，記述する行為を生むことが確認できた。また，これらの点が，手紙文の


内容を豊かにする可能性があることを導き出すことができた。以下， (1)，(2)について詳


述することで，手紙文の内容や表現への影響に言及する。 


(1)《知識的な要素》の学習支援ツールである「手紙文例」を提供しないことが手紙文特有


の知識への認識につながることについて 


まず，「第２の調査」における《知識的な要素》の学習支援ツールの活用の状況について，


表 3.9 「第２の調査」における学習支援ツールと学習活動の関係イメージ 


（筆者作成） 
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3.5.2で示したように，「頭語・結語」の学習支援ツールについては，「第１の調査」時より


６割強の学習者が活用した。これは，「第１の調査」では，学習者の多くが「手紙文例」か


ら頭語と結語の知識を得ていたことの裏付けの一つになる。「手紙文例」を削除したことに


より，「頭語・結語」そのものの知識を確認せざるを得ない状況が生まれたと言える。この


行為が，学習者に手紙文特有の知識を自覚的に認識させるものとなったと断定することは


できない。しかし，「頭語・結語」が手紙文記述に必要な知識であり，今回の手紙文におい


ては使用することが望ましいと判断したことは間違いない。 


同じく《知識的な要素》の学習支援ツールである「時候の挨拶」については，「第１の調


査」と比較して，その活用の割合に数値的な変化は見られなかった。しかし，75名中 21名


の学習者が，文例の引用ではなく，手紙の相手や当日の気候，自分自身の感覚やそのとき


の状況等に合わせ，文例を改変したり自身の語彙を駆使したりしてオリジナリティを加え，


主体的に言葉を吟味している様子がうかがえた。このことは，「第２の調査」の変更点であ


る「手紙文例」の削除が，手紙文特有の知識である「時候の挨拶」に着目させる仕掛けと


なったことが推測できる。3.5.2で取り上げた Y-13以外にも，「朝晩の寒さが顔をひりひり


とさせる季節となりました。」（S-26），「冷たい風が吹き，吐息が白くなる季節となりまし


た。」（S-37），「小雪の舞う季節となりましたが，いかがお過ごしでしょうか。」（Y-23），「い


つの間にか気温も下がり，地面に落ちていた紅い葉が由喜へと姿を変える季節となりまし


た。」（Y-29），「こたつと仲良くなる季節になってきました。」（Y-34）といった具合に，「第


１の調査」時よりも時候の挨拶の内容が個別的，具体的になっており，このことが手紙文


を豊かなものにしている。このことから，言葉を整理したり吟味したりする行為について


は，《方法的な要素》によって行われることを想定していたが，《知識的な要素》の学習支


援ツールである「時候の挨拶」を活用する際にも出現することが明らかになったと言える。


これは，学習支援の要素を整理した際には想定していなかった学習者の活用の実態であり，


新たな発見である。 


《知識的な要素》の学習支援ツールである「手紙の構成」は，《知識的な要素》の学習支


援ツールの中で最も多く活用された。９割強の学習者が記述過程全般を通じて活用してお


り，最終的に書き上げようとする手紙文全体の構成を常に意識しながら書き進める学習者


の様子を捉えることができた。これは，手紙文という文種が，文種特有の構成を有してい


るからであるとしてよいだろう。「第１の調査」においても，手紙の構成のツールは存在し


ていたが「第２の調査」のように活用されなかった。このことから，「第１の調査」におい
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ては「手紙文例」がその役割を果たしていたことが推測できる。ただし，「手紙文例」がそ


の役割を果たすとしたとき，学習者が手紙文の構成を自覚的に意識して記述を進めていた


かどうかは不確かである。例えば，本調査の手続きに触れるのが２回目であるＳ中学校の


アンケート記述には，「手紙の構成がとても役に立ちました。例文があるとそれに頼って似


通ってしまうので，構成だけのほうがいいと思いました。」（S-34），「例文がなかったから


考えさせられることが前回より多かった。」（S-38）といった感想が見られる。これらは，


「手紙文例」を提供することの欠点を指摘したものである。 


つまり，「第１の調査」では，《知識的な要素》と《方法的な要素》を架橋するものとし


て存在したと思われた「手紙文例」が，手紙文記述に当たって学習者の思考を限定的なも


のにしてしまったのではないかということである。実際，「第１の調査」では，「手紙文例」


で使用されていた手紙文特有の言い回しの模倣も目立った。「手紙文例」は，手紙文特有の


知識を支援するツールとして頻用されたものの，学習者に文種特有の規範など言語文化に


関する知識を喚起，育成したかという点については懐疑的に成らざるを得ないということ


である。 


例えば，前述した「第２の調査」での時候の挨拶における学習者独自の豊かな文章表現


の創出について，「第１の調査」でオリジナルの時候の挨拶を書いた学習者は 39名中 6名


であった。単純な比較はできないものの「第１の調査」の際より，調査日当日の季節と向


き合い，文章表現を工夫しようという意識が働いたことが分かる。「手紙文例」からの手紙


文特有の知識や言い回しの模倣は，単に，形式の模倣に止まらず，文章表現への工夫や内


容に対する思考に影響するのかもしれない。少なくとも手紙文特有の知識を意識的に確認


したり目的に応じて活用させたりしたい場合には，「手紙文例」の提示はその行為を減じる


可能性が高いということが示唆される。 


「手紙の構成」は，手紙文全体の構成を確認することのみにとどまらず，主文の内容の


構成に関わる推敲にも作用することが認められた。これは，《知識的な要素》の学習支援ツ


ールが言葉や表現を吟味させ，豊かな文章を創出させる可能性をもつことを示唆する。例


えば，前述で取り上げた S-23は，自分の内面と向き合いながら「救われました」という言


葉を創出し，それを伝えたい内容の核として手紙文を書き進めていき，内容全体をまとま


りのある質の高いものに仕上げている。本研究において，メタ言語能力を発揮し内容や表


現を吟味する役割は《方法的な要素》の学習支援ツールにもたせたが，《知識的な要素》の


学習支援ツールである「手紙の構成」が同等の役割を果たす可能性があることが示唆され
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る。ただし，このことと，「手紙文例」の削除との関連を明らかにするまでの材料は得られ


なかった。 


(2)《方法的な要素》の学習支援ツールである「手紙の構想メモ」を提供することが相手を


意識し，内容の一貫性を考えながら自分の文章と向き合い，記述する行為を生むことに


ついて 


新設した「手紙の構想メモ」は，学習者に《方法的な要素》の学習支援ツールの中で最


も役に立ったとされている。それは，3.5.3において示した複数の事後アンケートの記述か


らも分かるように，内容の一貫性を考えるのに有効なツールであるということが主たる理


由である。アンケート記述をさらに追えば，「自分の頭の中の状況整理に適していた。」（Y-


14），「頭の中にある，自分が書きたい出来事や思いを文字にすることで整理でき，手紙の


内容を書きやすくなったため。」（Y-28）といったように，頭の中の整理に役立ったとする。


手紙文を書くに当たって確認する内容が項目立てて示されていることが，多くの学習者に


とって，考えている内容の整理，ぶれずに内容を書くための学習支援ツールとして有効で


あったと判断できる。 


また，「手紙の構想メモ」の活用によって，考えている内容が整理されるだけではなく，


手紙文を読む相手を意識しながら自分が書き進めている文章と対峙し，自己校正する行為


を生むこと，そして内省を伴いながら豊かな表現の創出を促すことが示唆された。実際，


3.5.4.2 で取り上げた S-23 の記述過程においても，本ツールを活用しながら自分の書いて


いる文章を俯瞰し，内容の一貫性を考えながら自己校正し，手紙文を書き上げる過程を見


て取ることができた。そしてこの行為は，「人との関わり方」という言葉を S-23に創出さ


せ，手紙文の質を高めた。「手紙の構想メモ」を活用した学習者（75名中 39名）の記述過


程を追うと，程度の差こそあれ，当該ツールの活用によって相手を明確に意識することが


できたこと，それに関わって自身の文章や内面と向き合い，内容の一貫性を意識しながら


書き進め，手紙文の質の向上に本ツールが寄与していることが認められる。相手意識につ


いては，「手紙の構想メモ」を設定する際の意図どおりの結果であったが，内容の一貫性を


考える行為，それが表現の吟味や言葉の創出を生んだことについては，想定を超えた反応


であり，新たに見いだされた事実である。 


ただし，例えば，「自由メモ」について，「書く内容を箇条書きにするとわかりやすく，


いつも通りの書き方ができた。」（Y-25）などの指摘があるように，いずれの《方法的な要


素》の学習支援ツールが有効であるかは学習者ごとに個別的であることも注視すべき学習
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者の状況である。 


 


次に，「第２の調査」で頻用された《知識的な要素》の学習支援ツールである「手紙の構


成」と，新設した《方法的な要素》の学習支援ツールの存在意義について考察する。表 3.9


に示したとおり，《知識的な要素》の学習支援ツールである「手紙の構成」と，新設した《方


法的な要素》の学習支援ツールである「手紙の構想メモ」が，活用されるタイミングはそ


れぞれであるものの，記述過程全般にわたって中心的に活用された。この二ツールを中心


に，《知識的な要素》や《方法的な要素》の学習支援ツールを選択，活用しながら，「第１


の調査」同様，記述の段階のみならず，その前後の段階の学習内容を必要に応じて往復す


る様子が明らかになった。 


しかし，「第１の調査」における「手紙文例」に対して，本調査における「手紙の構成」


と「手紙の構想メモ」は，学習過程で中心的な役割を果たしたツールであるという点では


共通しているが，その機能は異なる。「手紙文例」とは違い，「手紙の構成」と「手紙の構


想メモ」は，単純にその内容を模倣することで手紙文の記述が進むツールではない。社会


的に認知された手紙文がもつ文種特有の規範を確認したり，手紙文がもつコミュニケーシ


ョン機能を意識して相手や目的を明確にしたりしながら書き進めるためのものである。特


に，「手紙の構想メモ」は，学習者に読む相手を強く意識させ，自分の文章を俯瞰させる契


機となり，学習者の思考力や表現力に係る資質・能力を支援するツールとして機能したこ


とが，学習者の記述データから認められる。 


以上，手紙文を書く際の分量の目安，構成，言い回し，内容等についてのヒントを与え


た《知識的な要素》の学習支援ツールである「手紙文例」の削除は，同じ《知識的な要素》


の学習支援ツールである「手紙の構成」の活用を促し，相手や目的を踏まえながら内容を


考えたり言葉を吟味したりする行為を生み出すことが認められた。直接的な関連は明らか


にできなかったが，「時候の挨拶」を吟味し，豊かな表現を創出する学習者も複数認められ


た。また，《方法的な要素》の学習支援ツールである「手紙の構想メモ」の活用は，読む相


手を意識させるとともに，内容の一貫性を強く意識させ，文章の加筆，書き直しの行為と


連動し，豊かな表現の吟味や言葉の創出，内容の充実や表現の質の高まりにつながった。


そして，《知識的な要素》の学習支援ツールである「手紙の構成」，《方法的な要素》の学習


支援ツールである「手紙の構想メモ」の活用において，内省を伴って言葉や表現の吟味が


なされる学習者の様子も認められた。 
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１ 本調査は，文部科学省科学研究費補助金，基盤研究(C)課題番号 18K02691「『書くこ


と』の記述過程におけるコンピュータによる学習支援の可能性の探究」の研究データを活


用したものである。また，本章は，『日本体育大学大学院教育学研究科紀要』2(2)におい


て，「学習者が記述中に必要とする学習支援の要素に関する検討－学習支援ツールにおけ


る「手紙文例」の削除と「手紙の構想メモ」の追加に着目して－」として発表した拙論を


基にしている。 
２ 株式会社インフォザインに委託。なお，本調査のプログラミングにおける費用は，注


１で示した文部科学省科学研究費補助金，基盤研究(C)課題番号 18K02691に係る研究費に


よるものである。 
３ FastStoneのフリーソフトで，デジタル画像の閲覧等に利用できる画像ビューア。 


個々の学習者の解答画面の画像を連続再生して動画のように見ることができるため，学習


者が手紙をどのように書き進めていったのかを短時間で確認できる。 


 


 
【FastStone Image Viewerの画面イメージとその説明】    （筆者作成） 


 
４ アンケートでは，「頭語・結語」，「時候の挨拶」，「手紙の構成」を合わせて「手紙の知


識」として質問している。 
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第 ４ 章 


 


手紙文の記述過程における学習者の様相 


 


4.1 本章の目的 


 ここまで，「手紙文における学習者の記述過程の実態を捉えるための調査」（「第１の調


査」），及び「手紙文の記述過程における学習支援の要素を精査するための調査」（「第２の


調査」）を通して，手紙文における学習者の記述過程の実態を捉え，学習支援の要素を精査，


検討してきた。 


本章では，これら二つの調査結果を踏まえ，学習者の記述過程における《知識的な要素》


と《方法的な要素》の学習支援ツールの使用状況を分類し，記述過程における学習者の様


相を分析する。具体的には，これまで時系列で整理してきた学習支援ツールの使用状況を，


実際の手紙文や，記述過程で発揮される資質・能力と照らし合わせながら分析，考察を加


える。 


 


4.2 分析の方法 


学習支援ツールを精査し実施した，「第２の調査」における学習者 75名分の手紙文を対


象とし，以下の手順で分析を行う。 


手順① 学習者 75名分の手紙文を，《知識的な要素》と《方法的な要素》の学習支援ツ


ールの使用状況に基づいて分類する。 


手順② 手順①で分類した各パターンにおける特徴的な記述過程を取り上げて，実際の


手紙文と，学習者の記述過程で発揮される資質・能力とを照らし合わせながら記


述過程の様相を分析，考察する。 


 


4.3 学習支援ツールの使用に係る記述過程の様相 


4.3.1 学習支援ツールの使用パターン 


第３章の表 3.2で一覧にした学習者の記述過程について（全データは，巻末資料５参照），


《知識的な要素》と《方法的な要素》の学習支援ツールの使用の仕方に着目すると，その
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使用の状況から，５パターンに分類できることが分かった。本研究においては，その使用


の順序を追った軌跡の形を基に，その５パターンについて，便宜的に表 4.1に示したよう


に呼称することとする。なお，75 名分の手紙文が，それぞれどのパターンに属するかは，


巻末資料５に示した表の右欄に明記している。 


 


     表 4.1 学習支援ツールの使用パターンと該当する学習者数     Ｎ＝75 


パターン名 学習支援ツールの使用状況 該当数 


①「・（ドット）」型 《知識的な要素》のみを使用する ３１人 


《方法的な要素》のみを使用する ０人 


②「I（アイ）」型 


 


《知識的な要素》から《方法的な要素》を使用する １人 


《方法的な要素》から《知識的な要素》を使用する ６人 


③「Ｖ（ブイ）」型 


 


《知識的な要素》→《方法的な要素》→《知識的な


要素》の順に使用する 


 


８人 


《方法的な要素》→《知識的な要素》→《方法的な


要素》の順に使用する 


 


０人 


④「Ｚ（ゼット）」型 


 


《知識的な要素》→《方法的な要素》→《知識的な


要素》→《方法的な要素》の順に使用する 


 


２人 


《方法的な要素》→《知識的な要素》→《方法的な


要素》→《知識的な要素》の順に使用する 


 


６人 


⑤「Ｗ（ダブリュ）」型 《知識的な要素》→《方法的な要素》の順に２往復


以上使用する 


 


７人 


《方法的な要素》→《知識的な要素》の順に２往復


以上使用する 


 


１２人 


－ 無使用 ２人 


 ※ ①から⑤の（ ）内は，記号の読み方を付したものである。以降，本文においては省略


する。                               （筆者作成） 


 


 以下，それぞれの使用パターンについて，学習者の記述過程と手紙文を取り上げる。そ


の上で， 1.2.2 の「表 1.2 記述過程における学習支援の枠組みと資質・能力との関連」


で整理した，記述過程で発揮される資質・能力が（表 1.2から抽出して，以下の表 4.2に
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再掲），実際にどのタイミングで発揮されているのかを，手紙文と学習者のキャプチャを確


認しながら分析する。 


 


表 4.2 記述過程における学習支援の枠組みと資質・能力との関連 


（筆者作成） 


 


4.3.2 「・」型の学習者の記述過程の様相 


「・」型の学習者とは，《知識的な要素》，或いは《方法的な要素》の学習支援ツールの


みを使用して書き進めた学習者である。巻末資料５における学習支援ツールの使用状況を


基に図式化すると（図 4.1参照），「・」で示した箇所に学習支援ツールの使用が現れ，「・」


で示した側の学習支援の要素の枠組み内での学習支援ツールの使用の行き来はあるものの，


他方の要素の学習支援ツールを使用することはないものを指す。 


 


《知識的な要素》 《方法的な要素》 


頭語・結語 時候の挨拶 手紙の構成 自由メモ ふせん 構想メモ 


・  


 ・ 


図 4.1 「・」型の使用パターン     （筆者作成） 


 


《知識的な要素》の学習支援ツールのみを使用した「・」型の学習者は，75 名中 31 名


であった。全体のパターンの中では最も多い。その中から，S-27を取り上げる。 


以下の表 4.3は，S-27の記述過程である。実際の手紙文と学習者のキャプチャを確認し


ながら前述の表 4.2に示した記述過程で発揮される資質・能力について，その発揮が顕著


に認められる箇所に，Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄの記号を付す（以降，同様。なお，本文中での記号


学習支援の枠組み 記述過程で発揮される資質・能力 


《知識的な要素》 Ａ：言葉の特徴やきまりなど言語に関する知識 


Ｂ：文種特有の規範など言語文化に関する知識 


《方法的な要素》 Ｃ：相手意識などコミュニケーションに関するメタ言語能力 


Ｄ：文章作成など記述行為に関するメタ言語能力 
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の使用は，明朝体とする）。 


 


 


S-27は，基本的によどみなく手紙文を書き進め，内容や言葉の吟味は，画面上において


確認することはできない。しかし，画面上での内容や言葉の吟味は確認できないものの，


手紙文の内容は具体的であり，伝えたい内容を明確に書いている。表 4.3を見ても分かる


ように，文章を書く順番どおりに《知識的な要素》の学習支援ツールを使い，手紙文を完


成させた。 


S-27は，まず，「頭語・結語」を開いて「拝啓」と書いた後，「時候の挨拶」を開き，既


有の知識を使って「手足が冷える」とオリジナルの時候の挨拶を書き始めた。しかし，す


ぐに消して，文例にある時候の挨拶をコピーする。以降は，《知識的な要素》の学習支援ツ


ール「手紙の構成」を開いて，記述を中断したり文を修正したりすることなく書き進める。


途中から全画面にして書き進め，以下，図 4.2「S-27の手紙文」の下線で示した主文の最


後，「そして，先生と様々なお話がしたいです。」まで書くと，再び「手紙の構成」を開き，


末文と後付けを書く。書き終わると再び全画面にし，最初からスクロールし，一読して終


了している（下線は，筆者による。以降，同様）。 


完成した手紙文は，以下のとおりである。 


 


拝啓 冷たい木枯らしの吹く季節となりました。 


先生はいかがお過ごしでしょうか。 


表 4.3 「・」型 S-27の記述過程 


※○付き数字は，当該学習者が使用した順番を示し，→印はその順番を追った軌跡。 


＊《方法的な要素》中の○は，ツールを開いているが使用していない状況を表す。 


＊ 全画面の□は，全画面を開いて使用している状況を表す。             （筆者作成） 


 


Ｂ 


Ｂ Ｂ 
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 私は中学三年生となり今は受験勉強に励んでおります。先生にお世話になった七年前


の生活が懐かしく思えます。中学校受験を経て，○○中学校に入学し，毎日楽しく，充


実した日々を送ることができています。幼いころから取り組んでいたチアダンスは中学


一年生で勉強のためにやめてしまいましたが，部活動は女子バスケットボール部に入り


十一人の仲間とともに汗を流しました。私が，バスケットボール部に入ったのは，△△


小学校のバスケットボール大会がとても楽しく，仲間と協力することの大切さや，全力


で取り組むことの楽しさを感じることができたからです。また，△△小学校の頃のよう


に，中学一年生の後期では学級委員を務め，二年生からは生徒会副会長を務めさせてい


ただきました。生徒会の活動を通して，学校を支えることの難しさや責任と共に，笑顔


で明るく生徒に発信することの意味を感じることができました。今の生活は，本当に大


変で，毎日とても忙しいです。そのため，先生とゆっくりお話をしていた日々を思い出


すと小学校と中学校の違いを身に染みて感じます。しかし，小学校にも中学校にも別の


良さがあり楽しさがあります。それを高校生になっても感じられたら良いなと思ってお


ります。 


 さて，私は今回の高校受験で三回目の受験となります。苦しくなったり，いやになっ


たりすることも当然あります。しかし，私には高校でやりたいことがあるのでそれをし


ている自分の姿を想像して，どうにか乗り越えてきました。私のやりたいことは，チア


ダンスです。中学校受験の頃から中学校にチアダンス部がないということは知っていた


ので高校生になったら必ずチアダンス部に入ると決めていました。私の大好きなチアダ


ンスをもう一度やるために，チアダンスが強い高校に入るために一生懸命努力していま


す。そのため，次に先生とお会いできるときは，またチアダンスを見ていただきたいで


す。そして，先生と様々なお話がしたいです。 


 先生もお忙しいと思いますが，またお会いできる日を心待ちにしております。どうぞ


お体には気を付けてお過ごしください。 


                       敬具 


  平成三十年 十二月四日 


                          ○○中学校三年 ■■■■ 


××××先生 


               図 4.2 S-27の手紙文         （筆者作成） 
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S-27に限らず，「・」型の学習者は，文章量の違いはあるが，皆，よどみなく書き進めて


いる点において共通しており，比較的文章を書くことに慣れている学習者であることが分


かる。例えば，S-27の手紙文の相手は小学校の恩師であり，小学校時代の自分の取組と紐


付けて現在の自分の様子と書いている。更にその内容の構成は，相手が知り得ている共通


の話題から内容を広げ，新たな自身の情報を知らせ，最後に再び相手との共通の話題に戻


して内容に一貫性をもたせている。 


S-27は，事後アンケートで《方法的な要素》の学習支援ツールを使用しなかった理由に


ついて，「考えるより，思いついたことをすぐに書くほうが効率がよいと思ったからです。」


とし，手紙文に書きたいことも「もとから頭にイメージできていたからです。」と答えてい


る。 


記述過程におけるこれら一連の状況，及び実際の手紙文から，「・」型の学習者は，自身


の文章を俯瞰しながら書き進めるといった，Ｄに関するメタ言語能力が身に付いているも


のと思われる。そのため，記述行為に伴って，《方法的な要素》の学習支援ツールを必要と


しなかったとの推測が成り立つ。また，頑張ったことの表現として「仲間とともに汗を流


しました」としたり，「先生とゆっくりお話をしていた日々を思い出すと小学校と中学校の


違いを身に染みて感じます」などの言い回しが躊躇なく表出されたりする状況から，Ａに


関する知識に関わる言葉や表現の選択は，既に調整されてから表出される学習者であると


考えられる。その上で，表 4.3に示したとおり，Ｂに関する知識を確認すると同時に，そ


の時点で手紙文に頭語を書くなど，文種特有の規範に関する記述を行っている様子が分か


る。 


つまり，「・」型の学習者が必要としている学習支援は，《知識的な要素》の中でもＢの


言語文化に関わる知識を支援するものであるということである。実際，S-27 は，《知識的


な要素》の学習支援ツールである「手紙の構成」を確認しながら文章を書き進めている。


手紙文自体は，《知識的な要素》に係る内容が正しく理解し反映され，近況も具体的に表現


されている。気になるのは，時候の挨拶を自身で創出しようと試みたが，すぐに方向転換


し，《知識的な要素》から時候の挨拶をコピーしたことである。国語の授業で言えば，S-27


の意欲を受け止め，言葉について考えさせる絶好のタイミングである。時間内で仕上げる


条件を踏まえていたことは十分に考えられるが，この点は，本調査で一番件数が多い「・」


型の学習者について，今回用意したツール以外に，言語文化に関する知識について，意欲


的によりよい言葉や表現を考えたり吟味したりする行為を促す学習支援ツールの提供も検
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討する必要がある。文章を書き慣れている学習者にとっても，手紙文の学習が充実したも


のになるための検討事項となろう。 


なお，パターンの手続き上は，《方法的な要素》の学習支援ツールのみを使用して書き進


めた学習者が存在する可能性があるが，「第２の調査」では０名であった。推測の域を出な


いが，この事実は，メモなどを使用して記述する経験の有無が作用するのかもしれない。


また，仮に，《方法的な要素》の学習支援ツールのみを使用して書き進めた学習者が存在し


たとするならば，手紙文特有の知識について，確認しない程度に理解しているものの，伝


えたい内容を頭の中で整理するのではなく，道具を使って整理しながら書き進めるような


学習者であることが想定される。 


4.3.3 「Ｉ」型の学習者の記述過程の様相 


「Ｉ」型の学習者とは，《知識的な要素》の学習支援ツールを使用してから《方法的な要


素》の学習支援ツールを使用して書き進めた学習者，或いはその逆であり，図 4.3に示す


とおり，一方向の記述過程を辿るものを指す。 


 


《知識的な要素》 《方法的な要素》 


頭語・結語 時候の挨拶 手紙の構成 自由メモ ふせん 構想メモ 


  


  


図 4.3 「Ｉ」型の使用パターン     （筆者作成） 


 


まず，《知識的な要素》の学習支援ツールを使用してから《方法的な要素》の学習支援ツ


ールを使用するタイプの「Ｉ」型の学習者 S-39を取り上げる。このタイプの「Ｉ」型の学


習者は，75名中 S-39の１名であった。 


以下の表 4.4は，S-39の記述過程である。 
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表 4.4を見て分かるように，S-39が《方法的な要素》の学習支援ツールを使用したのは，


記述過程終了間際の一分間程度である。キャプチャを確認すると，手紙文を書き終えてか


ら《方法的な要素》の学習支援ツールである「手紙の構想メモ」を約 30秒使用したことが


分かる。 


S-39は，「頭語・結語」を開いて「拝啓」と書いた後，「時候の挨拶」を開いて，いった


んは文例どおり「師走の候」と書く。しかし，すぐに「師走の候」を消し，２分程度の時


間をかけて「少し遅れて紅葉が美しくなってまいりました。」とオリジナルの時候の挨拶を


書く（後述する図 4.4の下線部①参照）。その後，《知識的な要素》の学習支援ツールであ


る「手紙の構成」を開いて速やかに書き進めるが，主文を書き終えたところで立ち止まり，


全体を読み返す。そして，読み返しながら主文の途中に「これから少しずつ練習するつも


りですが，どこまでいけるかわかりません。」（図 4.4の下線部③参照）と書き加える。そ


して，末文としての一行を書き終えた後，すぐに前に戻って「◎◎ちゃんはどこをうける


のかな？」（図 4.4の下線部④参照）と書き足す。これは，末文で「××先生」と相手の名


前を書いた際に，おそらく「××先生」の関係者であろう「◎◎ちゃん」を思い出したの


ではないかと推測される。そして，主文の冒頭に戻り，「さて，私の入試まで残り少なくな


ってまいりました。」（図 4.4の下線部②参照）の次に書かれていた「●●進学教室ももう


すぐ冬季講習にはいります。」の一文を消す。これも推測の域を出ないが，「◎◎ちゃん」


に関する記述の後に消した様子から，手紙文を読む相手を意識しての修正だと思われる。


最後に，《方法的な要素》の学習支援ツールである「手紙の構想メモ」を開いて，手紙を書


表 4.4 「Ｉ」型 S-39の記述過程 


※○付き数字は，当該学習者が使用した順番を示し，→印はその順番を追った軌跡。 


＊ 全画面の□は，全画面を開いて使用している状況を表す。             （筆者作成） 


Ｂ 


Ｂ Ｂ 


Ｃ ＡＣ 


Ｃ 


ＡＣ 
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く相手に「ピアノの先生」，手紙を書く目的に「近況報告」と記入し，終了した。 


完成した手紙文は，以下のとおりである。 


 


拝啓 ①少し遅れて紅葉が美しくなってまいりました。 


 ××先生，いかがお過ごしでしょうか。 


 ②さて，私の入試まで残り少なくなってまいりました。ピアノはちょくちょく弾いてい


ます。先々週，母にジブリ「風の谷のナウシカ」の楽譜を買ってもらい，塾がない日に


遊び半分で楽しく弾いています。シューベルトの即興曲（発表会にひく曲）も弾いてい


ますが，あまり上手く弾けなくてもどかしいです。まだ，先生と譜読みしたところまで


しか弾けなくて，危機感をおぼえています。③これから少しずつ練習するつもりですが，


どこまでいけるかわかりません。発表会にまにあうかが心配です。（またレッスンが始ま


ったら，急ピッチで練習かな･･･？） 


 心配なことはまだあります。入試です。一度中学入試をしたことがあるとはいえ，高


校入試は周りの雰囲気も内容も全然違うから，大変です。しかも困ったことに，私の緊


張感が全く高まらないのです！母に喝を入れられても私の気がのらなくて，たらたらし


てしまうことが多いのです！第一志望は△△で，第二志望は○○（選抜○）にしました。


二校しか受けません。少なすぎるかとも思いましたが，いきたいところもないので，こ


うしました。○○は確約が取れたので安心です。④（◎◎ちゃんはどこをうけるのかな？）


あと約３ヶ月でおわるから頑張りたいと思います。 


 ××先生もお体に気を付けてください。 


                                    敬具 


  十二月四日 


                                  ■■■■ 


××××様 


図4.4 S-39の手紙文          （筆者作成） 


 


本パターンの学習者は，S-39の１名であるため，このパターンの特徴を整理するまでに


は至らないが，記述過程の大部分で《知識的な要素》を使用している点からは，「・」型の


学習者に極めて近い様相を呈していると言える。しかし，「・」型の学習者である S-27と


比較すると，S-39は，時候の挨拶を書くに当たって，一旦《知識的な要素》からコピーし
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た言葉を消し，自身が感じる季節の感覚を表そうとオリジナルの時候の挨拶を書いている。


前述したように，キャプチャからは，読む相手を意識した言葉の推敲が繰り返されている


様子が見られることから，《方法的な要素》は使用していないが，《知識的な要素》を使用


しながら，Ｃに関するメタ言語能力を発揮し，言葉を整理したり吟味したりする行為を繰


り返し自身の言葉を創出したと考えられる。 


さらに，手紙文を完成させた後，最後の約一分間で，《方法的な要素》の学習支援ツール


である「手紙の構想メモ」を使用している。これは，改めて手紙文を書く相手を確認し，


読む相手の立場に立って文章全体を読み直しているのではないかと推察できる。実際，S-


39は，「手紙の構想メモ」を使用後は，自身の文章に手を加えていない。また，事後アンケ


ートでは，手紙を書くときに気を付けたこととして，「近況報告だから，いまの自分の気持


ちや状況を詳しく伝えられるように，正しく分かりやすくなるように気を付けた。」と，手


紙文を読む相手に伝えることをその目的とともに意識して書いていることが分かる。これ


らの点から，S-39は，書き始めから，相手意識を明確にもっていたことが了解される。 


「・」型の学習者と比較すると，明確な相手意識が，自身の文章を推敲させた可能性は


十分に考えられる。また，その行為が文章の質の向上につながっているのは，手紙文の具


体的な近況の内容からも明らかである。言葉遣いについて，「……かな？」等，砕けた箇所


が見られる。これは，読む相手と学習者との距離感によるものであろう。括弧を付してい


るのは，目上に対する配慮の意識と受け止めることもできる。 


次に，《方法的な要素》の学習支援ツールを使用してから《知識的な要素》の学習支援ツ


ールを使用するタイプの「Ｉ」型の学習者 S-05を取り上げる。このタイプの「Ｉ」型の学


習者は，75名中６名であった。 


以下の表 4.5は，S-05の記述過程である。 
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S-05は，まず，《方法的な要素》の学習支援ツールである「手紙の構想メモ」を使用し，


以下の内容を約５分間かけて記入する（図 4.5参照）。 


 


【自動でキャプチャした画像。記述開始後，４分 52秒】  （筆者作成） 


図 4.5 S-05の調査画面の一部 


表 4.5 「Ｉ」型 S-05の記述過程 


※○付き数字は，当該学習者が使用した順番を示し，→印はその順番を追った軌跡。 


＊ 全画面の□は，全画面を開いて使用している状況を表す。             （筆者作成） 


Ｃ 


Ｂ 


Ｂ Ｂ 
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その後は，「・」型の学習者と同様に，《知識的な要素》の学習支援ツールの「手紙の構


成」を見ながらよどみなく書き進めている。完成した手紙文は，以下のとおりである。 


 


拝啓 冷たい木枯らしの吹くころです。お元気ですか。 


 さて，○○中学校に入学し剣道部に所属してから約三年が経とうとしています。先輩の背


中を追うのに必死だった私も今では二学年の後輩がいる最上級生です。そして，少しの余裕


が生まれています。これは，学絞で養った力はもちろん，部活（剣道部）で養った力も大き


いと思います。去年の▲▲大会の頃，「■■は自分に甘い」と怒られたときを今でも覚えてい


ます。あの時は，とてもくやしかったです。だから，部長になってからはどんなに辛い練習


でも本気で臨みました。そのため，県大会には届きませんでしたが，自分に負けない精神力，


粘り強さ，剣友への思いやりなど，勝つことよりももっと大切なことを学び得られたと思い


ます。 


 これらは，すベて××先生や，△△先生のおかげだと思います。今，私は受験に向けて準


備をしています。とても忙しく余裕などは一切ありません。しかし，先生方，そして剣道か


ら学んだことを忘れずに受験に臨み，自分に自信をもって卒業したいと思います。この約三


年間本当に有難うございました。残りもわずかですが，これからもよろしくお願いします。 


            敬具 


   十二月四日 


                                                       ■■■■ 


 ×××× 様 


図 4.6 S-05の手紙文          （筆者作成） 


 


手紙の内容が，《方法的な要素》の学習支援ツールである「手紙の構想メモ」に書かれた


「手紙を書く目的」（部活での感謝 受験について 日頃の感謝）及び「伝えたい気持ち」


（感謝 剣道で養った力 今後について）の内容に合致していること，言葉遣いや表現の


仕方が「手紙を書くうえで気を付けたいこと」（失礼のないようにする。 まっすぐ感謝が


伝わるようにする。）に即している。このことから，手紙文を書く目的，手紙を読む相手を


決定し，伝えたい内容を明確にしてから書き始める学習者であることが分かる。また，S-


05 は，事後アンケートにおいて，《方法的な要素》の学習支援ツールである「手紙の構想
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メモ」を使うことで，「キレイに構成を整理することができた。」と書いていることから，


Ｄに関するメタ言語能力を発揮し，文章全体を俯瞰しながら書き進めていたことが了解さ


れる。文章全体の流れを意識して文章を書くことの必要性を認識した上で，自覚的に《方


法的な要素》を使用していたことがうかがえる。 


S-05 と同じ「Ｉ」型の学習者６名中５名は，《方法的な要素》の学習支援ツールであ


る「手紙の構想メモ」を使用して手紙文を書いている。そして，いずれの手紙文も《知識


的な要素》に係る知識を適切に用いて，近況報告を行うという目的に沿い，ひとまとまり


の文章として問題なく仕上げられている。このことから，《方法的な要素》から始まる「Ｉ」


型の学習者は，特に，Ｃに関するメタ言語能力を発揮して，文章を書く目的，手紙文を読


む相手を確認した上で，伝えたい内容を考えてから文章を書き進める学習者であることが


認められる。つまり，「Ｉ」型の学習者には，《方法的な要素》の学習支援ツールの「手紙


の構想メモ」が有効な支援として働いており，特に，相手を意識しながら文章全体を俯瞰


し，書き進める学習者であると言える。ただし，《方法的な要素》から始まる「Ｉ」型の学


習者は，全体の内容が決まれば，よどみなく書き進めるため，記述過程において，言葉や


表現を確認するなどＡに関する知識を発揮する場面をほとんど確認することはできなかっ


た。 


一方で，S-39のように，時候の挨拶などを吟味する際に，Ａに関する知識とＣに関する


メタ言語能力を発揮する学習者も確認できることから，Ｃに関するメタ言語能力は，《知識


的な要素》の学習支援ツールと関わって，学習者に言葉や表現を吟味させたり，新たな言


葉を創出させたり役割をもつことが示唆される。 


4.3.4 「Ｖ」型の学習者の記述過程の様相 


「Ｖ」型の学習者とは，《知識的な要素》の学習支援ツールを使用してから《方法的な要


素》の学習支援ツールを使用し，再度，《知識的な要素》の学習支援ツールを使用して書き


進めた学習者，或いはその逆であり，以下の図 4.7に示すとおり，アルファベットのＶの


字のような記述過程を辿るものを指す。 
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《知識的な要素》 《方法的な要素》 


頭語・結語 時候の挨拶 手紙の構成 自由メモ ふせん 構想メモ 


 


 


 


 


 


 


          図 4.7 「Ｖ」型の使用パターン     （筆者作成） 


 


まず，《知識的な要素》の学習支援ツールを使用してから《方法的な要素》の学習支援ツ


ールを使用し，再度，《知識的な要素》の学習支援ツールを使用するタイプの「Ｖ」型の学


習者 S-32を取り上げる。このタイプの「Ｖ」型の学習者は，75名中８名であった。 


以下の表 4.6は，Y-32の記述過程である。 


 


 


Y-32は，まず，学習支援ツールを使用することなく，Ｂに関する知識を発揮し，頭語と，


オリジナルの時候の挨拶を書く。その後，《知識的な要素》の学習支援ツールである「手紙


の構成」を開いて安否を尋ねる文を２分程度の時間をかけて書き，「頭語・結語」，「時候の


挨拶」の定型をざっと確認する。この行為は，自分の書いた前文が適切かどうかを確かめ


るものであると見てよいだろう。そして，《方法的な要素》の学習支援ツールである「手紙


の構想メモ」を使用し，以下の内容を約３分間かけて記入する（図 4.8参照）。 


表 4.6 「Ｖ」型 Y-32の記述過程 


※○付き数字は，当該学習者が使用した順番を示し，→印はその順番を追った軌跡。 


＊《方法的な要素》中の○は，ツールを開いているが使用していない状況を表す。 


＊ 全画面の□は，全画面を開いて使用している状況を表す。             （筆者作成） 


 


Ｂ 


ＡＣＤ 


Ｄ 


ＡＤ 







- 123 - 


 


 


Y-32は，冒頭アンケートにおいて，文章を書くことは「どちらかというと嫌い」として


いる。一方で，「チームの皆様におかれましては，いかがお過ごしでしょうか。」（後述する


図 4.9の下線部①参照）といった手紙文特有の言い回しを適切に使用することができてい


る。事後アンケートにおいて，最近書いた手紙について「友達に謝るとき」と書いている


ことから，Y-32の日常生活において，手紙文を書くことは，自分の気持ちを表現する方法


の選択肢の一つであると考えられる。このことから，手紙文を書くことにはさほど抵抗の


ない学習者であると思われる。 


《方法的な要素》の学習支援ツールである「手紙の構想メモ」を記入後，《知識的な要素》


の学習支援ツールである「手紙の構成」を再び開き，「さて」と書き起こすが，そこで２分


間強，手を止める。 


その後，「（さて，）○○○○ユースでのご指導について改めまして誠に御礼申し上げます。


ユースでの辛かったことや楽しかったこと，うれしかったことは今でも鮮明に覚えており


私にとって良い経験となっております。」と書き進めるが，立ち止まる。そして，この二文


の間に，「初めてユースに行ったときは，予想以上に辛い練習や慣れない環境に戸惑い，チ


ームの足手まといになっていました。……コーチの温かいご指導のおかげで技のバリエー


【自動でキャプチャした画像。記述開始後，６分 24秒】  （筆者作成） 


図 4.8 Y-32の調査画面の一部 







- 124 - 


 


ションが増え，部活の方にも知識や技能を生かすことができました。」と，Ａに関する知識


を発揮して細かい文言を修正しつつ書き加える（後述する図 4.9の下線部②参照）。この行


為は，「ユースでの辛かったことや楽しかったこと，うれしかったこと」と書き進めながら，


読む相手であるコーチとの具体の経験が浮かび，手紙文に書き表したくなったのではない


かと思われる。つまり，Ｃに関するメタ言語能力を発揮していること，また，書き進めて


いる続きではなく，既に書いた文と文との間に差し挟んだことから，Y-32は，Ｄに関する


メタ言語能力も発揮しつつ自分が書き進めている文章を書きながら読み直していることが


分かる。そこには，下線部②を加えない前と後での，手紙文の抽象度の高さも視野に入っ


ていたことも想定される。《知識的な要素》の学習支援ツールである「手紙の構成」は，書


きながら読み直し，前に戻って書き加えて先に進むといった推敲を学習者にもたらすこと


が見て取れる。 


完成した手紙文は，以下のとおりである。 


 


拝啓 雪も目に見えるように積もり，寒さが厳しくなって来ました。①チームの皆様にお


かれましては，いかがお過ごしでしょうか。 


さて，○○○○ユースでのご指導について改めまして誠に御礼申し上げます。②初めてユ


ースに行ったときは，予想以上に辛い練習や慣れない環境に戸惑い，チームの足手まと


いになっていました。しかし，徐々にチームとも打ち解けあい毎日練習や試合を楽しめ


るようになっていきました。更に，コーチの温かいご指導のおかげで技のバリエーショ


ンが増え，部活の方にも知識や技能を生かすことができました。ユースでの辛かったこ


とや楽しかったこと，うれしかったことは今でも鮮明に覚えており私にとって良い経験


となっております。 


今では，部活動を辞めて高校受験に励んでおりますが，週に一回バスケを趣味がてらや


っております。今でもバスケをしているのは，ユースでバスケの楽しさを知れたからだ


と思います。高校に入学してもバスケは続けていこうと考えております。こんなにも


色々な経験を私に与えてくださり本当に感謝してもしきれません。再度御礼申し上げま


す。 


最後になりますが，チームの皆様共々体調に気を付けながらお過ごしください。▲▲▲


▲ユースチームの更なる飛躍を期待しまして結びとさせて頂きます。   
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                                   敬具 


  十二月十一日 


                                  ■■■■ 


××コーチ 


図4.9 Y-32の手紙文          （筆者作成） 


 


「Ｖ」型の学習者である Y-32は，書くべき内容の大体は書き出す当初に決めており，そ


れに従って書き進めるものの，書くことによって様々なことが思い出され，書くべき内容


を確認，整理するために《方法的な要素》の学習支援ツールである「手紙の構想メモ」を


開く様子が認められる。また，このことと関わって，書き進めながら一旦立ち止まり，伝


えたい内容を吟味する様子が，前述の「・」型，及び「Ｉ」型の学習者より頻繁にみられ


るのも特徴的である。実際に加えられた文章は，辛かったこと，楽しかったこと，そして


手紙の相手であるコーチへの感謝の気持ちが，仲間との関係や「温かいご指導」の具体を


書くことで分かりやすく表現されており，感謝の気持ちを伝えるという目的に照らして文


章全体の核になっていることが分かる。 


つまり，Y-32にとっては，《方法的な要素》の学習支援ツールである「手紙の構想メモ」


が，ＣやＤに関するメタ言語能力を発揮させる契機となり，Ａに関する知識を活用しなが


ら字句を推敲し，文章を豊かにしていったと推測できる。 


このことは，事後アンケートにおいて，手紙を書く時に気を付けたことに「変な言葉遣


いにならないように気を付けて書いた。言いたいことがはっきり伝わるように書いた。」と


あることから，「手紙の構想メモ」で整理した相手意識が少なからず作用し，自覚的に内容


の調整を図ったと考えられる。 


Y-32の記述過程においても，書いている途中で自ら推敲している様子がうかがえる。そ


して，必要なタイミングで読み直し，書き足すことで，最終的にひとまとまりの文章を完


成させている。 


Y-32と同じ「Ｖ」型の学習者８名中７名は，基本的には《知識的な要素》の学習支援ツ


ールを中心に活用して書き進めており，その中で《方法的な要素》の学習支援ツールであ


る「手紙の構想メモ」を活用したことで「Ｖ」型となっている学習者である。文章の書き


始め，途中，書き終わりのどのタイミングで「手紙の構想メモ」を使用するかの違いはあ


るが，「Ｉ」型の学習者と近似した傾向をもつ学習者であると言える。その上で，《方法的
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な要素》の学習支援ツールである「手紙の構想メモ」を，記述過程の途中で使用する「Ｖ」


型の学習者の方が，Ｃに関するメタ言語能力を発揮し，伝えたい内容を吟味している様子


が顕著である。 


なお，パターンの手続き上は，《方法的な要素》の学習支援ツールを使用してから《知識


的な要素》の学習支援ツールを使用し，再度，《方法的な要素》の学習支援ツールを使用す


るタイプの「Ｖ」型の学習者が存在する可能性があるが，「第２の調査」では０名であった。 


4.3.5 「Ｚ」型の学習者の記述過程の様相 


「Ｚ」型の学習者とは，《知識的な要素》の学習支援ツールを使用してから《方法的な要


素》の学習支援ツールを使用し，再度，《知識的な要素》の学習支援ツールを使用して《方


法的な要素》の学習支援ツールを使用し書き進めた学習者，或いはその逆であり，図 4.10


に示すとおり，アルファベットのＺの字のような記述過程を辿るものを指す。 


 


《知識的な要素》 《方法的な要素》 


頭語・結語 時候の挨拶 手紙の構成 自由メモ ふせん 構想メモ 


 


 


 


 


 


 


         図 4.10 「Ｚ」型の使用パターン      （筆者作成） 


 


まず，《知識的な要素》の学習支援ツールを使用してから《方法的な要素》の学習支援ツ


ールを使用し，再度，《知識的な要素》の学習支援ツールを使用して《方法的な要素》の学


習支援ツールを使用するタイプの「Ｚ」型の学習者 Y-03を取り上げる。このタイプの「Ｚ」


型の学習者は，75名中２名であった。 


以下の表 4.7は，Y-03の記述過程である。 
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Y-03 は，学習支援ツールを使わずに，Ｂに関する知識を活用し，「拝啓 今年も残り少


なくなりました。この寒い中，いかがお過ごしでしょうか。さて，」（後述する図 4.11の下


線部①参照）と，一分もかからずに書く（Y-03は，この後，「この寒い中」の部分を書き換


える。この点については後述する）。「いかがお過ごしでしょうか。」といった言い回しも含


め，その書きぶりの速さは，手紙文特有の知識を身に付けていることを感じさせる。冒頭


アンケートでは，書くことについて「どちらかというと嫌い」と回答し，手紙のきまりに


ついては，「どちらかというと知っている」と回答している。事後アンケートでは，「中学


生になってから，年賀状を除くとすると書いてない。」とあるが，言語文化としての手紙の


一般的なきまりについては，知識として身に付いていることが明白である。その後，《知識


的な要素》の学習支援ツールである「手紙の構成」を開き，「……応援していただければ幸


いです。」までよどみなく書き進める。「いただければ幸いです」という言い回しも，手紙


文の定型を熟知した書きぶりである。 


しかし，この後，約１分間筆が止まり，《方法的な要素》の学習支援ツールである「手紙


の構想メモ」を開く。伝えたい内容に「受験勉強」と書き，手紙を書くうえで気を付けた


いことに「ネタ切れでもう書き終わりそうなこと。」と書く。この内容から，「手紙の構想


メモ」を開いたのは，受験勉強以外に書くべき内容を探すためであることが分かる。結局，


手紙文自体は受験勉強の内容に終始したが，アンケートには「手紙の構想メモ」について


「考えがぐちゃぐちゃしていたときに，まとめる機会となり役に立った」と書いている。


つまり，Y-03は，最初から伝えたい内容を整理していた学習者ではなかったということで


ある。手紙文特有の知識を有しているだけに，書くスタートは早かったが，頭に浮かんだ


受験勉強のことを書いたら，次は何を書こうかといった具合に，書きながら伝えたい内容


表 4.7 「Ｚ」型 Y-03の記述過程 


※○付き数字は，当該学習者が使用した順番を示し，→印はその順番を追った軌跡。 


＊《方法的な要素》中の○は，ツールを開いているが使用していない状況を表す。 


＊ 全画面の□は，全画面を開いて使用している状況を表す。             （筆者作成） 


 


ＢＤ 


ＡＣＤ 


ＢＣＤ 
ＡＣ 
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を考えていたと思われる。そのため「考えがぐちゃぐちゃ」したのである。 


その後，時候の挨拶に戻り，「この寒い中」としていた箇所を消し，「本格的に冬が始ま


ろうとしている今日この頃」と書き換える（図 4.11の下線部①参照）。そして，「また，」


以降，最後まで書き進める。最後に，文章全体を読み返し，「これから本格的な冬が予想さ


れるために」（図 4.11の下線部③参照）と書き足し，再び《知識的な要素》の学習支援ツ


ールである「手紙の構成」を開き，手紙文を最後まで書く。 


これら二カ所の書き換えと書き足しの行為と「手紙の構想メモ」の記述に鑑みると，Ｃ


に関するメタ言語能力を発揮して，手紙文を読む相手を具体的に想起しながら書き進めつ


つも，受験以外に伝えたい内容が見付からず，そのきっかけを得るべく《方法的な要素》


の学習支援ツールである「手紙の構想メモ」を開いたのではないかと推測される。Y-03の


ように，手紙文を読む相手を意識していても伝えたい内容に迷っている学習者は，記述が


単線的に進まず，書きながら文章の前後を推敲することが見て取れる。主として，Ａに関


する知識，中でも既有知識を生かしての語句レベルの細かな修正であると思われる。 


最後に，《方法的な要素》の学習支援ツールである「自由メモ」を開き，「あの楽しかっ


た小学６年生までの日々は，いままで片時も忘れたことはありません。今はその思い出が


心の支えとなっております。あの時は本当にありがとうございました。」とスラスラ書くが，


結局は消して，28 分 50 秒という短時間で終了している。この「自由メモ」について，ア


ンケートでは「訂正したいときや，文に味気なさを感じたときに，どういう文を追加した


いか例えを出すいい場所となり役に立ってくれた。」と書いている。Y-03 は，自身の書い


た手紙文について味気なく，内容が薄いと思っており，その思いが「自由メモ」に前述の


内容を書かせ，言葉の創出を誘発したと思われる。 


完成した手紙文は，以下のとおりである。 


 


①拝啓 今年も残り少なくなりました。 


今年は雪が降るのも遅く，本格的に冬が始まろうとしている今日この頃，いかがお過ご


しでしょうか。 


 さて，私は今〇〇中学校で勉学に励んでいます。あの卒業式からはや三年がたとうと


している今，受験勉強に追われる毎日を送っています。志望校としましては，より高み


を目指しており，少々厳しいことも予想されますが応援していただければ幸いです。ま
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た，②これから年末年始や入試へと様々な行事が重なってくるために，この手紙の後の返


信や応答などができない可能性があるため，ご了承ください。 


 最後になりますが，③これから本格的な冬が予想されるために，どうかそちらもお体を


こわさないように気をつけてお過ごしください。また会えることを楽しみにしておりま


す。         


                                    敬具 


  平成三十年十二月十一日 


                                  ■■■■ 


××先生 


図 4.11 Y-03 の手紙文          （筆者作成） 


 


手紙文自体の内容はまとまっており，相手が目上であることを踏まえた敬語の使用も意


図的になされていると読み取れる。また，図 4.11の下線部③にあるように，手紙文の特性


である「返信や応答」についても言及しており，Ｂに関する知識を発揮していると同時に，


手紙文のコミュニケーション機能を認識している様子が分かる。なお，手紙文内で返信の


機能について言及した学習者は，Y-03のみである。 


Y-03は，書き上げた手紙文を読み返し，味気ないとは思いつつも「自由メモ」に書いた


内容を書き足す必要がない，或いは書き足す隙間がないと最終的に判断したことが推測で


きる。つまり，Y-03は，「自由メモ」を使って他の内容を試しに書いてはみたものの，内容


の一貫性という点から採用しなかったのではないかと思われる。しかし，手紙文が味気な


いといった自覚から，内容の一貫性に支障が出ない範囲で，時候の挨拶の書き換えや書き


足しを行っており，自分の文章そのものを俯瞰して読み直し，手紙文全体にわたって可能


な限り推敲していることが見て取れる。Ｄに関するメタ言語能力が発揮しながらのこれら


一連の行為は，Y-03の文章の質を高めることにつながっている。 


Y-03のように，ある程度手紙文について知識がある学習者は，手紙文を書き始めてから


言葉や表現を推敲したり，伝えたい内容を考えたりすることが認められる。この点は，「Ｖ


型」の学習者 Y-32と同様の傾向を示している。その上で，「Ｚ」型の学習者 Y-03において


は，内容が不足したり整理できなくなったりするたびに，《方法的な要素》の学習支援ツー


ルである「手紙の構想メモ」や「自由メモ」を活用している。特に，「自由メモ」は，新た


な内容を言葉として創出する際に役立っている。 
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次に，《方法的な要素》の学習支援ツールを使用してから《知識的な要素》の学習支援ツ


ールを使用し，再度，《方法的な要素》の学習支援ツールを使用して《知識的な要素》の学


習支援ツールを使用するタイプの「Ｚ」型の学習者 Y-30を取り上げる。このタイプの「Ｚ」


型の学習者は，75名中６名であった。 


以下の表 4.8は，Y-30の記述過程である。 


 


 


Y-30において特徴的なのは，手紙文を書く前に《方法的な要素》の学習支援ツールであ


る「手紙の構想メモ」と「ふせん」を両方使用し，約 16分というかなり長い時間をかけて，


記述以前，つまり「構想」の段階を踏んでいることである。 


まず，「手紙の構想メモ」に約３分かけて，以下の図 4.12-1の内容を記入する。その後，


「ふせん」を使って，約 13分かけて，図 4.12-2のように記入する。 


 


 


 


 


 


 


 


 


表 4.8 「Ｚ」型 Y-30の記述過程 


※○付き数字は，当該学習者が使用した順番を示し，→印はその順番を追った軌跡。 


＊ 全画面の□は，全画面を開いて使用している状況を表す。             （筆者作成） 


ＣＤ 
ＡＣＤ 


Ｂ 
Ｂ 


Ｂ 


ＡＣＤ 


Ｄ 







- 131 - 


 


 


 


【自動でキャプチャした画像。記述開始後，３分 30秒】  （筆者作成） 


図 4.12-1 Y-30の調査画面の一部① 


【自動でキャプチャした画像。記述開始後，16分 08秒】  （筆者作成） 


図 4.12-2 Y-30の調査画面の一部② 
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Y-30は，《方法的な要素》の学習支援ツールである「手紙の構想メモ」で相手と目的，伝


えたい内容など，自分が書く手紙文の設定や内容を整理した後，手紙文に書く内容を更に


細かく付箋に書き出し，それらの関係性を確認している。Y-30は，冒頭アンケートで，考


えごとをするときにメモや付箋を「よく使う」と回答しており，事後アンケートでも付箋


の使用について「いつも考えるときに同じようなことをするから。」とその理由を書いてい


る。 


その後，《知識的な要素》の学習支援ツールである「頭語・結語」を見て「拝啓」と書き，


「時候の挨拶」の文例をコピーする。以降は，《知識的な要素》の学習支援ツールである「手


紙の構成」を見ながら書き進めるが，22分 36秒（表 4.8の⑧が相当する。）で再び「ふせ


ん」を活用し，その後，８分 45秒にわたって，自身が書いた「ふせん」を見ながら書き進


める。全画面にして「なかでも，……先生がしてくださった，社会科の授業です。」（後述


する図 4.13の下線部参照）まで書いて，約４秒「ふせん」を確認している。その後，再び


「手紙の構成」を開き，文章の最初から読み直した上で，結びの挨拶以降を書く。再び全


画面にして表記を整え終了している。 


完成した手紙文は，以下のとおりである。 


 


拝啓 


 今年も残り少なくなりました。先生，いかがお過ごしでしょうか。私はおかげさまで


元気に中学校生活を送っています。 


 さて，私が小学校を卒業してから，3 年が過ぎようとしています。今はもう中学 3 年


となり，来年に控えた高校受験に向け，日々勉強を頑張っています。 


 私は勉強の合間に，小学生のころを思い出すことがあります。友達と遊んだこと，授


業の課題に一生懸命取り組んだこと，給食がおいしかったこと，など，思い出すことは


たくさんあります。なかでも，一番鮮明に覚えているのは，先生がしてくださった，社


会科の授業です。私は，あまり積極的に発言をするほうではありません。しかし，先生


の授業では，友達と一生懸命考え，たくさん発言をした記憶があります。中学校では，


社会科の中でも歴史，地理，公民と 3つに分かれ，より詳しく，内容も専門的になり，


難しくなってきました。しかし，先生のおかげで，楽しく勉強することができました。


本当に感謝しております。これからは高校受験に向け，より本格的に勉強する，追い込
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みの時期になってきます。先生の授業で感じた，「学ぶことの楽しさ」を忘れずに，頑張


っていきたいと思います。 


 最後になりますが，冷え込む季節になってきましたので，お体に気を付けてお過ごし


ください。 


                                    敬具 


 平成 29年 12月 11日 


                                  ■■■■ 


××××先生 


図 4.13 Y-30 の手紙文          （筆者作成） 


 


同じ「Ｚ」型の学習者でも，Y-03は，伝えたい内容が受験勉強という一点である状況で


《方法的な要素》の学習支援ツールを使用しているのに対し，Y-30は，手紙文を読む相手


に関する思い出がたくさんあるがために，書くべき内容を迷い《方法的な要素》の学習支


援ツールを使用している。Ｃに関するメタ言語能力を発揮しつつ読む相手を強く意識し，


伝える内容を吟味していると言える。また，Y-30は，事後アンケートにおいて，手紙を書


くときに気を付けたことに「流れがスムーズになること。」と書いていることから，伝えた


い内容を整理して一貫性をもたせようとするＤに関するメタ言語能力が，《方法的な要素》


の学習支援ツールである「ふせん」を使用させたことが分かる。 


注目したいのは，Y-30は，社会科の授業への感謝を書き進めるうちに，最終的に「学ぶ


ことの楽しさ」というキーワードに辿り着いていることである。この表現は，「手紙の構想


メモ」にも「ふせん」にも書かれていない。これら《方法的な要素》の学習支援ツールを


通して伝えたい内容を整理し，学習支援ツールを活用しながら実際に手紙文を書き進めて


いく中で，考えが醸成されて出てきた言葉である。この言葉が先生へ対する感謝を伝える


手紙文の核となり，文章の質を格段に上げている。この言葉が伝えたい内容の核となった


ことは，Y-30自身が「学ぶことの楽しさ」という言葉にかぎかっこを付していることから


も明らかである。《方法的な要素》の使用は，Ａに関する知識を発揮させつつ，伝えたい内


容を端的に表す言葉を学習者から導き出したのである。 


同じ「Ｚ」型である Y-03と Y-30は，伝えたい内容に量的な差があるものの，いずれも


手紙文を読む相手を意識しながら《方法的な要素》の使用によって新たな言葉を創出し，


それが文章の核になって記述が進んでいることにおいて共通している。 
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4.3.6 「Ｗ」型の学習者の記述過程の様相 


「Ｗ」型の学習者とは，《知識的な要素》の学習支援ツールと《方法的な要素》の学習支


援ツールの間を「Ｚ」型以上，つまり，２回以上往復している学習者であり，図 4.14に示


すとおり，アルファベットのＷの字のような記述過程を辿るものを指す。《知識的な要素》


から始まるタイプと《方法的な要素》から始まるタイプがある。 


 


《知識的な要素》 《方法的な要素》 


頭語・結語 時候の挨拶 手紙の構成 自由メモ ふせん 構想メモ 


 


 


 


 


 


 


            図 4.14 「Ｗ」型の使用パターン   （筆者作成） 


 


まず，《知識的な要素》から始まるタイプの「Ｗ」型の学習者 S-36を取り上げる。この


タイプの「Ｗ」型の学習者は，75名中７名であった。 


以下の表 4.9は，S-36の記述過程である。 
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S-36は，《知識的な要素》の学習支援ツールをざっと確認した後，前文を書く。次に，


《方法的な要素》の学習支援ツールである「手紙の構想メモ」に，以下の内容を約５分間


かけて記入する（図 4.15-1参照）。そして，《知識的な要素》の学習支援ツールである「手


紙の構成」を確認して「手紙の構想メモ」に戻り，９分 20秒のところで「テストで自分の


力が出せなかったとき，とても苦しい」まで書く（図 4.15-1の傍線部参照）。 


 


 


 


 


 


 


 


 


 


表 4.9 「Ｗ」型 S-36の記述過程 


※○付き数字は，当該学習者が使用した順番を示し，→印はその順番を追った軌跡。 


＊ 全画面の□は，全画面を開いて使用している状況を表す。             （筆者作成） 


ＡＢ 


ＡＣ 
ＡＤ 


Ｄ 


ＡＣ 


Ｂ 
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【自動でキャプチャした画像。記述開始後，９分 20秒】    


（筆者作成。傍線は，筆者による） 


図 4.15-1 S-36の調査画面の一部① 


図 4.15-2 S-36の調査画面の一部② 


 【自動でキャプチャした画像。記述開始後，16分 02秒】    （筆者作成） 
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その後，同じく《方法的な要素》の学習支援ツールである「ふせん」を開く。「全力」，


「協力」，「ドンマイ」の３枚の付箋を作り，縦一列に並べると（図 4.15-2参照），「手紙の


構想メモ」と「ふせん」を交互に開きながら書き進める。「そして，私のことをどんな時で


も信じてくださいました。」（後述する図 16の下線部②参照）まで書くと，前に戻って，「自


分とは何かを考えることも増えてきたこの時期，××先生のことを思い出すことがありま


す。」と書き加える（図 16の下線部①参照）。 


そして，再び「ふせん」を開き，「自主学習ノート」と書いた付箋を付け足し（図 4.15-


2参照），主文に自主学習ノートにまつわる思い出を書き進める。その後は，全画面にして，


《知識的な要素》の学習支援ツールである「手紙の構成」を確認しながら書き進める。 


文を書き加える行為は，その後も２回行われる。「私はその時，小さなことを毎日コツコ


ツ行うことが好きだと気付きました。」（図 16の下線部④参照）とまで書くと，前に戻り，


「毎日お忙しい中，温かい言葉や面白い言葉を書いて下さり，とても嬉しかったです。」（図


16の下線部③参照）と，自分の気持ちを書き加える。同様に，「最近は，塾の大量の宿題に


追われて好きなことができていません。」（図 16の下線部⑥参照）と書くと，その直前に，


「私には特別な才能はないけれど，努力はできるという自信につながったと思います。」


（図 16の下線部⑤参照）と書き加える。 


完成した手紙文は，以下のとおりである。 


 


拝啓 今年も残り少なくなりました。いかがお過ごしでしょうか。私は，元気に毎日を


送っています。 


 ところで，私は二月に控えた高校受験に向けて力を尽くしているところです。テスト


で自分の力が出せなかったとき，とても苦しいです。①自分とは何かを考えることも増え


てきたこの時期，××先生のことを思い出すことがあります。××先生は，いつも私に


対して笑顔で接してくださいました。②そして，私のことをどんな時でも信じてください


ました。先生は，三・四年生の時にあった自主学習ノートを覚えていらっしゃいますか。


私は，毎日取り組んでいました。先生に質問をしたり，自分で自由に絵を描いたりする


のがとても楽しかったことが思い出されます。③毎日お忙しい中，温かい言葉や面白い言


葉を書いて下さり，とても嬉しかったです。④私はその時，小さなことを毎日コツコツ行


うことが好きだと気付きました。⑤私には特別な才能はないけれど，努力はできるという
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自信につながったと思います。⑥最近は，塾の大量の宿題に追われて好きなことができて


いません。しかし，小さなことを大切にしてひたむきな姿勢で頑張ろうと思います。 


 これから寒さが一段と厳しくなると思いますが，お体には十分気を付けて下さい。ま


たいつかお会いできることをとても楽しみにしています。          敬具  


 平成三十年十二月四日 


                                 ■■ ■■ 


 ××××先生 


図 4.16 S-36の手紙文          （筆者作成） 


 


事後アンケートには，「手紙の構想メモ」について，「書く相手は決まっていたけれど，


内容がまだ不十分だったので，構想をメモすることで，頭の中を整理することができまし


た。また，手紙を書いていく中で，伝えたいことに一貫性がないと相手に伝わらないから，


伝えたいことを絞るために活用できました。」とし，ＣとＤに関するメタ言語能力を発揮さ


せ，相手を意識しながら手紙文を俯瞰し，内容の一貫性を考えていることが分かる。自分


の気持ちを相手に適切に伝えたいという思いが，書きながら読み，書きながら考え，考え


たことを言葉にして文章化する行為を生んだと考えられる。そのことが，複数回，《知識的


な要素》と《方法的な要素》を行き来することになった理由であると思われる。 


結果として，この複数回の推敲は，S-36にとって自分と向き合う機会となり，敬語の言


葉遣いなど《知識的な要素》の関する知識が適切であることに加え，自分の思いを披瀝し


た豊かな内容なっている。 


「ふせん」については，「文章を書いている間で『あ！この言葉使えそう』と思ったとき


にすぐに単語で書いておけました。そして，手紙を書いている中で使おうと思ったタイミ


ングに見ることができ，たくさん活用しました。」とアンケートに書いている。「全力」，「協


力」，「ドンマイ」といった言葉は，ダイレクトに手紙文に現れてはいないが，Ａに関する


知識を発揮しつつ，これらをキーワードにして文章を書いていったことは，「小さなことを


毎日コツコツ行う」，「努力はできるという自信につながった」，「ひたむきな姿勢で頑張ろ


う」といった具体的な言葉や表現の創出を生んだと思われる。とすれば，S-36にとって《方


法的な要素》の学習支援ツールである「ふせん」は，書き上げようとする文章そのものを


俯瞰するものとして有効に働き，言葉や表現の創出に欠かせない学習支援の要素であった


ということができる。 
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次に，《方法的な要素》から始まるタイプの「Ｗ」型の学習者 Y-29を取り上げる。この


タイプの「Ｗ」型の学習者は，75名中 12名であった。 


表 4.10は，Y-29の記述過程である。 


 


 


 Y-29は，《方法的な要素》の学習支援ツールである「手紙の構想メモ」を使用し，以下の


内容を約２分間かけて記入する（図 4.17参照）。事後アンケートでは，この「手紙の構想


メモ」を「とても役に立った」とし，「自分の考えを整理できたから。また何を書けばいい


かよくわかったから。」とその理由を書いている。Y-29 は，手紙文にはそもそもどのよう


なことを書けばよいのかといったことを「手紙の構想メモ」の項目で確認し，その上で自


分の考えを整理し，手紙文に書く内容を明確にしていったことが推測できる。 


表 4.10 「Ｗ」型 Y-29の記述過程 


※○付き数字は，当該学習者が使用した順番を示し，→印はその順番を追った軌跡。 


＊ 全画面の□は，全画面を開いて使用している状況を表す。             （筆者作成） 


ＣＤ 


ＡＣＤ 


ＢＤ 


ＢＤ 
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図 4.17から分かるように，「手紙の構想メモ」には，「心さみしい」，「物足りない」，「投


げやり」といった消極的なキーワードが出てくる。「心さみしい」，「物足りない」について


は，後述する図 4.18「Y-29の手紙文」にダイレクトに出てくることはないが，「ピンポン


玉の跳ねる音が聞こえるとどこか悲しく，しかし懐かしく感じるときがあります」（図 4.18


の下線部①参照）といった言葉で表出されていることが分かる。この表現は，《方法的な要


素》の学習支援ツールである「手紙の構想メモ」に書いた気持ちを表す言葉をダイレクト


に書くよりも，効果的に読み手に響くと思われる。本研究で期待する，相手や目的を意識


した言葉の吟味と，言語に関する知識を駆使して伝えたい内容を表現した好例である。 


このような豊かな一文を表出した要因については推測の域を出ないが，キャプチャを確


認すると二つの流れを見ることができる。 


一つは，相手意識を中心としたＣに関するメタ言語能力を発揮しながら，Ａに関する知


識を活用したことである。具体的には，「ところで，」と主文を書き起こしてから，少しず


つ言葉を修正しながら書き進めている。例えば，「ピンポン玉……」の一文の文末も，「思


います」から「感じます」に，そして，「感じるときがあります」と書き直し，次の一文に


【自動でキャプチャした画像。記述開始後，２分 18秒】   （筆者作成） 


図 4.17 Y-29の調査画面の一部 
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進んでいる。 


二つ目は，《知識的な要素》によって，Ｂに関する知識を支援されたことが，Y-29 に洗


練した表現を表出させたことである。Y-29は，手紙にきまりがあることについて「きまり


がないと余計に書きづらいのでいいと思う。」とアンケートに書いている。つまり，「きま


り」としての手紙文の形式が，かえって書きやすさを生むとしているのである。実際，Y-


29の記述過程から書きやすさを生んだかどうかをみることは難しい。しかし，言葉を細か


く直しながらもよどみなく書き進める様子からは，手紙文という文種が，Y-29を一つ一つ


の言葉に立ち止まらせ，言葉や表現を吟味させたのではないかということがうかがえる。 


一方，「投げやり」というキーワードは，「心さみしい」，「物足りない」というキーワー


ドとは違い，手紙文の後半に，ダイレクトに３回出現する（後述する「Y-29の手紙文」の


二重下線部参照）。ただし，この３回は，部活動に対してのみではなく，「自分の将来につ


いても投げやりになってしまっていた」とあり，自分自身の在り方に対しての表現にも使


用している。これは，《方法的な要素》の学習支援ツールである「手紙の構想メモ」を確認


しながら手紙文を書き進めるうちに，Ｄに関するメタ言語能力を発揮して文章を俯瞰する


ことが，Y-29に内省する機会を与えたのではないかと推測される。 


府川（2019，p.20）は，「活発な言語の交流が『人間性』を育むのは確かだとしても，絶


え間ない言語活動の過程で新たな『人間性』が創出され続けていくことに目を向けなけれ


ばならないし，それを担保する言語機能の解明にも取り組んでいく必要がある。」とする。


手紙という媒体を通した読み手との交流を前提に，Y-29が書いた手紙文は，確かに自分自


身を見つめ直す機会につながっている。とすれば，手紙文がもつＢに関する知識や，手紙


文において特に強く発揮される相手意識を中心としたＣに関するメタ言語能力が，Y-29に


上述のような豊かな言葉の創出と人間性を発現させた可能性がある。手紙文の形式が平易


であることも，「言語形式が難解なら，表現者は書きことばによって『人間性』を表現する


ことが困難になる」（府川，2019，p.9）との指摘と符合する。 


完成した手紙文は，以下のとおりである。 


 


拝啓 いつの間にか気温も下がり，地面に落ちていた紅い葉が雪へと姿を変える季節と


なりました。その後いかがお過ごしでしょうか。私は毎日楽しく中学校生活を送ってい


ます。 
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 ところで，もうすぐ部活が終わって半年になりますね。毎日卓球台に向かっていた日


のことがまるで遠い昔の出来事のように思い出されます。今でも体育館の前を通り，①ピ


ンポン玉の跳ねる音が聞こえるとどこか悲しく，しかし懐かしく感じるときがありま


す。 


 当時，私たちのチームは決して強いとは言えず衝突もたくさんありました。勝ち負け


がはっきりしてしまう勝負の世界だからこそ突き付けられてしまう現実に心が折れ，涙


があふれることもしょっちゅうでした。特に私はメンタルが弱かったこともあり試合を


して負けるたびに落ち込みいつも××先生に励ましてもらっていたことを今でも覚え


ています。 


ある時，学校のリーグ戦でどうしても勝ちたかった試合に敗れ，そのやるせなさから部


活への熱がさめてしまう時期がありました。強さこそが部活で一番大切なものだと思っ


ていた私は，同時に負けることはとても恥ずかしいものだと思っていました。そんな私


に××先生は「負けることは決してはずかしいことではない。むしろ負けて悔しいと思


えないほうが恥ずかしいと思う。」とおっしゃられました。部活に対して少し投げやりに


なっていた私はその時思わず下を向いて唇をかみしめたことを覚えています。 


もしあの言葉がなかったら私は部活に対してもさらには自分の将来についても投げや


りになってしまっていたと思います。今こうして振り返るともし投げやりになったまま


部活をつづけていても自分のプラスにはなっていませんでした。今こうして自分の将来


に前向きな私がいるのも××先生のおかげです。本当にありがとうございました。 


                                    敬具 


平成二九年十二月一一日 


                                  ■■■■ 


××××様 


図 4.18 Y-29の手紙文          （筆者作成） 


 


「Ｗ」型は，基本的に《方法的な要素》の学習支援ツールを複数回使用している学習者


である。「Ｗ」型の学習者 19名は，《方法的な要素》の学習支援ツールを使用する回数や滞


在時間に差はあるが，伝えたい内容や表現を吟味する際に，《方法的な要素》を活用し，文


章を俯瞰しながら書き進める傾向が見られた。また，その吟味は，主として豊かな内容に


するための試行錯誤であり，その中で言葉を創出するといった様相が記述過程から見て取
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れる。 


「第２の調査」において，記述途中で終了した学習者７名のうち５名は「Ｗ」型の学習


者である（S-21，S-26，S-37，Y-08，Y-31）。５名のうち４名は，「手紙の構想メモ」を活


用しており，伝えたい内容を明確に記入している。また，使用していない S-37 について


も，記述途中で終了したものの，その内容は極めて豊かで質が高い（後述する図 4.19 参


照）。具体的には，手紙文を読む相手である先生の言葉を取り上げ，今でも自分の指針とな


っていることを自身の内面と向き合いながら丁寧に書いている。このことから，S-37 は，


書くべき内容が浮かばず筆が進まなかったわけではなく，決められた調査時間内に書き終


わらなかった学習者であることが分かる。他の４名も同様の傾向が見られる。これら５名


も含めて，「Ｗ」型の学習者は，手紙文を読む相手を意識し，読み手にどのように伝えるの


か，伝わるのかを考えながら自身の内面と向き合い，主として内容を吟味していることが


分かる。 


 


拝啓 冷たい風が吹き，吐息が白くなる季節となりました。先生はいかがお過ごしでし


ょうか。私は受験勉強の大変さを身に染みて実感しながらも，日々元気に生活を送って


おります。 


 さて，時がたつのは本当に早いもので，先生が異動されてから一年近くが経とうとし


ています。先生の授業で毎回聞いた「I'll give you points!」。先生との別れの寂しさ


に何度も涙が出そうになってしまい，最後の歌は思うように歌えなかったこと。部活の


後，涙が止まらない私たちに「泣くなよ，本当はこっちだって泣きたいんだから」と爽


やかに笑った姿。沢山の思い出が，つい最近の出来事のように思い出されます。現在は


△△先生に担当していただき，進級してからも英語への興味を得意に生かせるよう，学


習をしております。しかし，難易度の上がったテストにかなり苦戦や挫折を経験するこ


とも少なくないのが現状です。そんなときに真っ先に思い浮かぶのは「失敗しても，な


んで失敗したのか，どうしていればよかったのかを考えられれば次に繋がる。次がいつ


来るかわからないだろうけれど，その時に振り返って解決策を生み出した自分は確かに


存在していたのだから，自分を信じて前に進めばいい」という××先生の言葉です。そ


れを聞いてから私は，過去の自分がしてきたことを今に繋げる，そして今の自分がして


いることを未来の自分に繋げられるよう，自分なりに工夫を凝らしています。××先生
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には英語の楽しさ以外に「生かす」ことの大切さをおしえていただいたように思います。 


 これから寒きも増し，体調を崩しやすい時期となりますが， 


図 4.19 S-37の手紙文          （筆者作成） 


 


4.4 考察 


本章の目的は，学習者の記述過程における《知識的な要素》と《方法的な要素》の学習


支援ツールの使用パターン別に，記述過程における学習者の様相を分析することである。


本調査で確認された限定的な条件下の整理であることを踏まえた上で，75名分のデータか


らその傾向を考察する。 


以下の表 4.11は，本章で取り上げた学習者が，《知識的な要素》と《方法的な要素》の


学習支援ツールを使用する際に，記述過程においてどのような資質・能力を発揮していた


かを一覧にしたものである。 


 


表 4.11 記述過程のパターン別に見る，学習者が記述過程で発揮する資質・能力 


 学習支援の内容 


パターン名 


《知識的な要素》 《方法的な要素》 


頭語 


結語 


時候の 


挨拶 


手紙の 


構成 


自由 


メモ 


ふせん 手紙の 


構想メモ 


 
主
と
し
て
学
習
者
が
記
述
過
程
で
発
揮
す
る
資
質
・
能
力 


①「・」型 Ｂ － 


②「Ｉ」型 


 


Ａ，Ｂ，Ｃ Ｃ 


③「Ｖ」型 


 


Ｂ，Ｄ Ａ，Ｃ，Ｄ 


④「Ｚ」型 


 


Ｂ，Ｃ，Ｄ Ａ，Ｃ，Ｄ 


⑤「Ｗ」型 Ａ，Ｂ，Ｄ Ａ，Ｃ，Ｄ 


《知識的な要素》の活用で発揮される資質・能力 


Ａ：言葉の特徴やきまりなど言語に関する知識 


Ｂ：文種特有の規範など言語文化に関する知識 


《方法的な要素》の活用で発揮される資質・能力 


Ｃ：相手意識などコミュニケーションに関するメタ言語能力 


Ｄ：文章作成など記述行為に関するメタ言語能力 


（筆者作成） 
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まず，一覧して分かるのは，《知識的な要素》と《方法的な要素》，それぞれの活用で発


揮されると整理したＡからＤに関する資質・能力が，これらの二つの枠組みを越えて関わ


り合い，学習者の記述過程において発揮されているということである。 


《知識的な要素》と《方法的な要素》の学習支援ツールを活用する際に発揮されるとし


て整理した，ＡからＤに関する資質・能力は，基本的にそれぞれの使用場面で発揮されて


いる。しかし，学習者の記述過程の分析を進めると，一つのツールを使用する場面におい


て，単一の資質・能力が発揮されるとは限らないことが分かる。表 4.11 から分かるよう


に，「Ａ，Ｂ」など《知識的な要素》に係る資質・能力同士，「Ｃ，Ｄ」など《方法的な要


素》に係る資質・能力同士など，同一の枠組みの中で複合的に発揮されたり，「Ａ，Ｃ」，


「Ｂ，Ｄ」，「Ａ，Ｃ，Ｄ」など，《知識的な要素》と《方法的な要素》の枠組みを越えて複


合的に発揮されたりするものであることが実証的に確認できた。また，《知識的な要素》と


《方法的な要素》とを往復する回数が多いほど複合的になり，四つの資質・能力が出現し


やすいことが分かった。 


ただし，これはあくまでも，表出した言葉や行為から顕著に見られたものを取り上げた


結果である。例えば，「・」型の学習者については，主としてＢに関する知識を活用して記


述を進めていたが，そのことを取り上げて，他の資質・能力が発揮されていないとは必ず


しも言えない。今回の課題を解決するに当たって必要な他の資質・能力については，既に


自在に活用できるようなかたちで学習者に身に付いていることも考えられるからである。


一方で，身に付いていると思われる資質・能力を引き出し，更に高めるような学習支援ツ


ールの工夫も検討する必要が導き出される。 


次に，設定した資質・能力が複合的に発揮されるという点について，《知識的な要素》と


《方法的な要素》の学習支援ツールそれぞれについて考察する。 


《知識的な要素》の学習支援ツールについては，「手紙の構成」を使用しているときに，


《方法的な要素》の活用の際に発揮されると整理した，Ｄに関するメタ言語能力が出現す


ることが多かった。これは，文種特有の構成全体を確認することが，学習者に自分の文章


を俯瞰させる契機となり，内容の一貫性を意識したりそれに伴って言葉や表現を見直した


りするといったメタ言語能力を促したものと考えられる。 


また，同じく「時候の挨拶」についても，文種特有の知識を得るだけではなく，学習者


にとっては手紙文を読む相手を想起させる機会となり，Ｃに関するメタ言語能力を促す場
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合があることが分かった。それによって，言葉を整理したり吟味したりする行為が繰り返


され，豊かな言葉を創出している。 


《方法的な要素》の学習支援ツールについては，「手紙の構想メモ」が，ＣやＤに関する


メタ言語能力を発揮させる契機となり，Ａに関する知識，特に既有知識を関わらせながら


相手に合った字句や表現を推敲し，文章を豊かにしていく学習者の状況が導き出された。


その上で，「手紙の構想メモ」を活用するタイミングについては，記述過程の途中で活用す


る学習者の方が，Ｃに関するメタ言語能力を発揮し，伝えたい内容を吟味している様子が


顕著であることが分かった。 


同じく「ふせん」については，相手を意識しながら内容に一貫性をもたせようとする際


に活用されていることから，ＣとＤに関するメタ言語能力の双方が発揮されることが分か


った。その上で，伝えたい内容を端的に表す言葉を吟味する際，Ａに関する知識が発揮さ


れる。「ふせん」については，活用する学習者は少なかったが，活用した学習者の手紙文は，


いずれも記述過程において文章の核となる言葉が導き出され，文章の質を高める支援ツー


ルとしての機能を果たしている。これは，「ふせん」の動作性が内容の試行錯誤とマッチし


たことによるものと考えられる。 


また，《方法的な要素》の学習支援ツールを活用して，ＣとＤに関するメタ言語能力を発


揮させつつ手紙文記述に取り組んだ場合，自分の気持ちを相手に適切に伝えたいという思


いが，書きながら読み，書きながら考え，考えたことを言葉にして文章化する行為を生み，


内省する機会を与えることも確認できた。 


最後に，学習者の記述過程は，いわゆる取材，構想，記述，推敲といった指導過程にお


ける「記述」の段階だけで進んでいるのではないということが実証的に導き出された。具


体的には，個々の学習者の手紙文の記述過程には，伝えたい内容を相手へ適切に伝えるた


めに題材を整理する取材の段階や，伝えたい内容の優先順位や書き表す順を考えて整理す


る構成の段階，自分が書いている文章を途中で止めて読み直し，書き足したり消したり言


葉を修正したりする推敲の段階が存在した。そして，それは個々の学習者が必要とするタ


イミングでそれぞれ行われていたことが確認できた。 


つまり，実際の学習者の手紙文の記述過程は，第１章で整理したような取材，構成，記


述，推敲という指導過程を線条的に進んでいるわけではない。行きつ戻りつしながら文章


を書き進める多様な記述過程が存在する。本章では，その具体的なパターンを詳細な様相


とともに整理することができた。 
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加えて，記述過程における学習者の自主的な推敲の行為が，全体の文章の質を高めるこ


とが確認できた。記述過程のデータから，推敲の行為は，書き進めている途中で行われて


いることが多く認められ，書き終わってからの推敲は，ほぼ見られない。書きながら更に


伝えたい内容を想起し，前に戻って加除修正したり，単語や文節等の言葉の単位で細かい


修正を行ったりしている様子が見られる。あくまでも本調査の手続き上の結果であり，こ


れが使用している媒体によるものであるかどうかは不明であるが，操作の簡易さが学習者


に自身の文章を気軽に推敲させている可能性はあると推察できる。 
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終 章 


 


研究の成果と課題 


 


5.1 本研究の成果 


 本研究では，国語科の作文指導において，中学生の手紙文記述における記述過程の実態


を捉え，記述中における学習支援の要素を明らかにし，記述過程の様相を捉えるという研


究課題を設定し，CBT調査を通して分析，検討を行った。それは，序章で言及したように，


本研究が対象とする記述中の指導は，重要だが極めて困難であるという歴史的な認識を踏


まえ，最も未開拓であるとされる学習者の記述過程に切り込んだものである。また，イン


ターネットなどを介した書き言葉での交流が人間関係に影響する複雑な現代社会の中で，


書き言葉によるコミュニケーションを前提とした作文指導が改めて求められていることを


視野に入れ，対話的な文章である手紙文を題材に取り上げた。 


このような課題意識の下，調査，分析を進めて得た成果を以下に整理して述べ，最後に，


今後の課題に言及する。 


5.1.1《知識的な要素》と《方法的な要素》という学習支援の枠組みの提出 


本研究の成果としてまず挙げられるのは，手紙文の記述過程の実態を捉えるために，国


語科教育における作文指導，及び認知心理学における作文産出過程の知見を参考に，記述


過程における学習支援の要素を考える際の枠組みとして，《知識的な要素》と《方法的な要


素》を提出できたことである。これにより，学習者の記述過程を理論的に分析することが


可能となった。 


《知識的な要素》は，学習者の記述過程で発揮される知識を，言葉の特徴やきまりなど


言語に関する知識（以降，第１章の表 1.2に基づいて「Ａに関する知識」という。以降の


Ｂ，Ｃ，Ｄの係る表記も同表に基づく）と，文種特有の規範を含む言語文化に関する知識


（以降，「Ｂに関する知識」という）の二つに大別し，その内容を整理したものである。具


体的には，前者は，語句，文法，表記など，記述に必要な知識であり，後者は，トピック


や読み手，文種に応じた知識となる。 


《方法的な要素》は，学習者の記述過程で発揮される言語能力を，相手意識などコミュ
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ニケーションに関するメタ言語能力（以降，「Ｃに関するメタ言語能力」という）と，文章


作成など記述行為に関するメタ言語能力（以降，「Ｄに関するメタ言語能力」という）の二


つに大別し，その内容を整理したものである。具体的には，前者は，相手や目的を踏まえ


る行為であり，後者は，自分が表出した言葉や内容を自分自身で整理したり見直したりす


る行為となる。 


本研究では，学習者に書かせる文種として，対話的文章である手紙文を選定し，《知識的


な要素》と《方法的な要素》の枠組みを踏まえて，CBT 調査上に学習支援ツールというか


たちで具体的な道具を設定した。それらを，学習者がどのように使用するかとともに，表


出される言葉や行為を追いながら記述過程を分析している。まず，第 2章では，手紙文に


おける学習者の記述過程の実態を捉えることを目的として調査を実施した（「第１の調査」）。


次に，第３章では，「第１の調査」の結果を踏まえ，手紙文の記述過程における学習支援の


要素を精査するための調査を実施した（「第２の調査」）。いずれの調査も，学習者は，CBT


調査上に用意された《知識的な要素》と《方法的な要素》の学習支援ツールを活用しなが


ら手紙文を書き進めていく。 


《知識的な要素》と《方法的な要素》という枠組みを設定したことによって，手紙文に


おける学習者の記述過程において，以下の点が確認できた。 


・《知識的な要素》と《方法的な要素》の両方が活用されること 


・《知識的な要素》と《方法的な要素》では，《知識的な要素》の方が活用されること 


・どちらか一方だけ活用される場合があること 


・両方とも活用されない場合があること 


また，《知識的な要素》と《方法的な要素》を活用するタイミングは，学習者によって様々


であることから，学習者の記述過程は一律ではないという実態を明らかにすることができ


た。具体的には，学習者は，自身に必要だと判断したそれぞれのタイミングで，《知識的な


要素》と《方法的な要素》とを往復しながら活用したり，《知識的な要素》や《方法的な要


素》と自分の記述とを往復したりしながら手紙文を書き進めたりする状況が確認できた。


このことは，手紙文指導に当たっては，個々の学習者に応じた質の違う支援が必要であり，


画一的な支援では個々の学習者に十分対応できないことを示唆している。これは，書き上


げた文章からでは見えてこない学習者の記述過程の実態であり，《知識的な要素》や《方法


的な要素》という枠組みを提出し，CBT 調査という手続きにおいて採用することができた


からこそ見えてきたものであると言える。 







- 150 - 


 


なお，《知識的な要素》や《方法的な要素》という枠組みについて，設定時点で想定して


いなかった状況も明らかになった。それは，各枠組みに係る支援で発揮される資質・能力


についてである。学習者が言葉を整理したり吟味したりする行為については，《方法的な要


素》の活用を通して発揮されることを想定していたが，《知識的な要素》を活用する際にも


出現することが認められた点である。「第１の調査」，及び「第２の調査」の結果から，《知


識的な要素》と《方法的な要素》の活用を通して発現する学習者の資質・能力について，


本研究における基本的な整理は妥当であると判断するが，固定的なものではないことを押


さえておく必要がある。 


5.1.2 「取材，構成，記述，推敲」における「記述」段階の実態の把捉 


二点目の成果として挙げられるのは，第１章で論じた「取材，構成，記述，推敲」とい


う作文指導の過程が截然と分かちがたく，相互に関連し合う性質をもつこと（有定，1971，


p.173）について，その一端を実証することができたことである。手紙文記述において，こ


れら四段階は，本研究で対象とした「記述」の段階にその前後の段階が包摂される状況が


あることが明らかになった。 


個々の学習者の手紙文の記述過程には，伝えたい内容を相手へ適切に伝えるために，内


容を整理する取材の段階や，伝えたい内容の優先順位や書き表す順を考えて整理する構成


の段階，自分が書いている文章を書きながら読み直し，言葉を書き足したり消したりしな


がら内容や表現を考える推敲の段階が存在する。その上で，文章を記述しながら取材し直


したり，推敲しながら構成を考えたり考え直したりするといった，各過程の順序を飛び越


えて言葉を表出している場合がある。そして，それは個々の学習者がそれぞれに必要と判


断するタイミングで行われており，「取材，構成，記述，推敲」という四段階は，学習者の


記述過程において柔軟に行き来していることが認められた。 


また，本来なら「記述」の次に位置付く「推敲」を，多くの学習者が自主的に行ってい


たことも特徴的であった。推敲は，書き進めている途中で行われていることが多く認めら


れ，書き終わってからの推敲は，ほぼ見られない。書きながら更に伝えたい内容を想起し，


前に戻って加除修正したり，単語や文節等の言葉の単位で細かい修正を行ったりしている


様子が見られる。また，前へ戻って修正する場合は，文単位で内容を加筆したり削除した


りする行為が多かった。学習者が表出する言葉や文は，最終的には線条的に配置されてひ


とまとまりの文章が完成するものの，そこに至るまでの過程は線条的ではないということ


である。あくまでも本調査の手続き上の結果であり，これが使用している媒体によるもの
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であるかどうかに言及するには研究材料が不足している。しかし，操作の簡易さが学習者


に自身の文章を気軽に推敲させ，第２章で言及した倉澤（1950，p.413）のいう「自己校正」


を促した可能性は十分に考えられる。 


また，記述過程において，学習者が自主的に言葉を吟味，推敲する行為が，手紙文の内


容を豊かにし，全体の文章の質を高めていることが認められた。特に，指導者が直接関与


しない今回のような学習では，学習者は与えられた条件の下，手紙文を完成させるに当た


って，《知識的な要素》と《方法的な要素》の学習支援ツールを主体的，選択的に活用し，


四段階を自由に行き来しながら質の高い学びを自ら展開することが確認できた。 


5.1.1と併せて整理すると，第１章で提出した「図 1.3 学習者の記述過程を支援する要


素の構成イメージ」は，以下の図 5.1のように更新されることが示唆される。 


 


 


 まず，図 5.1の上部に，記述の段階に，取材，構成，推敲の段階が包含されることがあ


ることを示した。  


また，本研究の当初は，先行研究を踏まえ，学習者の記述過程を支援する要素として，


丸枠で囲んだ知識（語句，文法，表記など記述に必要な知識や，トピックや読み手，文種


       図 5.1 学習者の記述過程を支援する要素の構成イメージ２     （筆者作成） 
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に応じた知識）と，菱形の枠で囲んだ方法（相手や目的を踏まえる行為や，自分が表出し


た言葉や内容を自身で整理したり見直したりする行為）を設定し，位置付けていた。しか


し，「第１の調査」，及び「第２の調査」の結果から，実際の活用の仕方は，想定していた


活用を越えて複合的に展開されていたことが分かったため，以下のように更新した。 


例えば，丸枠の知識は，知識の一覧を確認するためだけのものではなく，知識を活用し


て自身の言葉を創出したり手紙文の内容を吟味したりするための道具としても作用してい


たため，丸枠の方法を追加した。また，菱形枠の方法は，自身の文章を俯瞰しながら書き


進める行為を助ける道具としての役割のみではなく，知識をどのように自身の文章に取り


入れるか，或いは既有知識を引き出したり新たな知識を整理したりするための道具として


も作用していたため，菱形枠の知識を追加した。 


5.1.3 手紙文記述における学習支援の要素の解明 


「第１の調査」，及び「第２の調査」において，《知識的な要素》と《方法的な要素》の


枠組みを基に設定した学習支援ツールの活用状況から，手紙文記述において，学習者の記


述過程で必要とされる具体的な学習支援の内容を明らかにした。以下，①から⑦がそれに


当たる。④，⑦以外は，両調査で使用している。 


 


・《知識的な要素》の学習支援ツールとしては，以下の四つが挙げられる。 


①頭語・結語 


②時候の挨拶 


③手紙の構成 


④手紙文例（④は，「第１の調査」において「手紙の構成２」と呼称して使用） 


・《方法的な要素》の学習支援ツールとしては，以下の三つが挙げられる。 


⑤自由メモ 


⑥ふせん 


⑦手紙の構想メモ（⑦は，「第２の調査」で使用） 


 


「第１の調査」においては，《知識的な要素》の学習支援ツールである「④手紙文例」が


頻用され，全員が手紙文を書き上げた。一方で，「第２の調査」では，学習支援ツールとし


て「④手紙文例」を提供しないことが手紙文特有の知識への認識につながること，また，


《方法的な要素》の学習支援ツールである「⑦手紙の構想メモ」を提供することが手紙文
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を読む相手を意識し，内容の一貫性を考えながら自分自身の文章と向き合い，主体的に記


述する行為を生むことを確認した。また，これらの点が，手紙文の内容を豊かにする可能


性があることを導き出すことができた。 


特に，学習支援ツールに係る以下の状況に着目することで，実際の手紙文指導において


も，本研究で得た結果や考え方を応用することができると考えられる。 


(1) 《知識的な要素》の学習支援ツールについて 


まず，「④手紙文例」についてである。「④手紙文例」は，最終的な学習のゴールとして


の具体例の役割だけではなく，手紙文を書く際の分量の目安，構成，言い回し，内容等に


ついてのヒントを与えたため，学習者に頻用されたと考えられる。特に，構成の知識を確


認していた様子がうかがえることから，手紙文の構成は，構成の骨組みを単独で示すより


（上記③がそれに当たる），実際の記述例と併せて示した方が学習者にとって有効である


ことが示唆される。 


しかし一方で，「④手紙文例」で使用されていた手紙文特有の言い回しの模倣も目立った


ことから，学習活動として，学習者に文種特有の規範など言語文化に関する知識を喚起，


育成する際，「④手紙文例」の設定が有効であったか否かという点については疑問が残る。


例えば，「②時候の挨拶」について，「第１の調査」ではオリジナルの時候の挨拶を書いた


学習者は 39名中 6名であったが，「第２の調査」では 75名中 21名であった。このことが


「④手紙文例」の削除と関連しているか否かも含めて単純な比較はできないものの，「第１


の調査」の際より，調査日当日の季節と向き合い，文章表現を工夫しようという意識が働


いたことは確かである。「④手紙文例」からの手紙文特有の知識や言い回しの模倣は，単に，


形式の模倣に止まらず，文章表現への工夫や内容に対する思考に影響するのかもしれない


ことが推察される。少なくとも手紙文特有の知識を意識的に確認したり目的に応じて活用


させたりしたい場合には，「④手紙文例」の提示はその行為を減じる可能性が高いというこ


とが示唆される。 


また，「第２の調査」における《知識的な要素》の学習支援ツールの中では「③手紙の構


成」の頻用が確認されている。この点についても「④手紙文例」を削除したこととの関連


で語るには材料が不足している。しかし，「③手紙の構成」は，「④手紙文例」のように，


単純にその内容を模倣することで手紙文の記述が進むツールではない。実際，「③手紙の構


成」は，手紙文全体の構成を確認することのみにとどまらず，主文の内容の構成に関わる


推敲にも作用していることが認められている。このことから，手紙文記述において，学習
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者にその内容や表現を吟味させたい場合には，「④手紙文例」と「③手紙の構成」について，


その提示の方法を考える必要があると思われる。 


なお，本研究において，メタ言語能力を発揮し内容や表現を吟味する役割は《方法的な


要素》の学習支援ツールにもたせたが，前述①から④の組合せ方によっては，《知識的な要


素》の学習支援ツールが言葉や表現を吟味させ，豊かな文章を創出させる可能性をもつこ


とが示唆される。 


(2) 《方法的な要素》の学習支援ツールについて 


「⑦手紙の構想メモ」が最も活用され，学習者も《方法的な要素》の学習支援ツールの


中で最も役に立ったとしている。 


実際の使用状況を分析した結果からは，「⑦手紙の構想メモ」の使用によって，相手を明


確に意識すること，それに関わって内容の一貫性を意識しながら書き進めることが認めら


れた。「⑦手紙の構想メモ」の活用は，文章の加筆，書き直しの行為と連動し，手紙文の内


容の充実や文章の質の高まりにつながることが確認できた。つまり，「⑦手紙の構想メモ」


は，手紙文を読む相手を意識しながら自分が書き進めている文章や自身の内面と対峙し，


自己校正する行為を生み，豊かな内容や表現の創出を促す学習支援ツールとして機能する


ことが示唆される。 


考えている内容を言語化するツールとしては，「⑤自由メモ」，「⑥ふせん」も同様の役割


をもつが，多くの学習者にとって，手紙文を書くに当たって確認する項目内容が示されて


いることが，相手意識を喚起したり伝えたい内容を整理したりすることに有効であったと


思われる。ただし，「⑤自由メモ」，「⑥ふせん」も使用の実態があり，個々の学習者の記述


過程に有効に作用していたことが認められることから，学習者の記述過程にとって必要な


ツールは，学習者ごとに個別的であることも注視すべきである。  


5.1.4 手紙文の記述過程に係る５パターンの様相の提出 


前述した研究成果を踏まえ，手紙文において，学習者の記述過程の様相が５パターンに


分類できることを明らかにした。具体的には，記述過程における学習者の学習支援ツール


の活用に係る軌跡から，「・」型，「I」型，「Ｖ」型，「Ｚ」型，「Ｗ」型の五つに分類でき


た。その上で，それぞれの使用パターンごとに，学習者が表出した言葉や行為と，5.1.1で


前述した，以下に示す学習者の記述過程で発揮されるＡからＤに関する資質・能力との関


わりを分析することで，各パターンの様相の詳細が明らかになった。 
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・《知識的な要素》の学習支援ツールを活用する際に発揮される資質・能力 


  Ａ：言葉の特徴やきまりなど言語に関する知識 


Ｂ：文種特有の規範など言語文化に関する知識 


・《方法的な要素》の学習支援ツールを活用する際に発揮される資質・能力 


  Ｃ：相手意識などコミュニケーションに関するメタ言語能力 


Ｄ：文章作成など記述行為に関するメタ言語能力 


 


結果として，学習者の記述の特性（パターン）やそれに伴う活用の仕方によって，記述


過程で発揮される資質・能力は，単一ではなく複合的，且つ設定した枠組みを越えて発揮


されているという実態を，具体的なデータを用いて明らかにすることができた。 


まず，Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄに関する資質・能力は，基本的に，《知識的な要素》の学習支援ツ


ールを活用する場面ではＡかＢ，《方法的な要素》の学習支援ツールを活用する場面ではＣ


かＤが発揮されている。しかし，一つの学習支援ツールを使用する場面において，単一の


資質・能力が発揮されるとは限らず，「Ａ，Ｂ」など《知識的な要素》に係る資質・能力同


士，「Ｃ，Ｄ」など《方法的な要素》に係る資質・能力同士など，同一の枠組みの中で複合


的に発揮されたり，「Ａ，Ｃ」，「Ｂ，Ｄ」，「Ａ，Ｃ，Ｄ」など，《知識的な要素》と《方法


的な要素》の枠組みを越えて柔軟に発揮されたりするものであることが認められた。 


具体的には，例えば，《知識的な要素》の学習支援ツールである「手紙の構成」を使用し


ているときに，《方法的な要素》の活用の際に発揮されると整理した，Ｄに関するメタ言語


能力が出現することが多かった。これは，文種特有の構成全体を確認することが，学習者


に自分の文章を俯瞰させる契機となり，内容の一貫性を意識したりそれに伴って言葉や表


現を見直したりするといったメタ言語能力を促したものと考えられる。 


同じく「時候の挨拶」についても，文種特有の知識を得るだけではなく，学習者にとっ


ては手紙文を読む相手を想起させる機会となり，Ｃに関するメタ言語能力を促す場合があ


ることが分かった。それによって，言葉を整理したり吟味したりする行為が繰り返され，


豊かな言葉が創出されている。 


また，《方法的な要素》の学習支援ツールである「手紙の構想メモ」が，ＣやＤに関する


メタ言語能力を発揮させる契機となり，Ａに関する知識，特に既有知識を関わらせながら


相手に合った言葉や表現を推敲し，文章を豊かにしていく学習者の状況が認められた。そ


の上で，「手紙の構想メモ」を活用するタイミングについては，記述過程の途中で活用する
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学習者の方が，Ｃに関するメタ言語能力を発揮し，伝えたい内容を吟味している様子が顕


著であることが分かった。 


同じく「ふせん」については，相手を意識しながら内容に一貫性をもたせようとする際


に活用されていることから，ＣとＤに関するメタ言語能力の双方が発揮されることが分か


った。その上で，伝えたい内容を端的に表す言葉を吟味する際，Ａに関する知識が発揮さ


れる。「ふせん」については，活用する学習者は少なかったが，活用した学習者の手紙文は，


いずれも記述過程において文章の核となる言葉が導き出され，文章の質を高める支援ツー


ルとしての機能を果たしている。これは，「ふせん」の動作性が内容の試行錯誤とマッチし


たことによるものと考えられる。 


また，《方法的な要素》の学習支援ツールを活用して，ＣとＤに関するメタ言語能力を発


揮させつつ手紙文記述に取り組んだ場合，自分の気持ちを相手に適切に伝えたいという思


いが，自身の文章と対峙させ，書きながら読み，書きながら考え，考えたことを表現する


言葉を吟味する行為を生むとともに，自分の内面と向き合う機会を与えることも確認でき


た。加えて，記述過程における学習者の自主的な推敲の行為，つまり，自己校正が，全体


の文章の質を高めることが認められた。また，記述過程のデータから，推敲の行為は，書


き進めている途中で行われていることが多く，書き終わってからの推敲は，ほぼ見られな


い。書きながら更に伝えたい内容を想起し，前に戻って加除修正したり，単語や文節等の


言葉の単位で細かい修正を行ったりしている様子が見られる。あくまでも本調査の手続き


上の結果であり，これが使用している媒体によるものであるかどうかは不明であるが，操


作の簡易さが学習者に自身の文章を気軽に推敲させている可能性はあると考えられる。 


最後に，《知識的な要素》と《方法的な要素》とを往復する回数が多いほどそれらの資質・


能力は複合的になり，且つ複数の資質・能力が出現しやすいことが分かった。ただし，こ


れはあくまでも，学習者表出した言葉や行為から視認できた範囲の中で顕著に見られたも


のを取り上げて分析した結果である。例えば，「・」型の学習者については，主としてＢに


関する知識を活用して記述を進めていたが，そのことを取り上げて，他の資質・能力が発


揮されていないとは必ずしも言えない。今回の学習課題を解決するに当たって必要な他の


資質・能力については，既に自在に活用できるようなかたちで学習者に身に付いているこ


とも想定できるからである。 
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5.2 本研究の課題 


本研究における課題について，三点述べる。 


一点目は，本研究で採用した CBT調査の限界と，発展的な活用方法についてである。 


本研究では，学習者の記述過程の基礎データを２回の CBT調査を通して得た。その結果，


第２章で言及した「第１の調査」では，全員が手紙文を書き上げることができたが，第３


章で言及した「第２の調査」においては，手紙文が完成しなかった学習者が 75名中９名存


在した。いずれも手紙文の書き方が分からなかったり伝えたい内容がなくて書けなかった


りしたのではなく，時間内に書き終わらなかった学習者である。つまり，これら９名の学


習者については，指導者の適切な指導があれば終了していたと考えられ，実際の国語の授


業であれば，記述途中で指導者の関与が必要な学習者であるということになる。 


本研究の手続きで得た結果は限定的な条件下でのものであり，国語科の作文指導におい


て単純に一般化できるものではない。しかし，この事実は，作文指導における記述中指導


において，学習者に学習支援ツールを提供するだけでは足りないことを示唆している。記


述中指導においては，記述過程における適切な時間の確保とともに，一律に学習者に記述


の段階を一任するのではなく，学習者によって個別の対応が必要であることが改めて導き


出されたと言える。このことは，序章で取り上げた「『書くこと』の活用ほど，その現実は


千差万別である」（中西，2006，p.39）ことを裏付けるものであり，「学習者に任せ切った


り」（巳野，2001，p.233）することが必ずしも有効ではないことを示唆する。 


しかしながら，このような問題点が抽出できたのは，本研究の手続きを CBT調査の形式


にしたからであるとも言える。指導者が介入しなかったからこそ，介入しなければならか


った学習者の状況が表面化したのである。指導者が介入を行えば，指導者が介入したから


手紙文を完成させたのか，学習支援ツールが有効であったから手紙文を完成させたのかの


分析は不可能であった。指導者の学習者への指導という条件を一旦はずすことで，学習支


援ツールの限界が浮かび上がったのである。 


また，これからの社会における ICTの進展を考えるとき，国語科の学習におけるコンピ


ュータ活用は，避けては通れない課題である。本研究においては， CBT調査の画面を２秒


ごとにキャプチャ，連続再生することで学習者の記述過程を容易に捉えることに成功して


いる。この手法は，特に，学習者がどこでつまずいているかを確認するのに有効であると


ともに，学習の履歴の保存も可能にする。現在，経済産業省が推進している未来の教室プ


ロジェクト等の動向を踏まえれば，今後，国語科における作文指導も劇的に変わることが
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予想される。そのとき，学習者の記述行為について，何をどのように指導し，学習の履歴


を蓄積するのかを，指導目的と照らして整理する必要がある。ワープロソフトがもつ様々


な機能は，学習指導，及び学習評価の幅を広げるはずである。そのことを考える際，本研


究におけるコンピュータの活用方法，及び記述行為の保存の仕方も資料の一つとなろう。 


二点目は，手紙文の学習支援ツールについて，更なる精査の必要性についてである。 


5.1.3で述べたように，「時候の挨拶」については，その定型を引用する学習者がいる一


方で，手紙文を読む相手を意識し，季節を踏まえながらオリジナルの時候の挨拶を創出し


た学習者が複数名存在した。その理由を分析することは，今後の作文指導を考える際に有


効な材料を得る可能性があるが，検討することができなかった。例えば，本調査のように，


文章を書く環境が予め整えられ，複数の学習支援ツールが提示され，自分自身の記述の状


況に応じて選択的，且つ自由に活用できれば，実は文例などを模して書くのではなく，ア


レンジして書いたりクリエイティブな表現を創出したりする意欲が生まれるのかもしれな


い。つまり，書く環境が整えられることによって，逆にオリジナルな表現を創出する行為


を誘引するのではないかといった可能性の検証が必要である。その上で，学習者が新たな


言葉を創出したいと思ったときに，よりよい言葉や表現を考えたり吟味したりする行為を


促したり，既に身に付いた資質・能力を引き出して高めたりする新たな学習支援ツールの


開発が必要である。 


また，コンピュータ画面上に各学習支援ツールをそれぞれ提示したことが，学習者にと


っては自身の必要に応じて選択したり簡易に組み合わせたりしやすく，その環境が言葉を


創造しやすくさせたのではないかといった可能性も考えられる。今後，この点を追究する


ことで，例えば，教科書教材として掲載されている手紙文の教材について，そこに示され


るコンテンツをどのように提供するかなどを含め，新たな知見を得ることができると思わ


れる。また，CBT 調査と紐付けて考えると，デジタル教科書のコンテンツとしての可能性


も考えられる。 


三点目は，《知識的な要素》と《方法的な要素》という学習支援の枠組みと手紙文以外の


文種との関連，また，その汎用性についてである。今回の研究では，対象とする文種を対


話的な文章である手紙文としたが，それ以外の文種において，本研究で提出した学習支援


の枠組みである《知識的な要素》と《方法的な要素》が生かせるのかどうかについて，検


討することができなかった。この検討は，中学校国語における作文指導の新たな展開に寄


与するはずである。汎用性の検証とともに今後の課題としたい。 
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